

やる夫はアフリカで奇跡を起こすようです
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このスレは、アフリカ南部・ボツワナ共和国で
奇跡と呼ばれる経済成長を成し遂げた初代大統領、
セレツェ・カーマの一代記です。
　
史実に沿って進めていきますが、
登場人物の言動にはフィクションも含まれますので、
ご了承ください。
　
　


　
　
　
　
 閲覧はスクロールモードで．






第一話「結婚」
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世紀末大陸・アフリカ… 
　

3  O ◆XLjdU8ssbY 2013/04/28(日) 23:51:44 ID:WnbnE.nc0
　
　　　　　　,へ～~~￣￣フ,　　　　　　　　　　　ﾌ
　　　　 /´　　　　　　　　 ｀～､_　|｀～､＿,､__/
　　　,／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽﾚ､
　 ／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽヽ
　|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ ヽ
　｀|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ　ヽ
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　|　 _､-
　 |　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼｀´,-フ
　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ￣　 /
　　　 ｀＼,,～～～´｀L_､　　　　　　　　　　　 　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　 ）　　　　　　　　　　　　　　　 ／
　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　 　　／
　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　（
　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　 ）　　　　　　　　　　　　|　　　　､
　　　　　　　　　　　　　　 |´　　　　　　　　　　　　 _）　,,ノ´ |
　　　　　　　　　　　　　　 (,,　　　　　　　　　　､～´　 ）　　|´
　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　★　　　 ヽ　　 （　　|´
　　　　　　　　　　　　　　　　|,　　　　　　　　､ノ　　　 し-´
　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　　 ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　　　　 ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　｀-～～~´
その南端近くに、一つの国がある。
ボツワナ共和国。
混沌の大陸・アフリカにおいて、奇跡ともいわれる経済成長を遂げた国である。 
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ひとりあたりGDPは約15000ドルに達し、上位中進国レベルに到達。
周辺諸国から大きくぬきんでた状況にある。
教育システムやインフラも完備し、
何よりも建国以来の民主政治が定着しており、政情も極めて安定している。 
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一時期はエイズのパンデミックによって平均寿命が半減までしたが、 
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政府が医療体制を整え国民全員にエイズ治療がいきわたるようにした結果、
寿命は大幅に改善傾向にある。 
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こうした経済成長を支えたのが、世界一の産出量を誇るダイヤモンドである。
高品質で膨大なダイヤの産出は、国土のほとんどが砂漠であるこの国にとって、
まさに命綱となっている。
この富をもとに、教育振興やインフラ整備、経済の多角化が行われ、
現在の状況が作り上げられた。 
　

9  O ◆XLjdU8ssbY 2013/04/29(月) 00:26:29 ID:4ZhbsTs20
　
 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　､_人_从_人__/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _）
　,..r;;:　　（　 人)　 )　,;｀ｰ､　　　 　 　　　 |　ヽ丶　　　　　　　_）　消　　汚
　ヾゞ､　　ゞ'´　　　'｀´　　 ｀ヾ､　　 　　─|─　　　　 　 　 　　_）　毒 　 物
　　　　　　　　　　-‐':､ゞ'｀` 　,l　　 　 　/ |　ヽ 　 　 　 　 　　 _）　だ　　は
ヾ､ ゞ;;.　　,r-､　　　｀ヾ､　　　　ヽ､　　　　　 　 　　 　 　 　 　 _）　 l
, rヾ 　　 ,r!/r'ヽ　　　　'｀　　　　　 ＼　　 　 　＿|＿　　　　　 _）　っ
　　　_,,,.,ﾉ､_ ヽ,　　　　　　　｀ゞ;;　 　 ;:､　　　　／|　　　　 　 　｀)　！
,r‐'''"　,.r ,ｲ彡ミﾐヾ､　　　　　　｀`　 ´;;i　　　　　　　　　　　　　V^V⌒W^Y⌒
__,.;;,ｨ'´　,:;;;;彳彡ミ;j｀､　　　　　　　　`i;:､　　　　　　オ
;;　ヾ､彡;;;ﾉﾘ;jjjjj;;;jr'　i 　 .　ノ;;:''　｀ﾞ｀､　｀`ｰ､　　　　 　 　 　 　 　　　 　 ,ｨ
彡冫;;il;;;ミ;;;;;y;ﾚ 　,t'´ 　 　 　　 　　 ,.､ｰ､　　ゝ　　 　 ｫ 　 　 　 　 　 　 i|l;
;'ｲ;;;'ヾ｀`ヽ､ｨ;;i ,ri'´　 　 ヽ ヾノ　,ry' il'Yﾞr　 　 ヽ､　　　　　　　　　　　　,j|l;;
j'´ '´ '´／ゞ';;::`´ヽ 　 　｀`´ｰ　 ﾞi　;;: ,r'　　　　　 )　　,r､　　　　　 　,rヾlir'ﾐ,
　　/ ,;:' '´/　ｰ≡;i{､　　　　　 ／ヾr'´　　,.　　　'`;;:､　〉ゝ　 r-ｰ-､_ ,{i＝i= }i､
ｰr-､j　,!　,;',;'ｨ;;:ｲ''｀`ゞ､_,､-‐'´ヽ:;/　､　｀`ヽ　　;:､　｀' (´　 ｀ゞ､;;;;'',,fi､,≡:;ｲ＝=､
,,:'　 ｀`ゞ､,;;ゞ､ "´ｲ ,...　`'彡 ,／´　　｀ヾ､ヾ　　　'　　　 ｰ､ 　ii;j ｀i;;!'´ﾆil';;;;ゞr､_,r'ミ
'　　　ｰ‐─　,rｰ'ﾞｰ─-､_j;:r'´　　　　 ヾ,ゞ　　　　　　　　 ､ ゞ,ﾐ;:l;;l　　,! 　,!,i;;'´¨/
;.　　　r-‐;;'"}　　　　　　　　　　　 ｀`ヾ､　 ﾉ　　　　　　　,;;;:　(i,;)））､,,:;!､__,:};!_,.､l
....　　　_,,,ｨ､ i　　　　　　　　'ヾ人　　､}(　/　　　　 ノ　　 ,r'i　 r'"ヾ-‐i‐-:;ｲ, / ヾ
　　　　,.r'´,ｨ'l､　　　_ｨ;;､　　　､,.ミﾐ'´　,;:'´ﾊ　　　'´　　,j　,r'　 }ミ,r;}ゞ‐'─l:::.i 　,jl
,l:.　　　ヾ;'´ｲ'´ﾄ､_　　j (＿,r'´（`'´`ｰ'´,ﾉ　 i; l　　（｀'´ Y´　　 　 ,ｲ≡＝‐-ゞ､,r'
ｷ:.　　,.彡;:､　　　 }ヽ、'´　｀　　　､,;{　　　ﾞﾚ　　 ,ゝ'　　　　　　　 i;;;:: ,;:li三ﾐ;}jlK
'i　　　,r'"´,;ゞ､_,.イレ'ﾞ､　　　　　　　　　,.{ i'　　 )　　　　　　　 ,ｲ　;;;;;;jk三ミ}ﾞkiヾ､
　
しかし、資源に恵まれているのはボツワナだけではない。
アフリカ大陸のかなりの国には豊かな資源がある。
にもかかわらず、そうした国々のほとんどは政争に明け暮れ、
資源を巡って凄惨な内戦を繰り返すありさまである。
　
なぜ、ボツワナだけはそうならなかったのか？ 
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もちろん、国民や為政者の努力もある。
しかし、こう聞かれたボツワナ国民の多くは、
ひとりの名を上げるだろう。 
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初代大統領、セレツェ・カーマ。
その人こそ、ボツワナをここまでにした立役者であると。
　
この物語は、
この国土のほとんどが砂漠である貧乏国家を立て直した一人の政治家の物語である。 
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セレツェ・カーマは1921年7月1日、英国保護領ベチュアナランド北部のセロウェで、

第一王子として生まれた。

父はツワナ人8部族中最大部族であるングワト族の王、セコマ2世。

祖父はトランスヴァール共和国の侵略からツワナ領を守り抜いた名君、カーマ3世である。

1925年に父が亡くなったため、カーマは4歳にしてングワトの族長となった。 
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 とはいえ4歳で王の職務を務められるわけもなく、
ングワト民会（コトラ）はカーマ3世の末子であるツェケディ・カーマを摂政に任命。
セレツェが成人するまでの間、彼がングワトを統治することとなった。
　
　　　　　　　　　　　　　　　 ／￣＼
　　　　　　　　　　　　　　　|　　　 　|
　　　　　　　　　 　　　　 　 ＼＿／
　　　　　　　　　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　 　／ ￣ ￣　＼
　　　　　　　　　　　　／　　＼　／　　＼
　　　　　　　　　　 ／　　 ⌒　　　⌒ 　　＼
　　　　　　　　　　 |　　　　（__人__）　　 　　|
　　　　　　　　　　 ＼　　　 ｀ ⌒´　　　　／
　　　　　　　　　　 ／￣￣￣￣￣￣￣ ＼ 
　
　　　　　　　　　　　　ツェケディ・カーマ 
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ツェケディ、この時23歳。セレツェから見れば叔父にあたる。
ツェケディは改革主義の政治家で、家畜の改良や中学校の設立などを行い、
さらに白人優越主義のみなぎるこの地で法を犯した白人に体刑を加えるなど、
大きな治績を上げた。 
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とはいえ、当時のングワト、いやツワナ人全体の富は大したものではなかった。　

ツワナ人は南のボーア人によって肥沃な南部を奪われ、　

カラハリ砂漠とその近辺の痩せて乾いた土地へと押し込まれていたのである。

ベチュアナランドが南アフリカに併合されなかったのも、

ここが何の価値もない土地であったからにすぎない。

鉄道は国土の東端に1本だけ、舗装道路はない。学校もほとんどない。

なによりも、穀物がろくに育たない。

　

こうした中、ツワナ人はわずかな草を食んで育つ牛に頼り、

細々と暮らしていた。

当然、王といってもセレツェの暮らしもそこまで贅沢なものではなかったが、

生活に困ることはさすがになかった。
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　　　　　　/ （●） 　（●）　　ヽ 　　　　　　　　　セレツェはそんな中、南アフリカにある寄宿学校へと通い、成長していった。
　　　　 　 |:::⌒（_人__）⌒::　　|`ヽ　　　　　　　　叔父のツェケディとの関係も悪くなく、
　　　,ｨＴl'ヽ＼　 `ー´　　　 ／｀ヽｰ;、　　　　　　それなりにリア充に過ごしていたといえる。
　 　 kﾋﾋど,　((　 　 　 　 (({⌒Yｨ ､ ｿ　　　　　　サッカークラブを作ったり、白人優先の鉄道に乗り込んで騒動を起こしたりと
　　　 　 ｀´￣ヽ　　　　　　ﾊヽ/｀^ｰ′　　　　　いくつかのエピソードはあるものの、
　　　 　 　 　 　ヽ 　　｀　/　 '}　　　　　　　　　少し鼻っ柱の強くて行動力のある、普通の子供だったといっていい。
　　　　　 　 　 　 >　　　/ごノ
　　　　　 　 __,∠ 　 　 /　　　　ｷｭﾑｷｭﾑ
　　　　　　〈、 　　　／
　　　　　　　＼､__ノ 
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やがて、やる夫は南アフリカのフォートヘア大学へと進学。
当時のフォートヘア大は黒人全般の最高学府であり、
黒人各民族の頭脳が集まっていた。
この少し前にはネルソン・マンデラもここに通っている。
（マンデラはこのころ、ウィットウォータースランド大学へと移っていた）
　
1944年にフォートヘアを卒業すると、セレツェはイギリス本国への留学を決意。
オックスフォード大学へと進学した。 
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 なお、この時のエピソードとして、こんな話が残っている。
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　 ／ :::::⌒（__人__）⌒:::::＼　　　　　　　　弁護士の資格もってりゃ食っていけるじゃない！
　 |　　　　　|r┬-| 　 　 　 |
　 ＼ 　 　　｀ ー'´ 　 　 ／
　
この会話は、この時はただの冗談だった、はずだった。 
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 そして、1947年。
運命の時がやってくる。
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40  O ◆XLjdU8ssbY 2013/04/29(月) 13:21:43 ID:Syb2NteM0
　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　_,..:.:-:.:―:-:....､
　　　　　　　　 　 　 　 　,.r:':.／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.::｀丶､
　　　　　　　　　　　　 ／:.:./:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.ヽ、
　 　 　 　 　 　 　 　 /:.:.:.:/:.:.:.:,r:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ト:.:.:.:.:.＼
　　　　　　　　　　　/:.:.:.:.!:.:.:./:.:/:.:.:.:. /:.:.:.:.:.:l:.:.:.:.:!:.ヽ:.ヽ:.:.;ヽ
　　　　　　　　　　 /:.:.:.:.:l:.:.:/:./l:.:／/:,:イ:.:/l:.:.:.:ハ:.jl:.:.:i:.:l:.､ヽ
　　　　　 　 　 　 /:.:.:.:.:.:l:.:.:l:/:.ﾚ＿/'´/シ　!:.ﾂ′.V ';.:.l.:.!:.:l:.:',
　　　　　　　　　/:.ィ:.:.:.:.:i:.:.:':.:.:.:!＿_｀｀`￢ ' ´　 ,　--l:.､/:/:l:.:l
　　　　　　　　　´　l;';.:.:.:.',:.:.:.:.<7:::::::｀ヽ　　　　　＿　レ/:':ノ!/
　　　　 　 　 　 　 　 ';l:.:f ';.:.:.:.:.l::::::::r'′　　　 r'::::::lヽ// '´/'
　　　　　　　　　　　　 Vヽ ',:.:.:.:lー- '　　　　　l::::::ﾒ /:;'!
　　　　　　　　　　　　　 ヾl､',:.:.:.!　　　　　　　 ｀ ´ /::/
　　　　　　　　　　　　　　　 ';ﾊ:.:ト,、　 　-　 　　ノ;.:.;'
　　　　　　　　　　　　　　　　　>:〈/丶､ _　-v' ´V l:,'
　　　　　　　　　　　　　　　 ／　ヾ、　 _ヽヽ､　　　l;'
　　　　　　　　　　　　　　イヽ　　　ヽ'´　｀',　 ｀l:ヽ、
　　　　　　　　　　　　　 l:.:.ヽ＼　　 _ヽ＿__',　 リr ´_二ュ _
　　　　　　　　　　　　　,':.:.:.:.:ヽ .Y´,........---..ﾐ二y::´::::::::::::::;'
　　 　 　 　 　 　 　 　 ,':.:.:.:.:.:.:.〉Y::::::::::::::::::::::;':::::::;'::::::::::::r ､'
　　 　 　 　 　 　 　　 /:.:.:.:.:.:.:.l:.;'-､::::::::::::::::::;'::::::;':::::::::::::/　 7
　　　　　　　　　　　 /:.:.:.:.:.:／Y　〈::::::::::::::::::;'::::::;'::::::::::::ヽ.._ノ!
　　　　　 　 　 　 　 l:.:.r:.:.:.:.:.:.:.l　 f:::::::::::::::::;'::::::;':::::::::::::::::;':.:.:.!
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　ルース・ウィリアムズ
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　　　　　　　／ ⌒　　⌒＼
　　　　　 ／　（⌒）　 （⌒）＼
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　　 　| 　　ｌ..　　　／l　ツワナ銘菓　　　　　　l
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 こうして二人は交際を始め、1年後には結婚に至る。
しかしそれは、叔父のツェケディ・カーマの強い反対を受けただけでなく、
人種差別主義をとる南の隣国・南アフリカ連邦にとっても到底受け入れられないものであった。
この結婚は、やがてベチュアナランドのみならず南アフリカやイギリスをも巻き込んだ大政治問題となっていき、
カーマの人生にも大きな影響を与えていく…
　
　　　　　　　　 __r--─ｧﾑ=≠(｛`Yヽ「 ｱ
　　　　 __／厂 ㌢ 瓦豸ヽ=-　＞く`＾ く 〉＿
.　　 厂／　 仡=艾ﾝｲﾉ ｨヽ.／丶ｰ'　｀ヽ＼_,.ゝ
　 ァ／　 ％弋乏彡ｲ/ 廴ｲ= >　 ｀ヽ､　ヽ ヽ
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　　　　 爻　　ヾ小!ヽ{`ト　　　 ´イ/ l∧.ヽ､_　爻爻
　　　　　爻　　　 %　ヽ､ヽ､|｀¨´　!{ /　　　　　　　 爻
　　　　　 爻　 ,.メ￢☆｡o　 ｡☆　ヽ､＿,　　　　　　　爻
　　 　 　 ｨ爻´　　　　o *｡☆O☆ｰ-､　　　　　　　　　爻
.　　 　 /　 爻　　　　　　*o｡ *　ﾟ* 　 ヽ　　　　　　　　 爻
　　　　{　　.爻　　　　　*　 　 o。　　 　 '.　　　　　　　　爻
　　　　|　　 爻　l　　 ＿_　 ヽ　 　 　/　 }　　　　　　　　 爻
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セレツェとルースの結婚は大きな波紋を呼んだが、
まず最初に反応したのは摂政である叔父・ツェケディであった。
彼は改革派の政治家だったが、家族観は古いものであり、
ングワトの王たるものが保護者の決めた結婚ではなく恋愛結婚を、
しかも自分の許しも得ないままに決めたことにひどく腹を立てていた。
　
また、彼はセレツェの相手はツワナ人内からしかるべき相手を探すべきであり、
イギリス人女性などとんでもないと考えていた。
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　　　　　　　　 |　　　 　|
　　　　　 　　　 ＼＿／
　　　　　　　ﾉ Ｌ＿_|＿_
　　　　　　　⌒:::＼:::::／::＼
　　　　　　／　<●>::::<●>＼
　　　　 ／　　　 （__人__）　　 ＼　　お前の相手はこっちでちゃんと用意しただろ！
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　　　　 ＼ 　 　 　 l;;;;;;l　　 　／l!|
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　　　／　　　　　　　　　　ヽ !l　ヽi
　　 （　　 丶- 、　　　　　　 しＥ　|　　　　
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これは伝統のほかに、
白人女性と黒人男性との結婚によって
強大な隣国・南アフリカ連邦との関係が極度に悪化することを恐れた、
政治家としての判断もあった。
当時の南アフリカはアパルトヘイトの開始期に当たり、
人種間の問題には極度に敏感になっていたのである。
　
　　　　　　　　　　　　 __　,.-￢-　､._
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　　　　　　　南アフリカ連邦首相　ダニエル・マラン 
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セレツェとツェケディの間で激論が交わされたが、
決着はつかなかった。
それに、そもそもこの件は王家だけで決着がつけられる話でもなかった。 
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　　　 ∧,,∧　 ∧,,∧
　∧ (´・ω・) (・ω・｀) ∧∧
(　´・ω)　Ｕ) ( つと ﾉ(ω・｀ ) 　困ったね
｜　Ｕ (　　´・) (・｀　　)　と ﾉ　どうしようか
　ｕ-ｕ （l 　　 ) (　　　ﾉu-ｕ　　そんなことよりサッカーしようぜ
　　　　 `ｕ-ｕ'.　`ｕ-u'
【ングワト民会のみなさん】
　
ツワナ人8部族は、どれも徹底した民主制を布いている。
王といえど、民会での決議なしにはどんなこともできない。
そして今回、ングワト民会はいまだいかなる判断も下してはいなかった。 
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　　　　　 　 ∧,,∧　∧,,∧
　　 ∧,,∧ (´・ω・)(・ω・｀)∧,,∧　やっぱ両方の話聞かないとね
　　( ´・ω)(∧,,∧) (∧,,∧(ω・｀ )　お互いの話聞いてからだよなあ
　 　ｌ　Ｕ ｌ (　　´・) (・｀　　)ｌ と　ﾉ
　　 .ｕ-ｕ　(　　　l). (l　　　) u-ｕ'
　　　 　 　 `ｕ-ｕ' 　 `ｕ-u'
　
このため、セレツェとルースの結婚を認めるかどうかの民会が急遽開催されることとなり。
セレツェのもとには出頭要請が届いた。
こうして1949年、彼は再びベチュアナランドの土を踏むこととなった。 
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ングワトではすでに2回民会が開催されており、
これまでのところはツェケディ側が優勢であった。
しかし、セレツェの参加する3回目の民会こそが最終的な結論を出す場となるのは明らかであり、
この民会はングワトのみならず全ベチュアナランド、それどころか世界が注目するものとなっていた。
「黒人の王子と白人女性の許されざる恋」というものに、当時はそれほどのニュースバリューがあったのである。 
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各国の報道陣 
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その他もろもろの人々、約1万人が集まり、
ングワト首都セロウェは時ならぬ喧騒に包まれていた。 
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｜ではこれより、ングワト民会を開会する！
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まず口火を切ったのは、
摂政のツェケディだった。
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これに対し、セレツェは反論する。
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こうして議論は終了し、採決は行われた。
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　 　 / ＼　　　　　　　　　　　　　ヽ　　`r-､,　 _／ /　　 /　　　　　　　　　　　　／　i
┌‐────┐　　　　　　　　　　 ヽ　 ＼ﾉ二ヽ /　　 /　　　　　　　　　　　　/　 　 |
│ ｻｲﾊﾞﾝﾁｮ　.!　　　　　　　　　　　 ヽ　　 i　　　i　　 /　　　　　　　　　　　　/,､-　　 |
├───‐─┴────────────────────────────
｜セレツェ・カーマの王位継承、ならびにルース・カーマの王妃就任は可決された！
｜これにて閉会と致す！
└─────────────────────────────────‐
こうして、ングワト、並びにツワナ人内部においてこの結婚は法的に承認され、正式なものとなった。 
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閉会後…
　
　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼　　　　　　叔父上…
　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |　　　　　本当にごめんだお…
　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　　　　／￣＼
　　　 　 　 　 |　　　　|
　　　　　　　　＼＿／
　　　　　　　　 ＿|＿＿_
　　　　　　　／ 　　　 　 ＼　　　　　　　そんな顔をするな
　　　　 　／　　u　　 ノ　　＼　　　　　わしは認められないが、民会で正式に決めたことだ
　　　　／ 　　　　 u <●>::::　＼　　　　…おまえがングワトに戻ってきたら、
　　　　|　 　　　　　　　（__人__）|　　　　わしはクウェナ族の地に移住しようと思う
　 　　 ＼　　　　u　　　.｀ ⌒／
　　　　ノ　　　　　　　　　　　＼ 
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　 　　 　　＿＿＿_
　 　　　／　　 　 　＼
　　　／　 _ノ 　ヽ､_　 ＼　　　　　　　　そんな！
　 ／ oﾟ(（●）) (（●）)ﾟo ＼　　　　　　そこまでしなくてもいいお！
　 |　　　　 （__人__）　　　　 |　　　　　　やる夫をこれからも補佐してくれお！
　 ＼　　 　 ｀ ⌒´　　 　 ／
　
　
　　　　　　　　 ／￣＼
　　　　　　　　|　　　 　|
　　　　　 　　　＼＿／
　　　　　　　　　　 |
　　　　　　　／￣￣￣ ＼
　　　　 　／ノ :::: ＼:::::　u ＼　　　　　　王にたてついて、ングワトを混乱させたんだ
　　　　／ <●>::::<●> 　　　＼　　　　　このくらいの責任はとらにゃならんだろうよ
　　　　|　 　（__人__）　 　　u. 　 |
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´　 　　　　／　　　　　…南アフリカの動きだけが心配だ。無事に済むことを祈ってるぞ
　　 　 ／　　　　　　　＿＿|__＿ 
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　 　 　　　＿＿＿_
　 　　　／　　 　 　＼
　　　／　 _ノ 　ヽ､_　 ＼
　 ／　 /⌒)　　　⌒ﾟo　 ＼　　　　　　…お…叔父上…
　 |　　/　/（__人__）　 　 　 |
　 ＼/　/ 　 ｀ ⌒´ 　 　 ／
　
　
　　　　　　　　　　　 ／￣＼
　　　　　　　　　　　|　　　 　|
　　　　　 　　　　 　 ＼＿／
　　　　　　　　　 　　 　 |
　l^ヽ 　 /^l 　　　／ ￣ ￣　＼　　　　　　　なあに、お前が戻ってくるまではまだ摂政だよ。
　ヽ ｀_/　/ 　 .／ 　＼　 ／ 　 ＼　　　　　はやいとこ留学終えて戻ってこい。待ってるぞ
　r'ヽ 　　ヽ ／　　⌒　　　⌒ 　　＼
　 ゝ、　r'ヽi|　　　　（__人__）　　 　　|
　　`ヽｰ､ノ ＼　　　 ｀ ⌒´　　　　／ 
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　　　　　　　　　　| ﾊ ヽ　　＿＿ 　 /ﾊ/ ｀　　　　 　 _
　　　　　　　　　　'′lﾊn＼ ｀ニ´／! !　　　　　　　 ,ｲ |
　　　　　　　　　　 _,.-' /ヽ ｀ - ´ ,ﾊ＼　　　　　　　| |ヽ
　　　　　　 _,　- ' / 　 |　　ヽｪ､ ' 　 |　ヽｰ､　 　 _　| ﾄ. ヽ
　　,.､-‐　´　 　 /　　｜　 /　　〉 　 | 　 ヽ　｀⌒.l ヽ',ヽヽヽ
　 / ヽ　　　　　〈　　,.-|ヽ/ ヽ-/ ヽ/|､　　,〉 　 　 |　l_! ヽ　ﾞl
　
こうしてセレツェの王位継承は、ツワナにおいて正式に承認され、
セレツェは卒業のためにオックスフォードへと戻った。
しかし、ツェケディの危惧の通り、南アフリカ連邦がこの件に介入し、
セレツェの人生に大きな影響を及ぼすこととなる… 
　







第二話「内政干渉」
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1948年まで南アフリカ連邦の首相を務めていたのは、
ボーア戦争の英雄であるヤン・スマッツである。
スマッツはトランスヴァール共和国法務長官として一軍を率い。
優勢なイギリス軍に対し「非正規軍」を率いてゲリラ戦を行い、勇名をはせた。 
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トランスヴァール降伏後は政界に復帰し、
ボーア人(アフリカーナー）政党を率いて英国派に圧勝。
南アフリカ4植民地（トランスヴァール、オレンジ、ナタール、ケープ）の合同を指揮して、自らは首相となった。 
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スマッツの政策は対英協調、この一言に尽きる。
南アフリカ国内では人口的にも政治的団結でもアフリカーナーは英国系を凌駕しており、
そのため政権は常にアフリカーナーが握ってはいたが、
圧倒的多数派の黒人に対抗するためにも白人間で対立を起こすわけにはいかなかった。
彼自身がボーア戦争の名将であり、イギリスの恐ろしさを熟知していたことも大きな要因であった。 
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しかしこの政策は、国民に…とくに支持母体であるアフリカーナーにとっては、
ひどく評判の悪いものだった。 
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もともとトランスヴァールやオレンジのアフリカーナーは、南のケープ植民地に住んでいたオランダ系移民であった。
しかしケープ植民地が英領となり、奴隷制が廃止されると、
それに反発する奴隷制支持者らが「グレート・トレック」と呼ばれる大脱出を行い、北の新天地へと植民したのだ。 
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植民後、トランスヴァールとオレンジの二国を建国したアフリカーナーは、
黒人を圧迫しながら勢力を拡大し、確固たる勢力圏を築いた。
しかし、トランスヴァールにて金の大鉱脈が発見されたのをきっかけに
ふたたびイギリスに侵略され、独立を失った。 
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こうした歴史から、アフリカーナーはイギリスに対して強い敵意を抱いていた。
イギリス連邦に加盟してはいたものの、アイルランド（のち脱退）と南アフリカは反英派の急先鋒で、
しばしば連邦内に混乱を引き起こしている。
　
さらにこの受難の歴史は、アフリカーナーに強い団結力を与えるとともに、
他民族すべてに対する恐怖心を植え付けることとなった。 
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そんな中おこった第二次世界大戦は、南アフリカに好況をもたらした。
資源は採掘するそばから売れ、
企業も労働者も繁栄を享受する。
　
この繁栄を支えたのは、人種主義立法の元低賃金労働に甘んじていた黒人労働者たちである。
しかし、この好況の中で彼らも権利の拡大を要求。
スマッツ政権はわずかだが譲歩をしようとした。 
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しかしそれは、大多数のアフリカーナーにとっては民族への裏切り行為に他ならなかった。
高い教育を受けた英国系に対し、アフリカーナーは教育や富などで劣り、
白人間で深刻な貧富の格差が生じていたのである。 
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この上黒人が進出してくるようなことがあれば、
アフリカーナーは二級白人ですらなくなるだろう。
失業者はあふれ、黒人にとってかわられてしまう。
彼らは本気でそう思った。 
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この不安を利用して支持を拡大したのが、
ダニエル・マラン率いる国民党である。
彼らは保守的な地方のアフリカーナーを支持基盤に、
強力な人種隔離政策を提唱して支持を拡大した。 
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 そして、1948年の選挙…
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　　　　　　　　　　　連合党　65議席
　
　
この瞬間、南アフリカ連邦において悪名高い人種隔離政策…アパルトヘイトが開始された。
この政策は実に1990年代初頭まで、40年以上も続くこととなる。
国民党の政策は確かに白人間の対立を解消し、結果として支持を受け続けたからである。
連合党は敗北を続け、1977年には解党してしまった。 
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さて、政権を握った国民党は矢継ぎ早に人種差別立法を成立させ、
あっというまにアパルトヘイト体制を確立してしまった。
　
そのなかには異人種間の婚姻どころか性行為までを禁じた改正背徳法も含まれていた。
こうした動きを進める中、セレツェの結婚は南アとしてどうしても認めるわけにはいかなかった。
隣国でもあるし、じつは南アフリカは1910年の連邦成立時に接続領土…
…バソトランド、スワジランド、ベチュアナランド、南ローデシア…
の併合を想定して憲法を策定していたのだ。
したがって、南アフリカはベチュアナランドを自己の勢力圏とみなしていた。
　
こうして、南アフリカは動き出した。 
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　　　／　　　　　　　　　　ヽ !l　ヽi
　　 （　　 丶- 、　　　　　　 しＥ　|そ　　ドンッ！！
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　　　　　　| ○ | 　　　　　　　　r‐‐､ 
　　　　　_,;ﾄ - ｲ、　　　　　　∧l☆│∧ 　 　　　説明しよう！
　　　 （⌒`　　　 ⌒ヽ　　　/,､,,ﾄ.-ｲ/,､ l　　　　　ベチュアナランドはあまりにもド貧乏なうえ8部族に分かれていたので、
　　　　|ヽ　 ~~⌒γ⌒）　r'⌒　｀!´ `⌒）　 　　　国内に首都を置くべき集落がなかったのだ！
　　　│　ヽー―'^ー-'　（ ⌒γ⌒~~　/| 　　　　だから行政府は国境の外、南アフリカの中央部北端にあるマフェキングにおかれていたのだ！
　　　│　　〉　　　 |│　　|｀ー^ｰ― r'　| 　　　　脳を体の外に置いとくべきじゃないってことだな！
　　　│　/───|　|　　|/　| 　l　　ﾄ､ | 
　　　|　 irｰ-､ ｰ　,}　|　　　 / 　　　　i 
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こうしてセレツェは帰国を阻まれ、イングランドでの生活を余儀なくされることとなった。
この滞在生活は、結果的に7年にも及ぶこととなる。
1951年に政権は交代したが、保守党のウィンストン・チャーチル政権もこの問題を解決しようとはしなかった。 
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イギリスの決定は、ングワト族を激昂させた。
イギリスの再審議要求を、ングワトは全会一致で拒否。
セレツェの王位継承と帰国を強く要求し続けた。
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　 　 　 　 ＼_:;;;;／
　　　　　　　　|
　 　　 ／ ￣￣￣＼
　　 ／;　　　 . . : : : :＼　　　　　　　あまりの反発の強さに、
　／　∪　　 . . : : : : : : ＼　　　　　ツェケディは1952年に摂政を辞任しクウェナ族地区へと移住。
　|　　 　 　 　 . : : : : : : : :|　　　　　リーダーのいなくなったングワトは、より急進的になっていった。
　＼_　　　 . : :〃 : : : :,／
　　 /⌒`　. . : : : : : : :｀ヽ.
　　/　. . . . : : : :..: : : : : ,: :＼ 
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┌‐──────┐
│ ブロックウェイ　|
├───‐─‐‐─┴──────────────────────────
│これが自由の国のすることか！民主主義にも人道にも反しているではないか！
└─────────────────────────────────‐
英国議会内でも、労働党議員フェナー・ブロックウェイらがセレツェ擁護の論陣を張ったが、
決定を覆すには至らなかった。
　
こうして月日は流れ、7年後の1956年。
セレツェはまだ、イングランド中部のサリー州にて暮らしていた… 
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1956年8月。
イギリス・サリー州、チャートシー。
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　／　　　　 . . : : : : : : ＼　　　　坊や。
　|　　 　 　 　 . : : : : : : : :|　　　もしよかったら、お父さんを呼んできてくれるかい？
　＼_　　　 . : :〃 : : : :,／
　　 /⌒`　. . : : : : : : :｀ヽ.
　　/　. . . . : : : :..: : : : : ,: :＼
　
　　　　　　＿＿＿_
　　　　 ／⌒　　⌒＼
　　　／ ●　　　● 　＼　　　　おじちゃんだれ？
　　　|⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|
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174  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/05/05(日) 21:32:22 ID:GNbwT3fs0
　
　 　 　 　.／￣::＼
　　 　 　 | 　 : : : ::|
　 　 　 　 ＼_:;;;;／
　　　　　　　　|
　 　　 ／ ￣￣￣＼
　　 ／;　　　 . . : : : :＼
　／　　　　 . . : : : : : : ＼　　　　…うーん、そうだな。
　|　　 　 　 　 . : : : : : : : :|　　　「確かに大学に行ったから、食べていけてるな」って言ってもらえるかな?
　＼_　　　 . : :〃 : : : :,／　　　そういえば、きっとわかるよ。
　　 /⌒`　. . : : : : : : :｀ヽ.
　　/　. . . . : : : :..: : : : : ,: :＼
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　　　/⌒ヽ|⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|/⌒i　　　　呼んでくるねー！
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　／　　　　 . . : : : : : : ＼　　　　7年か…
　|　　 　 　 　 . : : : : : : : :|　　　長すぎるよな…
　＼_　　　 . : :〃 : : : :,／
　　 /⌒`　. . : : : : : : :｀ヽ.
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￣￣￣￣￣￣＼＼＼ ＿＼
　
　　　　　　　セレツェ・カーマ　35歳
　
　
　　　　　　　 ／￣＼
　　　　　　　|　　　 　|
　 　　　　 　 ＼＿／
　　　　　　　　　|
　　　　 　／ ￣ ￣　＼　　　　　　　　久しぶりだな。
　　　　／　　＼　／　　＼　　　　　　元気そうで何よりだ。
　　 ／　　 ⌒　　　⌒ 　　＼
　　 |　　　　（__人__）　　 　　|
　　 ＼　　　 ｀ ⌒´　　　　／
　　 ／￣￣￣￣￣￣￣ ＼
　
　　元摂政　ツェケディ・カーマ 
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　　／::::::⌒（__人__）⌒:::::＼　　　　　そのうち引っかかれそうで怖いんですけどね。
　　|　　　　　|r┬-|　　　　 |
　　＼ 　　 　 `ー'´ 　 　 ／　　　　　…ところで、要件はそれだけじゃないですおね？ 
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　　　　　　／ 　.<●>::::::<●>　 ＼
　　　　　　|　　　　（__人__）　　 　　|　　　もう7年だ。
　　　　　　＼　　　 ｀ ⌒´　　　　／　　　これ以上、ングワトを放置しておくことはできん。
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　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼ 
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　　　　　　 /,,―　-ー　　､　,　-‐ ､　　　…すまんが、王位を放棄してはもらえんか？
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この日から、セレツェ・カーマは、ングワト王ではなくなった。 
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 8月、セレツェとツェケディは共同記者会見を行い、
両者の和解、およびセレツェの王位放棄を正式に表明した。
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これをうけ、英国政府は即座に帰国を了承。
南アフリカ政府も公式声明は出さなかったが、圧力をかけるようなことはなかった。
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そして10月、カーマ一家は帰国の途に就いた… 
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　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 /　　　　　
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　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　 /.::::::::::::::::::::::::::.ヽ　　　　　　何をおっしゃいますやら。
　 　 /.::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　あれだけ抵抗できたのは、あなた様なればこそです。
　 　 |::::::::/　_ノ '　ヽ_　|　　　　　
　　　|:::::::〉 （ ≡） （≡）|　　　　　…頭をお上げください。
　 　（@ /// （__人__）///　　　　やむを得ずこうなったとはいえ、あなたは今でも王だと皆思っていますよ。
　　　 |　　　　 |r┬-|　 |　　　　　この声を聞けば、わかるでしょう？
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／ 
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　　　　　　　　　 ７　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　
　　　　　　　　　　みんな…ありがとうだお…
　
　
こうしてやる夫は王位を放棄し、ベチュアナランドへと帰還した。
しかし、ほどなくして再びやる夫は政治の表舞台に立つことになる… 
　







第四話「政界へ」
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帰国したセレツェは、牧畜を営みながら
ングワトの長老として活動していた。
民会の副議長や、1959年にツェケディが死去した後は
ツワナ8部族からなる部族評議会の事務局長を務めていた。
とはいえ、このころにはまだ積極的な独立構想を有するわけではなく、
地方政治家の一角を占めていたにすぎない。
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　／ 　　 （●）　（●）　＼　　　　　　　　
　|　 　　 　 （__人__）　 　 |
　＼　　　　 ｀ ⌒´　　 ／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
この状況は、一人の男との出会いによって動き出す… 
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;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;|;;;;:::::::::::::::::::::::＼:::::ﾞ､|||:::/::::::::::|::: 
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　 　　　＿＿＿_
　　　／　　 　 　＼
　 ／　　─　　　─＼
／ 　　 （●） 　（●） ＼　　　　　　中等学校の校長先生ですか。それはすごい※
|　 　　 　 （__人__）　 　 |　　　　　　そんな偉い人が、やる夫に何の用かお？
/　　　　 ∩ノ ⊃　　／
(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |　　　　　　　　※中等学校＝中学+高校。この当時ベチュアナランドには大学がないので、
.＼　“　　／＿＿|　 |　　　　　　　　　中等学校の校長は最高学府の長となります
　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
　　 ／￣￣＼
　／　　 _ノ　　＼
　|　　　 （ ●）（●）　　　　　　　…正直にお聞きしますが、
.　|　　　　 （__人__）　　　　　　　やる夫さんはベチュアナランドがこれからどうなっていくべきとお考えですか?
　 |　　　　　｀ ⌒´ﾉ
.　 |　　　 　　　　 }
.　 ヽ　　　　　 　 }
　　 ヽ　　　　　ノ
　　　.>　　　 <
　　　|　　　　 |
　 　 |　　　　 | 
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　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　 　 　 ＼　　　　　　…いずれ独立は必要だお。
　　　　　　　 ／　　 ─　　 　 ―　　　　　ただ、むやみやたらな独立運動や排外運動は、
　　　　　　／ 　 　　（ ●） 　（●）'　　　　ただでさえボロボロのベチュアナランド経済に耐えられるもんじゃないお。
　　　　　　|　 　 　 　 　（__人__）　 |　　　外国からの支援なしでは一日も立ち行かないんだから、
　　　　　　＼　 　　 　 　｀ ⌒´　／　　　国内で急進的な言動は避けて協調するしかないお。
　　　　　　／　　　　　　　ー‐　 ' 
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　　　　　　　　　　　　 __　,.-￢-　､._
　　　　　　 　 　 　 ／　'´,　 ､　　 、 ｀ヽ､
　　　　　　　　　 ｒ´　 　 /　l　ヽ　　＼　､ヽ
　　　　 　 　 　 /　　/ /l.　 l、　＼　　ヽ ', lヽ
　　　　　　　　/,　l. / /´ヽ　lヽ 　 ヽ. !　ヽ. ト ヽ､　　　　（そう、少しでも急進的な言動をすればすぐに大国に睨まれてしまう）
　　　　　　　 '´|　 V　'＿_ヽ. ﾄ＼､＿',| 　 ',｜　　　　　　（あの騒動の時にそれは思い知ったお）　　　　　　
　　　　　　　　 | l. ,|　|　__　＼ﾞ､ヽ.__ヽl.　　ﾄ.|
　　　　 　 　 　 lﾊｌﾍ｜´　｀ 　 ヽ´　｀｀〉,^! | !　　　　　　（そして、それを跳ね返す力は今のベチュアナランドではどこを振っても出てこない）
　　　　　　　　 　 l＼ｌ|　　　　|　　　　//ｨ N　　　　　　　（だったら、大国の機嫌をそこねないように、すこしずつ力をつけていくほかはない）
　　　　　　　　　　| ﾊ ヽ　　＿＿ 　 /ﾊ/ ｀　　　　 　 _
　　　　　　　　　　'′lﾊn＼ ｀ニ´／! !　　　　　　　 ,ｲ |
　　　　　　　　　　 _,.-' /ヽ ｀ - ´ ,ﾊ＼　　　　　　　| |ヽ
　　　　　　 _,　- ' / 　 |　　ヽｪ､ ' 　 |　ヽｰ､　 　 _　| ﾄ. ヽ
　　,.､-‐　´　 　 /　　｜　 /　　〉 　 | 　 ヽ　｀⌒.l ヽ',ヽヽヽ
　 / ヽ　　　　　〈　　,.-|ヽ/ ヽ-/ ヽ/|､　　,〉 　 　 |　l_! ヽ　ﾞl 
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　 　 　 　 　 　 　 　i|　　 　　　　　　　　　　　　　　　　〈:
　 　 　 　 　 　 　 　l|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|:
　 　 　 　 　 　 　 　 〉 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 |
　　　　　　　　　　 　|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|:
　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿/:
　　 　 　 　 　 　 　 　 :| :;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;|:
　　　　　　　　　　 　 　|　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |
　 　 　 　 　 　 　 　　 :| :;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;::;:;:;:;:;:;:;:;|i　　　　　　（そう、あんなふざけた真似を、二度とさせないように）
　　　　　　　　　　　 　 |　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　 /::;:;:;:;:;::;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;::;:;:;:;:;;:::;:;ゝ
　　　　　　　　　　　　 ￣/￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣|￣
　　　　 　 　 　 　 　 　 :/:　　　　　　　 　 　 　 　 　 |:
　　　　　　　　　　　　//:　　　　　　　　　　　　　　　 |:
　　　　 　 　 　 　 　//:　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 |:
　　　　　　　　　　　:/:　　　　　　　　　　　　　　　 　 |i
　　　　 　 　 　 　 ｉ,':　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ||
　　　　 　 　 　 　 l|:　　　　　　　　　　　　　　　　　　|:
　　　　 　 　 　 　 :|:　　　　　 　 ,::..　　 　 　 　 　 　 |:
　　　　 　 　 　 　 :|:　　　　　 ／::.:.:. 　 　 　 　 　 　 |i
　　　　 　 　 　 　 i|:　　　　 /￣｀ヽ::.　 　 　 　 　 　 ||
　　　　 　 　 　 　 :|:　 　 　 | 　 .::ノ:::.　　　　　　　　 |:
　　　　 　 　 　 　 :|:　 　 　 | :／　＼　 　 /:　 /:　//:
　　　　 　 　 　 　 :ヽ＿＿_人.＿＿_＿_／:. ／_／´
　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ￣￣￣￣ 
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　　 ／￣￣＼
　／　　 _ノ　　＼
　|　　　（ ●）（●）
.　|　　　　（__人__）　　　　　　　　　　　なるほど、大変よくわかりました。
　 |　　　　 ｀ ⌒´ﾉ　　　　　　　　　　ありがとうございます。
.　 |　　　 　　　　 }
.　 ヽ　　　　　 　 }
　　 ヽ　　　　　ノ
　　　.>　　　 <
　　　|　　　　 |
　 　 |　　　　 |
　
　
　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／　─　 　 ─　＼
　　　　／ 　 （●） 　（●）　 ＼　　　　　ところで、なんでいきなりそんなことを聞くんだお？
　　　　|　 　 　 （__人__）　 　　 |
　　　　 ＼　 　　｀ ⌒´ 　　 ,／
　　 　 /⌒ヽ　 　ー‐ 　 　ｨヽ
　 　　/ 　　　 　,⊆ニ_ヽ、　 |
　　　/　 　 ／　r─--⊃、 　|
　　　|　ヽ,.ｲ　　 ｀二ﾆﾆうヽ.　| 
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　　　 ／￣￣＼
　　／　　 _ノ　　＼
　　|　　　 （ 一）（●）
　　|　　　　 （__人__）
　　 |　　　　　｀⌒´ﾉ　　　　　　　　　単刀直入に言います。
　　 |　　　,.<))／´二⊃　　　　　　　あなた、ベチュアナランドの首相になりませんか？
　 　ヽ　/ ／　 '‐､ﾆ⊃
　　　ヽ､ｌ　　　　´ヽ〉
''"::l:::::::/　　　 __人〉
:::::::::|_/ヽ. 　 /|||||ﾞ!:ﾞ､-､_
:::::::/´∨/`ｰ'〉ﾞ||i l＼>::::ﾞ'ｰ､
:::ｙ′.: ',ゝ､_/ヽ.||||i|::::ヽ::::::|:::!
／: :／/: : : :|:::ヽ|||||:::::/::::::::i::| 
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　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　／_ノ　　　ヽ､_　＼
　　　　　　 ／　（●） 　（●）　　 ＼ 　　　　　いやいや、ベチュアナランドに首相なんて役職ないから。
　　　　　　 | 　 　 （__人__）　　 u 　 |　　　　　そもそも議会もないから。
r､　　　 　r､＼　 　 ｀ ⌒´　　 　 ,／
ヽヾ　三　|:l1　>　　 ー‐　　 　 ヘ
　＼>ヽ/ |｀ ｝　　　　　　　　 　 　 ヽ
　 　ﾍ　lノ `'ｿ　ｲ　 　 　 　 　 　 | 　|
　　　 /´　 / ./ |　　　　　　　　　| 　|
　　　 ＼. ｨ_ノ　.|　　　　　　　　　|　 |
　　　　　　　　　|　　　　　　　　　| 　|
　
　
　　　　 ／￣￣＼
　　　／　　 _ノ　　＼
　　　|　　　 （ ●）（●　　　　　　　　どうせ数年もしないうちに開設されますよ。
　　　|　　　 　 （__人__）　　　　　　　そうしたら独立だ。
.　　　|　　　　　　　　ﾉ
　　　 |　 　 　 ∩ ノ ⊃　　　　　　　今のイギリスに、植民地を維持し続ける実力も意思もありゃしませんからな。
　　／ 　 　 .／　＿ノ
　 (.　 ＼ ／　.／_ノ │
　　＼　 “　／_＿_|　 |
.　　　 ＼／ ＿＿＿ / 
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　　　　　　　＿＿_　　　　　　.　--ｫ───-　、
　　 　 　 ./　　　　 ＼　 .ィi〔:.:.:l／:.:.:.:.:.:.:＼:.:.:.:.:＼
　　　　　│　　　　　　Ｖ:.:__/:.:.:i┼ト:.:.:.､:.:.:.:ヽ:.:.:.:.:.ヽ __＿＿＿ ＿
　　　　　│　　　 　 ＼ヽ{/|:.:.:.:Ｎ　ヽ:.:.:{＼:.:斗:.:.ｌ:.:｢　　　　　　　　 　　　 、
　　　　　│　　　 　 　 ｉ　芥:.:.:.|　y==ﾐ　　 t=ﾐ:.:.:Ⅵ　　　　　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　│　　　 　 　 |　{ |:.:.:.:|　　　　 ---ﾍ Ｖ:.:|　　　　　 　 ／　　　 　 　 ′
　　　　　∧　　　　　　 ∨､|:.:.:.:|　 　 /　　 　 } }:.:.|ー───ｧ′　 　 　 　 /
　　　　　 .∧　　　 　 　 }:.:.|:.:.:.:|.　　 {_＿____.ﾉ.从:|　　　 　 /　　　　 　 　 /
　　　　　　 ∧　 　 　 　 ヽ:!:.:.: l　　 　 　 -　 /:.i:.:| 　 　 .イ
　　　　　 　 .∧　　　　　　 ＼:.ﾊ　　　　　 .イ:.:.ハ| ィi〔　　　　　　 　 ／
　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ＼}＼　　｢:.:.:.ｌ:/{＼　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　 ､　　　　　　}: i:i : ＼_＞─ﾐ: : :.＼　　　　　 .／
　　　　　　　　　　 ∧ 　 　 　∧ i:i : : : V二二 I: : : ハ　　　.／
　　　　　　　　 　 /: : ､　　　　.∧:i: : : : :∨　　 ヽ: : :i:i|　 ／
　　　　　　　　 　 ＼: : 丶　　　 ∧ｉﾄ: : : :.∨　　 |: : :i:iレ′
　　　　　　　　　　 　￣｀ }　　　　∧ｉ:ﾄ: : : :∨ffﾊ!: :.:j:ﾊ
　　　 　 　 　 　 　 　 　 ∧　　　 　 ヾi:iト : :ヽ　 |: :///
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 、　　　　 ＼:i:i≧ﾍ. |://ｲ
　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ＼. 　 　 　 ＼ }さ才ｲ i|
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 |　　　 　 　 ＞==厶 l|
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 |　　　　 ＿辷介少__.|
　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 乂 ィi〔: : : : : |:.:|: |:.:| {
　
イギリスは戦後経済力を回復しつつあったものの、
広大な植民地群を経営するには圧倒的に国力が不足していることは
もはやだれの目にも明らかだった。
　
そして、セレツェが帰国したのと同時に起きたスエズ動乱において
イギリスの軍事的威信は回復不可能なまでに打撃を受け、
これ以後イギリスは各植民地の統治をほぼあきらめる。
　
アジアの全植民地は独立し、
アフリカでも北方から順に独立が続く状態であった。 
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　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼
　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ　　　　　　　しかし、やる夫は結婚の件でイギリスからも南アフリカからも不興を買っているお。
　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　　　　やる夫がトップになってもトラブルが起きるだけじゃないかお？
　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<
　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、
　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
　　　　　　　　　 　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　 ／_ノ　 ｀⌒　＼
　　　　_　　　　 .| （● ) （⌒ ）　.|
　　　 |　!　　　　|　（__人___）　 　|　　　　　　そこいらへんは大丈夫ですよ。
　 　 ｜ !　　　　|　 ｀ ⌒ ´　 　 .|　　　　　　やる夫さんが王位を放棄した時点で、両国とは和解が成立したと解釈していい。
　　　 |　!　　 ,.-,|　　　　　 　 　 |　　　　　　向こうの言い分をすべて飲んだわけですからね。
　　._,ﾉ ┴、/ ,/ .|　　　　　　　 /
　　.r　`二ヽ ） i　ヽ　 　 　 　 /　　　　　　だから、公職に就いても何も言ってきてないでしょう？
　　.|　 ー、〉 /　　 〉　 　 　 <
　　.|　　r_,j　j　/￣　　 ''￣　 ⌒ヽ
　　.| 　 ）　ﾉ／ {　　　　　　　ｨ,　 }
　 ﾉ　　　,/　　 |　　　　 　 　 |{　 | 
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　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／　─　 　 ─　＼
　　　　／ 　 （●） 　（●）　 ＼　　　　　　　でも、それだけ独立容認の動きが目に見えてるなら、
　　　　|　 　 　 （__人__）　 　　 |　　　　　　やる夫じゃなくても立派な候補がもう出てるんじゃないかお？
　　　　 ＼　 　　｀ ⌒´ 　　 ,／
　　 　 /⌒ヽ　 　ー‐ 　 　ｨヽ
　 　　/ 　　　 　,⊆ニ_ヽ、　 |
　　　/　 　 ／　r─--⊃、 　|
　　　|　ヽ,.ｲ　　 ｀二ﾆﾆうヽ.　|
　
　
　　 ／￣￣＼
　／　　 _ノ　　＼
　|　　　 （ ●）（●）
.　|　u.　　 （__人__）　　　　　　　　いるにはいるんですけどね。
　 |　　　　　｀ ⌒´ﾉ
.　 |　　　　　　 　 }　　　　　　　　アフリカ統一主義者でアフリカ各国の連帯を訴え、
.　 ヽ　　　　　 　 }　　　　　　　　白人追放とアフリカ人のみの政府を訴える社会主義者で
　　 ヽ　　　　　ノ　　　　　　　　　アパルトヘイト急進反対派…
　 　 i⌒＼ ,__(‐- ､
　 　 l ＼　巛ー─;＼
　　 　|　｀ヽ-‐ーく＿）
.　　　 |　　　　　　l 
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　　　　　　　　ノ´⌒ヽ,,
　　　　γ⌒´　　　 　 ヽ,
　　　／／ ""⌒⌒＼　　）
　 　 ｉ /　　 ⌒　 ⌒ ヽ　）　　　　　　　ﾄﾗｽﾄﾐｰ!!
　 　 !ﾞ　　 (･ ）｀ ´( ･） ｉ/
　 　 |　　 　 （__人_）　 |
　　　＼　　　 ｀ー'　 ／
　 　 ／　　　　　　　.＼ 
　
ベチュアナランド人民党の
モツァイ・ムポ氏です！
　
（この物語はフィクションです。実在の人物・団体とは一切関係ありません） 
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　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　 ／　─　 　 ─　＼　　　　　…やる夫が出ないとどうしようもねーということは理解したお
　　　　　　　 　 ／ 　 （●） 　（●） 　＼
　 　 　 　 　 　 |　 　 　 （__人__）　　 　 |
　　　　　　　 　 ＼　 　　 ｀⌒´ 　　　,／
　　　　　　　 　 ／　　　 　ー‐　　　　＼ 
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　　　　　 (ヽ三/)　））
　　　　　　 ( i)))
　　 ／￣￣＼　＼
　／　　 _ノ　　＼　）
　|　　　 （ ＞）（＜）　　　　　　　　　わかっていただけましたか！
.　|　　///（__人__）　　　　　　　　　今ベチュアナランドに必要なのは、保守的で穏健な指導者です！
　 |　　　　　｀ ⌒´ﾉ　　　　　　　　　この条件を満たすのはあなたを置いてほかにいません！
.　 |　　　　　　 　 }
.　 ヽ　　　　　 　 }
　　 ヽ　　　　　ノ
⊂ヽ γ　　　 く
i !ｌ ノ　ﾉ　　　　|
⊂ｃノ´| 　 　　｜
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　 ／　─　 　 ─　＼　　　　　…そのスタンスがほかにいないとか、
　　　　　　　 　 ／ 　 （●） 　（●） 　＼　　　　どうなってんのこの国…
　 　 　 　 　 　 |　 　 　 （__人__）　　 　 |
　　　　　　　 　 ＼　 　　 ｀⌒´ 　　　,／
　　　　　　　 　 ／　　　 　ー‐　　　　＼ 
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　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　／　　ヽ_　　.＼
　　　　　 （ ●）（ ●）　　｜　　 　 ＿＿＿_
　　　　　 （__人__）　 　 　 |　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　ｌ｀ ⌒´　　　　｜　／ ─　 　 ─　　＼
　　　　　.　{　 　 　 　 　 | ／　 （●） 　（ ●）　　＼　　　　　　　　こうして1961年、
　　　　　 　{　　　　　　 / |　　　　（__人__）　　　　　|　　　　　　　カーマとマシーレによってベチュアナランド民主党が創設される。
　　,-､　　　ヽ　　　　　ノ、＼ 　　 ｀ ⌒´　　　　 ,／__　　　　　　基本理念は保守主義で、無用な対立は避けつつ改革を進めていくことを目指した
　/ ノ／￣／ ` ー ─ '/＞＜　　` ー─ ' ┌､ ヽ　　 ヽ,　　　　非常に穏健な党だった。
/　 L_　 　 　 　 ￣　　／　　　 　　　 　　　_l__(　{　r-､ .ﾄ
　　　_,,二)　　　　　／　　　　　　　　　　 　〔― ‐} Lｌ　 | l) ）
　　　>_,ﾌ　　　 　 /　　　　　　　　　 　　 　 }二 ｺ＼ 　 Li‐'
＿_,,,i‐ノ　　　　　l　　　　　　　　　　　　　 └―ｲ 　 ヽ　|
　　　　　 　 　 　 l　　　　　　　　　　　　 　 　 　 i　　　ヽl 
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　　英領ベチュアナランド高等弁務官
　
マシーレの予想通り、英国側から強い反発は起きなかった。
ベチュアナランドは利益に対して金がかかりすぎ、
到底維持すべき植民地ではなかったのである。 
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 独立運動は淡々と進み、1963年には憲法制定会議が南部のロバツェにて開始された。
会議に招かれたのは、当時ベチュアナランドにあった３党。
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　　　　ベチュアナランド人民党
　　　　　フィリップ・マタンテ
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ベチュアナランド人民党ムポ派（内ゲバで叩き出された）
　　　　モツァイ・ムポ 
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そして、ベチュアナランド民主党のやる夫である。
　
　
独立に対して3党に異議はなく、
1点を除いては会議は非常に順調に進んだ。
　
問題となったのは、選挙権をどこまで認めるか、ということである。 
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ツワナ人は定住民ではあるが、経済は牛の牧畜に大きく依存していた。
とはいえ砂漠か半砂漠ばかりのベチュアナランドにおいて、
飼育できる牛の数は必ずしも多くない。
必然的に、多くの働き手があぶれることになる。 
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あぶれた労働力の多くは、南アフリカの鉱山で鉱夫として働いていた。
農業収入は国家全体の35%を占めるにすぎず、
歳入の多くは鉱山労働者からの送金に頼っていた。 
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これらの鉱山は危険な環境のものが多く、
低賃金で、定着を防ぐために妻の同伴も許されず、
さらに白人との労働格差を日々目の当たりにする職場であった。
　
白人たちの多くは安全で楽な職場で高い賃金を得ていた。
人種差別立法によって、こうした仕事に黒人がつくことは禁じられていたのである。
鉱山とは、アパルトヘイトの現実が最も目につきやすい場所だった
　
いきおい鉱夫たちは反アパルトヘイト的となり、急進化していった。 
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もう一つの問題は、国内に居住する白人…特にアフリカーナーに関するものであった。
ベチュアナランドはあまりにも貧しいため白人はそれほど多くなかったが、それでもある程度の人数はいた。
英国系も少数居住しそれなりの勢力を持ってはいたが、
グレート・トレック期にカラハリ砂漠のオアシスに住み着いたアフリカーナーは、
彼らの技術で岩盤の下にある良質の水源を掘り当て、
大牧場を経営していて侮れない勢力を持っていた。
だが彼らの多くは南アフリカ国籍を取得しており、その扱いも焦点となったのである。 
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結局やる夫の提案が通り、郵送投票案は見送られた。
これにより、国外急進派の影響力は大きく削られることとなった。 
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 そして1965年、ついに自治政府樹立のための選挙が実施されることとなった。
　
　
人民党と独立党（ムポ派が改称）はアフリカの連帯を訴え、
反白人と急進的で理想的な政策を掲げた。
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これに対しセレツェは、反白人のスローガンを掲げず、
あくまで穏健な改革案に終始した。 
　

250  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/05/07(火) 21:31:24 ID:iO/v/Aww0
　
　　　　　　　,　──── ､
　　　　ゝ／ ＿＿＿＿＿__ヽ
　　　　 i　　| /　/⌒ ヽ/⌒ヽ
　　　　 | ＿| ＿|　　　・|・　　|_　　　　　　この中じゃ民主党が一番マシかなあ
　　, ─i　､　 　 ヽ ＿_　o__ ﾉ　 ヽ　　　　　　
　　!　　`-､　　　　　　　　　　|　　!
　　＼　　　ヽ､　 　──┘ ノ　／
　　　 ＼　　　＼二二へ二ヽ／
　　　　　＼ |　　　　　　　　|
　　　　　　　|　　　　　　　　|
　
この穏健さは、白人社会からも好意的に受け入れられた。
セレツェの妻が白人であることも、民主党への好意につながった。
白人が妻であるなら、急進的な反白人主義には将来にわたって走らないと考えられたからである。 
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ングワトはもちろんセレツェ支持だった。
彼らはいまだにセレツェのことを王とみなしていた。 
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他7部族の首長も、セレツェを王族とみなすことに違いはなかった。
ングワト優遇との危惧も、ングワケツェ出身の副党首・マシーレの存在によって薄れていた。 
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そしてなにより、結婚騒動によってセレツェの名前はベチュアナランドのすみずみにまで鳴り響いていた。
話題の少ない辺境のこと、黒人の王と白人女性の悲恋は格好の話題だった。
そしてセレツェの行動と騒動の顛末も、また国民のほとんどは知っていた。
　
こうして民主党は、国土全域にわたる幅広い支持を得ることに成功した。 
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そして、選挙当日…
【投票中】
　　　　／|￣￣￣∧,,∧
　　 ／|￣￣￣|..（ω・｀ ）
　／|￣￣￣|....|φ　∪ ）　　　　　　　 ∧,,∧
　|￣￣￣|....|／　｀u-ｕ´　　　　　　　（ 　　　）
　|＿＿＿|／ ∧,,∧　　　　　　　　　 （ ｏ　∪
　|| 　　　|| 　(´・ω・)　∧,,∧　　　 　 ｀ｕ-ｕ´
　　　　　　　（ つﾛと） (´・ω・)
　　　　　　　 ｀ｕ-ｕ´　（∪　　つﾛ＿＿＿__
　　　 　 　　　　　　　　｀ｕ-ｕ／　=　=　 ／|
　　　　　　　　　　　　　　　　|￣￣￣￣|　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　| 投票箱　| 　|
　
　
【開票中】
　　　　　　　　　 　 　 　 ┌───────┐
　　　　　　　　　 　 　 　 │　民　人　独　無 │
　　　　　　　　　 　 　 　 │　正　正　丁　一 │
　　　　　　　 ∧,,∧　 　 │　正　丁　　　　　.│
　　　　　　　(　´・ω)　　├───∧,,∧ｰ─┤
　　　　　　　｜　Ｕつﾛ　　　　　　 （ 　　　）
　　　 　 　 　 ｕ-ｕ　　　　 　 　 　 （ ｏ　つ━
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ﾛ　 ｀ｕ-ｕ´　　　　　　　　A⊥A
　　　　　　　　　　　　　　　　　∩ヽ,,∧　　　　　　　,,,,,,∠ 　　　ﾞゞ　∧∧
　　　 　 　　　　　　　　　　＼　(・ω・｀) ／|　　　ヾ,;'　 　ゝ*‘,,ェ‘)(ω｀*)
　　　　　　　　　　　　　　　　|￣￣￣￣|　.|　　　;' ､,,,,,,, 　;; ,, ノﾛ⊂ヽと ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　　| 投票箱　|／　　　　|_j l_j　|_jﾞｌ_j　　　u-ｕ 
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結果は民主党の大勝利に終わり、セレツェの政権獲得は決定的となった。
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こうして1965年、セレツェは独立準備のための初代自治政府首相に就任。
ベチュアナランドは独立への道を歩み始めた…
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第五話「独立」
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1965年。
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　　 　 ゝ／´　　　　　　　 ｀＼
　　　 / 　 ＿＿＿＿＿＿＿_ヽ
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　　 V ⌒｀　 |　　　　　|　 　 　 |　　　　　　　　　ぼくはベチュアナランド保護領の高等弁務官だよ。
　　　|　ｄ　　 ヽ.＿＿ノ ﾍ ＿ ノ⌒i
　　　ヽ__　　|＼ ＿＿_＿_＿_＿ ノ　　　　　　　　短い間だろうけど、よろしく頼むよ。
　　　　　ヽ　|　　　　　　|
　　　　　　ヽヽ､_(二二)_|＿
　　　　　　/ ` ｰ──── '
　　 　 　 /＼　 / ＼|＼ 　 ／|
　.　　　　| 　 ￣￣￣￣￣|　　二)
　
　
　　　　　　　　　　　　 　 ∩＿
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　　　／（ ●） 　（●）＼　 !　　 !
　 ／ :::::⌒（__人__）⌒:::::＼|　　 l
　 |　　　　　|r┬-| 　 　 　 | 　／
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　　(＿＿＿）　　　　　　/ 
　

310  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/05/11(土) 20:03:29 ID:.FvDV6e.0
　
　　　　　　　　　＿＿＿＿
　　　　　　 ／　　　　　　　　＼〟
　　　　　　i──────┐　ヽ
　　　　　　| ⌒ヽ　⌒ヽ＼　|　　 |　　　　　さっそくだけど、国内に新首都を建設しておいたよ。
　　　　　　|　 ＞|・　　 |─-|＿ /　　　　　さすがに独立国となると、国外に首都を置いとくわけにいかないからねえ。
　　　　　　j ーｃ　─　′　　　 ヽ　　　　　お代はいらない、引き出物だと思ってくれればいいよ。
　　　　 　 ⊂＿＿＿_ ／!　　 _ﾉ
　　＿(＼　＼ ＼ ＿＿／　／
　（─　　 ヽ､　` ─_──イ- ､
　 ヽ二＿ノ　＼／|/＼ ／　　 ＼
　　　　　 ＼
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　／ ⌒　　⌒＼
　　　　　 ／　（⌒）　 （⌒）＼
　　　　／ 　 ///（__人__）///＼　　　　　それは助かりますお！
　　 　 |　　 u. 　 `Y⌒y'´　　　 |　　　　　うちの国力じゃ庁舎建設にも一苦労なんで！
　 　 　 ＼ 　 　 　 ﾞー ′　　,／
　　　 　 /⌒ヽ　 　ー‐ 　 　ｨヽ
　 　 　 / rｰ'ゝ　　　　　　　〆ヽ
　　　　/,ﾉヾ　,>　　　　　　ヾ_ノ,|
　　　　|　ヽ〆　　　　　　　　|´　| 
　

311  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/05/11(土) 20:04:10 ID:.FvDV6e.0
　
　　　　　　　,　──- 　､
　　　　ゝ／＿＿＿＿＿_＼
　　　　/　 |　 / , － ､ － ､ｌ
　　 　 l 　 |　 / 　 　 l 　 　 ｌ　　　　　　そう言ってくれるとうれしいな。
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　　　　　　　　　　　　　新首都　ガベロンズ（見るからに計画都市） 
　

313  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/05/11(土) 20:05:04 ID:.FvDV6e.0
　
　 　 　　　＿＿＿_
　 　　　／　　 　 　＼
　　　／　─　 　 ─　＼　　　　　　　…これは…
　 ／ -=・=- 　　-=・=-　＼
　 |　 　 　 （__人__）　　U 　|
　 ＼　　 　 ｀ ⌒´ 　　　 ／ 
　

314  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/05/11(土) 20:05:27 ID:.FvDV6e.0
　
　　　　　 (ヽ三/)　））
　　　　　　 ( i)))
　　 ／￣￣＼　＼
　／　　 _ノ　　＼　）
　|　　　 （ ＞）（＜）　　　　　　　すげえだろ！
.　|　　///（__人__）　　　　　　　あの貧相な村が、こんなになるなんて！
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　南アフリカ共和国首相　ヘンドリック・フルウールト
　
　
もともと反英派の強い南アフリカ、特にアフリカーナーにとって、
英国王を元首とする立憲君主制の廃止は悲願だった。
1960年、ついに国民投票が行われ、英国系の多いナタール州を除く3州が王制廃止に同意。
南アフリカは連邦から共和国となる。
共和制のままでも英連邦への加盟はできるので、フルウールトは継続加盟申請を出したのだが、
反アパルトヘイト派のインドなどの強力な反対にあうと、あっさりと連邦を脱退してしまったのだ。 
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南アフリカのアパルトヘイトはますます盤石となり、
このころには絶頂期を迎えていた。
国内の荒れ地にはホームランドと呼ばれる居留地が設定され、
国内黒人のほとんどはここに集められた。
　
しかしホームランドは不毛の地であり、
多くの黒人はヨハネスブルグなどの大都市の近郊にソウェトなどの「タウンシップ」と呼ばれる
巨大なスラム街を作り、そこから大都市へと通勤していた。 
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そして何より問題なのは、
そんな状況でも周辺諸国より南アフリカの黒人のほうが暮らし向きがいいという現実だった。
いくら使い捨てとはいえ、効率向上のために最低限の保障をしているところも多かった。
南アフリカは各種産業をすべて備えた大国であり、全く産業のない周辺の新興黒人諸国から多数の労働者を受け入れていた。
そのなかでも、産業のさの字もないベチュアナランドからは多くの労働者が流れ込んでいたのである。 
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やる夫の件でもわかるように、
民主制とはいえ、いや、だからこそ、
ツワナ各部族において王の存在は大きなものだった。
伝統的権威のうえ、部族内利害の調停者としての面が大きかったからである。
　
やる夫の案は、族長たちに権威とある程度の権限を与えて新体制の安定を図り、
そのうえで諮問機関にとどめて伝統的勢力の勢力削減をもくろむものだった。
これにより王たちは、現実政治にかかわるには辞職して下院から出馬することを余儀なくされることとなった。 
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のび太弁務官の懸念には正当な理由があった。
当時、人種問題はアフリカ各国における最大の問題だったからである。
白人入植者の多い国では当然の問題であったが、
ベチュアナランドのようにあまり入植者のいない国においても重大な問題であることに変わりはなかった。
　
それは、なぜか。 
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その理由は、どこの植民地政府においても官僚はほとんどが白人が占めていたからである。
高級官僚になればなるほど、その割合は高かった。
これは人種主義も大きかったが、最大の理由は黒人にそれだけの業務をこなせる人材が育っていなかったためである。
教育の格差と長年の人種主義が、この結果を生んでいた。 
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新独立国政府はどれもほぼ例外なく、政府官僚の黒人化を主張した。
官僚の働きは目に見えにくいし、
なによりどこの独立国においても政府そのものこそが、
国内からあがってくる利益を分配し、その過程で多くの人々を雇用することのできる、
最大規模の「企業」であったからである。 
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この政府雇用を黒人に与えることは、黒人解放の象徴と考えられることが多かった。
理念においても、実利においても。
新政府において、独立によってもたらされる生活向上を象徴するパフォーマンス、
それが政府官僚の現地人化であったのである。 
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それに、あのつらいときにもやる夫とともに戦ってくれた白人たちは多かったお。
逆に、どうしようもない黒人だってたくさん見てきた。 
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この思想は「ノン・レイシャリズム」（非人種主義）と呼ばれ、政治家としてのやる夫を特徴づけるものとなる。
これは黒人至上主義とも、人種割当制などの「マルチ・レイシャリズム」（多人種主義）とも違った、
全く新しいタイプの思想だった。
やる夫以前からこの思想は存在していたが、やる夫ほどこの思想を貫き通した政治家はあまりいない。 
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そしてマシーレはその忠実な右腕として、生涯にわたってやる夫のよき補佐役となっていくのである。 
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結論から言えば、やる夫の決断は英断だった。
拙速に官僚を黒人化した国家のほとんどが、
深刻な行政機能の低下を招いたのである。
　
官僚はその国全体を切り回す技能職に他ならない。
その経験のある職員を全員クビにし、下級職員や新卒、
果ては有力者のコネで入ってきた新職員だけで一つの国家を運営するのは、
土台無理な話だった。 
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行政は停滞し、汚職や腐敗、無能が横行した。
独立以前に機能していた行政が失われ、貧困化が進んだ国も多かった。 
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一方でボツワナにおいてはこの低下が起こらなかった。
経験豊富な白人官僚が、引き続き国家機構の運営を行ったからである。
やがて教育を受けた黒人が入省してくるようになるが、
彼らも上司の適切な指導を受けつつ成長し、やがて彼らが国家を担う人材となっていった。 
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近代国家としてのボツワナを特徴づける、
アフリカとしては異例なほどの行政効率の高さ。
そしてそれを支える、しっかり整った、強力な官僚制度。
これはこの時の決断によってもたらされたといっていい。 
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こうしてすべての準備を終え、1966年9月30日、
ついに新国家、ボツワナ共和国
（英語のベチュアナランドから、ツワナ語で接頭語のボ（国家）+ツワナ（民族名）へと改名。
つまり、「ツワナの国家」という意味である）
は誕生した。
領域は日本の1.5倍、人口は約50万人の国家である。
やる夫は首相からそのまま横滑りで初代大統領となり、副大統領にはマシーレが就いた。
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しかし、肝心要の経済はお寒い限りで、
どの分野にも難題が山積している中での船出となった。
こうしたなか、カーマとマシーレの苦闘が始まる… 
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1966年。
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　　　　　　ボツワナ共和国首都　ハボローネ（ガベロンズから改称） 
　　　　　　　　　　　　　　大統領官邸 
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　　＿ _　　 ＿＿＿
　/　) ) )／ ＼　　／＼
　{　 　⊂)（●）　 （●） ＼　　　　　　　　ついにボツワナが独立したお！
　|　　 / ///（__人__）/// ＼　　　　　　　バリバリ働いて、少しでもここを住みよい国にしなくちゃ！
　!　　 !　　 　`Y⌒y'´　　　 |
　|　　 l 　　 　 ﾞー ′　　,／　　　　　　　やらない夫、まずはどこから手を付けようか！
　|　　　ヽ　　　ー‐ 　 　ｨ
　|　　　　　　　　　　/　 |
　|　　　　　　　　　〆ヽ/
　|　　　 　　　　　ヾ_ノ
　
　
　　 ／￣￣＼
　／　　 _ノ　　＼
　|　　　 （ ●）（●）
.　|　u.　　 （__人__）　　　　　　　　…どこも。
　 |　　　　　｀ ⌒´ﾉ
.　 |　　　　　　 　 }　　　　　　　　てか、やることは多いわ金はないわでどうにも動きが取れないだろ、
.　 ヽ　　　　　 　 }　　　　　　　　常識的に考えて…
　　 ヽ　　　　　ノ
　 　 i⌒＼ ,__(‐- ､
　 　 l ＼　巛ー─;＼
　　 　|　｀ヽ-‐ーく＿）
.　　　 |　　　　　　l 
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　　　　　　　　　 ＿＿＿
　　　　　　　 ／＼　 ／ ＼
　　　　　　／（●）　（●.） ＼
　　　　 ／ 　　（__人__） 　 　 ＼　　　　　　　　ひとがせっかくやる気になってるのに、
　　　　 |　　　 　 |::::::|　　ノ（　　|　　　　　　　　話の腰を折るなお！
　　　　 ＼　　 　 l;;;;;;l　　 ⌒ ,／
　　　 　 ／ヽ　 　`ｰ´ 　 ｨ⌒ヽ　　　　　　　　　…そんなに現状ひどいのかお？
　 　 　 rｰ'ゝ　　　　　　　〆ヽ .)　　　　　　　　いや、ひどいことはわかってるけど、具体的な数字が…
　　　　ﾉヾ　,>　　　　　　ヾ_ノ,ヽ}
　　　　ヽ ヽ|　　　　　　　　ヽ_ノ 
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　　　　　　　.／￣￣＼
　　　　　　 /　ヽ､_ 　　.＼
　　　　　. （　（● ） .　　　|
　　　　　. （人__）　　　　　|　　　　　　　　　　…なあ、やる夫、
　　　　　r‐-､　　 　.　　　|　　　　　　　　　　この国の黒人で大卒って何人くらいいると思う？
　　　　 （三））　　　.　　　|
　　　　　>　ﾉ　　　　　　 /
　　　　/ 　/ ヽ、　.　　 /
　　 　/ 　/ ⌒ヾ　　　.〈
　 　 （＿__ゝ､ 　＼／.　）
　　　　　　.　|＼　　 　,.1
　　　　　　.　|　 ＼_／...|
　
　
　　 　　 ＿_＿__　　　　　━┓
　　　 ／　―　　 ＼ 　　 ┏┛
　　／ノ　　( ●)　　 ＼　 ・
.　｜ ( ●) 　 ⌒）　　　|　　　　　　　　　…1000人くらいかお？
.　｜　　 （__ノ￣　　　 /
.　｜ 　 　 　 　 　 　 /
　　＼＿　　　 ⊂ヽ∩＼
　　　　/´　　 　 (,＿ ＼.＼
.　　 　|　　/　　　　　＼＿ﾉ 
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　　　　　　 　.　＿＿
　　　　　　　.／::::::.　＼
　　　　　　 /::::::ヽ;;:　　 ＼
　　　　　. （:::::（::::冫 　　　|
　　　　　. （:人;;;） .　　　　|
　　　　　r‐-;::::::. .　 　　　|　　　　　　　お前を入れて22人だ。
　　　　 （三））:::::..　.　　　|
　　　　　>::::ﾉ:::::::::.　　　 /
　　　　/::: / ヽ;::::::::: 　 /
　　 　/::::/ ⌒ヾ:::::::::::.〈
　 　 （;;;;__ゝ:;;:::::＼／:::::）
　　　　　　.　|＼::::::::::::;;:1
　　　　　　.　|:::::＼;;／:::|
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼ 　 　 　 　　━━┓┃┃
　　 　　 　／（ ○） 　（○）＼　　　　　　　　 ┃　　　━━━━━━━━
　　　　 ／::::::⌒（__人__）⌒:::: ＼ 　 　 　 　　┃　　　　　　　　　　　　　　　┃┃┃
　　　　|　　　 ゝ'ﾟ　　　　　≦　三　ﾟ｡　ﾟ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ┛
　　　　＼ 　 ｡≧　　　　　　　三　＝=-
　　　　　　　 -ｧ,　　　　　　　　≧=-　。
　 　 　　　　　 ｲﾚ,､　　　　　　　＞三　　｡ﾟ　･　ﾟ
　　　　　　　 ≦｀Vヾ　　　　　　　ヾ　≧
　　　　　　　 ｡ﾟ　/｡･ｲﾊ ､､　　　　｀ミ　｡ ﾟ　｡ ･ 
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　　　　　 ／￣￣＼
　　　　／ﾉ( 　ゝ 、_,ﾉヽ　　　　 　　　r'´ ﾞヽ　　　 　 ／｀ヽ　　　 　 　 　 ＿＿＿_
　　　　|　⌒(（ ●）（●）　　　　　　　 ヽ 　 ヽ从从/　　 /　 　　　　 　＼　　　／＼
.　　　　|　　　　 （__人__）　/⌒l　　　　　＼　 ＼／　 ／て 　 　 　　（●）liil（●） ﾉ( ＼
　　　 　|　　　　　｀ ⌒´ﾉ　|`'''|　　　　∑　ヽ／　　／ 　そ 　　 　／ （__人__）　　⌒ 　 ＼　　　　　　大卒たった22人で近代国家なんかできるかお！
　　　　／ ⌒ヽ　 　　　}　 |　 |　　　 　　,)／　　／ ＼　く　　　　 | 　　|!!il|!|!l| 　 　 　 　　|
　　 ／　 へ　　＼　　 }__/　/　　　 　 ／　　 ／＼　　＼ 　　　　 ＼i⌒ヽｪｪ| 　　　　　／
　／　／　|　　　　　 ノ 　 ノ　　　　／　　 ／ YＹY＼ 　　＼　　　　　＼　＼　　/⌒,/´　　　　　　　俺に言うなよ！
( _ ノ　　　 |　　　　　 ＼´　　　 ／　　　／ 　　　　　 ＼ 　　＼ 　　　 / ＼　＼/　 /ｌ　　　　　　　　ちなみに高卒も100人しかいねーよ！
　　　　　 　|　　　　　　　＼_,／　　　／　　　　　　　　　＼　　　＼_／　 　 ＼_＿ノ |＼
　　　　　　 .|　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　 　　　　|)　）
　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　　　　　　　　＼ 　　　　　　　 　　,r' ／
　　　　　　　　 ＼　　　　　　, '´　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｀' ,　　　 　 　 ／ｰ'′
　　　　　　　　　　＼　　　　 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　)　　　　 ／
　　　　　　　　　　　 ＼　　　 ＼　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　 ／ 
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　　　　　　／￣￣￣＼
　　　γ⌒)　　　　　　(⌒ヽ　　　　　　　　　　　人材がいないとは聞いていたが、想像以上だお…
　　 ／ _ノ ノ 　　 ＼ 　＼ `､
　 （　 < （○）　 （○）　　 | 　）
　　＼　ヽ　（__人__） 　 ／ ／ 
　

398  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/05/15(水) 20:35:03 ID:ClL2Rshw0
　
　　 ／￣￣＼
　／　　　__ノ　ヽ
　|　　　　（ ●）　）
　.|　　 　 　 （__人）　　　　　　　　　それからな。うちの国の舗装道路は現在何㎞かわかるか？
　 | 　　 　　　　 rつ
　 .| 　　　 　　　(（三）
　 ヽ　　　　　　　(　<
　　 ヽ　　　　／∧　∨
　　 ∠ 　　　/⌒ ∧　ヽ
　　( 　＼ ／　　/ __＿)
　　|＼　 '' 　／|
　　|　 ＼_／ 　|
　
　
　
　　 　　 ＿_＿__　　　　　━┓
　　　 ／　―　　 ＼ 　　 ┏┛
　　／ノ　　( ●)　　 ＼　 ・
.　｜ ( ●) 　 ⌒）　　　|　　　　　　　　　…せ、1000㎞くらいかお？
.　｜　　 （__ノ￣　　　 /
.　｜ 　 　 　 　 　 　 /
　　＼＿　　　 ⊂ヽ∩＼
　　　　/´　　 　 (,＿ ＼.＼
.　　 　|　　/　　　　　＼＿ﾉ 
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　　 ／::::::::::::＼
　／　　　__ノ::::ヽ
　|　　　　（;;;;;;）::::）
　.| 　　　　 ::（;;;人）　　　　　　13㎞だ。
　 | 　　 　　:::::::::rつ
　 .| 　　　 　:::::::(（三）
　 ヽ　　　　::::::::::(::::<
　　 ヽ　 ::::::::::／∧::::∨
　　 ∠::::::::::::/⌒ ∧:::ヽ
　　(:::::＼ ／:::::::/;;;;;;;;;;)
　　|＼::::::::::::／|
　　|:::::＼_／:::::|
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／_ノ 　ヽ､_＼　　 　 　 　 ━━┓┃┃
　　　　　 　oﾟ(（●）) (（●）)ﾟo　　　　　　　　 ┃　　　━━━━━━━━
　　　　 ／::::::⌒（__人__）⌒:::: ＼　　　　　　　┃　　　　　　　　　　　　　　　┃┃┃
　　　　|　　　 ゝ'ﾟ　　　　　≦　三　ﾟ｡　ﾟ　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ┛
　　　　＼ 　 ｡≧　　　　　　　三　＝=-
　　　　　　　 -ｧ,　　　　　　　　≧=-　。
　　 　　　　　 ｲﾚ,､　　　　　　　＞三　　｡ﾟ　･　ﾟ
　　　　　　　 ≦｀Vヾ　　　　　　　ヾ　≧
　　　　　　　 ｡ﾟ　/｡･ｲﾊ ､､　　　　｀ミ　｡ ﾟ　｡ ･ 
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　　　 　　メ ,, -──- ､._＼
　　　　メ／　u　　　　ﾟ 。 ＼＼　　　　　ど、どうしろっていうんだお。
　　／ ／　　　 ノ 　ヽ､　　　＼＼
　　　! |　 oﾟ(（●）) (（●）)ﾟo 　|
　　＼＼　　 　（__人__）　　 ／く<
　　　ノ ﾒ/　　　｀ ⌒´　　　ヽヽヾ
　
　
　　 ／￣￣＼
　／　　 _ノ　　＼
　|　　　（○） （O）
.　|.　　　.||　（__人__）　　　　　　　こんな状態、いくらなんでもひどすぎるだろ。
　 |　 　 ﾉi　　! 　 | }　　　　　　　　どんな国ができるのやら、本気で見てみたくなった。
.　 |　　 し'　｀ ⌒´ﾉ
.　 ヽ　　　　　 　 }
　　 ヽ　　　　　ノ
　　　/　　　 く
　　　|　　　　 ＼
　 　 |　　　　|ヽ、二⌒) 
　

401  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/05/15(水) 20:36:47 ID:ClL2Rshw0
　
　　　／ ￣ ￣　＼
　 ／　 _ノ 　ヽ､_ 　＼　　　　　　前回投下とやらない夫のセリフは一緒なのに、
／　oﾟ|⌒|　　|⌒|ﾟo　 ＼　　　　内容が真逆だお…
|　　　| （__人__）. |　　　 |
＼　　|　｀|⌒|´　|　　／
／￣ |川!|￣|川i|￣＼ 
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そう。この時点でボツワナ経済はいまだ貧困脱出の糸口さえつかめていなかった。
　
　　　　　　　　　　　冫----v----､
　　　　　　　　　 ／:::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　 　 　 　 　 /:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　/’::::::::::::::::::::∧:::::::::::::::::::::::::::ﾊ　　　　　　　　　　　Q：ボツワナはいつ豊かになりますか？
　　　　　　 7::::::::::::::::::::::/　ﾍ:::::::::::::::::::::::::::ﾊ
　　　 　 　 iヽ、__:::::::::ノ　　　ヽ ＿:::::::_,..､≠
　　　 　 　_i”＋+±ﾉｧY〉;l=l=l=l=l'=ﾄ=ﾓヲ'"ﾊ　　　　　　　　　　A：いやあ…
　　　　　 i　ヽ::::／｀ﾞ''-､_ 　 　 _,,.-‐''"ヽ::/ ヽ　　　　　　　　　父さんの任期中には無理かな…
　　　　　 ヽλ　 ■□■□■□■□　 〃7/
　　　 　 　 iヾ､　□■□■□■□■　　ノ,　　　　　　　　　（プライバシー保護のため音声は変更しております）
　　　　 　 i:::::::i　　　u　　i　　　　　　　 i'":::::i
　　 　 　 /:::::::ﾊ　　　　〈　,　　　　u　　i:::::::::::ヽ
　_,,.-‐''":::::::::::::ﾍ　　　━　━　　　　 i:::::::::::::::ヽ
｀ﾞ''ｰ-､,_::::::::::::::::::ﾍ.　 ￣￣￣　　 ／,::::::::::::::::::::i
　　 　 ／:::::::::::::::/-,＼　 ,,　 　 ／　 i::::::::::::::::::::ヾ
　　　 i::::::::::::::::::::i　　　 '-lllll- '"　／ ﾍ::::::::::::::::::::::ﾍ _
　　　 i::::::::::::::::::::i　　　l　　　　　/　　　〉::::::::::::::::::::::＼＼
　　　 ヽ::::::::::::::::::ヽ　　i　　　　 ,′ 　/:::::::::::::::::::::::::::::i　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LIVE
　　　　 ヽ::::::::::::::::::ヽ　　　　　　　　/:::::::::::::::::::::::::::::::/　　　 ＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京　立川 
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　　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼　　　　　 ヽ＿,
　　　　　　　　　　　／　ノ　　＼ ＼　　　　　ヽ(_／
　　　　　　　　　　　|　 （◎）（◎）　|　　　　　 ) (　　　　　　　　　　電話もねえ！ガスもねえ！
　　　　　　　　　　　|　　（__人__）　 |　　　　 ノ (｀　　　　　　　　　　バスも一日一度も来ねえ！
　　　　　　　　　 　 .| 　　|!i!i!i!i|　　.}　　　　´⌒＼
.　　　　　　　　　 　 .|　　 |i!i!i!i:|　　}　　　　　　　　　　　　　　　　　信号ねえ！あるわけねえ！
　　　　　　　　 　 　 ヽ 　｀ ⌒´ 　 }　　　　　　　　　　　　　　　　　オラの国には舗装がねえ！
　　　　　　　　 　 _,r､ ヽ　　　　　ノ
　　　　 　 　 　 _j'､_ノ 　}｀ ¨¨　 {
.　　　 　 　 　 ,ﾉ　 Yヽ￣"　　　　⌒ﾞヽ
　　　　　 　 ｢　ヽ　ヽｊ＿.　　　　 　 i　 }
　　　　　,イヽ､ ｀,__,ｨ､__)　　　　　　 |　 |
　　　　 (　 ﾄ､　 Yrイ　　　　　 　 　 |　|
　　　　　￣ "￣　　 |　　　　　　 　 |　|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,,　　､､　,
　　　　　　　 　 　 　 　 　 ､､ ゛　 ＿＿　　' ,
　　　　　　　　 　 　 　 　 ,'　　 ／^ ≡^＼ 　丶
　　　 　 　 　 　 　 　 　 ;　　／(@)≡(@ ) ＼　 ;　　　　　　　　あれより下なのかお…
　　　　 　 　 　 　 　 　 ;　／::⌒（__人__）⌒:::＼ ;
　　　　　　　　　　　　,'　　|　u　　|ｒ┬-| 　　 u | _
　　　　 　 　 　 　 　 ; 　/´￣｀｀゛）- .‐　 　 ／　 '､,
　 　 　 　 　 　 　 　 ; 　| 　￣￣　　　　　　　￣）　 ､
　　　　　　　　　　 　 ;　| 　 　 　　　　　　 |￣￣ 　　 ; 
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　 　　　＿＿＿_
　　　／　　 　 　＼
　 ／　　　　 　 　　＼　　　　　　…ま、まあ、どうにもできないものはしかたがないお。
／ 　　　　　　　　　　＼　　　　　とりあえずじゃあ外交でもしとくか。
|　 　　　＼　　 ,＿　　 |
/　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／　　　　　やらない夫、近隣諸国の情勢ってどうなってるお？
(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
.＼　“　　／＿＿|　 |
　　＼ ／＿＿＿ ／ 
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　　　　　　　＿＿
　　 　 　 ／ノ　ヽ＼
　　 　 ／（○）（○) ＼
　　 　 |　（__人__）　ｕ｜　　　　　　味方がいねえ。
　　　　|　　　　　　　　|
.　　　　|　　　　　　 　|
.　　　　ヽ　　　　　　/
　　　　　 ヽ　　　　/
　 　 　 　／　　　 ヽ
　 　 　 　|　　　　　 |
　 　 　 　|　　　　　 | 
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　　　　 　 　 　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　 　 　 ／　　　 　 ＼
　　　 i⌒',　　　／ 　 ⌒　 　 ⌒＼
　　　 | 　つ ／　u　 ( ○)liiil( ○) ＼
　　　 |　　|　|　 　 　 　 （__人__）　 　|　　　　　　　　ちょ、そんな一行で！
　 　　|　　|　＼　 　　 　 |r‐- l　u.／
　　　 |　　￣￣ 　 ,- 、　｀ー'´ 　 ＼
　　　 ＼_＿＿_ 　ヽ　 ヽ＿＿_) 　　|
　　　　 　 　 　 ＼⊂_　　　　 　 　 /
　　　　　　　　　 　＼ ｀ー─── ' ヽ
　　　　　　　　　　　　) 　 　 　 　 　 　＼
　　　　　　　 　 　 ／　　　　　　　　　 　 ＼
　　　　　　 　 　／　　　 　／´`＼　　　　　 ＼
　　　　　　 　 　!　　　　く´　　　 　＼ 　　　 　ﾍ
　　　　　　 　 　 ＼ 　　　＼ 　　　 　 ヽ　　　　 ﾍ
　　　　　　 　 　 (´____＿___ノ 　　 　　　 ヽ　　　　ヘ
　　　　　　　 　 　 ｀￣ ￣ 　　　　 　　　　 ∨__＿___｀) 
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　　　　　／￣￣ ヽ
　　　 ／　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　事実なんだからしょうがないだろ。
　　　/　　　　　　　　ヽ　　
　　　| 　　 　_,.ノ '(ゞ､_|　　　　　　　　　詳しく説明してくぞ。まず南の南アフリカはこれまで見てきたとおりだ。
　　　.|　　　 （ ー）ヽ ヽ　　　　　　　　　国力的にも経済的にも絶対敵対できないけど、どう見ても仮想敵国だろ。
　　 .ﾉ| U 　　（___人_＼＼__　　　　　　西のナミビアは第一次世界大戦以来、ずっと南アフリカの植民地のままだ。
　／　 | 　　　 ｀⌒（⌒_　　 ＼　　　　　まずいことに北もナミビア領のでっぱり（カプリヴィ回廊）にすっぽり覆われちまってる。
　{　　 .ヽ.　　 　 　 し「、　　　 ＼
　{　　 ﾄ　｀ヽ.　___´ノ　　ヽ、　 　 i　　　そして東のローデシアだが、ここは南アフリカがかわいく思えるくらいの白人至上主義だぞ？
　.|　　 |　　　　　　　|　　／　　 / 
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　　　　　南ローデシア自治領初代首相　ゴッドフリー・ハギンス
　
　
ローデシア（南ローデシア）はもともとショナ人とンデベレ人という二大民族の対立が続いていたが、
19世紀末にケープ植民地首相セシル・ローズによって植民地化された。
南ローデシアは鉱物資源は見るべきものがなかったが、
適度な降雨がある肥沃で広大な高原が広がっており、農場としては一級品であった。
そのためイギリス本国から多くの農業移民がやってきて、黒人の土地を取り上げながら大農園地帯を建設する。
やがて移住者たちは団結し、1923年にはハギンスのもとで自治領政府を樹立した。 
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とはいえ白人の人数は南アフリカよりもさらに少なく、一度も10%を超えたことはなかった。
そのため南ローデシアでも南アフリカと同じような人種政策が行われ、
黒人たちは居留地へと押し込まれることになった。
この政策を推進したのがハギンスで、これ以降も南ローデシアの政権は強硬派が握り続けることとなる。
　
　
やがて第二次大戦が終わると、南ローデシアの白人も勢力拡大を目指し、
同じ英国植民地である北ローデシアとニヤサランドを併合して「ローデシア・ニヤサランド連合」を結成。
北ローデシアの豊富な銅とニヤサランドの安い労働力を手に入れた南ローデシア経済は一気に発展する。
しかし白人の影響力がさらに少ない2植民地は反発し、
1962年にはニヤサランドがマラウイ共和国として、1964年には北ローデシアがザンビア共和国として独立。
南ローデシアは再び単独の自治領に戻った。 
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　　　　　　　ローデシア共和国首相　イアン・スミス
　
この状況に危機感を抱いた南ローデシアの白人たちは、
選挙で極右のローデシア戦線を支持。
その中でも最強硬派のイアン・スミスが政権を握ると、
1965年には「ローデシア共和国」として一方的に独立を宣言してしまった。
　
この国はその成り立ちから他国に対しても超強硬派で、
黒人諸国に対して非常に敵対的な態度を貫いていた。
特に北のザンビアとは犬猿の仲で、お互い経済制裁をさかんに発動している。 
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　　　　　　　ジンバブエ・アフリカ民族同盟　ンダバニンギ・シトレ
　
こんな状況に対し、ローデシア国内でも反政府組織が設立され、
ンダバニンギ・シトレやジョシュア・ンコモらによって闘争が開始される。
しかしローデシア軍は非常に精強で、寄せ集めの黒人ゲリラなどがかなう相手ではなかった。 
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　　　　　ザンビア大統領　ケネス・カウンダ
　
ザンビアとボツワナの間は数㎞だけつながっているが、
この当時はただ接しているだけで全くアクセスがないため、国境としての意味を持っていない。
しかし、一応隣国であるには違いない。
　
そして、初国賓をザンビアからにすることには大きな意味があった。 
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ザンビア大統領のカウンダは、アフリカ有数の独立指導者として知られていた。
やや急進的で白人諸国とは対立し、のちに独裁者となるが、
基本的には理念で人々を引っ張っていくタイプで、無用な流血を好む指導者ではない。
　
そのカウンダを最初に国に招くということは、
ボツワナは黒人諸国との連帯を忘れていないという強力な政治的メッセージとなった。 
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ツワナは牧畜の民である。
農牧兼業で定住民ではあるが、牛は古くからツワナにとって富の象徴でもあり、財産そのものであって、
牛の数がそのまま貧富の差とみなされるような社会であった。
　
これは、ボツワナにとって数少ない強みであった。
近隣の他民族がヒツジやヤギを重視しているのに比べ、
より商品性の高い牛を基盤としているため、輸出がしやすかったのである。
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くわえて、さらにいくつか優位な点があった。
ツワナにおいて牛は重視されていたが神聖視はされておらず、商業取引には何の問題もなかったこと。
そして、牛はあくまでも個人の財産であり、その所有権は厳重に保護され、さらに所有権の移転手続きが簡単だったこと。
つまり、近代的な財産権に近いものが確立されていたのである。
また、このためにツワナ人は牛の飼育に意を用い、ツワナの牛はその質で知られるようになっていった。
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そこで、独立後に基幹産業となるであろうこの牛の加工・販売をどうするか、
という問題が生じた。
南アフリカなどにそのまま売ってもいいが、屠畜や加工を自前でできればもっと儲かる、というわけである。
　
結局これは、1967年に屠畜および牛肉の販売加工を業務とするボツワナ食肉委員会が設立されることで一応の解決を見た。
食肉委員会は南端のロバツェに屠畜場を開設し、ボツワナはやっと自前で輸出用の食肉を生産することができるようになったのである。
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しかし…
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　　 ／　　　　　 　 　 ＼　　　　　　　　行政費のほとんどがイギリスからの援助で、
　／　　　ノ　 ヽ､_　　　 ＼　　　　　　　まともな政府収入は「南アフリカ関税同盟」※から分配される関税だけだお。
　|　　 （ ●）　（● ）. 　 　 |
　＼ ｌ^l^lｎ__人__)　 　　 ／　　　　　　　ああ、どこからか金が降ってこないもんかなぁ…
　 ／ヽ 　 L⌒ ´
　 　 　 ゝ 　ﾉ
　
※南アフリカ、バソトランド（レソト）、スワジランド、ベチュアナランド（ボツワナ）の加盟する関税同盟。1910年発足。
　　南アフリカが加盟諸国の関税を代理徴収し、加盟各国に分配する。
　　これら国家の貿易がほとんど南アフリカを介して行われるために、こんな芸当ができる。 
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1967年。ボツワナ北部のオラパで、世界最大・最高品質のダイヤモンド鉱脈が発見される。
このニュースによって、世界最貧国の一つだったボツワナは奇跡への道をひた走ることとなる… 
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1967年、ボツワナ北部、オラパ。
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　 /　　　/　 九l　　　 (つ　　i
　
　　　　　　探鉱技師B 
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　 ､__人__人__人__人__人__人__人__人__人__人__人__人__人___人__人__人__人__人__人__,
　　_）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 （_
　　）　　　　　　　　　ダイヤモンドだ！信じられないくらいの大鉱脈だ！　　　　　　　（.　
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 （.
　　⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y .
　
　 人
　｀Y´　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 人
／.二二二二二二二二二二二二二二ﾆ｀Y´二二二二二二＼
／|:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.人:.:.:|＼＼
._._|:.:.:.:.:.:.人:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.._.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:｀Y´:.:.|:.:.:.＼＼
: : :>､: .､｀Y´／ヽ:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.／;'Y;ヽ:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:_._._._._:.:.:.:.:r- ､:.:.＼
: ´: : : ヽr; '´|; ' ; 〉__::-‐=＝＜;';';'〉;';';'>; '´￣フi/´..|.........}:.:.「ヽ!　 ヽ:.:.
ヽ:_ : : / ' ; / ' ; {:.ヽ　 __　　ヽ ｀>; ; '´; ' ; '／ ' |.......|....「｀ヽ」　 ヽ　　〉:
人､::::::￣:｀ヽr;-‐‐;‐';';';';';'｀ーｖ' ' ／´; '/; ' ; '／......У..}::::::〉::｀ヽ__／:.:.
:Y´::ヽ::_:::::／;';';';'-―;';';';';';ー〈_／; ' ; ' |; ' ; /￣￣:｀ヽ」ｰ〈::::::::::::ヽ､:.:.:
:::::::／:::::::::＼;';';'丶;';';';';';';';';';';';'); ' ; ' ∠__／:_: :-:‐:ァ':::ハ:::ヽ::::::､::::::〉:.
　
1955年、ボツワナ東端のトゥリーブロックでダイヤモンドが3個発見される。
さっそくデ・ビアス社によって探鉱技師が派遣され、鉱脈探しが始まった。
しかし発見された近辺に鉱脈はなく、調査は難航した。
実はダイヤモンドが発見地に流れ着いた後に地殻変動が起こり、
水脈が変わってしまっていたのだ。
　
調査は12年に及んだが、とうとう1967年、
トゥリーブロックから北西に300㎞ほど行ったオラパで鉱脈が発見されたのである。 
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.　　 　　.／￣￣＼
　 　　_ノ　　ヽ、　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　じょじょじょ、冗談だろ！？　　　　　　　　　　
　　　（○）（○ ）　　　|　 .＿＿＿　　　　　　　　　いくらなんでもそんなうまい話があるわけないだろ！？　　
　　　（__人__）　　u　. |／ー　 ー .＼
　　 　 ヽ｀⌒ ´　 　 ／(○ ）) (○ ）)＼　　　　　　これはきっと夢だお！
　　　　 {　　 　 　／　　（__人__）)　　　 ＼　　　　　やらない夫！ちょっとやる夫のほっぺたつねってみてくれお！
　 　 　　ヽ　　 　|　　 　　）r┬ﾘ　u.　.　　|
　　　 　 　 ﾝ 　　＼　　 ｀ ⌒ ´　　　　 ／
　　　　 　i´　　　 .　ﾝ　　　　　　　　　　＼
　　　　 　|　　 .　／　　　　　　　 　　　　　＼
　
　
　　　　 ＿＿_
　 　 ／　　　　＼　　　　　　 ＿＿＿
　 ／　　 　 u;　　＼　　　;／(＞)＾　ヽ＼;
　 |　　 　　　　　　 )　;／ 　(＿　 （＜） ＼;　　　　　　ほ、ほっぺたってここだったよな！？
　 | 　　、 　　　　　 );/　　 /rｪヾ__）⌒:::　 ヾ;
　 |　　＾　 　　　　　| i　　 ｀⌒´-'´　　u;　　ﾉ;;
　 |　　　　　　 　 　|　＼ヽ　、　 ,　　 　　／;　　　　　ギブギブ！やらない夫、そこは首だ！首だお！
　 |　　;j 　 　 　　　|／ ＼-^^ｎ ∠　　 ヾ、
　 ＼　　　　　　 ／ ! 、　/￣~ﾉ　＿＿/　i;
　 ／　　　　 　⌒ヽ ヽ二)　 /（⌒　　　 ノ
　/　　　　　　　r、 ＼ / 　./　 ￣￣￣/
　
　
　 　　／￣￣￣￣ヽ、
　 　/　　　 　 　 ヽ＿＿＿＿⌒ヽ＿＿＿＿_
　 　|　　　 　　　/＿＿＿__　|⌒ヽ＿＿＿＿ ヽ.、
　 　ヽ、＿＿＿_＿_（＿＿＿＿|つ＿_.＿＿＿＿|ヽ.、　　　　　とりあえず落ち着いただろ、常考
　 /´:: ::::;;::::　;;::::ヽ　::　)
　　　／￣￣ヽ＿＿::::::＿::-‐´'
　　/　　　　 　 ヽ＿＿＿＿⌒ヽ＿＿＿＿_
　　|　　　　　　/＿＿＿__　|⌒ヽ＿＿＿＿ ヽ.、　　　　　　　　　落ち着いたというか落ちたというか
　　ヽ、＿_＿_（＿＿＿＿|つ＿_.＿＿＿＿|ヽ.、
　/´:: ::::;;::::　;;::::ヽ　::　)
　ヾ:::::＿＿::::::＿::-‐´ 
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　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／　 ノ '　ヽ＼
　　　　　　／ （≡） 　 （≡）＼　　　　　　　　とにかく！
　　　　 ／　/// （__人__） ///＼　　　　　　本気でビッグニュースだお！
　　　 　|　 　 　　　|::::::|　　　　　|
　　　　 ＼ 　 　 　 l;;;;;;l　　 　／l!| !　　　　　これでなんとか経済開発のめどが立つ！
　　　 　／　　　　　`ｰ'　 　　＼ |i　　　　　　今夜は祝杯だお！
　　　／　　　　　　　　　　ヽ !l　ヽi
　　 （　　 丶- 、　　　　　　 しＥ　|そ
　　　　`ー､＿ﾉ 　 　 　 ∑　l､Ｅ ﾉ　< 
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　　　　　／￣￣＼
　　　 ／　　 _,.ノ　 ヽ､_
　 　 ｜　 　 ( ○) (○）　　　　　　　　喜んでるところ悪いがな、やる夫。
　　　｜ U　　（___人__）　　　　　　　　よほどうまくことを進めないと、大変なことになるぞ？
　　　 .|　　　　　　　__ﾉ__
　　　　|　　　 　_／ ___＼ヽ_　　　　　　南アフリカやローデシアあたりが攻め込んでくるかもしれん。
　　　　 ､　　　 '-／____ヽ　 |
　　　　 ﾉ ､　.＿'-〈 　、ヽ　 |
　　　 ,´ 　 　 　 　 ヽﾉ}　　　|
　　 /　　　　　　 　 　{　 　/
　 ./　　/　　　　　 　/　　 { 
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　　　　　　 　 　 　 　 -―─-　、
　　　　　　 　 　 ／　　　　 　 　 ＼
　　　　　　　　　′ 　-‐　 　 ‐- 　　,　　　　　　そんときゃそんときだお。
　　　　　 　 　 i　　（ ●）　 （● ）　 ｉ　　　　　　金がないから、ボツワナには常備軍がないんだお？
　　　　　 　 　 |　　 ⌒(__人__)⌒　　l
　　　　　　　　　、 　 　 ｀⌒´　　　. '　　　　　　数十人の警官隊で、精強さで名高いローデシア軍や南ア軍と戦う？
　 　 　 ⊂⌒ヽ　 ＞　　　　　　 ＜_/⌒つ　　　冗談にもならないお。
　　　　 　 ＼　丶′　　　　 　 　 　 　 7
　　　　　　 　＼ ノ　　　　 　 　 　 ﾄ､_/ 
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　　　　　 　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　 　 ノし. u:_ノ｀ ,,＼.
　 　 　 　　 　　　/⌒`　 （ ◯）（Ｏ):　　　　　　　　　　他人事みたいに言ってんじゃねえ！
　　　　　 　 　 　.:| 　　j（ 　　（__人__）　　　　　　　　　攻め込まれたら一巻の終わりなんだぞ！
　　　　　　　　 　:|　　 ＾　　､｀ ⌒´ﾉ:　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　|　　u; 　　 　ﾞ⌒}:　　　　　　　　　　オラパは国土のわりと奥深くだから国境紛争にはならんが、
　　　　　　　　　　ヽ 　 　　ﾟ　　" }:　　　　　　　　　　　国ごと取りに来たらどうするつもりだ！
　　　　　　 　　　　 ヽ　:j　　　 ノ:　ｉ |ｉ　|
　　　　　　　　　／⌒　 　 　 ヽ　 | ||　|　　|
　　　　　:: ／￣￣ヽ :: 　 　 　 ＼　|| 　 　 |i　　　　　　　　トランスヴァールの歴史、お前なら覚えてるだろ！
　　　　:: （｢　　　 ｀rﾉ ::　　　　　　＼　　　||i　　＼　　　　　　ああなるかもしれんのだぞ！
　　　　　:: ヽ　　　ノ ::　　　　　 　 　 ＼　　　　 　 ＼
ガタッ！　　|　　 | r 　 　 　 　 ｢＼　　 ＼　　　　 　 ＼
　　　　　　　|　　 | | 　　　　　 ﾉ　　＼　　 ＼＿＿　　　＼
　 　 　 　 　 ヽ＿ノ　　 　 　 /||| l　　 ＼_, 　 　 　 ｀ヽ　　 ＼
　　　　 || ｉ　　/　　　　 　 　 | ||| |　　　　(＿つ￣と_ノ)　　　 ＼
　　　　 || ||　 |　　　　　　 　 | ||| |　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ＼ 
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19世紀末には南の隣国だったトランスヴァール共和国。その国は今はない。
トランスヴァールは財政難に悩み、1877年にはそれに付け込んだイギリスによっていったん滅亡させられた。
しかしポール・クリューガーやピート・ジュベールといった名将によって英国軍は撃退され、1881年に再独立する。
こうした中、1886年にトランスヴァール中央部のウィットウォータースランドにて金の大鉱脈が発見され、
金鉱の中心には瞬く間に大都市・ヨハネスブルグが誕生する。
トランスヴァールの経済も、あっという間に拡大していった。
　
　
┌────┐:::::::::　　　　　　　　　　　　　　　　　:::::::::::::::::;;;;;;;;
│　ヨ　 　 　│ ::::::::::,,,,,,,,,,:::::::::::::::　　　　　　　　;;;;;;:::::::::::::::::;;;;;;;;;;;
│　ハ　 魔 │　 ::::::::::::::::::　　　::::::::: :::::::::::::::　　　;;;;;;;;:::::::::::;;;;
│　ネ　　　 │　　　　　 　 .|　　　 ;;;;;;;;;　　:::::::::::::
│　ス.　.城 │　　　　　 　 .|　　　　　　　　　　:::::::::::::
│　ブ　　　 │　　　　　　　||　　 　 .|　　　　　;;;;;;;;;;:::::::
│　ル　 　 .│　　　|　　　_| |__..　　.||　　　　　　　　　　　　ｺﾞﾛｺﾞﾛ……
│　グ 　 　 │　　 .|;|　　/。 。ヽ　 |,;|
│　 　 　 　 │　　 |.;;|　 ヾi||i;;,,,ﾉ ,-'。'-,
└────┘　　 ﾉ　ヽ　 .|,l.|iii|/。。。。ヽ
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　　　　 　 .| ;;,|　　／'~~~';;; ヾii;;:iﾉ　　|;;　;|.
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しかし、この金はトランスヴァールに平和をもたらさなかった。
金鉱発見のニュースを大喜びで伝えに来た部下に対し、
老将・ジュベールはこう告げたという。
　
　　　　　　　　　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::.:.:.ヽ
　　 　 　 　 　 　　 　 ／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::.:＼
　 　 　 　 　 　　 　 /:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::.:.:.:!
　　　　　　　　　　　!::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::.:.:/
　　 　 　 　 　　 　　〉:::::::::::::::〈ｶj:::::::::::::::,．'"´￣｀`ヾ;:;:;`i
　　　　　　　　　　　j `ヾ､_:::::::::::::::::::,．'´　　　_, ;: ;: ; ﾄ　 |
　　　　　　　　　　　!　 }　 ｀二､_"´　 　 ' "´　　　　 !　　!
　　　　　　　　　 　 |　」 .,:;:; . :; .,｀`''　　,､-‐''´　　ﾞ; .,!　 」 　 　 　 　 　／￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣＼
　　　　　　　　　　 /^ヽゞﾆ二ﾆ''ｰ-､j　 ､,､zｰ''ﾆ二;} { ,r''ヽ　　　 　 　 |　お前は喜んでいるが、むしろ泣いたほうがいい。
　　　 　 　 　　 　〈 ,ｺﾘ , ; :' ,rェｭ_,｀冫 ,｀ゝェｧ-, ´　,〉ｲ ,!!　　　　　＜　この金は我が共和国が再び血に染まる原因となるだろう…
　　　　　　　 　 　 `,ヾ!　　｀`　 -‐'"i´　;::::.`ｰ　'´　　ﾘｶ / 　 　 　 　　＼　　 　　　　　　 　 　　 　　 　 　 　　　 　　 　 　 　　　　 　 　 　　／
　　　　　　　　　　　 ヽj　, ; : '　　　,　　 ;:::::.:.. .　, ;: ' ﾚ' / 　 　 　 　 　 　 ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
　　　　　　　　　　　　 ﾞﾄ､ .:; :　　,ｨ､　　 ;:::.:.::. . . 　,'´!ノヽ
　　　 　 　　　　 　　 /::! ,　　,ｨ'ﾞ´"`ー'‐'^ｰ-､,, 　 ;　!::::::::ヽ
　　　　　　　　　　　/::::::! ;　 jk,,,､､-ー'''ー-､､,,〉.　'　!:::::::::::!
　　　　　　　　　　,ｲ::::::::ﾄ,' 　 ,　 `ー─‐一'　　,!　,!/:::::::::::::|､
　　　　　　_,､-‐''´.:i:::::::::ヽゝ､　　 　ー一　　　,'　,'ｲ:::::::::::::::|:.:.｀`''ｰ- ､_
　　_,､-‐''´::::::::::::::::::l:::::::::::::ヽ ＼　　　 ;　 . :; :;　,ｲ/:::::::::::::/i::::::::::::::::::::::.:.｀`''ｰ
　　::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ:::::::::/iY´`ゝ--‐'ー--‐'ﾞ´V:::::::::::::::|/:::::::::::::::::::::::::::::::.:.:..
　　::::::::::::::::::::::::::::::::::::::｀ヾ/　!　'´　　,ｲ　　.:::::::;;/:::::::::::::::/::::::::::::::::::::::::::::::::::::.:.:.:.
　
　　　　　　　　ピート・ジュベール　トランスヴァール共和国将軍
　　　　　　　　　　　　　第一次ボーア戦争の名将 
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彼の危惧は現実のものとなった。
この金を欲したイギリスの侵攻により、この後わずか16年でトランスヴァールは滅亡することとなる。 
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　　　 ／￣￣￣＼
　　／　　　　　　　 ＼　　　　　　　　　　もちろん知ってるお。
　/　　　 ─　　　─　ヽ　　　　　　　　　でも、…たぶん、そうはならないお。
　|　　　 （●） 　（●）　|
　＼　　∩（__人/777／
　／　　（丶＿//// ＼ 
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　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　 　／　　─　 　 ─＼　　　　　　　　…やらない夫。
　　　　　　／　 　 （●） 　（●） ＼　　　　　　　ボツワナが独立できた理由は、なんだと思う？
　　　　　　|　　　　　（__人__）　　　|
　　　 　　 ＼　　 　　｀ ⌒´　　 ,／
　　　　　　ノ　　　　　　ー‐　　　＼
　
　
　　 ／￣￣＼
　／　　 _ノ　　＼
　|　　　 （ ●）（●）　　　　　　　我々の必死の独立運動…と言いたいところだがな、
.　|　　　　 （__人__）　　　　　　　ぶっちゃけ俺らがやったのは独立運動でもなんでもないだろ。
　 |　　　　　｀ ⌒´ﾉ
.　 |　　　 　　　　 }　　　　　　　イギリスが手放したがってた、そこに俺たちが乗った。それだけだ。
.　 ヽ　　　　　 　 }
　　 ヽ　　　　　ノ
　　　.>　　　 <
　　　|　　　　 |
　 　 |　　　　 | 
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　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　 ／　─　 　 ─　＼　　　　　　　　そういうことだお。
　　　　　　　 　 ／ 　 （●） 　（●） 　＼　　　　　　ボツワナは植民地として引き合わなかった、だから捨てられた。
　 　 　 　 　 　 |　 　 　 （__人__）　　 　 |
　　　　　　　 　 ＼　 　　 ｀⌒´ 　　　,／　　　　　　…じゃあ、引き合うようになったら、ボツワナはまた植民地にされる、と思うかお？
　　　　　　　 　 ／　　　 　ー‐　　　　＼
　
　
　　　　　／￣￣＼
　　　 ／　　 _,.ノ　 ヽ､_
　 　 ｜　 　 ( ○) (○）　　　　　　　　　　ああ。俺はそれを恐れてるんだ。
　　　｜ U　　（___人__）
　　　 .|　　　　　　　__ﾉ__　　　　　　　　　　この大鉱脈が、ボツワナを滅亡させることをな。
　　　　|　　　 　_／ ___＼ヽ_
　　　　 ､　　　 '-／____ヽ　 |
　　　　 ﾉ ､　.＿'-〈 　、ヽ　 |
　　　 ,´ 　 　 　 　 ヽﾉ}　　　|
　　 /　　　　　　 　 　{　 　/
　 ./　　/　　　　　 　/　　 { 
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　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／　─　 　 ─　＼　　　　　　　　　　やる夫は、実はそこまでは思わないお。
　　　　／ 　 （●） 　（●）　 ＼
　　　　|　 　 　 （__人__）　 　　 |　　　　　　　　この10年間で、ボツワナに限らずたくさんの国が独立したお。
　　　　 ＼　 　　｀ ⌒´ 　　 ,／　　　　　　　　その中には資源の豊富な国もあったし、コンゴみたいに内戦の起こった国も多かった。
　　 　 /⌒ヽ　 　ー‐ 　 　ｨヽ
　 　　/ 　　　 　,⊆ニ_ヽ、　 |　　　　　　　　　…じゃあ、その中で再植民地化された国は、どこかあったかお？
　　　/　 　 ／　r─--⊃、 　|
　　　|　ヽ,.ｲ　　 ｀二ﾆﾆうヽ.　|
　
　
　　　　＿＿
　　 ／ノ　ヽ＼
　／.（○）（○）＼
　|. u.　（__人__）　|　　　　　　　　　…あ、あれ？
.　|　　　　　　　　|　　　　　　　　　どこもない…な？
　 |　　　　　　 　|
.　 ヽ　　　　　　ﾉ
　　 ヽ　　　 　/
　　　/　　　　ヽ
　　　|　　　　　|
　 　 |　 　 . 　 | 
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　　　　　　　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　　　　　 　 ／　　　　＼
　　　　　 　 　 　 　 ／ 　 　 　 　 　＼　　　　　　　　　やらない夫。
　　　　　 　 　 　 ／　⌒　 　 ー 　　　＼　　　　　　　　この10年で独立国が大量にできた本当の理由は、
　　 　 　 　 　 　 |　 （●）　 （●）　　　　|　　　　　　　　採算が取れなくなったからじゃない。
　　　　　 　 　 　 ＼ 　（__人__）　　　　／
　 　 　 　 　 　 　 ／ 　 ｀⌒ ´　　　イ｀ヽ、　　　　　　　「独立」というものが異様に重い時代が来たからなんだお。
　　　　　　　　　, '　 　 　｀￣　 　 　 　 　 ＼ 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ＜|>
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ＜////|　 ＼
　　　　　　 .x　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 |//////|　　　＼
　　.z＜ ::::::::|＞　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 |//////|　　　　 ＼
＜::::≡:::::::::::|: : : :＞　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 |//////|　　　　　　＼
≡::::≡:::::::::::|: : : : : : : :､　　　　 　 　 　 　 　 　 　 |//////|　　　　　　　 ＼
≡::::≡:::::::::::|: : : : : : : : : : ､　　　　　 　 　 　 　 　 |//////|　　　　　　　　　|
≡::::≡:::::::::::|: : : : : : : : : : : : .､　　　　　　　　　　　|//////|　　　　　　　　　|
≡::::≡:::::::::::|: : : : : : : : : : : : : : :.､　　　 　 　 　 　 |//////|　　　　　　　　　|
≡::::≡:::::::::::|.: : : : : : : : : : : : : : : : :.:.､　　　　　　　|//////|　　　　　　　　　|
≡::::≡:::::::::::|: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :.､　　　 　 |//////|　　　　　　　　　|
≡::::≡:::::::::::|: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :..､　　 |//////|　　　　　　　　　|
≡::::≡:::::::::::|: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :..､　|//////|　　　　　　　　　|
≡::::≡:::::::::::|: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :...､|//////|　　　　　　　　　|
≡::::≡:::::::::::|: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : x////|　　　　　　　　　|
≡::::≡:::::::::::|: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : x|　　　　　　　　　|
≡::::≡:::::::::::|: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : x　　　　　 　 .|
≡::::≡:::::::::::|: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :..x　　　 |
≡::::≡:::::::::::|: : : : : : : : : : : : : : : :＿＿＿＿＿＿: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : .|......._..........
≡::::≡:::::::::::|: : : : : : : : : : : : : : : ||工工工工工::/エ≧ｪ ､: : : : : : : : : : : : : : : : :| |: : : :|
≡::::≡:::::::::::|: : : : : : : : : : : : : : : ＞―───‐ ≧=──────ｫ 、: : : : : :.| |: : : :|
≡::::≡:::::::::::|: r─────―ｲ///////////////////////////|:::［工エェ]| |: : : :|
　
　
「独立」が、この10年で侵すことのできない権利になった。
　
今やアメリカやソ連みたいな超大国でも、力ずくで他国を併呑することはできない。
そうでなければ、ボツワナみたいな弱小国、
独立したところですぐにどこかに併合されて終わりだったお。
独立しても占領される恐れがないから、みんな次々独立してるんだお。 
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..　　　　　　＿＿＿_
　　　　　／　―　　-＼
.　　.　／　 （●） 　（●）　　　　　　　だからやる夫は、独立維持に関してはあまり心配してない。
　　／　　　　 （__人__）　＼　　　　　　一度独立してしまえばこっちのもんだお。
　　|　　　　 　　｀ ⌒´　　　|　　　　　　南アフリカにしろローデシアにしろ、一国を消滅させる度胸があるわけはない。
.　　＼　　　　　 　　　　 ／
.　　　ノ　　　　　　　　　＼　　　　　　　…ただ、別に併合しなくても言うことを聞かせる方法なんていくらでもある。
　／´　 　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　だから… 
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　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　／　　　　　＼　　　　　　　　　やらない夫！
　　　　　 ／　　 ＼ ,　, ／＼　　　　　　　　今すぐヨハネスブルグのデ・ビアス本社に連絡を取ってくれお！
　　　　／　 　 （●）　 （●） ＼
　　 　 |　　 　 　 （__人__）　　　|　　　　　　　この話、どちらにせよダイヤモンド・シンジケートを持ってるデ・ビアスに話を通さなきゃならんお。
　 　 　 ＼　 　 　 ` ⌒ ´　　,／　　　　　　　都合のいいことにあそこは南アフリカ資本だから、
.　　　 　 /⌒～"￣,￣￣〆⌒,ﾆつ　　　　　うまくいけば政治的にも経済的にも南アフリカとの関係が改善できるお！
　　　 　 |　　,＿_＿ﾞ＿__､rヾｲｿ⊃
　　　　　| 　 　 　 　 　 　｀l￣
.　　　 　 |　　　　　　　　　 | 
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　　　　　　　　　　　　　　　　／￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　 _,ノ　ヽ､_ 　　＼
　　　　　　　　　　　　 　 （●）（● ）　 　 |
　　　　　　　　　　　　 　 （__人___）　　 　 |
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '､　　　　　　　 |
　　　　　　　　　　　 　 　 ｜　　　　　　 ｜ 　　　　　　　　　　　　　　わかっただろ。
　　　　　　　　　　　　　　　|　, 　　　 ／_.{　　　　　　　　　　　　　　　任せとけ、必ず話は通す。
　　　　　　　　　　　　　　　｀ｧﾆニ＜／／〉、＿_　__
　　　　　　　　　　　　　　 ,./ /＼　 ／ : : : : : : ＞ : :＼　　　　　　　　まあ、そんな難しい話じゃないだろうけどな。
　　　　　　　　　　　　_／ /|ｲ:::::/∨. : : :l: : : : : : : : : : :.丶　　　　　　　あちらさんにとっても願ってもない話だ。
　　　　　　　　　　／. : : : :| ./｀Y / : : : 」: : : /: : : : : : : : }　　　　　　　必ず乗ってくる。
　　　　　　　　　,´ : :/: : : :| ｉ::::::|/ : :／: : : ／: : : : : : : : :|
　　　　　　　 　 { : :/. : : : :|/:::::/ : : : : : : : | : : : : : : : : : ,'
　　　　　　　　/ : :,' : : : : : |::::/ : : : : : r---く´ニ＼: ヽ:ﾉ
　　　　　　　､'ｰr,_| : : : : : :|:/ : : : : :_/二ヽ　V: : : : ｀ :´
　　　　　 ／ :.／￣＞＜ :./ : : : : :/ 二 ヽ_」┘: : : ∨}
　　　　 / : : :ム　/ : : : :￣￣￣￣~ﾞ''-ゝ.」: : : : : ∨ :}
　　　　{ : : : : : :＼､ : : : : : : : : : : : : : : : :＼. : : :∨ : :l
　　　　ヽ: : : : : : : :￣"＼ : : : : : : : : : : : : : : : ／ : : :{
　
　
　　　　　　　　　　　　 　 ∩＿
　　　　　　　　　　　　　　〈〈〈　ヽ
　　　　　　＿＿＿_　　　〈⊃　　}
　　　　 ／⌒　　⌒＼　　 |　　 |　　　　　　頼んだお！
　　　／（ ●） 　（●）＼　 !　　 !
　 ／ :::::⌒（__人__）⌒:::::＼|　　 l
　 |　　　　　|r┬-| 　 　 　 | 　／
　 ＼ 　 　　｀ ー'´ 　 　 ／／
　　/　＿＿　 　　　　　　/
　　(＿＿＿）　　　　　　/ 
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　　 　／￣￣￣＼
　　／　　　　 　 　 ＼
　 /ﾉ　 ヽ､_　　　　　 ヽ
　（ ●）（ ●）　　 　 　|
　 | {　.!　　)　 　 　 　 |.　　　　　　　　　ところでな、やる夫。
　 |. ¨´ ｀¨´　　　　　 l.　　　　　　　　　行く前に、一つだけ聞きたいことがある。
.　 |　　　　　　　　　 /.
　　|　　　　　 　 　 /　　　　　　　　　　…お前、この鉱脈のこと、前から知ってたんじゃないか？
　 　＼__　　　 　 （　　　　　　　　　　　タイミングが良すぎるだろ、常識的に考えて…
　　　　 _）_ =＝＝＼
　　 　／　 　 　 　 　 ＼
　 　/　　　　　　　 　 　 ヽ
　　 |　　　　,　　　　　　　 i
　　 |　　 　 |　　　　　 　 l.|
　 　|　　 　 l　　 　 　 　 | |
　 　|　　 　 |.　　　 　 　 |. l
　　 l　　　　|　　　　　　 |.│
　　/　　　 ﾉ　　　 　 　 |　|
　 / 　 　 /　　　　　 　 l /
　（ヽ､__,/＿＿__ 　_＿,У
　 ヽ_ｨ　 __ __￣￣_￣_,|
　 ￤　 ￤　￤　j l　 　| 
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　　　　　　　　 ／￣￣￣＼
　　 　 　 　 ／　　　　　　　 ＼
　　　　　　/　　 ─　　　─　　ヽ
　　　　 　 |　　 （●） 　（●）　　|
　　　　　　＼　　 （__人__）　__,／
　　　　　　／　　　｀ ⌒´　　　＼
　　　　＿/((┃))＿＿＿＿_＿i　|　ｷｭｯｷｭｯ
　..　／ /ヽ,,⌒) ￣￣￣￣￣（,,ノ ＼
　／　 /＿＿＿＿＿＿＿＿＿ヽ.. 　＼
　.￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
　
　
　　 　 　 　 　 ／￣￣￣＼
　　 　 　 　 ／　─　 　 ─ ＼
　　　 　　 /　　（●） 　（●）　ヽ
　 　 　 　 |　　　　（__人__）　 　 |
　 　 　 　 ＼　　　｀ ⌒´　 __,／
　 　 　 　 ／　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　 　 |￣￣￣￣￣￣￣￣|　　ﾄﾝ
　　　　_（,,)　　　　　　　　　　　(,,）_
　 　 ／ 　|　　　偶然だぞ　　　|　 ＼
　 ／　 　 |_＿＿＿＿＿＿＿__」　　　＼ 
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　　　 ／￣￣＼
　　／　　 _ノ　　＼
　　|　　　 （ ●）（●）
　　|　　　　 （__人__）　　　　そっかーぐうぜんかー（棒
　　|　　　　　　　　　ﾉ
　　|　　 　 ∩ノ ⊃ }
　 /ヽ　　 ／ ＿ノ }
　(　ヽ　 /　　/　ノ
　　ヽ　“　　/＿|　 |
　　　＼＿_/＿＿ /
　
　
　 　 　 　 　 　＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼　　　　　　いや、マジで偶然なんだって。
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼　　　　　そりゃいくつか鉱脈のないところでダイヤが見つかってたからあるだろうとは思ってたんだけど、
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |　　　　　　こんな大鉱脈が見つかるなんて予測不能だお。
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´ 　 　　　　／
　　　　ノ　　　　　　 　　　　　＼　　　　　　てか、本当に大鉱脈が発見されてたのなら隠し通せるわけがないお、こんな話。
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ,､
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 | ｀ヽ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ,ｒ‐--}｀ヽレ‐-､.｀ヽ、
.　　　 ＼　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　 　 ,|　　 }｀ヽ､.｀ヽ、｀ヽ、
.　　　　　＼　　 　 　 　 　 　 　 　 ／ 　 /　//|　　| /|　 ｀ヽ､｀ヽ　｀ヽ、
　　 　 　 　 ＼　　　　　　　　　 ／/　　/　// .ｌ　　l/| |､　　　ヽ　ヽ　　｀i　　　　　　　　　　はーい。解説の高良みwikiです。
　　　　　 　 　 ＼　　 　 　 　 /　/　　/　//| /| 　 |　l| ヽ 　 　 ヽ　ヽ 　 |　　　　　　　　　この件なんですが、やっぱりタイミングが良すぎるんで、
　　　　　　　　 　 ＼　　　　　l　 | 　 /　/,.. -､ l 　 | ,..-､ ヽ 　 　 ヽ　',　 |　　　　　　　　　けっこうあちこちで疑われてますね。
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.　　　　　　 　 /　　　　｀ｰ-〈:::::::::::/ | ヽ、ﾉ:::::::| 　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,-､

　　　　　　　　　　,λ￣゛`ー‐--.|　 ヽ-‐─--.､_

　　　　　　　　　 //　　　　　 　 .;|　　 . :ｉ::.　　　　｀ヽ、

　 　 　 　 　 　 //　　　ﾉ　　/　.:|　　 : .:|:: :､　　　 ､. ｀ヽ、

　　　　　　　 ／´　　::/　 :.:/　:;ﾒ{　　 : .:|.:|､ ＼　　:.ヽ､} ﾊ　　　　　　　　　ただ、1の感覚としては、

　　　　　　 /　 ／　::/　: :/　:./| ∨　 .: :|.:| ∨ .|　　 :.:｀ヽ.|　　　　　　　　やっぱり偶然だったんじゃないかなあと思っています。

　 　 　 　 /　/　: : :/　: :/ ,ィ⌒|　∨　: .:|:|　 V⌒ヽ : :. ､ ﾍ、

　　　　　/　/| : : : /　: : ｊ ::/ 　 |　 ∨ｉ　.:|ｊ 　 ヽﾄ､ 　:.: : |:　ﾍ　　　　　　　見つかったところで当時の情勢ではイギリスが独立をやめさせるわけもなく、

　　　　 〈　:| | : : ::|　: : :/|/　___ ! 　 ﾘヽ､.:|　___ 　 〉　: :.: ﾄ､:　〉　　　　　　隠す理由がないんですよね。

　　　　　ヽ,| |: : : :|　 : :;ﾊ　,.ｨ'≠ﾐ　 }冖{ `,.ｨ≠ﾐ､ } : : :. / ｉ ﾚ'

　 　 　 　 　 |: : : :ヽ､::{:.:ﾊ.　　　 　 ﾉ ,　､　　　　 ｊ: : : :/:　|　　　　　　　　むしろこれが見つかってたら、

　　　　　　　 | : :{ヽ､::|': ::.::j｀ ‐-‐ ´　＿_ ｀‐-‐ ´,|: : :/ｉ:　 |　　　　　　　　ボツワナ側が切り札として使う可能性のほうが高かったでしょう。

　　　　　　　 ｀ヽ|　 |｀: |:::::|｀l.､　　　 V_,ﾉ　 　 ／ｊ;／　|　 ｉ|　　　　　　　　1ドルでも多くお金が欲しい時期でしたから、

　　　　　　　　　 　 | ｊ: |: :::} .|､:｀＞‐ｧ--t‐＜´ｊ::|: : :　 |　 |:|　　　　　　　　大鉱脈の発見はより大規模な援助を引き出すカードになりえます。

　　　　　　　　　 　 ﾘ : |::;ﾉ ,ﾆュ､　|´　　 `}　｀|::|: : :　ﾉ.　 λ　　　　　　　　独立自体は動かないんですから。

　　　　　　　　　　ノ .,ィ´|　 -‐y 〕 |-─‐-| 　 |ﾘ:. :　/ヽ、.　ﾍ

　　　　　　　　 ／ : ｆ＼.ｒヽ､_＿_,ｊ;＞､　　|　　|: : 　ﾒ　／ｉ:..　 ﾍ　　　　　　　ですので、

　　　　　 　 ／　::ﾉ:| 　 }｀ミ三三三彡.　 |　　ｊ::　 /／ 　 |::ｉ　:. ｀ヽ、　　　　やっぱり本当にこの時期に鉱脈が発見されたのだと1は解釈しています。

　　 　 　 ／　: .:/: :|　 〈｀゛──--ー'〉　|　 ./　 / 　　 　 |: :|　::. 　 ）

　　　　　 ＼　.:/: : :|　　〉　　　　　　"|.　|　/　 /　　 　 　 |:.:|　::: ／ 
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数日後…
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ／￣￣ ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 _,ノ ヽ､,__　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 （●)（● ）　　　 |
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 （_人___） 　 U　 |　　　　　　　　　　　　話は通した。あちらさんは大乗り気だ。
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 '､　　　　　　　│　　　　　　　　　　　今日にはハボローネまで来てくれるだろ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 <二ニヽ　　　　　　　 |
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ／-‐ 　 ｀i ､ ＿__,.　イ i　　　　　　　　　　　　ただ、なんというか…
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 {/´､　　 　 ',┐__＞ｰﾒ ┴ｭ　　　　　　　　　　　本当にこの話進めるのか？
　　　　　　　　　　　　　　　　 しrヽ　　　　V:::Λ　 ／ : : :＞、_　　　　　　　　強烈に嫌な予感がするんだが…
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ,.＜ﾊ､_／￣ V　∨ : : / : : : : :_＞-.､
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 「 : : : :〈 : : : : : : ヽ/ : : :/ : : : ／: : : : : `、
　　　　　　　　　　　　 　 　 /. : : : : ∧ : : : : : : :ヽ : : : : : :/ : : : : : : : : }
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 / y : : : : : Λ : : : : : : : ＼ : : / : : : : : : : : : }
　　　　　　 　 　 　 　 　 / : :.i : : : : : : Λ : : : : : : : : :ヽ:ﾉ／ : : : : : : : :j
　　　　　　　　　　　　　ﾉ. : : :| : : : : : : :.∧ : : : : : : : : : :ヽ : : : : : : : : :ｨ 
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　　 　　 ＿_＿__　　　　　━┓
　　　 ／　―　　 ＼ 　　 ┏┛
　　／ノ　　( ●)　　 ＼　 ・　　　　　　　　　なにかおかしなことでもあったかお？
.　｜ ( ●) 　 ⌒）　　　|
.　｜　　 （__ノ￣　　　 /
.　｜　　　　　　　　　/
　　＼＿　　　 　 _ノ＼
　　　　/´　　　　 　 　 |
.　　　 |　　/　　　　　　|
　
　
　　　　 　 　 　 ／￣￣＼
　　　　　　／ 〉 _ノ　 ヽ､_ ＼
　　　　 ／ ／' （ ―）（― ）　|
　　　 ./　/／〉　（__人__） 　│　　　　　　　　　　…ま、会えばわかるだろ。
　　　 .ｌ　 ´ イ| 　 ｀⌒ ´　 　|
　　　 .ｌ　 　 ｉY 　 　 　 　 　 |　　　　　　　　　　おっと、もう来たみたいだぞ？
　　　./　　 ﾊ !　　　　　　　/
　　 ./　　/　 ' ヽ　 　　　 /
　 　ｌ　　　／　　.〉-r:::┬〈、
　__「 ー‐1 　.／Λ 〉.:〈 7//＼
　ｉ//7777|／////V::::::V/////＼
　|//////|//////∧::://///////}
　|//////| ///////∨/////////{ 
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　　　　　 , -―- 、　,. - 、
　　 　 ／:::::::::::::::::｀´::::::::::}
　　　/:::::::::::::::::::::::::::::::::／
　　　{::::::::::::::::::::::::::::／
　　 /^):::::::::::::::::::／　　　　　＿＿_
. r‐'-く::::::_:::::::／.　 　, .::::::´::::::|!:::::::::｀ヽ
f⌒ヽ_j::/ /／　　　 /:::/´￣￣￣￣｀ヽ::ヽ　　　　　　　　　　　　　　オーッホッホッホ！
￣｀Ｖ　　 |'　　　r-:{:／　　___　 ___　　 ゝ､:Vヽ　　　　　　　　　　　　いやいやいやいや、はじめまして！
.｀ー'　　 ∧　　._j , 　 r　'＾ｰ┤.ﾄ- ^ー, 　 ヽ; }　　　　　　　　　　　　デ・ビアス社長のハリー・オッペンハイマーでございます！
ヽ.＿__／::::ヽ　{　 } 　 ゝ-- ソ^つ ､__ノ　　 .} ヽ
　',:::::::::::::::::::::ゝフ'{.　iーr―┬^ｰr―r―'7　.Lノ
　 ',::::::::::::::::::::::::::::::.　ヽ-| ＿|＿_.|＿|--./　 ,::::｀ヽ
　　ヽ::::::::::::::::::::::::::ヽ　ゝ|_＿|　　|　_」／　 /:::::::::::::＼
　　　 ＼::::::::::::::::::::|:.ゝ、_　　￣￣ 　 _. ｨ:´:.|:::::::::::::::::丶
　　　　　｀|:::::::::::::: |:.:.:ヽ　｀７ー- <´　 ./:.:.:.|::::::::::::::::::::: ',
　 　　　　.|:::::::::::::::|:.:.:.:.:.ヽ/　　　　ヽ／:.:.:.:.:!::::::::::::::::::::::::!
　　 　 　 .|:::::::::::::::|:.:.:.:.:.:.:.:＼　　 ／:.:.:.:.:.:.:.:|::::::::r_ﾆニ二ゝ
　 　 　 　.|:::::::::::::::|:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:｀ﾆ´:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.|::::::/　　　　　 l
　　　　　 |::::::::::::::::l:.:.:.:.:.:.:.:-（_＿_）-:.:.:.:.:.:.:.,'::::::ヽ .ハ　　　j
　　　　　 |_:::::::::::::::｀ヽ._:.:.:.:.:.:.:.:,､:.:.:.:.:.:.:._／::::::::::'/,Ａ ',_ノ:く
　　　　　　/::::::::::::::::::::::::｀ー-:':::::｀ー‐´:::::::::::::::://riｧi V-i iヽ
　　　 　　/:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::__::::::::::::::::::::::::::::/7 |.|| ヽ>､Ｖ､!
　　　　　 |::::::::::::::::::::::::::::::::::／　 ヽ::::::::::::::::::::/ ´ r'''i　 ヽ':.:ｰ'ヽ
　　　　　 |:::::::::::::::::::::::::::::::::|　　　 |:::::::::::::::::f´:.:.:.:.ゝﾉ:.:.:.:.:ヽ:.:.:.:.ヽ
　　　　 f´￣￣｀ヽ::::::::::::::::i　　　 .|_:::::::::::::::|:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.}:.:.:／
　　　　 .ヒー----i￣￣二!　　　 i__二´￣^ー----r―－´-´
　　　　　｀ー――'´｀ー‐ '　　 　 ｀ー―ﾍ＿＿＿_ノ
　
　　　　　　　　　　ハリー・オッペンハイマー
　
　
　 　 　　　＿＿＿_
　 　　　／ノ 　 ヽ､_＼
　　　／（ ○）}liil{（○）＼
　 ／　　　 （__人__）　　　＼　　　（嫌な予感しかしねええええええ！！）
　 |　　　ヽ　|!!il|!|!l|　/　　　|
　 ＼　　　　|ｪｪｪｪ| 　 　 ／ 
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　　　　　　　　　　　　　　　 _,,r‐‐―-..＿,,ノ′:::::‐-､
　　　　　　　　　　　　 _-‐''´:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::`'ゝ、
　　　　　　　　　　　 ／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ、
　　　　　　　　　　 /′:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::!
　　　　　　　　　　 |　__........--‐''''''''''￣"ﾞ''''"｀ﾞ''''''''''''''‐ｰ-..│
　　　　　　　　　　,'""＿＿＿＿＿＿＿_＿＿＿_＿＿＿│
　　　　　　　　　 _レ:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ゝ､,,_
　　　　　　_..-‐'∑..---―－' っ‐'j―:冖‐'ｧ‐‐―'―‐‐-:::::::::::::::::::｀''‐‐-..、　　　　　　　　　　　_____
　　　 -''F‐ﾅ""'、　　_..--‐"´ `''"　 ,'　　│　`ｰ'´`''ｰ-､_　￣￣|｀"ﾞ'''''‐－　　　　　　　　 _ノ"´　 ｀＼　　　　　　　おおっと、すいませんでした。
　　　　　　/　　　　:ﾍ　　　　　　 ,,r’　ｒ'ゝ ＼　　　　　　 ﾉ　　　　|　　　　　　　　　　　　_／　　　　　 │　　　　　　わたくし、こういうものです。
　　　　　 /　　　　、　 ﾞ‐..,,＿__....‐ 广　　｀'l::'‐....__　__..r'′　　　 ヽ　　　　　　　　　_..‐′　　　　　　／
　　　　　l′　 |　　ﾞ''''´　　　　　　　￣‐‐￣　　　￣’　｀''''′　|　 ﾉ　　　　　　　_ノ'´　　　　　　　 _/　　　　　　　　今日はよろしくお願いします。
　　　　　l 　　 |　　Ｔlｰ-..,,,,......--┬ﾆﾆｿﾍﾆﾆﾆ--- ┬‐''、　　 |_‐　　　　　___r''´　　　　　　　　_／
　　　　　ヽ　　|　　ﾞJ ､ 　ｌ　　　ﾄ　　　 |　　　|ｉ　　 || _丿　　 ﾅ　　　　_-'"　　　　　　　　　　/′
＿‐‐‐''"＾｀ｰ-、　　ヽヽ `'iｰ--..⊥＿＿」＿＿レ‐‐'T了　　　|　　　 ノ'´　　　　　　　　　　　　ｰ-,,__
:::::::::::::::::::::::::::::::＼　　ヽ>廴　　（　　　 l　　　 '、 _..ク′　　 │　　／　　　　　　　　　　　　　　　　 ￣′
:::::::::::::::::::::::::::::::::::ﾍ、　　｀ｰこｰ-ゝ＿＿∟＿-ｒヒﾌ　　　　　/ 　_┘
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::^ゝ､_ 　　　｀''''ー----一''"´　　　 　r'"∨／
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ﾍ ｀‐　　　　　　　　　　　 ＿..‐"´ _ _丿
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼　￣￣ゝ､_　　　　_,,／　　　　/ 　ﾞ厂
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ、　　/’: ｀ﾞﾞ''''''"´: : '、　　 ノ’　│　　　　‐'"￣￣￣"^ｰ ､_
:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼ /: : : : : : : : : : : : ﾍ　／ 　　 l　　　　　　　　　　　　　　 ﾞ‐
:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::`′: : : : : : : : : : : : ｀ ´　　　 ﾍ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　____ヽ 
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　 　 　 |　　　│
　 　 　 |　　　│
┌──| r―t│───i
│　 　 | i ___ ! . 　 　 　 |
│　　　ゝ ─ '　　サ　　|
│　　　　　　　　　イ　　|
│　　オ 　 お 　 .フ　　|
│ 　 .ッ　　埋 　 の　　|
│　　ペ　　め　　ス　　|
│ 　　ン　　し　...キ　　|
│　　ハ　　ま　　マ. 　 |
│　　イ　　 す 　 　、　 |
│　　マ 　 　 　 　 　　 .|
│　　｜ 　 　 　 　 　 　|
└────────┘ 
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　　　　　　　　　 /′::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ﾞ ､
　　　　　　　　　/:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::'、
　　　　　　　　 ﾉ..、:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::│
　　　　　 _,,..-ｒ′　｀゛───‐''‐‐ー----------‐'''￣´ ゝ-....
　　　 ／:::::::::::｀''''‐‐.._____ _ _ __ _ _ _ ________________,,..-‐'''''´:::::::::::｀''ヽ
　　　 ﾞ‐......＿_:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::__,,....／
　　　　　/´´´｀`ﾞ''―‐┬ ､........＿＿___＿_＿,,__,,........--一''／ `''、
　　　　　l :::::::::::::／''"｀　　　''‐'’|:::::::::'、 `ｰ‐ 　ﾞ''''ｰ- ､::::::::::::::::ｌ
　　　　／:::::::::::::::ヽ　　　　　　 ,,/::::::::::ﾍ　　　　　　　 /::::::::::::::::::＼
　　　丿　　:/′　 丶,,_　　 _..-'' -′ ヽ..へ..__　　__..／　　　　| 　　l
　　　'、　　|　丶--- 　 ￣´　　ゝ..､_　....′　 ￣｀ 　 ‐-___. 　|　　 │
..-':''´::ﾍ 　│　　 1''''‐-......,,____　　　 ´　　　__,____ --'‐'ｌ　　　| 　 丿::｀ﾞ''ｰ､
:::::::::::::::`─ |　　　ゝ　　!　　　!´"`^ 1^"￣ {　　　」　　 !　　　,'‐''´::::::::::::::::::
::::::::::::::::::::::::l 　　　ヽ -..L_　　|　　　 」　　　 '、　 __!..-/′　　,':::::::::::::::::::::::::
:::::::::::::::::::::::::::ヽ　　　ﾞ ､厂゛'''''|‐ｰ--│--‐‐|''''"" 1／　　　丿:::::::::::::::::::::::::
:::::::::::::::::::::::::::''＼　　　丶、　|　　　 」　　　│　 _／　　　 ／::::::::::::::::::::::::::::::
:::::::::::::::::::::::::::::::ﾞｌゝ､ 　　　`ヽ∟__ 　|　　 _,, ｌ-''´　　　 ,,ｨ/::::::::::::::::::::::::::::::::::
:::::::::::::::::::::::::::::::::::ゝ 'ゝ､　　　　　 ￣￣"´　　　　　,,..:'' /:::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　
ハリー・オッペンハイマー。南アフリカ経済の巨人である。
大学卒業後、連合党の代議士となっていたが、
父の死とともに政界を引退し実業界入りした。
　
多数の金・ダイヤモンド鉱山を所有し、デ・ビアスを中核とする
南アフリカ最大の財閥「アングロ・アメリカン」グループを大きく飛躍させた。
世界有数の大富豪でもある。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿.-ｰ-,,_-ｰ-＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 /:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　l-────────────―‐|　　　　　　　　　　　　いやいやいやいや、今回はどうも、
　　　　　　　　　　　　　　＿＿|＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿|＿＿　　　　　　　　　デ・ビアスを指名していただきましてありがとうございます！
　　　　　　　　　　　　 ＜:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＞
　　　＿　　　　　　　　 （￣./￣ ／￣ヽ__ﾌ.|　　.|ヽ__ﾌ￣￣￣＼￣￣￣|　　　　　　　　　　あの鉱山があれば、わが社もボツワナも
　　/　 .ヽ　　　　　　　　〉　|　　＼　　　　 / |⌒|　　　 　　　　ノ 　　ヽ　＼　　　　　　　　　飛躍的な発展を遂げるでしょうなあ！
　　|　　 .|　　　　　　 ／　/　 　　 ￣￣￣l""　｀ﾞﾞ7―-―'''''''''　　　　|　　 |
　　|　　 .|　　　＿＿（＿/　 ''―' 　　　　　 ´ﾞゝ'"´　　　　　　''―' 　 .|＿.ノ　　　　　　　　　…なにごともなければ、の話ですがね。
　 /　　　|─､´::::::::::::::::::::ｌ　　ヽﾆ二二二二二Ｖ二二二二二二/　 　|:::::::＼
. /　 ,＿___　/::::::::::::::::::::::|　　　|　　 .|　　　|　　　 |　　　|　　 |　l　　 : l::::::::::::::ﾞ''-、
.|　／　 　￣レ⌒ヽ:::::::::::|　　　ヽ ─|――|─‐ー|――|ｰ─| / 　　　|::::::::::::::::::::::＼
.|　　.　　　　　 .）　|:::::::::::::＼　　 ＼ .|　　 .|　　　 |　 　 |　 ／　　　　/:::::::::::::::::::::::::::::'､
.| 　ー￣￣￣ .l ／:::::::::::::::/ヽ　 　 二二二二二二二二二　 　　 ／ヽ::::::::::::::::::::::::::::|
.|＿_____________/:::::::::::::::::::::::＼ ―───────────‐'　 ／:::::::::::::::::::::::::::::::|
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　 ／　　 ⌒　　 ⌒＼　　　　　　　　　　　　…なにごとかあってもらっちゃ困るお。
　　　　　　　 　 ／　　　（ ●）　（ ●）ヽ
　 　 　 　 　 　 l　 　 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　　　　　　　　鉱山の開発条件だけど、こんなもんでどうかお？
　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／
　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　 　 　 ヽ 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,――-＿,,
　　　　　　　　　　　　　ィ――ｰ''''ﾞ゛::::::::::::::::::::::´ﾞ'''ヽ
　　　　　　　　　　　 ／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　 　 　 　 　 　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::|
　　　　　　　　　　 |＿‐'￣￣ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ｌ
　　　　 　 　 　 　 |＿._,,__--ｰ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼＿＿　　　　　　　　　　どれどれ…
　　　　　　　　　 ,ﾉ:::::::───── r‐--､_＿───l⌒､:::::::::::＼
　　　　　　 ＿／::::::::／ヽ_ﾉ .|　__　 .l ﾞｰ' 　　　￣ゝ　 |　 l:::::::::::／
　　　　　／:::::!⌒| /　　　　 / _l　l__ ＼　　　　 ／　　　　＼￣　　　　　　　　　　…ふむ。
　　　　　￣￣.ｌ　l ヽ＿＿／ （ 　　 ｝　￣￣￣､＿_、　　　 .ｌ　　　　　　　　　　　ボツワナ政府とデ・ビアスの合弁会社を設立し、
　　　　　　　 ./ ./.、 　　　　　｀''''''"　　　 　　　,,,,,,,,,r　　　　|　　　　　　　　　　　その会社にボツワナ国内のダイヤ採掘権をゆだねるわけですか。
　　　　　　　｜ .|　｀'i----------､,=ﾆﾆﾆﾆ二.|　　|　　　 ノ.,,__＿＿
　　　　　　　｜ .|　　|￣|.゛￣l￣￣|　　　|　　　|__//　　　/:::::::::l l:::::::　　　　　　　出資比率はデ・ビアス85%、ボツワナ政府15%。
　　　　　　　 .＼|　　|―|ｰ─l＿＿|＿-ｰ|￣￣| //　　　/:::::::::::l l:::::::　　　　　　　契約は満了ごとに更新。
　　　　　　　　　 ヽ　ヽヽ　　 |　　 .| 　　 .|　／／ 　　 ／:::::::::::::| l:::::::　　　　　　　ただし条件は1年ごとに見直す、と。
　　　　　　　／:::::::ヽ.　＼＼ |　　 .|　　　／／　　　／::::::::::::::::::.l l:::::::
　　　　　.／:::://:::::|.;＼　 ＼ﾆ二二二二／　　　／l:::::::::::::::::::::::l l:::::::　　　　　　　いいでしょう、じゃあ契約書にサインを。
　　　 .／::::::://:::::::|.;.|　＼＿＿＿＿＿＿＿／ /.;..|::＿＿＿__//:::::::
　　.／:::::::::::ヽヽ::::/.;.;|　 　/二二二二二ｌ　　 ／.;.;..|::＼　　＿_/:::::::::
　 /:::::::::::::::::://::::/.;.;.;＼ /二二二二二ﾆ|　／;.;.;.;.;.;|:::::::＼＼::::::::::::::::
. /:::::::::::::::::://::::/.;.;.;.;.;.; ＼二二二二二 ／.;.;.;.;.;.;.;.;.|:::::::::::ヽ　ゝ:::::::::
/::::::::::::::::::::| |::::/.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;＼二二二／.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;..;|::::::::::／／:::::::::::
::::::::::::::::::::::.| |:::|.;.;..;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.|::::／／::::::::::::::::: 
　

526  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/05/18(土) 19:47:48 ID:slNjrxRw0
　
　　　　　　　　　　　　　　＿＿
　　　　　　　　　　　 ,,.-´　　　｀｀ヽ
　　　　　　　　　 .／ 　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　/　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　「ボツワナ共和国大統領　セレツェ・カーマ」っと。
　　　　　　　　 .|　　 .'⌒`　　'⌒丶　　.|
　　　　　　　／ | 　 （ ●）　　（● ）　 .|＼　　　　　　　　　　これでOKだお。
　　　　　 ／　　 ＼　　（__人__）　　 ／　　＼
　　　　／　　　　/　`ー─ /￣￣￣￣￣￣/＼
　　　　,＼　　　.l　|　　∧ /　　　　　　　 　/　／
　　　／　.＼　 i　l　　.|　/　　 　　　　　⊂)／丶
　　./　　　　.＼|　|　./　/　　　　　　　⊆) 　　　＼
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　　　　　 /:::::::::::::::、　 ﾞ‐..,,＿__....‐ 广　　｀'l::'‐....__　__..r'′:::::::::::::ヽ　　　　　　　　　_..‐′　　　　　　/
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　　　　　ヽ:::::::|:::::::::ﾞJ ､ 　ｌ　　　ﾄ　　　 |　　　|ｉ　　 || _丿　　 ﾅ　　　　_-'"　　　　　　　　　　/′　　　　　　　大変なことになるかもしれませんよ？
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　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　／　　　　　＼
　　 ／　　─　 　 ─＼　　　　　　　
　／ 　　 （●）　（●）　＼　　　　　言われなくてもわかってるお。
　|　 　　 　 （__人__）　 　 |　　　　　途中での契約破棄とか言語道断だお。
　＼　　　　 ｀ ⌒´　　 ／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜ 
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　　　　　　　　　　 　 ,r'"´三三三三三三三三三ﾐ＼
　　 　 　 　 　 　 　 /三三三三三三彡'"´　 _,, -―'＝ー‐--==ｧ
　　　　　　　 　 　 /三三三三彡'"´　_,, -―'三三彡'"´三三彡'
　　　　　　　　　　l三三三彡'´ _,, -‐'三三ﾐ彡'"´　｀ヾ;/´　　Y
　　　　　　　　　　l三彡'´_,, -‐'三三彡_,,=-‐''"´￣l　 ｀　 /　ﾉ
　　　　　　　　　　',　　_, '´三三彡'<´ ﾞｰﾞ　　　　　,'　　 ,　＼ ｀ヽ　　　　　　　　　　　　　うまく約束が守れるといいですなあ！
　　　　　　　　　　 ',='´三彡'／' , 　 ' ,　　　　　　/､＿ノ　　 .＼ .' ,
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　　/=-=ﾉ､　　/,r‐ﾐr'',ヘ_ 　 ノ ﾊ_､__ﾉ´ ,,-‐'　 ﾍ　　,j　　　 　 　 　 ﾉ
　./´ ｀ヽ　 Y_ノ　　ﾉ､ }　 ｀¨´　　　,､,､='　 ﾍ 　　》=',ﾉ　　　 ｰ=＿ノ　　　　　　　　　　　　これからもいい関係でいられるといいですなあ！
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'´ ｀ヽ　 Y ',　}　 /三三', ＼ﾍ 　 ﾍ　＿ﾍ,,='´　,,='´ >ﾉ　　 　 , '////ﾊ三＼
　 r　 Y　', }ノ.／三三三', . ＼｀''´￣_,,-‐=''"´ ﾍ／ノ　　　／//////ﾊ三三＼
､　｀ｰ' ー'´ ノ三三三三{.' ,. 　＼"´ﾍ　　ﾍ,,,='"´／ /__,,イ./|///////ﾊ三三三
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こうして、デ・ビアスとの交渉は上首尾に終わった。
南アフリカ最大企業に開発権をゆだねることで南アフリカとの関係は強まり、
また南アによる内政干渉や傀儡政権樹立を思いとどまらせる効果を持った。
南アとしても、友好的な政権が近くにいてくれれば文句はなかったし、
仮に併合したとして、今以上の国際的な批判を浴びたうえ、国内にさらに多くの黒人を抱えることになってしまう。
そんな選択をとれるわけがなかったのだ。
　
　　　　　　 　 __,,,....　-――‐-　.._
　　　　 　 ／vV/／／∠∠彡:ﾆﾆヽ
　　　　　 {/`ｰ-‐'''"´　 　二二ニニl
　　　　　/ｰ--‐''''"´　　　 二二ニﾆ|　　　　　　　　　　ボツワナ政府の決定は非常に喜ばしい。
　　　　,/ー---‐'''"´＿_ 　 ﾆﾆ二二|　　　　　　　　　　我が国としてもできうる限りの支援を行う所存であります。
　　　 〈べヽ ｌ. ヾニ-‐'''ヾ> =r-､ニﾆ|
　　　　},-o->　 ヽPニﾆ　　ﾐ ｽ.|ﾆ二|
.　　 　 |二/,'　　　ー― '　 `に!|二ﾆﾄ､
　　　　｜/,'　__ ヽ＼　　　　r＜二ニ|　＼
　　　 　 | ｢r---一ァ'!　　　｜　＼ニ|　 　|`'ｰ-､__
　　 　 　 | !｀ 三￣　 ｌ　　　 | 　　 ＼!　　｜
　 　 　 　 ＼　　 　 　 _.. -''" 　 　／| 　 　|
　　　 _,.. ‐'''"`ー ＜´　　 　 　 ／　｜　　｜
　
南アフリカ共和国首相　バルタザール・フォルスター 
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　　　　　　　　　　　　　／. : : : ｀ヽ: : ／: : : :＼
　　　 　 　 　 　 　 　 / . : : : ｀ヽヽ:l:/／. : : : : :ヽ
　　　　　　　　　　　 / . : : : : : : : : Y : : : : : : : : : :.
　　　　　　　　　 　 .: : :/⌒＼: : : : l: : : :／⌒ヽ: :.:i
　　　　　　　　　 　 | : :|　　　 ::....､: l :, .'　　　　 '.: :|　　　　　　　　　ローデシアにも異論はない。
　　　　　　　　　　　: : :|　　　　　::::｀´　　　　 　': : |
　　　　　　　　　　　'. : |_　　　 ...:::::::. 　'"￣　　 |: :'
　 　 　 　 　 　 　 　 〉, { ｰ―u‐ｧ.::ィ　ｒ―u‐ｧ　|/、
　　　　　　　　 　 　 {う l　／￣::/　|　ヽ￣｀ヽ　|う}
　　　　 　 　 　 　 　 Ｖ∧　.:::::::〈　｜　　　　　 ﾘ /
　　　　　　 　 　 　 　 ヽＪ. 　 ::::::ｰ､l_,.　　　　　,ｨ′
　　　　　　 　 　 　 　 　 Ｙ:.、 ::::::. ＿＿,　 　 /｜
　　　　　　　　　　　　　　l　 ＼:::::.｀ こ´　　 /　,|
　　　　　　　 　 　 　 　_/|＼　 ＼::.　l　 　 ｲ／卜_
　　　 　 　 　　_,. -‐＜_} |::人＞=.≧ー≦=人::::| {_＞‐- .､_
　 　 _,. -‐＜_＞　　´ 　 乂:::::::三Ｖ} | {Ｖ三:::::乂　 ｀　　＜_＞‐- .､_
　
　　　　　　　　ローデシア共和国首相　イアン・スミス
　
ローデシアにしても事情は同じだった。
南アより国力の劣るローデシアに、国内に不和のないボツワナ政府を転覆させることは難しかったし、
そもそもローデシアは同じ白人至上主義の南アおよびポルトガルとの協調によって国を維持していたのだ。
後ろ盾の南アの資本が入った以上、とくにできることはなかった。 
　

534  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/05/18(土) 19:51:15 ID:slNjrxRw0
　
　 　　　＿＿＿_
　　　／　　 　 　＼
　 ／　　　　 　 　　＼
／ 　　　　　　　　　　＼　　　　　　　…つ、疲れたお…
|　 　　　＼　　 ,＿　　 |
/　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／
(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
.＼　“　　／＿＿|　 |
　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
　　　　　／￣￣＼
　　　 ／　　 _,.ノ　 ヽ､_
　 　 ｜　 　 ( ○) (○）
　　　｜ U　　（___人__）　　　　　　　　　すごいプレッシャーだっただろ…
　　　 .|　　　　　　　__ﾉ__　　　　　　　　さすが南アフリカ最大の財閥トップだろ。
　　　　|　　　 　_／ ___＼ヽ_　　　　　　ほかの財閥トップも、みんなあんなんなのか？
　　　　 ､　　　 '-／____ヽ　 |
　　　　 ﾉ ､　.＿'-〈 　、ヽ　 |
　　　 ,´ 　 　 　 　 ヽﾉ}　　　|
　　 /　　　　　　 　 　{　 　/
　 ./　　/　　　　　 　/　　 {
　
　
　 　 　　　＿＿＿_
　 　　　／　　 　 　＼
　　　／　─　 　 ─　＼　　　　　　　　やめてくれお、想像したくねーから。
　 ／ -=・=- 　　-=・=-　＼
　 |　 　 　 （__人__）　　U 　|
　 ＼　　 　 ｀ ⌒´ 　　　 ／ 
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　　　　　　　.／￣￣＼
　　　　　　 /　ヽ､_ 　　.＼
　　　　　. （　（● ） .　　　|
　　　　　. （人__）　　　　　|　　　　　　　それにしても、あの条件でよかったのか？
　　　　　r‐-､　　 　.　　　|　　　　　　　うちの取り分が少なすぎだし、
　　　　 （三））　　　.　　　|　　　　　　　よそだと最初から資源は国有化してるところが多いぞ？
　　　　　>　ﾉ　　　　　　 /
　　　　/ 　/ ヽ、　.　　 /　　　　　　　　さっきの「約束」うんぬんは、
　　 　/ 　/ ⌒ヾ　　　.〈　　　　　　　　「国有化するなよ！絶対国有化するなよ！絶対だぞ！」ってことだろうし。
　 　 （＿__ゝ､ 　＼／.　）
　　　　　　.　|＼　　 　,.1
　　　　　　.　|　 ＼_／...| 
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　　　　　　＿＿＿＿
　　　　／　　⌒　　＾＼　　　　　　　ああ、それはかまわねーお！
　　 ／　　（ ●） 　（●）　　　　　　どうせ国有化したところで、うちにはノウハウも販路もないんだから。
　／　　::::::⌒（＿人__）⌒ヽ　　　　だったらプロに任せて、うちはロイヤリティだけもらったほうがずっと合理的だお。
　|　　　　　　　|r┬-|　　　|　　　　それに、今はまだ操業もしてないんだし。
　＼ 　　 　 　　`ー'´　 ／　　　　　1年ごとのロイヤリティ変更を盛り込んだから、操業してから上げていけばいいお。
　
　
　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　　　　|　　 　（ ⌒）（⌒）
　 　 　 　 　 |　　 　　（__人__）　　　　　なるほどな。
　　　　　　　 |　　 　　 ｀ ⌒´ﾉ　　　　　言われてみればその通りだろ。
　 　 　 　 　 ,|　　 　　　　　 }
　　　　 　 ／ ヽ　　　　　　 }
　　　　　く 　く ヽ　　　　 ノ
　　　　 　 ＼　`' 　　　 く
　　　　　　　 ヽ、　 　 　 |
　 　 　 　 　 　 | 　 　 　 | 
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オラパ鉱山の開発によって、ボツワナはそれまでの予算とは比べものにならない収入を手にした。
しかし、この収入をどのように使うか、ということの方向性はいまだ定まってはいなかった。
この収入の使用法によってはボツワナは飛躍的な発展を遂げることができるだろうが、
この時点では前途はいまだ杳として知れなかった… 
　







第八話「近代国家」
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　　　　　　／　 　 （●） 　（●） ＼　　　　　　　…いや、ここはやっぱり堅実に使っとこう。
　　　　　　|　　　　　（__人__）　　　|　　　　　　　　初等教育と道路整備、電力と水道と保健衛生に全額だ。
　　　 　　 ＼　　 　　｀ ⌒´　　 ,／
　　　　　　ノ　　　　　　ー‐　　　＼
　
　
　　 ／￣￣＼
　／　　 _ノ　　＼
　|　　　 （ ●）（●）
.　|　u.　　 （__人__）　　　　　おいおい、ちょっと地味すぎないか？
　 |　　　　　｀ ⌒´ﾉ　　　　　ここで一気に経済を飛躍させてだな。
.　 |　　　　　　 　 }
.　 ヽ　　　　　 　 }
　　 ヽ　　　　　ノ
　 　 i⌒＼ ,__(‐- ､
　 　 l ＼　巛ー─;＼
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　　　　　　　　　 ＿＿＿
　　　　　　　 ／＼　 ／ ＼
　　　　　　／（●）　（●.） ＼　　　　　　　あのなあ、やらない夫。
　　　　 ／ 　　（__人__） 　 　 ＼　　　　　　大卒22人、舗装道路13㎞でどうやって産業開発する気なんだお！
　　　　 |　　　 　 |::::::|　　ノ（　　|
　　　　 ＼　　 　 l;;;;;;l　　 ⌒ ,／　　　　　小学校だって国内全域にはないんだお！
　　　 　 ／ヽ　 　`ｰ´ 　 ｨ⌒ヽ　　　　　　電気も水道もないのに工場作る気かお！
　 　 　 rｰ'ゝ　　　　　　　〆ヽ .)
　　　　ﾉヾ　,>　　　　　　ヾ_ノ,ヽ}　　　　　飛躍の前に、まず足元を固めなきゃどうにもならんお！！
　　　　ヽ ヽ|　　　　　　　　ヽ_ノ
　
　
　　　　　　　　　　　 　　 ／￣￣＼
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　　　　　 　 r､ 　　 　　|　　 ｀ ⌒´ 　.|　　　ガーナみたいにアルミニウム工場立てたり、
　　　　　 ,.く＼＼r､　　 ヽ　　　　　　ﾉ　　　ザイールみたいに世界最大の水力発電所とか立てたいだろ、常識的に考えて。
　　　　　 ＼＼＼ヽ}　　　ヽ　　　 　/
　　　　　　 rヽ ` 　 ヽ　　/　　　ｧ'´ヽ
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　　　　　　　　　 _＿＿＿┘(
　　　　　　　 ／＼　 ／　⌒　　　　　　　　　　　だめったらだめ！
　　　　　　／（○）　（○.） ＼　　　　　　　　　　よそはよそ、うちはうちでしょ！？
　　　　 ／ 　　（__人__） 　 　 ＼
　　　　 |　　　 　 |::::::|　　　 　　|　　　　　　　　　まったく新しいものばかり欲しがって！
　　　　 ＼　　 　 l;;;;;;l 　 　　,／　　　　　　　　　おかーさんそんな子に産んだ覚えありませんよ！？
　　　 　 ／ヽ　 　`ｰ´ 　 ｨ⌒ヽ
　 　 　 rｰ'ゝ　　　　　　　〆ヽ .)
　　　　ﾉヾ　,>　　　　　　ヾ_ノ,ヽ}
　　　　ヽ ヽ|　　　　　　　　ヽ_ノ
　
　
　　 ／￣￣＼
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.　|　　　　（__人__）　　　　　　誰が母さんだよ
　 |　　　　 ｀ ⌒´ﾉ
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　　 　 　 　 ＿＿__
　 　 　 　／　　 　 ＼
.　　 　／　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　ま、まあ真面目に話すとだな、
.　　／　／）　ノ ' 　ヽ､　＼　　　　　　　　　どう考えたって今のうちの国力で重工業化とか無理だから。
　　|　／ .ｲ '（ー）　（ー）　u|
.　　 /,'才.ﾐ).　（__人__）　 ／　　　　　　　　　作ったところで原料の供給体制もない、インフラもない、労働者までいない。
.　　 |　≧ｼ'　　｀ ⌒´ 　 ＼　　　　　　　　　援助国に1から10までやってもらって、それでも動かないのが目に見えるお。
　／＼　ヽ 　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　だからだめ。
　
　
　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　 /　ヽ､_　　　＼
　　　　　. （　（● ）　　　　|
　　　　　. （人__）　　　　　 |　　　　　　　　まあ冷静に考えるとそうなんだけどよ…
　　　　　r-ヽ　　　　　 　　 |　　　　　　　　しょうがないか、まずは基盤固めからだな。
　　　　 （三） |　　　 　　　 |
　　　　　>　ノ　　　　　　 /　　　　　　　　…しかし、工業化できるほかの国がうらやましいなあ…
　　　　/ 　/ ヽ　　　　 /
　　　/ 　/　へ>　　　 <
　　　|＿__ヽ　　＼／　 )
　　　　　　　|＼　　　／|
　　　　　　　|　 ＼_／　| 
　

647  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/05/29(水) 19:43:02 ID:xRPE9jGM0
　
カーマとマシーレのこの決断は、
結果的には大英断といえた。
ここで国家としての足腰を強くすることで、
ボツワナは次に来る経済成長へのステップを踏み出すことができるようになったのだから。
　
カーマのように自国を冷静に判断できるものなど、ほとんどいなかった。
新独立国、とくにアフリカの新独立国の多くは、
むやみな重工業化や無意味なモニュメントの建設に国費をつぎ込んだ。
教育に国費をつぎ込んだ国は多かったが、インフラ整備に国費をつぎ込んだ国はさほど多くない。
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インフラ整備にしても、身の丈に合わない巨大発電所やダムの建設が主で、
中にはインド洋に浮かぶザンジバルのように、
アフリカ初のカラーテレビの送信システムに巨額の国費をつぎ込んだ国まで現れた。
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ザンジバル革命政府大統領（タンザニア副大統領）
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しかし、基本のインフラも経済条件も整っていない中での重工業化など、
うまくいくはずがなかった。
　
さらに官僚の黒人化による混乱も合わせ、
ほとんどのアフリカの内政は大混乱に陥った。
ここでアフリカ諸国が滅亡しなかったのは、
単に独立の意味が異常に重くなり、軍事侵攻の可能性がほぼ消え失せたからにすぎない。
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この混乱にほとんどの国民は愛想を尽かし、
クーデターが多発するようになる。
クーデターを起こして政権を奪取するのは、ほとんどの場合軍であった。
　
政権を奪取した軍は、もちろん自らの母体である軍への支出を増やした。
支出を減らせば、いつまた軍内の不満分子が蜂起するかわからないからである。
かくして、自らの政権を守るためだけに、
他国からまず攻め込んでこない状況で軍だけが拡大されていくようになる。
こうして、経済成長はますます遠いものとなった。 
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一方ボツワナでは、予算が初等教育やインフラ整備などに適切に使われた。
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高等教育は後回しとなったが、
これは高等教育に関しては、さしあたりの体制が整っていたこともある。
1964年。
　
　　　　　　　 _＿＿＿＿
　　 　 ゝ／´　　　　　　　 ｀＼
　　　 / 　 ＿＿＿＿＿＿＿_ヽ　　　　　　　　　もうすぐ独立だろうし、最高学府が欲しいな。
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　　　　　ヽ　|　　　　　　|
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　　 　 　 /＼　 / ＼|＼ 　 ／|
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英国保護領ベチュアナランド　高等弁務官 
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　　　　　英国保護領スワジランド国王　ソブーザ2世
　
こうして1964年、ベチュアナランド・バソトランド・スワジランド大学がバソトランドで開学する。
三国独立後は新政府へと引き継がれ、ボツワナ・レソト・スワジランド大学となっていた。
この大学によってボツワナはなんとか最低限のインテリ層の確保には成功していたため、
心置きなく初等教育の拡充に努めることができた。 
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| こうしてボツワナ経済は発展していったのです
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こうして基礎固めを行った結果、
ボツワナはきたるべき経済成長のための基礎条件を整えることができた。
そのために、以後ボツワナの経済は順調に発展していった…
　
…ということになっている。
すくなくとも、ボツワナに関する記述ではたいていそれだけしか触れられていない。
しかし… 
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　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ﾉ:::::i>､　　ﾟ 　 　 　＿_／:::::ノ:::::ﾉ┐::::::::::::::|　　　　　不十分なだけでそれなりに取り組んではいるんですよ。

　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　r<::::::／´) ＞...‐-‐／:::::＿_イ＿,ｲ　l|::::::::::::::::|　　　　　その証拠に、どこの国でも独立後に人口爆発が起きている。

　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 丿 {／ ／　|:::::／／::::／￣￣¨＼＼ └､:::::::::::|　　　　　何も手を打っていなければ、人口が増えるわけはないんです。

　　　　　　　　　　　_＿_＿,,.z彡/　　　￣ﾞ)　 ∨／:::::::/ 　　　　　　ヽ ヽ 　＼::::::|

　　　　　　　　　　　　￣て::::厂ｲ　　 　 ￣ﾞ）__彡:::／/　　　　　　　　 `､`､ 　 ',:::卜､

　　　　　　　　　　　 γ'´::::入　 ＼＿＿二フーｧ:::::::ｌ　　　　　　　　　　|　l　　 l:::「`ヽ､__

　　　　　　　　　　　 （:::::::く＼＼ 　`┬' }　　／::::ィ'´{　　　　　　　　　　}　} 　　!::::＼_ 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 __　　　 　 _
　　　　　　　　　　　　　　 　 ／: ﾊ _,. : :'´: ﾊ
　　　　　　　　　　　 ,　.-‐:.'´: : : :Λ: : : : : : :.ヽ、
　　　　　　　　 ,. .:.'´: : : : : : ,!: : : : : ',: : : : : : : : ﾍ
　　　　　 　 ／: ,: : : : : : :/:.j:!:l: : : :l: l: : :v.: : : : : :.＼
　　　　 　 ,:' : /: : : : : : :/: ,ハ:',: : : : ﾊV:_:',: :V: : : : : ＼　　　　　　　　　　つまり、ボツワナの経済成長は
　　　　　,: : :./ : :, : : : ,ｧ: ７　',: l: : : : l: lﾏ:丶: :V: : : : ',: ﾍ、　　　　　　　　従来の説では説明しきれないんです。
　　　　　l: :./: : :/: ／:/,: ,′_, V!: : : :l: } V: l、: :',: : : :.ﾊ: :Λ　　　　　　　　近いことをやっている国は、
　　　　　|:,:': : :.,': : : :/ ,.{:ﾚ芹、ヾ!: : :j; :ﾃ尤ﾐV: : ': : : : ﾊ: : :}　　　　　　　　ないわけではないんですから。
　　　　　l;′: :,': : : :, ,〃ｵゝ;ｲ 　 }: :ﾊ: jゝｨ心》: : :l: : : : :.}V:.!　　
　　　 　 {: :,: : l: : : :Ⅳ.{Kじ刈!　 ,:./　}/ヒう:ﾘ ' j!: :l、:l: : :l リ　　　　　　　　間違っているわけではないんですけどね。
　　　　　l: ﾊ: :{: : : :l:k　Vにソ 　'ﾍ- {.　ゞこノ ,:l: :,' ヽ!: /　　　　　　　　　　何かが決定的に足りない。
　　　　　V: :ﾍ:!: : : :l:| l　` ‐''　　 ﾉ　‘、　　 　,{j:/:!　.j:/　
.　　　　　 |: : :l丶: : l:l ＼　 　_　'　__,　 ` ‐‐ ´ﾉ: :.l　〃　　　　　　　　　　　よって、ボツワナに経済成長をもたらした原因は、
　　　　 　 |: : :!: lへ:V`:.、￣　　　　 , 、　,.ィ:'´: : :|　　　　　　　　　　　　　　どこかほかにもある。
.　 　 　 　 l: :,: : l: : l`: :l: : ＞ｒ- 　 _.l　l:´: l:.l: |: : :.|　　　　　　　　　　　　　　1はそう考えています。
　　　 　 　 !:/: :.ﾊ: :V: :V:/Vﾉ 　 　 |　l.ﾊ､!:.l:.l: : : !　
.　　　　　　l,′:, :.l: : V: V/ﾍ、　　　! ／^ヽz;{: : :.:|　　　　　　　　　　　　　　では、なにがボツワナと他国の運命を分けたのか?
　　　　 　 ,: : :/: : V: : : :.V/,ﾊ　__　{　 ´二}/!: : : :',　　　　　　　　　　　　　　それをこれから考察してみようと思います。
　　　　　/: : /: :〃ﾍ: : : : V/Λ ￣ l　 　 r }/{: : : :}
.　　　　/: : : : :./ミｚ ﾍ: : : :V//ﾊ /三≧ｚｘ_/ハ: : :!
. 　 　 /: : : : : :{　　 Vﾊ: : : :V//V三ニミ≫}//ﾊ: :.| 
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1967年、ボツワナ。
上の会話の続きである。
　
　　 ／￣￣＼
　／　　 _ノ　　＼
　|　　　 （ ●）（●）
.　|　　　　 （__人__）　　　　　　　　　インフラ整備と初等教育の充実、
　 |　　　　　｀ ⌒´ﾉ　　　　　　　　　保健衛生に予算を振り向ける、っと。
.　 |　　　 　　　　 }
.　 ヽ　　　　　 　 }　　　　　　　　　　ほかにやっておくことはあるか？
　　 ヽ　　　　　ノ
　　　.>　　　 <
　　　|　　　　 |
　 　 |　　　　 | 
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　　　　　　＿＿＿＿
　　　　／　　⌒　　＾＼　　　　　　　　あ、それからこのお金、全部は使わないよ。
　　 ／　　（ ●） 　（●）　　　　　　　　これだけ残しておくから。
　／　　::::::⌒（＿人__）⌒ヽ　　
　|　　　　　　　|r┬-|　　　|　　　　　　やっぱり、お金ためておかないと困るもんね！
　＼ 　　 　 　　`ー'´　 ／
　
　　　　　　　 ／.壱／／万:／|
　　　　 　 　 |≡≡|__|≡≡|彡|＿＿＿＿
..　／＄／／|≡≡|__|≡≡|／.壱／／万:／|
　|≡≡|__|≡|≡≡|__|≡≡|≡≡|__|≡≡|彡| 
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　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　　　　|　　 　（ ⌒）（⌒）
　 　 　 　 　 |　　 　　（__人__）　　　　　　　　ははは、その通りだよな。
　　　　　　　 |　　 　　 ｀ ⌒´ﾉ　　　　　　　　やっぱり収入の範囲内で使って、
　 　 　 　 　 ,|　　 　　　　　 }　　　　　　　　余ったら貯金…
　　　　 　 ／ ヽ　　　　　　 }
　　　　　く 　く ヽ　　　　 ノ
　　　　 　 ＼　`' 　　　 く　　　　　　　　　　　……って…
　　　　　　　 ヽ、　 　 　 |
　 　 　 　 　 　 | 　 　 　 | 
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　　　　 ／￣￣＼
　　　／u_ノ 　ヽ､_＼
　　　| ((●）) (（●）)|　　　　　　　　財政黒字ィ！？
.　　　|　 （__人__)　　|
　　　 |ヽ　|!il|!|!|　/ .|　　　　　　　　なに言ってんの？なに言っちゃってんのこの人！？
.　　　 |　　|ｪｪｪ|　 　}
.　　　 ヽu　　　　　 }
　　　　 ヽ　　　　 ノ
　　　　　/　　　 く
　　　　　|　　　　 ＼
　　　 　 |　　　　|ヽ、二⌒)､
　
　
やらない夫が驚愕するのも無理はなかった。
先進国も途上国も、およそ国家というものは基本的に赤字財政である。
「国家」そのものが担保にできるので、ある程度の借金ならなんとかできてしまうのだ。
　
それに、国家の支出には景気浮揚の効果もある。
よって、多少借金をしてでも支出を増やし、国民に富を移転するとともに次期税収を増大させる。
これが財政の常道というものだった。 
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　　　　　　　　　　 　　　_________
　　　　　　　　　　　 ／　 　 　　 'r r.r.r.i
　　　　　　　　　　 /　　　　　　　 | | | | |
　　　　　　　　　　/　　　　　u　 .ﾉ.ﾉ.ﾉﾉﾉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　いや、そりゃ企業なら無借金経営ってたまにあるけどよ。
　　　　　　　　　 ﾊ_ノ　 ヽ､__　 /　　　/ﾉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　国家の無借金経営なんて前代未聞だろ…
　　　　　　　　　/ (●）（● )　.(　　 　l ヽー―ー-､
　　　　　　　　/　 .（__人___）　 ﾑ　　 ｲ　 　　r　　　　ヽ
　　 　 　 　 ./　　 / ヽ`⌒´　　 |　　 .l　 　 /　　　 　､ l
　　　　　　/ 　　 / 　八_ ､__ ／l　　　| 　 ,'　　　　　 l 　l
　　 　.　 /　　　,'　　　　　　　ヽ|　　　|　ﾉ　　　 　 ﾊ　　 l
　 　 　 /　　　 .l　　　∧　　　　|　　 　ﾚ'　　　　 ノ　 　　 l
　 　　/　　　　 l　　ノ　　ヽ 　　|　　 　 |　　 　 ﾉ 　　 　　 }
　 　∧　　 　 / ,〆　　　　 ﾍ　 l　　　　　　　, '　　　 　　　l
　　　 ヽ､＿,ﾉ'´　　　　　 　　ﾍ .l　　　　　　/　　　　　　　 ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　', |　　　　 /　　　　　　　　 ,'
　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ﾄ､　　 ノ　　 　　　　　　　ﾉ
　
よって、どんな国でも基本的には借金がある。
破たんさせなければいいだけなのだ。 
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　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　 ／　─　 　 ─　＼　　　　　　今すぐに無理だったら、できるようになってからでいいけど。
　　　　　　　 　 ／ 　 （●） 　（●） 　＼　　　　でも開発のために大規模な借款するのは禁止だお。
　 　 　 　 　 　 |　 　 　 （__人__）　　 　 |　　　　あくまで財政の許す範囲で、だお。
　　　　　　　 　 ＼　 　　 ｀⌒´ 　　　,／　　　　そうだなあ、GDPの20％までかな。
　　　　　　　 　 ／　　　 　ー‐　　　　＼
　
　
　　　　　　／￣￣＼
　　　　 ／　　u　　ノ ＼
　　　　 |　　　 .u （ ●） |　　　　　　なあやる夫、
.　　　　 |　　　　 　（__人_）　　　　　本当にそんなことするのか?
　　　　　|　　　　　 ｀ ⌒ﾉ
　　　　　 |　　　　　　 　}　　　　　　ダイヤモンド鉱山があればちょっとやそっとの借款じゃ揺らがないだろ、
　　　　　 ヽ　u 　　　　 }　　　　　　常識的に考えて…
　 　　　　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　　ノ　　　　　＼
　 　　 ／´　　　　　　　　ヽ 
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　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／　─　 　 ─　＼　　　　　　もちろんだお。
　　　　／ 　 （●） 　（●）　 ＼　　　　　もし万が一、ダイヤモンドが枯渇したらどうするつもりだお？
　　　　|　 　 　 （__人__）　 　　 |
　　　　 ＼　 　　｀ ⌒´ 　　 ,／　　　　　　余裕があるうちに蓄えを作っといたほうがいい。
　　 　 /⌒ヽ　 　ー‐ 　 　ｨヽ　　　　　　　借金してまで内政に力を入れすぎる必要はないお。
　 　　/ 　　　 　,⊆ニ_ヽ、　 |
　　　/　 　 ／　r─--⊃、 　|
　　　|　ヽ,.ｲ　　 ｀二ﾆﾆうヽ.　|
　
　
　　 ／￣三＼
　／;;;;　_ノ 三 ＼
　|;;;;;;;　　 （ ○）（○）
.　|;;;;;　　　 （__人__）　　　　　　　　　アイエエエ…
　 |;;;　　　　｀ ⌒´ﾉ　　　　　　　　　こんなのテストに出てこないだろ、
.　 |;;;;　　　　　 　 }　　　　　　　　　常識的に考えて…
.　 ヽ;;;　　　　 　 }
　　 ヽ;;;l　　　　ノ
　　　/　　　 く
　　　|　　　　 ＼
　 　 |　　　　|ヽ、二⌒) 
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こうして、やる夫はこのころから財政均衡路線をスタートさせる。
これにより、基本的にほぼ収入の範囲でしか支出ができなくなったため、
基盤整備はゆっくりとしたものとなった。
　
　
　　 _,,....,,_　 ＿人人人人人人人人人人人人人人人＿
-''":::::::::::::｀''＞　　ゆっくり整備していってね！！！　＜
ヽ:::::::::::::::::::::￣^Ｙ^Ｙ^Ｙ^Ｙ^Ｙ^Ｙ^Ｙ^Ｙ^Ｙ^Ｙ^Ｙ^Ｙ^Ｙ^Ｙ^￣
　|::::::;ノ´￣＼:::::::::::＼_,. -‐ｧ　　　　　＿_　　 _____　　 ＿_____
　|::::ﾉ　　　ヽ､ヽr-r'"´　　（.__　　　　,´　_,, '-´￣￣｀-ゝ 、_ イ、
_,.!イ_　　_,.ﾍｰｧ'二ﾊ二ヽ､へ,_7　　　'r ´　　　　　　　　　　ヽ、ﾝ、
::::::rｰ''7ｺ-‐'"´　 　 ;　 ',　｀ヽ/｀7　,'＝=─-　　　 　 -─=＝',　i
r-'ｧ'"´/　 /!　ﾊ 　ハ　 !　　iヾ_ﾉ　i　ｲ　iゝ、ｲ人レ／_ルヽｲ i　|
!イ´ ,' |　/__,.!/　V　､!__ﾊ　 ,'　,ゝ　ﾚﾘｲi (ﾋ_] 　　 　ﾋ_ﾝ ).| .|、i .||
`! 　!/ﾚi'　(ﾋ_] 　　 　ﾋ_ﾝ ﾚ'i　ﾉ　　　!Y!""　 ,＿__, 　 "" 「 !ﾉ i　|
,'　 ﾉ 　 !'"　 　 ,＿__,　 "' i .ﾚ'　　　　L.',.　 　ヽ _ﾝ　　　　L」 ﾉ| .|
　（　　,ﾊ　　　　ヽ _ﾝ　 　人! 　　　　 | ||ヽ、　　　　　　 ,ｲ| ||ｲ| /
,.ﾍ,）､　　）＞,､ _____,　,.イ　 ハ　　　　レ ル｀ ー--─ ´ルﾚ　ﾚ´ 
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だがそれでも、
これまでに比べれば比較にならないほどの予算が来たのは間違いない。
官僚たちは急増した仕事に追われることとなった。
　
　　　　　　　　　　＿＿
　 ＿＿　　　　／　 .／)　　　　　　　　　 ＿＿
／　 .／)　　　三三)／)　　　　　　　　／　 .／)
三三)／)　　　∧,,∧　　　∧,,∧　　　三三)／)
三三)／　　　(´；ω；) 　 (；ω；｀)　　三三)／　　　ｵﾜﾗﾅｲﾖ
　　 ∧∧　　と　　φ)　 .( つφﾉ　　∧,,∧　　 　 ＿＿
　　(　´；ω)/⌒/⌒/￣/⌒/⌒/￣(ω；｀ )　　／　 .／)
　　/　_∧,,∧口　　∧,,∧ ⌒　　 □と_　ヽ　　三三)／)　　　　　ｶｴﾘﾀｲ
　 （／(　　´；)η口(；｀　　)/⌒/　　／＿ノ　　三三)／)
　∥￣（l 　　 ﾉ　￣(　　　ﾉ￣￣￣||　　　　 　 三三)／
　 ＿＿`ー‐'　　　　`ー‐'
／　 ..／)　　　　　　 ＿＿　　ｵﾚ､ｺﾉｼｺﾞﾄｶﾞｵﾜｯﾀﾗｹｯｺﾝｽﾙﾝﾀﾞ
三三)／)　　　　　／　 .／)
三三)／)　　　　　三三)／)
三三)／　　　　　 三三)／ 
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　　　　　　 _,,:-ｰ''"￣￣￣ `ヽ､
　　　　　,r'"　　　　　　　　　　　`ヽ.
　__,,::r'7" ::.　　　　　　　　　　　　　 ヽ＿
　ﾞl　　|　　::　　　　　　　　　　　　　　ﾞ）　7
　 |　ヽ`l　::　　　　　　　　　　　　　 ／ノ ）
　.| ヾミ,l _;;-＝=ｪ;､　　 ,,,,,,,,,,,,,,,＿　ﾋ-彡|
　 〉"l,_l "-ー:ｪｪヮ;::)　 f';;_-ｪｪ-ニ　ﾞﾚr-{　　　／￣￣￣￣￣￣￣￣
　 | ヽ"::::''　　￣´.::;i,　 i　`''￣　　　 r';'　} 　　|　久々にﾜﾛﾀ
　. ﾞN l　::.　　....:;イ;:'　　l　､　　　 　 ,l,ﾌ ﾉ　　 .|　こういう状況が毎晩だったのが昔の本国なんだよな
　.　|_i"ヽ;:...:::／　ﾞ'''=-='''´｀ヽ.　　／i　l" 　 ＜　今の官僚は昔の
　　　.|　::ﾞl　 ::´~＝==' '==＝''`　,il" .|'".　　　 |　状況を知らないから困る
　 　 .{　 ::|　､ ::　`::=====::"　,　il 　 |　　　　　＼＿＿＿＿＿＿＿＿
　　 /ﾄ､　:|.　ﾞl;:　　　　　　　 ,i'　,l'　ノﾄ､
　／ .|　＼ゝ､ﾞl;:　　　　　　,,/;;,ノ;r'" :|　＼
'"　　 |　　 `''-､`'ー--─'";;-'''"　　 ,|　　 ＼_
　　　 :|　　　　　`'7"""""ヽ 　 　 　 |
　
　　　　　　　　　白人官僚
　
この状況を切り回したのは、
独立時に残した白人官僚たちだった。 
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　　　　　　　　　　　　　　　_,.．-─　─-　､._
　　　　　　　　　　　　,．' ´　　　　　　　　　. . `ヽ、
　　　　 　 　 　 　 ／　　　　　　　　　　　　. . :.:.　ヽ
　　　　　　　　_,､/　　　　　　　　　　　　　. . :.:　_, -ヽ、＿
　　　　　　　　{ﾆｊ　　　　　　　　　　　　　. . :.:ｊ彡　　　__ヲ
　　　　　　　　トﾉ　　　　　　,　　　　　　　. . :ﾉﾆ..､､　　 ﾌ
　　　　　　　　H　 , -─､　 i　ゞ＝=ー､._. :.:.に二ﾆ　　 }　　　　　　　　　ふむ、こういう状況かね。
　　　　　　　 〈ﾊ'´,rｪエ,I>　　ｒ ﾆｴﾕ,ﾐｭ一　: `マ尨._　 ﾘ
　　　　　　　　Y　　　 ‐ｆ　　...　　　　　　　: : : : Ｙ´ｒ　Y　　　　　　　　　　ではこちらに重点的に予算を配分して、
　　　　　　　　 !　　　,..｣　　. :.::.､　　　　　　: :,: : 　ｈ　|　　　　　　　　　　ここは来年度に回そう。
　　　　　　　　 l　　 /　ゞ､__,. -ｰヘ、 　 . :.:〃:: : : ｦ,ｲ
　　　　　　　　 ﾞi　　i　　　__ 　 　 　 `ｉ. :.:. :ﾉ:: : し'´ ::|　　　　　　　　　　　基本的なものと緊急性の高いものからやっていくほうがいい。
　　　　　　　　　ﾞi　　　 ー─ -..､_　 . ! :.:.:.:i: :: : |: : : :|
　　　　　 　 　 　 l　　　　ー‐-､　..　 . . :.::,': :: :: |: ／|＼
　　　　　　　　　　l　i　　　 "''　　　 : :../::/: :: :／　 ,ｲ::::::＼
　　　　　　　　　　`､ｊ　　　　　　　. :.::./::/／　 ,．'´/::::::::::::::＼
　　　　　　　_, ．イ¨|ヽ、　　　. . :.:::_ィ‐'´ ,． '´　_,/:::::::::::::::::::/`ー-、_
　　　,. -‐ ´:::::::::/:::::|＼ハー一イ´_,．‐'´　,．‐'´/::::::::::::::::::: /:::::::::::::::::
　
　
経験を積んだ白人官僚たちは、つみあがった仕事を次々とさばいていった。 
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　　　　　　　　　　ﾟ･　*:　 :　*･
　　　　　　*･　゜ﾟ･　*　:　　.｡.　.｡.:　　*゜
　　　*　･゜　ﾟ･　*:　.　.｡.:　*･　゜ﾟ　　･　*　　:..　　　　　　　　　おお…
　｡.　･　･*:.｡ ∧,,∧ 　.∧,,∧　　　.:*　･゜　　　　　　　　　　　あの書類の山が次々と…
　　　 ∧∧(´・ω・｀)(´・ω・｀)∧∧
　　　(´・ω・｀).∧∧) (∧∧(´・ω・｀)　　　　　
　　　｜　Ｕ (´・ω・｀)(´・ω・｀) と ﾉ
　　　　ｕ-ｕ　（l 　　 ) ( 　　　ﾉ u-ｕ
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その下で働いていた黒人官僚たちは、
この仕事の中で経験を積んでいく。
前にも書いたが、この経験の継承こそが重要なものだった。 
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官僚というのは国家の手足である。
いくら首脳部が政策を決定したとしても、
手足が動かなければ実行はできない。
　
他の黒人諸国は、白人官僚をクビにすることで
経験を失ってしまった。
つまり、手足が満足に動かなくなってしまったのである。 
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これに対しボツワナでは、
手足が手足としての機能をまっとうできた。
豊富な予算によって経験を積む場面が増えたため、
動きはさらによくなった。 
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　　　　　　　　　　　　新独立国高官・Mさん
　
…これに加え、ボツワナの行政機能の向上にはもう一つの理由があった。
汚職をかなり抑え込むことに成功したことである。
　
汚職のない国は存在しない。
とはいえ、アフリカ諸国の汚職は汚職などというかわいいレベルのものではない。
1990年代のナイジェリアのように、政府予算の半分が策定中にどこかに消えてしまう国もあるのだから。 
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このレベルの汚職となると、
止めなければ政府自体の機能が停止してしまいかねない。
ただでさえ低い行政能力が、この強烈な汚職体質でとどめを刺されている国も多いのだ。 
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カーマはもちろん汚職を厳しく取り締まった。
自らも全く汚職はしなかったし、
政府内でも汚職禁止は徹底させた。
　
しかし、それは多くの国でやっていることであって、
取り立ててボツワナが特別というわけではない。
しかし、ボツワナではこれがうまくいった。
　
それは、なぜか。 
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官僚制度がしっかりしていて、
行政府の隅々にまで目が行き届いたのがまずひとつ。
　
そしてそれを生かすための監査制度を整えたのが一つ。
　
そしてもうひとつは、ツワナ自体に「盗みを罪とする」文化が根付いていたことである。 
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　　　　　　　　　　黒人官僚 
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ツワナでは牛が商業用の財産として重要視され、
取引や所有が保護されていることは前述した。
これにより所有権が発達し、個人用の財産を重視する風潮があったため、
公と私の分離がうまくいったのだ。 
　

688  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/05/29(水) 20:07:17 ID:xRPE9jGM0
　
　　　　　　/"'-..,;;;;;;;;;;;;;｀''-..,,_;;;;;;;;;;;;;|;;;;;;;;;;;;..|
　　　　 　 ﾄ:::::::::｀''- ..,, ;;;;;;;;;;;;｀'' -...., . .- ''´|
　　　　　 i:::::::::::::::::::三　 ｀'' - ..,,;;;;;/;;;,,..-'イ;,
　　　　 /ﾆ､::::::::::::::::三　 　 ､;;;;;; ｀"´ ,,,,,　i;;;i
　　　　{ (　_',::::::::::/　　　　　　　　　　""　|/　　　　　　　　　国家のものは麻呂のもの
　　　　', '<i ヾ:::::::i　　､､,,三、　 　 　,,.-、 i　　　　　　　　　　麻呂のものは麻呂のものでおじゃる
　　　　 ',､ヾヽi:::::i　　　'-ヽソヾ　　 /,'ｯﾌ､i
　　　　　ヽ__.. i::::i　　　　､ ￣ﾉ　　| ;ﾆ ノ.i
　　　　　ﾉ,.-|　i::i　　　　　　　　　 |　　　i
.　　　　　　　i,ｨ''"',　　　　／､_　 ::::　　 /
　　　　　　 /',',',　 ',　　／　　　ヽ_ノ　 /
.　　　　　 ｲ',',',',', ', ',　( ,.---::;;;;､_,. } /
　　　　　/ '',',',',',', ', ',- ､　,.__`ｰ´ノノ
　　 ,.-イ　　''',',',.',', ',:',　　　　,ノ ／､,,、
　 (　 {´　　　 ',',',',', :',.','---─ '´ﾘ　 ', ヽ
''´´ヽ((''- ..,　　',',',',', .',.',ソ　 ./ /　　　',) }ｰ..,,,
　
これに対し、すべてではないが新独立国のいくつかには
公と私の分離が成立していない国家があった。
　
この場合、そもそも公という概念が成立していないので
あまり汚職に対して抵抗がない。
　
もちろん、この状況で国家全体に対する責任感などあろうはずもない。 
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そのかわり、有力者は自らの庇護下の民に対しては富や利益をもたらす必要はある。
これをしないと、有力者でいつづけることはできないため、
彼らは国庫から得た富を個人的に分配し、支持者を増やしていった。
もちろん一番富むものは自分であるが。
　
横領した金だけでなく、
やがて正式な国庫の金も自らの地元へと投入するようになっていく。
それ自体は日本だろうとどこだろうとあることだが、
国家全体を見る視野がないうちにそれをやってしまうと、
国庫自体が一部族の私有物になってしまう。 
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さらにこうした高官たちは元首とも組んで特権グループを形成するようになる。
こうなったらもう手が付けられない。
行政も司法も、すべてが彼らの支配下に置かれてしまうからである。
　
印籠をかざしたところでトップとはすでにズブズブなので、
自称越後の縮緬問屋は切り殺されておしまいである。
　
公と私の区別は完全になくなり、国のすべては私的なものとみなされるようになる。
新しい家産制国家、
「ポストコロニアル家産制国家」の誕生である。 
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ボツワナはこうした道をたどらなかった。
　
税収内で地に足の着いた計画が立案され、
ついた予算は効率的に執行されて、
汚職によるロスもない。
　
こうして政府資金がうまく流れるシステムを構築し、
途中の無駄を徹底的に排除したことがボツワナの経済成長を生んだのである。 
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　　　　　　　　　　　　　新独立国首脳・Kさん
　
一方、他のアフリカ諸国ではこうはいかなかった。
国家建設を急ぐあまり、首脳たちは自国の財政能力を
大きく超えたプランを策定し、実行に移したのである。 
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　　　　　　　　　　　　先進国の銀行
　
　
こういった開発計画に豊富な資金を融通したのは、先進国の銀行だった。
彼らにしてみれば、そうそう「国家」が破たんするとは思わないし、
いざとなれば担保として鉱山や港湾を差し押さえればいい。
こうして、彼らは返済能力を超えた貸し付けを続けた。 
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こうして豊富な資金を手に入れた新独立国だったが、
その資金を生かすことはできなかった。
　
前述のとおり行政能力が大幅に落ち込んでおり、
さらにそれもあって汚職に歯止めがかけられなかったからである。
豊富な資金は、無駄に浪費されるか汚職政治家・官僚の懐に入り、消えていった。
　
残されたのは、多額の借金だけであった。 
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こうして新興諸国は、返済能力を大幅に超えた借金を抱えるようになっていく。
もともとの行政能力が高くないこれら国家にとって、
この借金は命取りになった。
　
しかし、それだけでは終わらなかった。 
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国内の行政がまともに機能していない状況で、
鉱山や港湾などの施設が満足に動くはずもなかったのだ。
援助を得て建設したはずの施設さえ、維持管理費用が捻出できずに廃墟と化していたのだから。
　
結果、こうした借款は大きく焦げ付いた。
こうして、この借款は銀行側にも少なくない打撃を与え、
アフリカ諸国への民間投資は急激に冷え込んでいく。 
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もちろんアフリカ諸国もただで済むわけはなく、
まともに機能しない行政と山積みの借金というダブルパンチで
ほとんどの国は沈んでいった。
　
もっとも今見たとおり、
借金はアフリカ諸国の混迷の主原因ではない。
得た資金を無駄なく効率的に開発へと回すシステムが構築されない限り、
いくら借金を免除しても何の解決にもならないのだが。
　
こうして、ボツワナが成長軌道に乗る中、
他国は貧困から抜け出せないままとなるのである… 
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次回「喪黒福造の憂鬱」（仮）
乞うご期待！ 
　







第九話「オッペンハイマー」
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1969年、ザンビアはアングロ・アメリカン社をはじめとする外国資本によって経営されていた鉱山を国有化した。
これに対し鉱山企業は、一斉に設備や人員を引き上げる。
ノウハウを失った鉱山は迷走をひたすらつづけ、ザンビア経済はどん底へと落ち込んだ。 
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こうして熾烈なロイヤリティ交渉の末、
合弁会社のボツワナ出資率は50％まで上昇。
ボツワナはより多くの利益と、ダイヤモンド産業への発言権を手に入れることとなった。 
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　　　＿　　　　　　　　 （￣./￣ ／￣ヽ__ﾌ.|　　.|ヽ__ﾌ￣￣￣＼￣￣￣|　　　　　　　　長い目で見れば、
　　/　 .ヽ　　　　　　　　〉　|　　＼　　　　 / |⌒|　　　 　　　　ノ 　　ヽ　＼　　　　　　　そのほうがずっと得になりますから。
　　|　　 .|　　　　　　 ／　/　 　　 ￣￣￣l""　｀ﾞﾞ7―-―'''''''''　　　　|　　 |　　　　　　　
　　|　　 .|　　　＿＿（＿/　 ''―' 　　　　　 ´ﾞゝ'"´　　　　　　''―' 　 .|＿.ノ　　　　　　　　取引を長く続けるには、
　 /　　　|─､´::::::::::::::::::::ｌ　　ヽﾆ二二二二二Ｖ二二二二二二/　 　|:::::::＼　　　　　　　相手に満足を与えないと話になりません。
. /　 ,＿___　/::::::::::::::::::::::|　　　|　　 .|　　　|　　　 |　　　|　　 |　l　　 : l::::::::::::::ﾞ''-、　　　 　一度きりなら騙せても、
.|　／　 　￣レ⌒ヽ:::::::::::|　　　ヽ ─|――|─‐ー|――|ｰ─| / 　　　|::::::::::::::::::::::＼　　　長い取引でそんなことすれば自殺行為ですよ。
.|　　.　　　　　 .）　|:::::::::::::＼　　 ＼ .|　　 .|　　　 |　 　 |　 ／　　　　/:::::::::::::::::::::::::::::'､
.| 　ー￣￣￣ .l ／:::::::::::::::/ヽ　 　 二二二二二二二二二　 　　 ／ヽ::::::::::::::::::::::::::::|　　相手にも自分にも利益。
.|＿_____________/:::::::::::::::::::::::＼ ―───────────‐'　 ／:::::::::::::::::::::::::::::::|　　こうでなければ、いずれ破たんが起きますよ。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 !／l　　　　 ／Ｖｲ､ヽ, !,　　ｨ/　 　 　 ¨-　 '、　　　　　　譲歩したほうが利益にはつながりそうですが…
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ′ l　　　　　　.ヽ　｀　!l,　 /′　　　　　　　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 !,,ィ　 ,　　　 /‐-､ ｀', .!　　　　　　　　　／　　　　　　本当に、それだけですか?
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ＿,/｀'‐-＜!_ /ヽ〈　　, !　 ヾ. 　 　 　 　 　 /- 、
　　　　　　　　　　　　　　　　／:／｀丶 、 　｀丶ヾ､　,代　　　　　　　　-‐_,'.、　ヽ,
　　　　　　　　　　　　　, -''":／ : : : :／: :｀丶,、 　 ＼　｀　、　　　　　　Ｔ､,斗―='‐､
　　　　　　　　　　　／`ｰ=ﾆ二_: :／: : : : : ／: :｀丶　 ＼　　.＞'''"´￣￣´　　　＿,ノ
　　　　　　　　　,..:'´:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.｀－-､: :/ : : : : : : ＼　 ﾄ､-'　　　　　　　, -‐''"/
　　　　　　　 ／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.｀ｰ- ､: : : : /: ＼',　ゝ　　　　　　´　 _,ノ
　　　　　 .／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:｀‐-〈: : : : :`-<|　　　　　 ,　'"
　　　　／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.｀ｰ-'､ : : >、　　, .'´
　　 ／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:｀´＼`ｰ┤
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965  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/06/04(火) 20:04:51 ID:dSmObkro0
　
　　　　　　　　/:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ﾍ
　　　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　 丿‐''‐''"￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣''''‐ゝ
　　　　　 _/ゝ､＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿__」_
　　__-'''´::::::::::::::::::::.:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::''-...、
.∠＿＿ﾆ￣" 　　_,,..--''ｌコ"´'、　　 |　' ﾆ―‐ ､.._、　　 _:::::::::::::＞
　　　/′ ｌ 　 一''´　　　　　　/　　　 '、　　　　　　｀'''''、 ゝ　　|
　　 _:'、　′　 '、　　　　　　ノ　　- ､　＼　　　　　　 /′　'、　ﾍ、
　 丿　　/ 　､　,｀ｰ.________.‐　 ／　ﾍ-､　｀‐-----‐　、　､ 丶　 丶　　　　　　　　　ん？
　 ｌ　　 /　　 ﾆ_　　　　　　　 ヽ-.___--′　　　　　　　｀ ´　 ﾍ　　 ゝ
- |　　 〕　　 ｛ ﾞﾞー'=‐:--------、 ,────--一‐'"〕　　 l 　 ./-
:::::＼ 　!　　　｛ 　　|　　 ｀ l`^'''''''''〕‐''''''''''|￣" 　!　　_/　　　 l,,／::::
:::::::::::`'''、　　 ﾍ〕''‐|..,,_ 　 」　　　│　　　│　_,,..|-‐''〃　　　」:::::::::::
::::::::::::::::ﾍ　　　 ﾍ ､|　　￣Ｔ―‐‐''|―──|￣　 | ..丿　　　丿:::::::::::
::::::::::::::::::::ゝ　　　 ヽヽ　　　!　　　│　　　 |　　　,/┘　　　丿:::::::::::
::::::::::::::::::::::!＼　　　 ｀'ﾆ　 ..!_　　 │　　　 |_...rノ'´　　　 _／:::::::::::::
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　　　　　　　　　　　　　　_ノ
　　　　　　　. . -‐: :＝: : : : ー-ミ
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　　　　 ′. : : : : : : : : : :.､ー-ミ : : : : ｀ヽ
　　　乂. : : : : , : : : ｫvi. : :＼: : : : : : : ハゞ
　　.才: :: :: :::/.: :::://　: :i : : :ヾ : : : : : :.∧
.　　 ′:::: :::/ : : : :.′ 乂:{ : : :ハ: ハ: : : {:!　　　　　社長が黒人解放運動やアパルトヘイト反対派に資金提供していることは、
　　/才{:i|!/抖竿ミ､　　　}八≧≠ミ::!: : 从　　　　　みんな知っていますよ。
　イ }:i :N{才＞-=ﾐ｀ﾞ　 ノ 斗r-=ミNﾘ Y:;
　　 从(ハ{《八:うjﾉハ　　　ゞ:りｲ 》 }ｱ}}′　　　　　あくまでも合法組織に限られるので、警察も手を出しかねているようですが。
　 　 八　从　　　 　 :i　　　　　　　 .i　八
　　　　 ＼'.　　　　　 '　　　　　　　 ,／　　　　　　　今度のことも、その一環。
　　　　　　∧　　　　 ｀　゛　　　 　 ハ　　　　　　　　周辺黒人諸国に力をつけさせるためなんじゃありませんか?
　　　　　　　 ＼　　-‐‐　ー-　 .ｨ:､
　　　　　　　　 fi≫ ､/从ﾊ, ／／ {
　　　　　　　／} ｀ :＜ー-＜イ　　{＼
　　　　　 ／.:.:_{　 .L _ヽ　/_ノ　　 .Vハ
　　 　 . ｲ.:.:.:.:.:.{　　　　 V　_　-‐　 }}.:.:.＼
　＞.:´.:.:.}:_:_:__∧　ー-　}!　　　　　′_:_:_:}｀:.＜
　.:.:.:.:.:.:.:.}:.:.:.:.:.:.∧　　　 :i　　　　/.:.:.:.:.:.:.:.}.:.:.:.:.:.:.:.｀ 
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　　　　　　　　　,'::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::!
　　　　　　　　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::|
　　　　　　　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ﾍ　　　　　　　　　　　…我々はユダヤ人です。
　　　　　　　/''ｰ 、:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::_....‐"'、　　　　　　　　　　過去、あらゆる地域で迫害を受け続けてきた。
　　　　　_,,..│　　 ｀''ー+-----..＿＿＿,,,,....----‐‐''''"　　　 ﾍ__
_....-‐'''"::::::::::'、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _／:::::`ｰ--..、　　　　　知っていますか?
ー-..,,_,,:::::::::::::::''ｰ-..､_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　..-'"::::::::::::::::::::::::　　　　　　第二次世界大戦中、この国では
　　　　 ｀ｰ--...:...__ 　 ｀ﾞ^''''''''''‐－‐―‐-------一‐‐''´::::::::::::::::::::::::::: '´　　　　　　親ナチの政治団体が、
　　　　'、::::,、:::::::::´｀::`''‐ｰ---------------―--―－'''￣"´:::::::::〔　　　　　　　大手を振って活動していたんですよ?
　　　／　丿　－‐'　　　　　　　　___、　 ＿　　　　　　　　 ＿,,r ヽ、　ヽ
_＿../ 　 ′　　＿　　　　　　　　!　 　　 　│　　　　　　　_....、　 │　│
::::::::l　　 l　 　　 | ﾞ'ゝ　､_ __　　　`''''---―'´　　　 __....; 彡''´1　　 l　　ゝ
:::::::ヽ　　| 　　　ｌ'、　│｀ ‐＿＿‐---..､..---‐- ─一''|　　　 〉　　|　　│＿
:::::::::::ヽ │　　　くゝ､│　　　│　 ｀￣l￣￣｀│　　　| _..-‐/ 　　 |　 _／:::::::
::::::::::::::::｀ﾍ　　　 ヽ　 |`ー-....|___　　　 |　　　　| __....r''| 　,丿　　 _l‐'´:::::::::::
::::::::::::::::::::::ゝ　　　｀'ﾐ 、　　　|　｀￣'''''|‐‐''''￣〔　　　 |,, >′　　／:::::::::::::::
::::::::::::::::::::::/ﾞ ､　　　 `＞..,,_ 」　　　　　!　　　　|　　_..;ソ′　 _r''ﾞ、::::::::::::::::
::::::::::::::::::::丿　｀ゝ、　　 ｀ｰ ソ-..、　　│　　 ....-:;＞'´　　 ／′ │::::::::::::::::
::::::::::::::::::::l 　　　　`''-....　　　｀''ｰﾆ ﾆ￣ ﾆ一''"´　　　 ..'"´　　　ゝ:::::::::::::::: 
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　　　　　　　　 　 ＿ｒ'´ ￣　　￣｀`‐- 、
　　　　　　　　　./　 l　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　 ./　 /!　　　l　　　　　　　　　ヽ
　　　　　　　　/ｨ　/,' /ﾚ」/! /　　l　　　　　 　',
　　　　　　　　/ィ〈./'　' `l'.ﾚ/.　 l　　l　,　　 　 ',
　　　　　　 　 ´ ／ ､""´　/ｨ /ﾙ /ﾚl /　　　　l`
　　　　　　　　.<　　　　　 ´ .ｲ'//ﾘ_ハ!　　　　ヽ　　　　　　　…「牛車の番人」（オッセワ・ブラントワク）。
　　　　　　　　　`　　　　　　　l/ｒ＜　　　　/ﾚ'｀ `　　　　　　もちろん、知っています。
　　　　　　　　　 ヽ￣｀　　　　./　 l　　　./
　　　　　　　　 　 ,'i i i , ,　__,ノ,　 .'ﾚ､　/　　　　　　　　　　　その構成員が、いまや政界の中枢を握っているということもね。
　　　　　　　　　 .ゝ-=＝´　,-'‐――'‐'┐
　　　　　　　　　　　　／'／」　 ,. .､-‐┬ヽ、
　　　　　　　　　　 ∠_　>ﾆ／ヽ: : :ヽ_: '-‐<
　　　　　　　　　　 ／／￣:ヽ;／´￣:.:.:.:.:.:.:.:ヽ
　　　　　　　　　／／`丶／´:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:',
　　　　　　　　/./＿: :／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:l
　　　　　　　/./: : :／:.:.:.:.:/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:l
　　　　　　 ゝﾌ`:'´:.:.:.:.:.:./:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.::.:.:.:.:.:.:.:.l
　　　　　 ././/:.:.:.:.:.:.:.:.:/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.l
　　　　　/://:.:.:.:.:.:.:.::./／:.:.:.::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.::l 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　, -ｰ‐‐-､ --‐‐‐――――――‐‐‐--､
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 / ,' ⌒｀ヽ. ヽ　｀ヽ　　｀ヽ　　 ｀ヽ　　｀ヽ　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　| ｉ::::::::::::::::｀i　|　　!:　　　 !:　　　 !:　　　 !: 　 l
　　 　 ∧,,∧　　　　　　　　　 　 　 　 | l::::::::::::::::::l　|　　!:　　　 !:　　　 !:　　　 !: 　 l
　　　 /ο ・　∧,,∧　　　　　　　　　　| l:::::::::::::::::l　|　　!:　　　 !:　　　 !:　　　 !: 　 l
　 　 /　　 ノ./ο ・ )ﾐ .-､,_　　　 　 　 | l ::::::::::::::l　|　　!:　　　 !:　　　 !:　　　 !: 　 l
　　 (o_o,ｲ ./　　 ノ lﾐ ,,..-‐‐‐-､,_　　　| l::::::::::::::l　|_＿i:＿＿_i:＿＿_.i:＿＿_.i:＿_,!
　　　 　 ﾉ..(o_o,ｲ　　ヽ　　　　~⌒）彡 .ｌ￣￣￣￣, =＝=､、＿＿＿＿, =＝=､、 _|
　　　　 / /~ヽ .ﾉ　　　　　　 ノl　ﾉﾆﾆﾆﾆﾆｺ＿_ 〃＼.| ／ヾ _＿＿__〃＼ | ／ヾ_|
　　　　 ヽニﾌ|./ /~ヽ ﾉ'''''''~ヽヽ＼ヽ_　 ､ ,/ |ヽ ||.―◎― ||　､ / |ヽ|| ―◎― ||
　　　　　　　 (.ヽニﾌ|_|　　　(_/　　ヽﾉ　　`=ﾆ= ヾ,／ | ＼〃　 `=ﾆ=ヾ,／ | ＼〃
　　 　 　 　 　 　 　 (_ヽ　　　　　　　　　　　　 　　`＝=＝'　　　　　　　`＝=＝'
　　　　　　↑どうみても牛
　
　
19世紀前半、内陸部へと大移動を行ったボーア人たち。
彼らは幌付きの牛車を連ね、内陸へと移動していった。
この牛車は彼らのシンボルとなり、やがてこの名を借りた反英・親独の政治組織が誕生する。
「牛車の番人」（オッセワ・ブラントワク）である。 
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　|i^.| |　　,彳てフ’　　 气.てフ'　　 | i | ＼　　　　　　 ／　　　　　　＼　　　　　　　＼／
　ヽ | |　　ヽ ￣'/　　　【 　￣ ,　　　|_//　　＼　　　／　　　 ／＼　　　＼
　　| ||　　　 ￣　　　　┃　￣ 　　　 |_l＼　　　＼／　　　 ／　　　 ＼　　　＼
　　｀-|　　　　　　/　　┃ 　　　　　 |　　 ＼　　　　　　 ／　　　　　　 ＼　　　＼
　　　 |　　　　 　| _,_＿i　)　　　　　.|　　　　 ＼　　　／　　　　　　　　／　　　／
　　 　 l　　　　　 i| ||;|||||||i　　　　　|.　　　　　　＼／　　　　　　　　／　　　／
　　　　ヽ、　　　|||||:|||||||||ll　 （　 /　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　／
　　　　　|＼　 ￣￣二￣￣　|／/^＼　　　　　　　　　　　　 ／　　　／
＿ ,――|　　＼　　　　　　 ／　/　　　＼　　　　　　　　　　＼　　／
　/　　　 |＼　　ー――一　　／　　　　／￣￣￣￣￣＼　　｀ '
/　　　　 |　 ＼ ＿／　　　 ／　　　　／　　　　　　　　　　　＼
　　　　　|　　/　 入　　　／　　　　／　　　　　　　　　　　　　　＼
　
時代は第二次世界大戦直前である。
親独はそのまま親ナチスを意味した。
南アフリカは連合国側にたって参戦するが、
それに反対する彼らは反英、反ユダヤを叫び、国内で暴れまわった。
　
戦後、一部の指導者は逮捕されたものの、
多くの参加者はそのまま人種差別主義を掲げる国民党へ入党。
党内で重要な地位を占めるようになっていった。 
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_＿,,/　 /　　　　　　　　　　　l"´　　 " l　　　　　　　　_､　　ｌ　 ﾍ
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::::::::::::::::::ゝ　　　 ﾍ　|｀^''ー|-___＿ |＿_＿ ｌ--‐" |　／　　 /'´:::::::::::::　　　　高い白人労働力を必ず雇わなきゃいけませんしね。
::::::::::::::::::::ヽ.　　　 丶、　 │　　　 |　　　　| 　　　ﾚ'´　　 _丿::::::::::::::::
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スティーヴ・ビコ。
1960年代末、沈滞する黒人解放運動に彗星のごとく現れた
カリスマ的指導者である。
　
1960年のシャープヴィル虐殺によって、
それまで解放運動を指導してきたアフリカ民族会議は非合法化され、
ネルソン・マンデラほか多くの幹部が投獄されて運動は沈静化した。
　
ナタール大学の医学生だったビコはそれを立て直し、
さまざまな弾圧を受けながら反アパルトヘイト運動の中核となっていった。 
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ハリー・オッペンハイマーの評価は、今もって定まっていない。
リベラル派や黒人解放運動に巨額の資金を拠出し後ろ盾となる一方、
自社の鉱山では黒人を大量に使用し、
アパルトヘイト反対を明確に叫んだわけではなかった。
彼がアパルトヘイト反対を叫ぶのは、
アパルトヘイト反対運動がいよいよ南アフリカの屋台骨を揺るがし始めた
1980年代に入ってからのことである。
　
しかし、彼の努力によってアパルトヘイト反対派が議会の一隅に席を占めつづけ、
ビコなどの活動家を生んだ、というのも、またまぎれもない事実なのである。 
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また、スティーヴ・ビコは
この診療所プロジェクトの資金をオッペンハイマーから出させることに成功し、
言論だけでなく実務的な手腕があることを証明した。
　
これによりビコの名声はさらに高まり、
黒人解放運動の柱石としての地位を確立していくのである… 
　

15  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/06/04(火) 21:39:37 ID:dSmObkro0
　
　　　　　 　 　 　 　 　_,.. -－　''" 　 　 i　　 　 ｀、
　　　　　　　　 　 ,. :'"　　　　　　　　　　l　 　 　 ﾞ'､
　　　　　　　　／　 ／　　　　　,/　　　　|! l　　　　 ヽ
　　　　　　　/　　,.' 　 　 　 　 /l　l 　 　 |.! l　　 ヽ　　＼
　　　　　　 ,'　 ﾚ′　　 　 　./ ,! ,'| 　 　 | | ﾄ、 　 ｀、 　 ヽ
　　　　　　,'　/　　　　/　_,∠. ,!/ |　i　　| ｣_| l、　　｀、　ヽヽ
　　　　 　 | / /　　　/／,/　 //　!　| 　 ! ｀!｢`ﾄ､　　 ﾞ、　 lﾞ､ﾞ､
　 　 　 　 / / 　 　 /　 /　　l/　｜｜　/　 l|　l.　　　 ｀、　l ヾ:､　　　ビコがオッペンハイマーにこの依頼をしたのは
.　　　　　,'　j　　　 ,'　./ ,r:==ﾐ.　 | .,' 　作ミﾄ､ ｀、　　　i.　 |　 ﾘ　　　1973年で、
　　　　　j　ｲ 　 　 l　/,ｨ")::::::| 　 ｌ/　/　!^):::ヾi. ﾞ、 l 　 |　｜　　　　ほんとはこれのもう少し後になります。
　　　　　l　!｀、　　l　l {ﾍ^ｰ^d　 /,∠,　 l ^ｰdﾍ /!　l.　∧　!
　　　　　ヽl　｀、　 l. l | ヾ-‐''　 '"厂{　　ﾞ‐-'′,! l　,' ./　!/　　　　　ただ、オッペンハイマーを今回主役にしたものですから、
　　　　　　|　　＼　ﾄ! | 、' ' '　　, '　 ヽ、　' '', ｲ /!/./　 ,!'　　　　　　きりがいいと思って彼関連のエピソードを
　　　　　　|.　,'　l ｀ヾ:..ﾄ､` ｰ‐ '′ヮ 　　｀ ¨´,.ｨ .l/':ｲ　　　　　　　　全部ぶち混んじゃいました。
　　　　 　 l　,'　！　l.　|　｀＞: ､. ___ ,... r＜´　! .|｜.|　　　　　　　　　
　 　 　 　 | /　　 !　｀、l　／´,!　 　 l､ヽ!、 　 | .l　!　!　　　　　　　　ですので多少後のエピソードもありますが、ご了承ください。
.　　　　　 l/ 　 　 !　 ｀､l′〈′　　　 ｀|　ヽ　l　!　l.　|　　　　　　　　
　　　　　 /　　　　ﾞ!　　ﾞi、　l　　＿　　|.　　｀| ,l　 !　 !
　　　 　 /　　　　 ∧　　ヽ.　l￣　　￣|　　　 V　 l 　 l　　　
.　　　　/　 　 　 /　 ヽ 　 ヽ！　　 　 l 　 　 /　 ,l　　 l
　　　 /　　　　 ∧＼　｀､　 ｀､l　　 　 !　　 / 　 ハ　　 l 
　







第十話「選挙」
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アフリカの新独立国は、
もともと独立した時は王制国家のリビア・チュニジア・モロッコを除き、
すべて複数政党制の民主主義国家だった。
　
これは当たり前で、
なにしろ当時植民地を独立させた国…
イギリス、フランス、ベルギー、イタリア…
は、すべて民主主義国家だったのである。
独立準備の自治政府を作る際にも、
当然のごとく民主制を導入した。 
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　　　独立準備政府首班
　
当然、指導者たちは民主選挙を勝ち抜き勝利したものしかいない。
　
民主主義がある程度は定着するだろうと、多くの人は考えた。 
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　　　　　　　　　【結論】1年もちませんでした 
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独立すると、多くの国の元首はさっそく政治の独裁化へと走った。
選挙法を与党有利に改正し、野党政治家に弾圧を加え、
反体制派を投獄していった。
　
これにおびえた野党政治家は続々と与党に入党していく。
それでも野党が残るところでは、
絶対多数を抑える議会で一党制を可決し、野党を非合法化してしまう。
　
こうして、短いところでは独立のその年に、
3年もすればほとんどが一党制へと移行してしまった。 
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この動きに対し、旧宗主国は特にコメントをすることはなかった。
独立国家になった以上下手なことを言えば内政干渉になるし、
当時は1990年代以降と違い、
なにがなんでも民主制にしなければならないという思想も弱かったからである。 
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1969年現在、アフリカの独立国は43ヶ国。
そのうち複数政党制の民主国家は、
ソマリア、セネガル、ガンビア、ガーナ、シエラレオネ、マダガスカル、
ザンビア、モーリシャス、南アフリカ共和国、ローデシア、そしてボツワナの11ヶ国にすぎない。
　
さらにこれから一年以内に、ソマリアの民主政権が倒れ、ザンビアが一党制に移行する。
3年後にはガーナとマダガスカルの民主政権も消えていた。
　
よって、安定した民主政府があるのは、
セネガル、ガンビア、シエラレオネ、モーリシャス、南アフリカ共和国、ローデシア、ボツワナの7か国だけである。 
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このうちシエラレオネ（地図上▽）は、与党が野党に圧迫を加え、
1978年に一党制国家へと移行する。 
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モーリシャス（地図上◎）は、完全な民主制国家へと成長した。
この国の人種構成はインド人、フランス系白人＆混血、黒人、中華系からなり、
独立以前は人種間の抗争も起きていたことから考えると、
この成果は奇跡に近い。
　
地下資源もない上に人種も宗教も全く違う中で、
この国はボツワナを上回るほどの経済国家へと発展した。
経済タイプは完全な東アジア型…つまり、軽工業をベースとして経済を飛躍させる
非常にオーソドックスな経済発展タイプである。
これに美しい海の観光業を加えることで、アフリカ唯一の完全雇用を達成した国家でもある。
　
1としては、「ぶっちゃけ資料さえそろってたら、ここを舞台とする可能性はあった」といっておく。 
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セネガルとガンビア（地図上▲）は、与党が圧倒的に強く、
政権交代の可能性が非常に小さなものだった。
いわゆる一党優位体制である。
ただ選挙自体は公正なもので、民主主義国家であることに間違いはない。
　
ただしこの2国は政府機能に多大な問題があり、
経済は停滞し続けている。 
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南アフリカとローデシア（地図上○）は、民主主義という点では申し分ない。
公正な選挙が常に行われ、
言論の自由も尊重されている。
アパルトヘイト体制下でも、「アパルトヘイトに反対する自由」が奪われることは決してなかった。
　
「ただし白人に限る」という、その一点を除けば、だが。
　
アパルトヘイト体制下の南アフリカというのは、
たぶん一種の貴族共和政だったのだろう。
貴族内においては自由と平等が保障され、普通選挙権もある。
しかし、生まれの違うものは決して中には入れない。
そして特権階級は自らの既得権を守るため、差別を強化していくというわけである。 
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さて、ボツワナである。
　
他国が次々と独裁国家化していくなかで、
やる夫が独裁化に動いた形跡はない。
民主主義に対し、不満を漏らしていた形跡もない。
　
おそらく、独裁制の導入自体を考えていなかったのだろう。 
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民会制度にも見えるように、
ツワナは独裁の伝統があまりない。
そして、合意を重んずる政治風土がある。
この状況で専制を導入しても、安定が得られるとは考えにくかった。 
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つまり、保守から中道左派あたりまでを全部ボツワナ民主党がとりこんでしまっていたのだ。
当然、残りの野党の支持基盤は左翼勢力のみとなる。
今の日本でいえば、安倍からぽっぽから全員与党で、野党席にみずぽと志位だけいると思えばいいだろう。
　
もっとはっきり言ってしまえば、55年体制である。
与党がよほどの失政をするか内部分裂でも起きない限り、与党が下野することはありえなかった。 
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　　　　　　　　　　　　民主党　24議席（31議席中）
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　　　　　　　人民党　3議席　　　　　　　　　　　　独立党　1議席 
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やらない夫の方が実務能力は明らかに上だった。 
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こうしてやらない夫は選挙で落選したものの、
大統領選出議員として再び副大統領の座に就いた。 
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この対応を巡って野党側からは猛反発を受けた。
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これに対し、やる夫はこの処置が法律上違反ではないことを指摘し、
事実上黙殺した。
もちろん野党側がこれで納得するわけはなく、
現在に至るまで大統領選出議席は与野党間の論争の的となっている。 
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ちなみにこの後、副大統領職はとにかく選挙に落ちる役職になった。
ボツワナでは大統領退任後は副大統領が昇格するのが半ば慣例になっているが、
それだけに野党からは猛烈な攻撃を食らう。
なにしろ政権交代が起きていないのに、この後3度も副大統領が落選しているのだ。
　
そして落ちた副大統領は大統領選出議席で復活させてもらうというのが、
この後も続くこととなる。 
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とはいえ、選挙で不正があったわけではなく、
民主主義は存続した。
　
この後も様々なトラブルがあったものの、
ボツワナは一度も民主主義を失うことなく、
クーデターや反乱、内戦も経験せずに現在に至っている。 
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民族や宗教などの対立の激しくない地域においては、
民主主義は社会の安定に大きな力を発揮する。
　
民主主義体制を堅持したことで、
ボツワナは社会の不満を顕在化させることなく解消することに成功し、
以後の経済成長へとつながっていくのである… 
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「最悪の民主主義は最良の専制にかなわない」とはよく言われる。
その言葉が示す通り、東アジアで急成長を遂げた諸国のほとんどは
一党独裁か、軍事独裁か、あるいは市民に選挙権がなかったりした。
　
しかし、これはあくまでもアジアにしか当てはまらない。
アフリカで独裁政治が成功したためしはないのだ。
それは、なぜか。 
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結局のところ、やはりこの結論も行政力に行き着く。
独裁者が経済成長をなしとげることがあるのは、
自らの強大な権限を使って行政を駆使し、
思い通りの政策を実行できるからである。
　
アジアの場合、国家建設の歴史も古く、
ある程度は官僚制の伝統もあった。
つまり、独裁者が存分に腕を振るえる環境があった。 
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これがアフリカとなると、
そもそもまともな官僚制度が存在していない。
　
つまり、独裁者がいくら有能であっても、
下が思うように動かないので腕の振るいようがないのだ。 
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上記のことは前提である。
さて、民主主義の本質とは、いったいなんだろう？
　
自らの手で権力者を選ぶことができる？
気に食わない政治家を自分たちの手で引きずりおろすことができる？
合法的な革命ができる？ 
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どれも近いが、本質とは言えない。
民主主義の本質とは、権力者にチェックを入れることができることだ。
権力者が義務を果たさなかったり、不適格な行動をとった時に、
市民がなにがしかの行動をとることができる。
それこそが本質だ。
　
つまり、民主主義がうまく機能している国であるならば、
市民の目がそのまま、政府への監査機能となりうるのだ。 
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独裁制で有能な独裁者の場合、こうした監査機能も掌握して自分でにらみを利かせることができる。
こうなると、部下はまじめに働かざるを得ない。
　
これと同じ役割を果たすわけである。 
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そして市民が最も厳しい目を向けるのは、自らの生活に直結する部門…
つまり、市民生活に接する官僚たちがきちんと仕事をしているか、ということである。
彼らが仕事をしないと、市民生活に直ちに重大な影響が出てしまうのだから。
そしてその不満は、官僚を統括するべき政治家に向かう。 
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　　　　 ＼　/⌒)⌒)⌒)　　 ／/⌒)⌒)⌒)
　　　　ノ　　|　/　/　/　　　(⌒) ./　/　/
　 ／´　　　 |　:::::::::::(⌒)　　ゝ　　::::::::::/
　|　　　　ｌ　 |　　　　　ノ　　/　　）　　/
　ヽ　　　 ヽ_ヽ　　　 /' 　　/　　　 ／
　　ヽ ＿＿　　 　 ／　　 /　　 ／
　
　
つまり、行政機構をうまく働かせないと政治家の首が危なくなる。
よって、政治家は官僚を働かせるためにあらゆる手立てを使う。 
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　　(　　Ｕ)　 (　つと)　 (　　　)　 E＝＝＝＝＝＝＝ﾖ　 (　　Ｕ)　 (　つと )　(　　　 )　　　
　,∧/￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣| | 　 　 議　長　　 ｜｢￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ヽ　 　
　　 ∧∧　　∧∧　 ＿＿＿＿_| |　　 　 　 　 　 　 ｜|＿＿　∧,,∧　　∧,,∧　　∧,,∧　
　 (　´･ω) (ω･｀ )　 ∧,,∧　 ∧,,∧　 ∧,,∧ 　 　 ｜|　　　( ´・ω・)　(ω・｀　) ( ´・ω・)
　　 |　U | 　 lと　 |　( ´・ω・)(´・ω・｀)(・ω・｀)　―┘￣ (　 ´･)∧,,∧　(･｀　 )　 (　´・ω)
　 ( 　 ´・)　(・｀ 　 )　｜ Ｕ｜ ( つと ∧,,∧ と)　　　　　　 |　Ｕ (　　　 )　|と　|　　 (　 　 ) 
　
　
アフリカでまともな経済建設に成功した2か国
…モーリシャスとボツワナ…
が、ともに民主主義国家であることは、偶然ではないだろう。
　
官僚制の伝統のない地域において、
民主主義が政府機能を監査する役割を果たしたのだ。 
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第十一話「観光」
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【これまでのあらすじ】
　
　　　　　　　　　　　　/' ,//|　 | i　 i ,!.|'　.|　 ,/ !　 |,!　! !　 ||
　　　　　　　　　　　　　.,!i i | .i |!|　i,i! ﾄ､　|　/. .|　| ! .,! |　 |.!
　　　　　　　　　　　　　.!ﾘi/| .i!.i |　|,! |:::ヽ.i .| ヽ|　|i! ,!　!　.|　 .i
　　　　　　　　　　　　　 !i!l .i! i∧i　i!|!{~ヾﾞ:i.| .､ ﾞ! .i!| ,!i |　 i|　,! ,
　　　　　　　　　　　　　.} i! /i|i' .ﾞi! .i! i! 　 ｀|ﾐ､.` | .i! .!i! i!　|!　| ,
　　　　　　　　　　　　　.!ヾ.|!::}.､.ヾい　　　　:!.＼ i .i! | .i　| .!　i!|,/
　　　　　　　　　　　　　.!.|乂:! ヽ　ﾞヾ　　　　:::::..`､ﾞい|　い .|　i!/
　　　　　　　　　　　　　.ﾘﾚi|::|　ヽ　　!　　　　 ::::::　 | !　 i | .| .i!":::::　　　　独立したボツワナ。
　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　　　　　　　　 ||..　.| ! | .|＿　　　　　しかしそこはインフラも教育も何もかも整っていない
　　　　　＿＿＿　　　　　　　 !　　　　　　　　　　 ,　/:!::::.. .ヾ |.|￣　　　　貧しい国家だった。
　　　 ／　　　　　￣ヽ　　　　{　　　　　　　　　 ./ /:::::::::::::::::ヾ!|:::::::::
　　　|　　　１ ´_)　　　|　　　　.!　　　　　　　　 / /:::::::::::::::::::::::::`:::::::::　　　大卒22人（大統領含む）、
　　　| 　 　 | ､__)　　　.|　　　　!ヽ　　　　　　 ,' /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　　　舗装道路13㎞。
　　　|　　　　　　　　　 |　　 　 .i　i　　　　　 i'.r':::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　|　　　１　　　　　 |　　　 　i　i!　　　 　.i! !::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　　　この数字の前に為政者たる
　　　| 　 　 |< |^i^i　　 |　　　　 !. ｀､　　　　j i:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　　　やる夫・セレツェ・カーマは苦しむ。
　　　|　　　　,　 ,　　　 |　　　　 .i　 ヽ　　　 r::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　|　　　-T~Τ)　　 ＞　　　 .i　 ヾi-ﾐ_､ :::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　|　　　　.|　 　 　 .|　　　　　 {　　＼＼ヾﾆ_:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　 |　　　　　　　　 |　　　　　　 i　　　＼ﾞヾﾞﾐ__ﾞヽ､::::::::::::::::::::::＿_:
　　　　ヽ＿　　　　　,}　　　　　　　.!　　　r..ﾞﾞヽ､＿￣二ニ.-''''￣::::::::
　　　　　　　￣￣￣　　　　　　　　 !　　 {::::::::::::::::;;￣:::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.i　 {::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ ヾ::::::::__,,..-'':::::::::::::::::::::::::::::::::: 
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　　　　　　　　　　　　　　　　 　_,. -‐ '' " ",.￣''￣｀ ''‐､
　　　　　　　　　　　　　　　 ,.-'　　　 　 ,r''　　_,,.. -　､　 ` ､
　　　　　　　　　　　　 　 ,.r'／／／ ／ 　 ,.-'　　　 　 ｀' ､. ＼　　　　
　　　　　　　　　　　　　/　　 　 　 ,r'　　,r'　　　 　　 ,rfn､ ＼ '､　
　　　　　　 　 　 　 　 / /////　 ,'　　 ,'　 ,rffn.　　 '"　 　　 ヽ ',
　　　　　　　　　　　　i　　　　　,.ｧ　　 .i　 '"　　　　　,riiﾆヽ. 　 ',. ',　
　 　 　 　 　 　 　 　 |　　,.r '"　 |.　　 {　　,riiﾆヽ　　　 　 _.　 　 ', ',　　　　　しかし独立の翌年、
　　　　　　　　　　　 | .,.r'　　　　|　　　!　　　,..　 _,,..　-‐'　_,..r'　 i .i　　　　　国土の北部にて世界最大級のダイヤ鉱脈が発見される。
　　　　　　　　　　　 |,'　　　　　 ',　　　',　　 '､., __ ,.. -‐''"ﾞ　 }　　| .|
　　　　　　　　　　　 |　　　　　　 ',　 　 `､　　ヽ　　　　　　　 ! 　 } .}　　　　この鉱脈を生かし、
　 　 　 　 　 　 　 　 ',　　 　 　 　 ',　　　 '､　　ヽ　　　　 　./　　 ! .|　　　　ボツワナは経済成長の道を進んでいくのであった…
　　　　　　　　　　　　'､　　　　　 　`､　　　＼　　｀ヽ==＝'ﾞ　 　 ,'　!
　　　　　　　　　　　 　`､　　　　　 　 '､　　 　 ' ､　　　　　　　　/ .,'
　　　　　　　　　 　 　 　 '､'-..,,_____　___`､　　　　`''‐-　..,, ,,.. r'　 /
　　　　　　　　　　　　　 　＼　ヾヾヾヾヾ ＼　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　` ､　 ､､､､､､､､ ` - ..,,,　＿　_,.r'ﾞ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　`' - .,,_　　　　　　 _,. - ''"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀"'' '' '' ""
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダイヤ 
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1970年。
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　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／　─　 　 ─　＼　　　　そう。
　　　　／ 　 （●） 　（●）　 ＼　　　東部のモルプーレに炭田があってね。
　　　　|　 　 　 （__人__）　 　　 |
　　　　 ＼　 　　｀ ⌒´ 　　 ,／　　　そこの採掘権、よかったらどうかなと思って。
　　 　 /⌒ヽ　 　ー‐ 　 　ｨヽ
　 　　/ 　　　 　,⊆ニ_ヽ、　 |
　　　/　 　 ／　r─--⊃、 　|
　　　|　ヽ,.ｲ　　 ｀二ﾆﾆうヽ.　|
　
　
　　　　　　　　/:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ﾍ
　　　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　 丿‐''‐''"￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣''''‐ゝ
　　　　　 _/ゝ､＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿__」_
　　__-'''´::::::::::::::::::::.:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::''-...、
.∠＿＿ﾆ￣" 　　_,,..--''ｌコ"´'、　　 |　' ﾆ―‐ ､.._、　　 _:::::::::::::＞
　　　/′ ｌ 　 一''´　　　　　　/　　　 '、　　　　　　｀'''''、 ゝ　　|　　　　　　
　　 _:'、　′　 '、　　　　　　ノ　　- ､　＼　　　　　　 /′　'、　ﾍ、　　　　　　
　 丿　　/ 　､　,｀ｰ.________.‐　 ／　ﾍ-､　｀‐-----‐　、　､ 丶　 丶　　　　　…何が目的なんです？
　 ｌ　　 /　　 ﾆ_　　　　　　　 ヽ-.___--′　　　　　　　｀ ´　 ﾍ　　 ゝ
- |　　 〕　　 ｛ ﾞﾞー'=‐:--------、 ,────--一‐'"〕　　 l 　 ./-
:::::＼ 　!　　　｛ 　　|　　 ｀ l`^'''''''''〕‐''''''''''|￣" 　!　　_/　　　 l,,／::::
:::::::::::`'''、　　 ﾍ〕''‐|..,,_ 　 」　　　│　　　│　_,,..|-‐''〃　　　」:::::::::::
::::::::::::::::ﾍ　　　 ﾍ ､|　　￣Ｔ―‐‐''|―──|￣　 | ..丿　　　丿:::::::::::
::::::::::::::::::::ゝ　　　 ヽヽ　　　!　　　│　　　 |　　　,/┘　　　丿:::::::::::
::::::::::::::::::::::!＼　　　 ｀'ﾆ　 ..!_　　 │　　　 |_...rノ'´　　　 _／:::::::::::::
::::::::::::::::::::ﾉ　 ﾞ＼　　　　 `''ｰﾆ ﾆ 辷ﾆﾆ 一'´　　　 　,,-''’ l:::::::::::::::
::::::::::::::::::::′　　　ﾞ''　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　 /:::::::::::::::: 
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　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　 　 　 ＼　　　　　　さすが、鋭いな。
　　　　　　　 ／　　 ─　　 ― ヽ
　　　　　　／ 　 　（ ●） 　（ ●）'　　　　…じつは、本格的な火力発電所を作りたいんだお。
　　　　　　|　 　 　 　 （__人__） 　　|　　　自前の電力供給源をそろそろ作っておかないとね。
　　　　　　＼　 　　 　 ｀ ⌒´ 　,／　　　で、石炭なら自国で掘れるから、それで行こうと思って。
　　　　　　／　　　　　　ー‐　　 ヽ　　　もちろん、発電用以上に掘った分は輸出OKだお？ 
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　　 │::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::_..- 、
　　　|::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::-:─── ＿＿__:::::::::::::::i′ 　l
　　　|::::::::::::::::::::::::::__-‐'''tヽ、　 l、 ゝ-'′　　　 　 ｌ　　　∟　 ＼
　　／:::::::___-‐'' ﾆ-ヽ__/　　l　　ヽ 　　　　　　　 丿　　　 ゝ　　 ` 、
.／___r''1’　_..‐"　　　　　　ﾉ　___ ｀‐､　　　　　..‐′　　　　 l　　　　'
「/冖､j ,'　t'´　　　　　　　ﾉ　ゝ　ゝ - ｀－－"　　　‐--－　ﾍ、　　ﾉ
　'、　| l　 丶、　　　　_／ 　ｲ´　　__ﾉ　　　　　_....ｯﾆ""1　　ﾍ　 _/　　　　まあ、その条件は魅力的なんですが、
　 ′ ﾉ　　　　`''―─′　　 ─'‐''　_,,....-‐ 彡‐'ﾞ|　　 ∥　　　|-'"　　　　正直今、
丿　　、　　_..　　　　　　_,,......-‐-- ∟-‐'' {　　　 ′ ..ｲ|　　　 |:::::::::::　　　エネルギー革命の影響で石炭の値が暴落してましてね。
│　　'、 ￣〈‐'ー-Ｆ--―ｭ‐''''''￣│　　　卜　 ,,..‐''´//　　　 |:::::::::::
│　　│　　 ヽ　　1　　　 1　　　　'、　　_ 卜''´　 （.//　　　　|:::::::::::　　　自国の発電用ということであれば
　＼　 | 　　　ﾍ-.. |..,,______L,,,,........-ｌ‐''"｀　 '、　　 / /　　　 　|:::::::::::　　　まあトントンで行けるとは思いますが、
　 _ ￣´ﾞ 、　　 ﾞ ＼」　　　 l 　　　　ゝ　　　　l _../ /　　　／ │:::::::::::　　　輸出までは無理でして。
／:::::::::::::::' 、　　　ﾞ' ＞ 、　 '、　　　 │　　_../ / / 　　../　　│:::::::::::
::::::::::::::::::::::::ゝ、　　　 ﾞヽ ﾆ''‐ゝ､............ト‐' ンノ ﾉ　　　丿　　 │:::::::::::　　　それでいいなら採掘はさせていただきますが。
::::::::::::::::::::丿ﾍ 'ヽ、　　　　｀''''‐ー‐-一''''´　　　　 　ソ′　　 │:::::::::::
::::::::::::::::::::〈　　ゝ　`ｰ ､,,_ 　　　　　　　　　　　／　／　　　　 │:::::::::::
::::::::::::::::::丿　　 丶 　/´::::｀^──ｰ-----‐'''"ﾍ ,／　　　　　　l:::::::::::::
::::::::::::::::│　　　　 `/:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼　　　　　　　 !:::::::::::::
　
　
　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　 ／　　 　 　＼
　 　　 ／　⌒　　⌒　 　＼　　　仕方がないお。
　　 ／　 （ー）　（ー） ／^ヽ　　じゃあ、さっそくお願いするお。
　　|　　　（__人__）（　/　　 〉|
　　＼　　 ｀ ⌒´　　〈 ／ ⌒^ヽ　　
―――――――― ＼ _ _ ＿ ） 
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　　　　　　　　　 　 　 　 ＿
　　　　　　　　　 ／ヽ／::::::::｀ー､_
　　　　　　　／::::::::::::::::::::::::::::＿:__〈
　　　　　　　|::::::::::::_,──'￣　　　_>､＿　　　　　　　　　ああ、そうだ。
　　　　　　　|一'￣　＿,一─'二ニ二'￣
　　　　　　ノ-─'￣:::r‐､リ￣ ／ヾ'´入　　　　　　　　　　お詫びと言ってはなんですが、
　　　　　='-l:::::::::::::::::) -l　　　ゝ─'さ＿つ　　　　　　　　　実は私の知り合いがボツワナにホテルを作りたがっていましてねえ。
　　 　 　 　 |:::::::::／y　'　 　 }ヽ-,＿＿_＞　　　　　　,-､
　　　　　　 |-'￣　　ゝ-'　　 {＼/　 /　/　　　　r‐ヽ/　 )　　もしよければ、話を聞いてやっていただけませんか。
　 　 　 　 /＼ミ＝､　 ゝ　　＼/｀ﾞ７ー/ 　 　 　 )　/ ∠、
　　　　／::::::::::::::｀‐≡ミゞ-､＿ ｀ー-っ　　　 　 (　　　　 }
.　　　/:::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヾ＝ゝ二ィ´　　 ,-─tゝ　　　 ﾉ
　 　/:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::｀‐┴' ￣:::::::::∧V 　 ノ
.　 /:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::〉〉'´
　
　
　　　　　　　　　　　　 (ヽ三/)　））
　　　　　　　　　＿＿　 ( i)))
　　　　 　　　／⌒　　⌒＼　＼　　　　　　喪黒さんの紹介なら間違いないお！
　　　　　　／（ ●） 　（●）＼ ）
　　　　.／:::::: ⌒（__人__）⌒::::＼　　　　　　こちらからお願いしたいくらいだお！
　　　　| 　 　(⌒)|r┬-|　　　　　|
　　　 ,┌､-､!.~〈`ー´/　　　 ＿/
　　　 | |　|　|　 __ヽ、　　 　/
　　　 ﾚレ'､ﾉ‐´　　￣〉　　|
　　　　｀ｰ---‐一'￣ 
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数日後…
　
　　　　　　　　　　　　　 ＿＿_ ＿_＿
　　　　　　　　 　 　 ／:::::::::::::::― ､::::::丶
.　　　　　　　　　 ／::: ,::ﾊ∧::::::::::::::＼::::::＼
　　　　　　　　／:／ /,::!::i:::ﾊ::::::::::::::::::ヽ:__:;ﾊ
　　　　 　 　 /:::/:/://:i:!´￣_}_!_!:::}:::}:!::ﾊ __,.!
　　　　　　　'ﾌｲi::{::{:{ﾚ'{{´　　}:! jﾊト､!i::i::!::::::|
　　 　 　 　 　 jﾊ:;ｲ:ﾊｚ'ﾆ､ 　'テ云メノi:}:::::::::!　　　　　　　はじめまして。
　　　　　　 　 　 |i |{ ﾊ歹ﾞ　 　 ┴ぐフｲ::::::::!|　　　　　　　
　　　　　　　　　　 　 人''　' __,　　_／/::;':::::l:|　　　　　　　喪黒さんにご紹介いただきました、
　　　　　　　　　　　､＿ ＞ ､　　　ノ/:::ﾊ:::::l:|　　　　　　　柏木千鶴と申します。
　　　　　　　　　　　　　　 /::/｀:7'　/::::ﾊ:i::::l::!
　　　　　　　　 　 　 　 __/::/:ノ/　/:::::ﾊ:i:!:::l::|
　　　　　　　　　　　／ /:::／/ 　//::/　!￣ ｀ヽ
.　　　　　　　　 　 /　./／　/ 　//::/　 |　　　 !
　　　　　　　　　 /　,.く.　　/''フ:/::/　／ 　 　 l
　 　 　 　 　 　 /　/　 ＼/／//:/／　　　　　j
　　　　　　　　 ｌ　 {　 　 ﾚ' ノノｲ' /　　　　 /ｲ
　　　　　　 　 /____!　　 l・´　 　 /､　　 　 /!i:|
　 　 　 　 　 〈,r─j　　 l　　　　 〉､_ｰ ､_ /､!!:|
　　 　 　 　 　 | 　 !　　|・　　　/ 　 ｀7‐ｒ' 　｀:!
　
　　　　　　　　　　　　ホテルオーナー 
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　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　／ ⌒　　⌒＼
　　　　　 ／ （⌒）　 （⌒） ＼　　　　　　こちらこそ、よろしくお願いしますお！
　　　　／　///（__人__）///　＼
　　 　 |　　　　 `Y⌒y'´　　　　 |　　　　ホテルを建設したいとのことでしたが、
　 　 　 ＼　　 　 ﾞー ′　　　,／　　　　どちらに建設されるのですか?
　　　 　 /⌒ヾ＼　ー‐ 　 　ｨヽ
　 　 　 /::rｰ'ゝ::>:＼介 ／ 〆ヽ　　　　ハボローネ？フランシスタウン？
　　　　/,ﾉヾ　,>::＼::::／:::::ヾ_ノ,|　　　　それともセレビ・ピクウェ
　　　　|::::ヽ〆:::::::::::::.|ﾟ､:::::::::|´::::|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　っ
　　　　　　　　_, -ヘ.:,ｨ'`‐-､　つ
　　　　　　 ／::::::::::::∨::::ヽ::::＼
　　　　　 ,ｲ.:/.:::/.:,ｨ::::::,ﾍ:::i､.:.､.ヽ
　　 　　〃:.,'.:.:./.:/ ￣ u ヽ!i:::し -､　　　　　　いえいえ、そういうところではなくて、
　 　　 ,' ｉ::ｲ::::ム!ﾚ'　　　`￢‐:{ 　　ヽ　　　　　北部のチョベとオカバンゴを考えているんです。
　　 　 　|:l!ｌ::::|　|!,､　　 ,. _,」　ｷ 　 　ﾍ
　　　　　ヾﾄ:::| '"　｀　　 ´　 ヽ!ﾄ.　　　i
　 　 　 　 !!: :ﾄ､　　 ＿__　　 ﾉi:::ト､　　',
　　　　 　i:|::::「:i:..､　!　 ﾉ　,ィ:::l:::ｌ　i　 　ｌ
　 　 　 　ｌ:|::::|::|:!::i＞ ._, イiﾘ:::i::::|　|　　 i
　 　 　 　!:|::::|::ﾘ:ﾉ」 　　 i:!」:i:」::::!　!　 　',
　　　　　j::ｉ:::::! '´ｺ!　　　ヾ_ ｀| :::ト !　　　ｌ
　　　　 ﾉrｌ:::::j 　7,｀ヽ 　'´ヽヾ:::::!. i 　 　 i
　 　　〃i ﾍ;∧　!i　　　 　 　ヽヽヾ!　 　　!
　　　 {:{:|　/::/ ﾉ」、　ヾｉ 　 　 〉ヾ」、　 .丿 
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　　　 　＿＿＿_　　　　━┓
　　　／　　 　 　＼　　 ┏┛
　 ／　　＼　　 ,＿＼.　 ・
／ 　　 （●）゛ （●） ＼　　　　チョベ？
|　 ∪　　 （__人__）　 　 |
/　　　　 ∩ノ ⊃　　／　　　　あんなのっぱらしかないところで、いったい何をするつもりですかお？
(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
.＼　“　　／＿＿|　 |
　　＼ ／＿＿＿ ／ 
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　　　　　　　　 _...-―:..:..:"￣:..:｀´｀ヽ
　 　 　 　 　 /´.:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..:::..:.::..::｀､
　　　 　 　 /:::::.:.:..:..:..:..:..:..:..:::..::.:.::..:..::､:..丶
　　　　　 / : :.:::::.: : : :..:..:..:.:::..:i:.:.:.:l::..:!:..:rﾞ｀
　　　　　i..::::::::::.::.::.::.:.:..:..:..:..:..:||∥:l:::..l:..;}
　　　　　|:::::::::::::::.::.::.:..:..:..:..::::..l !入iv､|/　　
　 　 　　|::::::::::::::::::.::.::.::_ｌ:::..:..:.:l^' ,イl l´
　　　　　|::::::::::::::::::::.::./　l:..:..:N 〈　l_| L　　　じつは、サファリをやろうと思っていまして。
　　　　　 !::::::::::::::::::::::'､　|::..:..゛､ ´　　/
　 　 　　 l::::::::::::::::::::::::::ゝ|::..:..l｀＼　冫
　　　　　i::::::::::::::::::::::::::::| l:::..:..:ﾞ､__／
　　　 　 !::::::::::::::::::::::::::::| .|:::..:..:l
　　　　/::::::::::::::::::::::::::::::|_ !::::::..:|
　　　 /:::::::::::::::::::::::::::::::|　｀|::::::..l
　 　 /:::::::::::::::::::::::::::::::::l―-ﾍ､::::|
　　ノ:::::::::::::::::::::::::::::::::::l　　　
　
　
　　　　　　　　　　　　 (ヽ三/)　））
　　　　　　　　　＿＿　 ( i)))
　　　　 　　　／⌒　　⌒＼　＼
　　　　　　／（ ●） 　（●）＼ ）　　　　サファリ！いいですね！
　　　　.／:::::: ⌒（__人__）⌒::::＼　
　　　　| 　 　(⌒)|r┬-|　　　　　|　　　ライオン狩りにゾウ狩りですか！
　　　 ,┌､-､!.~〈`ー´/　　　 ＿/
　　　 | |　|　|　 __ヽ、　　 　/
　　　 ﾚレ'､ﾉ‐´　　￣〉　　|
　　　　｀ｰ---‐一'￣ 
　

648  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/06/24(月) 21:48:01 ID:auXVs.J.0
　
　　　○○○
　　○ ･ω･ ○　
　　　○○○
　　.c(,_ｕｕﾉ
　
　　　　　　　／ ￣ ｀'　､
　　　　　　/　　　 　┌-_ヽ、
　 　 　 　 |　 /ﾆ､　/ ニミ｛　 ＿＿ 　__ 　rｭ.　 __ 　＿＿
　 　 　 　 | 　|:l ﾉ /　｀ラ'ｆ　　||| 　 |ニ|_|ニ|_|ニ|_|ニ| 　|||　　　　　　そのきれいな顔を
　　　 -＜｀ｰ ヾ|　|　／　||　　￣￣_|＿|＿__|＿|___ ￣￣　　　　　　フッ飛ばしてやる！
　 　 　 　 ＼　└┘´--r ´　 　__/ = (__└=-┘__)).l、
　　　　　 　 ｀'ー─‐､T´──┤ｱ──── ｔコ─ |||┬┬ -─.ュ┬┬┬
　　　　　　　　 　 ／￣ヽ////:|└======tﾆﾆﾆﾆｺ |||ニ/　　 <ニニニニ
　　　　 　 　 　 /　　　　 V///|＿＿＿＿||　| 　 　 ||!／　　　　｀ニﾌ┴┴
　　　 　 　 　 /　　　　 　 ＼ ／　__,ヽ|（(う|　|＿ ／　＼ヽ──'´
　 　 　 　 　 .:|　　　　　　　￣＼ﾉ/⊂｀ア T-| ／　 　 　 ||
　　　　　　　.人　　　　　　　　　￣＼イ＿彡'´　　　　 　 |
　　　　　　　 　,.ヘ、　　　　　　　　　｀Y⌒ヽ　　　 　 　／
　
　　　　　　　　　　　　　　　観光客
　
この時代、ボツワナにおけるサファリと言えばハンティングのことであった。
ライオンやゾウを狩る猛獣狩りは、
欧米からわざわざ大富豪がやってきては楽しむ贅沢な遊びであり、
ボツワナの貴重な外貨獲得源ともなっていた。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　っ
　　　　　　　　_, -ヘ.:,ｨ'`‐-､　つ
　　　　　　 ／::::::::::::∨::::ヽ::::＼
　　　　　 ,ｲ.:/.:::/.:,ｨ::::::,ﾍ:::i､.:.､.ヽ
　　 　　〃:.,'.:.:./.:/ ￣ u ヽ!i:::し -､　　　　　　
　 　　 ,' ｉ::ｲ::::ム!ﾚ'　　　`￢‐:{ 　　ヽ　　　　それもいいんですけど、　
　　 　 　|:l!ｌ::::|　|!,､　　 ,. _,」　ｷ 　 　ﾍ　　　　私が考えてるのはもうちょっと別の方向です。
　　　　　ヾﾄ:::| '"　｀　　 ´　 ヽ!ﾄ.　　　i
　 　 　 　 !!: :ﾄ､　　 ＿__　　 ﾉi:::ト､　　',
　　　　 　i:|::::「:i:..､　!　 ﾉ　,ィ:::l:::ｌ　i　 　ｌ
　 　 　 　ｌ:|::::|::|:!::i＞ ._, イiﾘ:::i::::|　|　　 i
　 　 　 　!:|::::|::ﾘ:ﾉ」 　　 i:!」:i:」::::!　!　 　',
　　　　　j::ｉ:::::! '´ｺ!　　　ヾ_ ｀| :::ト !　　　ｌ
　　　　 ﾉrｌ:::::j 　7,｀ヽ 　'´ヽヾ:::::!. i 　 　 i
　 　　〃i ﾍ;∧　!i　　　 　 　ヽヽヾ!　 　　!
　　　 {:{:|　/::/ ﾉ」、　ヾｉ 　 　 〉ヾ」、　 .丿 
　

650  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/06/24(月) 21:52:08 ID:auXVs.J.0
　
　　　　　　　◎＼＿＿＿◎＼＿＿＿＿＿＿＿＿＿／|＿＿＿／|
　　　　　　　|　￣　　　　　|￣　　　　　　　　　 　 　 　 ￣　　　　 ￣|
　　　　　　　|　鶴来屋　　|　　　　　　　　鶴　来　屋　　　 ／ 　　　|
　　　　　　　|＿＿＿＿＿|＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿l/＿＿＿|　　　　
　　　　　　,// 二ヽ ヽ　　//'´　M ヽ | |《> ´　 ｀ く/| | | '´　　 ﾞヽ .| |　　　　　こちらは家族連れや団体客が中心ですね。
　　　　　,/ 〈(从从i !i　 //! ﾉ从 ﾘ）)〉| | !　ﾉ ﾉ） )）〉| | |∩ノﾉ） ））ヾ|
　　　 _.,/ 　 i､ﾛ ﾟ li/　 // .,|ｌゝﾟ ヮﾟﾉ|ｌ| |ﾉj.|」 ﾟ -ﾟﾉゝ.| |.| (ゝ*ﾟヮﾟﾉゝ| |　　　　　車に乗って、ライオンやゾウやカバや、
　　　|/,,,,,へ　ミ二 ヽ//　 ﾉ/ﾞ /＾ヾ/ | | ⊂)liＹi!つ　| | |　っliＡi!つ | |　　　　　いろんな動物の自然な姿を見ていくんです。
　　,/￣￣￣￣￣￣//| と／￣￣￣|￣￣￣￣￣ |￣￣￣￣￣　.|
　　|~ ゜￣゜￣￣￣~~|￣￣　 　 .＝。|┃　　　 　 　 |━━━━━....|
　　|＿＿＿＿＿＿: .|,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,|,,,,,,,,,,,,,,,,,,鶴,,,来,,,屋,,,,,,,,,,,,,,,,,,,[|　～
　._|]:::::::::::::::::::[二二il:] 　 　 ,-―-、　|　　　 　 　 　 |　　　　　　　. [|
　|=＝＝＝＝= ;...........|　　./, ￣ヽ |　|　　　　　　 　 |　　 /,￣ヽ |　{|　　～～　(´⌒　(´⌒
　ヽニ[＿]ヾニニヽ''''''|―-|.（◎）|':|''''|.''''''''''''''''''''''''''''|''''''''|.（◎）|:|''/　　　　(´⌒　(´⌒　(´⌒
　　　　　ゞゝ三ノ￣￣￣ ゞゝ＿ノ￣￣ゞゝ三ノ￣￣￣　ゞ＿ノ　　　(´⌒(´⌒　(´⌒　　(´⌒ 
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　　　　　　　　　　　　_____.　　　 _,,......,,,_
　　　 　 　 　 　 ／ﾞ゛: : : : .｀'ｯ'": : : : : : ｀'-、
　　 　 　 　 　 / : : : : : : : : ": : : : : : : : : : : .ﾞl,
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　　 ヽ.: : : : : . ｌ　●　　　　　●　　',.: : : : : : : : : : : ./　 , -､.
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　　　　　　　　ﾞ''- ....,,,,,,..-'i､.: : : : : : . ／ 　　 ,.　　l
　　　　　　　　　　　　　　lﾞ ｀ﾞ''''.;;'''''ﾞ´　　 .!'"!　　　l
　　　　　　 　 　 　 　 　 |　　　ｌ　.|´ﾞl　　　!　!　　　l
　　　　　　　　　　　　　 l　　　,!　.!　.!　　　l　l　　　 !
　　　　　 　 　 　 　 　 / 　　 .| ./ 　.l　　　 ! .|　　　 l
　　　　 　 　 　 　 　 lﾞ　　　　/ ヽ.../ 　　　.ﾞt､ 　 __,.l
　　　　　　　　　　　　`――'"　　 ヽ＿＿_./ ｀'''''''''
　
　　　　　　　　　　　　　　　　ライオン 
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／￣￣￣￣￣＼
|　・　Ｕ　　　　　　|　　　　　お前なぁ、このままやと２０００％成功でけへんで
| |ι　　　　 　　　|つ
Ｕ｜｜ ￣￣ ｜｜
　　￣　　　　　￣
　　　　ゾウ
　
　
　
　　　　　　　∧　 ∧
　　　　　　 |1/　|1/
　　　　 ／￣￣￣｀ヽ、
　　　 /　　　　　　　　ヽ
　　　/　 ⌒　 ⌒　　　 |
　　　|　（●） （●）　　 |
　　 /　　　　　　　　　　|　　　　　　こうしていると、
　 /　　　　　　　　　　　|　　　　　　ベトナムで戦ったのが夢のようだ
　{　　　　　　　　　　　　|
　 ヽ、　　　　　　　ノ　　|
　　　｀`ー――‐''"　　　|
　　　 /　　　　　　　　　　|
　　　|　　　　　　　　　　|　|
　　 .|　　　　　　　　|　　|　|
　　 .|　　　　　　　　し,,ノ　|
　　　!、　　　　　　　　　　/
　　　 ヽ､　　　　　　　　 / 、
　　　　　ヽ、　 ､　　　／ヽ.ヽ、
　　　　　　 |　　|　　 |　　　ヽ.ヽ、
　　　　　 （＿_（＿＿|　　　　 ヽ､ニ三
　
　　　　　　　カバ 
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　　　　　　　　　　　　　､　　　 ,. -.､　 ,.､ __　　_,,
　　　　　　　　　　　　　ヽヽ,‐'´　　｀"´　｀"ヾヽ/
　　　　　　　　　　　　　,.'.>'　 //./,、ヽヽヽ､ヽヽヽ
　　　　　　　　　　　　/ /// /.,! i .l-'ヽ i、i. ',. ヽ',　',
　　　　　　　　 　 　 / / ! i .i!.i ! l, !　 ', !ヽ!、!、.i ﾄ、',
　　　　　　　　　　 / /l /! !_lｨl.ﾍ,.!ヽ　 ﾘ｀''l､',.!i､l',l.lヽi
　　　　　　　　　 ,.'//.,'il､ヾヾ.○ ｀　　　.○,, ヾN ',l　'l
　　　 　 　 　 ／// ./ i. ', ',　" 　 r― i　　 　 .! ,!,.!
　　　　　 ,. '´／,/　,i　l.'､ヽヽ　 　 '､_ノ,,_　,.､. ﾉｲl.',!　　,.-､　　　それほど大規模なホテルを考えているわけではないんです。
　 　 　 /　,./ .〃 .,'i　,! -ヾ＞ﾆ=.i´Y´;,'=,'i !ヾヽ,く｀,__'ゝ'"´
　　　 /　//　,','　 !.! i ／,'//　　　ヾ￣￣ ""'' ‐-'く_　）-.､　　　サバンナの中に小さなロッジをいくつも立てて、
.　　　!　,','　 ,' !　 l l. ',!' .!l l　　　　: !　　　　　 　 　 r'　　 i　　　豪華で清潔で居心地の良くて
　　　 ! i i　　! l　　!.!　lヽ,ゝ'､_　　.ノ　　　　　　　　 i' ;　 ./　　　おいしい料理の出てくる、
　　　 ヽ!.!_　 ! l _　i !　i_,.-'ﾆ7ﾐrri-,..,..,_..,＿__　　 _ﾉ'ー '　　　　そんな感じで考えています。
　　　　　　｀,ﾆ.i ! ￣｀´ ',.‐'´　 ｀r7;'iヾ'ｰiヽ,-'￣
　　　　, - '_,. .）!.!_,. - '´　　　　 7i'o!ヾ'　','ヽ
　　／　ヾ´　｀'´!.'､　　　　　　　'/｡'.L!　　ヽ ＼
　　!　　 ,.ゞ- ..,,_ヽヽ　　　　　 /｡/　　　　　｀ヽ//
　　 ｀"´　　　　　 .＼ヽ　　　/｡/l　　　　　　 ノ/
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　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼
　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ　　　　疑うわけじゃないんだけど、
　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　そんなんで本当にやっていけるのかお？
　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<
　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、　　　観光客を大量に誘致しないと
　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|　　　　産業としてペイしないような。
　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘! 
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　　　　　　　　　_,　-‐､-―-　､
　　　　　　 ／´:..:..:..:..:..::..:..:..::..:..:｀ヽ
　　　　 ／:::::../∨l:..::..:..:..:..:..:..:.::､:..:..ヽ
　　　 /:::,:..:..,.:|"｀´ !..:l: : : : :l : : :i : : ::l
　　　i./´l:::/l.:|　　 」..:ﾄ.:..,､:..:!:..:..:l:..:..: l　　　　　　私は十分やっていけると思っていますよ？
　　　l　 l:::l_」::ト､　 l:l｀l:...トl::l|:..:,:..l:..:..:..l
　 　 　　l::|ヽl」,､　　|l rヮ‐､! |:.,.:..:l､:..:..:!　　　　　ケニアやタンザニアあたりは大量誘致をやっていますけどね。
　　　　　 ｀ /l'l:::〉　´ _」::':::,ゝ|::.:..:ｉﾉ:..:..:|　　　　　同じことをしても成功できないし、
.　　 　　　 {::i"´,　　 　 ￣　//:::..:|:..:..:..:|　　　　　ここの自然環境はケニアに比べても引けを取りません。
　　　　　　 ﾉゝ､　､_　 　 　´/ｨ::::.|:..:..:..:..|　　　　　
　 　　　　　　　l＼　　　　／　!:.:..|:.: : : : |　　　　　でしたら、客単価を高めに設定して
　　　　　　　　ﾉl:..::::｀::T 　 　 l:::::.|:..:::...:..:|　　　　　高級路線で行ったほうが差別化ができますから。
　　　　　　　　ﾉl..:::::,::'亅　　 |:::::.|:..:.:::..::..:|
　 　 　　r‐ -/..:/-'／_　　　|::::/l∧.:::..::..:|
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　　　／　　 　 　＼
　 ／　　　_ノ　ヽ､_.＼　　　　　それならまあ、許可は出すけど。
／ 　　 （●） 　（●） ＼
|　 　　 　 （__人__）　 　 |　　　　でも、安全だけは気を付けてほしいお。
/　　　　 ∩ノ ⊃　　／　　　　ライオンやカバのほかにも危険な生き物は多いんだお。
(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
.＼　“　　／＿＿|　 |
　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
　　　　　　　　　 ＿＿　　　　　　　　　　　　　　　,....-─-、
　　　　　　　／::::::::::::::::::::ヽ、　　　　　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::::::ヽ
　　 　 　 ／:::::::::::::::::::::::::::::::ヽ　　　　　　　　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::l 　 　 　 　 　 l::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::l
　　　　l::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::l　　　　　　　 l::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::l
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　　　　l:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::／:::::::／　　 　 `ヽ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::/
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　　　　　　　　　　　l::::::::::::::::::l　　 　 　.l 　 　 l　　/⌒'l 　l:l　　　　　　　　　ﾊﾊｯ、
　　　　　　　　　　　l::::::::::::::::::l　　　　　l　_　　l 　 l　 　l　 l:l　　　　　　　　君は知りすぎちゃったよ！
　　　　　　　　　　　l::;, -ｰ 、::l 　 　 　 |l´::::l　l 　 ﾚヽ　l　.l:l
　　　　　　　　　　 /　　　　　ヽ　　　　 l::::::ﾉ_/__　|:::::l,/　 l::l
　　　　　　　　　　l 　 　 　　_ 　 　 　 ／`フ:::::￣`ヽ<　∠く
　　　　　　 　 　 　l　　　￣|　 　 　 　 　 〈:::::::::::......:::/ _ 　　l
　　　　　　 　 　 　ヽ　　　　ヽ　　　　　　　`ー-─ ´　,/） ./
　　　　　　　　　　 　 ＼　　　 ＼、　　　　　　　　　 ／　 /
　　　　　　　　　　　　　 >. .、_、　ヽ.ー-....__＿＿／　 ／
　　　　　　　　　　　　　 ヽ: : : : :ヽ　 ヽ￣ヽ丶／／.イ
　　　　　　　　　　 　 　 　 ヽ、: :__ヽ　`ー- ´／: : : ｲ
　　　　　　　　　　　　　　　l ￣: : : : : ７フ ７: : :｀´: :l
　　　　　　　　　　 　 　 　 l: : : : : : ／￣ ￣ヽ: : : :/
　　　　　　　　　　　　　　　ヽ ___／　　　　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　危険な生き物 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　,.．　-―‐-　 .,_＿＿＿__
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.　　　 　 ／:／::::::::／ ::::::::::::::::::::::::::::::::::/´￣￣｀'i:::::::::::::i::::::::::::::ヽ::::::::::: ､
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　 　 /:／ /:::::::::/:::::/:::::::::/」:＿:/　!:_ｆ_　 　 　 　 l:::::::::::ハ:::::ﾊ::::::::i:::::::::::::ﾊ
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　　　　　　　　　　　 ＿＿__
　　　　　　　　　：／　　　　＼：
　　　　　　　 ：／ _ノ　iiiii ＼. ＼
　　　　　 　／ 　（○） 　（○） 　＼　　　　そ、そうですかお…
　　　　　 ： |　　　　（__人__）　　　 |：
　　　　 　　 ＼　　　｀ ⌒´　　　／　　　　（ていうか南アフリカの財界人、
　　　　　　　 / ⌒　/⌒Y⌒ヽ ヽ　　　　　　こんなんばっかりか…）
　　　　　 　：|　　＼|　　.i　　ｲ　|
　　　　 　 　|＼　／ 　 人 　.＼!
　　　　　 　 |　 ＼___／　 ＼__/：
　　 　 　 　 |　　　　　　　　/
　　 　 　 　 |　　　　 　 　 / 
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　　　　　　　　　_,　-‐､-―-　､
　　　　　　 ／´:..:..:..:..:..::..:..:..::..:..:｀ヽ
　　　　 ／:::::../∨l:..::..:..:..:..:..:..:.::､:..:..ヽ
　　　 /:::,:..:..,.:|"｀´ !..:l: : : : :l : : :i : : ::l
　　　i./´l:::/l.:|　　 」..:ﾄ.:..,､:..:!:..:..:l:..:..: l　　　　　あと、もう一つお願いが。
　　　l　 l:::l_」::ト､　 l:l｀l:...トl::l|:..:,:..l:..:..:..l
　 　 　　l::|ヽl」,､　　|l rヮ‐､! |:.,.:..:l､:..:..:!　　　　　…自然保護区に開発の手を入れないでほしいんです。
　　　　　 ｀ /l'l:::〉　´ 」_::':::lゝ|::.:..:ｉﾉ:..:..:|　　　　　観光開発も、なるだけ自然を壊さない方向で進めていきます。
.　　 　　　 {::i"´,　　 　 ￣　//:::..:|:..:..:..:|
　　　　　　 ﾉゝ､　､_　 　 　´/ｨ::::.|:..:..:..:..|　　　　　高級路線で行くとすると、
　 　　　　　　　l＼　　　　／　!:.:..|:.: : : : |　　　　　そのあたりがしっかりしてないとどうにもならないんですよね。
　　　　　　　　ﾉl:..::::｀::T 　 　 l:::::.|:..:::...:..:|
　　　　　　　　ﾉl..:::::,::'亅　　 |:::::.|:..:.:::..::..:|
　 　 　　r‐ -/..:/-'／_　　　|::::/l∧.:::..::..:|
　　　　/i 　./／r´-､　｀／/／, -‐｀ヽ;::..:| 
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　　　　　　＿＿＿_
　　　　 ／＼　　／＼　　　　　　　わかりました！
　　　／（ ●） 　（●）＼　　　　　　その点については確約できますお！
　 ／ :::::⌒（__人__）⌒:::::＼
　 |　　　　　|r┬-| 　 　 　 |
　 ＼ 　 　　｀ ー'´ 　 　 ／ 
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　　　　　　　　　　　　　ｌ| 　 　 　 　 　 　 　 　 /
　　　　　　 　 　 　 　 .　-─‐-　､　　　 　 　 /
　　　　　　　　　 　 , ´　　　/　　　＼　　　　/
　　　　　　　　　　/　ヽ 　 （●）　 　 ＼ 　 /　　　　　　　　　　　　　なにしろわが政府には、
　　　　　　 　 　 ,　（●） ;＿_） 　u　 　 ヽ　　　　　　　　　　　　　　あんな辺境を開発する余裕など
＼　　　　 　 　 /　　 ､_ノ　　|　　　　 　 |　　　　　　　　　　　　　　まったくありませんからな！
　 ＼　 　 　 　 |　 　 　 ＼_ノ　　　　　 /
　 　 ＼　　　　 ＼　　　　　　 　 　 　 <　　　 　 　 　 　 　 /　　　国土主要部のインフラ整備だけで
　 　 　 ＼　　　　 `　ー r　 -‐'　　　　 '、　 　 　 　 　 　 /　　　　ひいひい言ってるのに！
　 　 　 　 ＼　　　　　　,'　 　 　 ／⌒ぅ ヽ 　 　 　 　 　 /
　 　 　 　 　 ＼　　　　/　 ｧ'´￣｀⌒´　　/ヽ　 　 　 　 /
　　　　　　　　　　　　/　_人＿_ 　 　 　 /　 丶　　　　/
　　　　　　　　　　　　|/´　　 ／￣￣￣　　　 丶
　　　　　　　　　　 　 {　　 ／　　　　　　　 　 　 丶　　　　　 ／
　　　　　　　　　　　　｀T ´　　 　 　 　 　 　 　 　 丶　　　／
　　　　　　　　　　　　　|　　　　　　　　　　　　　 　 丶 ／
　￣　　―　　＿. 　 　 |　　　　　　　　　　　　　　　　丶 
　

690  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/06/24(月) 22:32:31 ID:auXVs.J.0
　
　　　　　　　　　 _,,,,,,_
　　　　　　 ,. -''",.=＝｀ヽ、
　　　　　 ,.'::..//ﾊi l || i L!l,,ゝ___,,,,,_
　　　　 /::::://;.-‐ﾆヾヽヽヾヽヽ　ヾヽ
　　　　 {::／:::｀ヾ:::::::::il |l || i | l|ﾄ､　ヾヽ
　　　　ﾊト､:::::::::::ヾ:::::ll || || | | || i|　 ヾ ｀、
　　　〃i|:::::｀ヽ::::::::ヾ:|| |l ||l il| |i ﾘ　　 ヾ ヽ
　　 /　 |::::::::::::｀ヽﾉ::::ヾ.　ﾘ lﾘ　　　　　,,,.ゞ=j
　　i　　li|::::::::::::::::::｀i::::::::ヾ__,,.-==＝''''"　　i::｀、
　　l 　 il i::::::::::::::::::::l::::::::::::::::::::::::::::i |　　　　',::｀、　　　　　　（アカン）
　　　　ll |i;;;;;;;;;;;;=＝j;:::::::::::::::::::::　　　　　　　',::｀,
　　　　ﾘ ll￣i';::::::::::::',｀ゝ;::::::::::::::.　　　　　　　｀i }
　　　　l　ﾘ　lll';::::::::　', li li｀ヽ:::::::::.　　　　　　　ヾ
　　　　　'　　ﾘl';:::::.　 ',ll ,ﾘ　 ヾ;:::::...　　　　...　　｀ヽ
　　　　　　　　 }:::..　　}　　　,.-､i::::::::::::::::::.--‐'　　　｀、
　　　　　　　 _,i::::　　 i-'''""__j-j:::::;;;;;;;;;;;;;;,,.-‐　　　　,.ゝ
　　　　　　,.'" l:::　　 ,'　　　ヾヽ＼:::　　　　　　　 ,.=='"">
　　　　　/　　 l:::　　,'　　　　 ヾ;;;;;;;;;;;;;;;,,,,,,,,,,,,,,,.-="　　　｀ヽ
　　　　 /　　　j:: 　 ,'　　　　　　 ￣￣￣￣￣　　　　　　　 〉
　　　　 >　　 .j::: 　,'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 /j
　　　　＼____ﾉ:::.　,'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_＼
　　 _,.-''"ヽ/::::::: ,'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,.-'"├'
　　j:::::;::::::::::::::::::/---､　　　　　　　 _,,,.-、　　　　　　li:::::::::i'
　　ヽへ＿＿_ノ　　　く＿＿＿＿（(　　　>､｀ｰ--‐'''"ll:: 　 ｀、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀ｰ-<;;;:::::゛ｰ--､　 ll　　　 i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀ﾞ､;:::　　　｀ヽjl　　　j
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀ﾞｰ､______人___ノ 
　

692  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/06/24(月) 22:35:36 ID:auXVs.J.0
　
　　　　　　　　　＿＿＿＿
　　　　　　 ,. -'"´　　　　　　｀¨ｰ ､
　　　 　 ／　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　/　　　　　　　　　　　　　　　　',　　　　ま、まあ、
　　　./　 　 Ｕ 　 　 　 　 , -‐ 、 　 　 ',　　　自然保護区の指定はしておきますんで
　　　l　　＿＿＿ノ　 　'´ 　 　 ＼　　 .l　　　それで勘弁してくださいお。
　 　 l　 ( 乂ｿ 　ﾉ　 　　ヾ＝=ﾂ　　 　 l
　　　.',　　　　,　　　　　 ヽ 　lilil　u 　 /　　　　財政に余裕ができれば
　　 　 ＼　　 l　 　人＿,/l 　　　　 ／｀ヽ　　　保護政策に本腰を入れますし。
　　　/ 　｀ー､｀ｰ´ 二二ノ 　　　‐'　　　　',.
　　./　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　っ
　　　　　　　　_, -ヘ.:,ｨ'`‐-､　つ
　　　　　　 ／::::::::::::∨::::ヽ::::＼
　　　　　 ,ｲ.:/.:::/.:,ｨ::::::,ﾍ:::i､.:.､.ヽ
　　 　　〃:.,'.:.:./.:/ ￣ u ヽ!i:::し -､
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　　○
　　　Ｏ　　人
　　　ｏ　人 人
　　　 ||人 人 人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～♪
　　　人 人 人 人
　 ／|￣￣￣￣￣|＼　　　　　　　　　　　　　　～♪　　　　　　　　　　　　～♪
　 　 | 　 □□　　 |　　　　　　　　　　　　～♪　　　　　　　　～♪
　 　 | 　 □□　　 |　　　　　　　∧＿∧　 ∧＿∧　　∧＿∧　 ∧＿∧　　∧＿∧
─卜| 　 □□　　 | ────（´∀｀　）-（´∀｀　）-（´∀｀　）-（´∀｀　）-（´∀｀　）─
　　ヒ|　　　　　　　|　　　　　　⊂　　Ｕ ）⊂　⊂　 ）⊂　⊂　 ）⊂　⊂　 ） ⊂　⊂　）
　　　￣||￣￣￣||￣ Ｌ　　　　　　Y　 人　　 Y　 人　　Y　 人　　 Y　 人　　Y　 人
　　　　 || 　 　　 ||　　　Ｌ　　　　 （＿）`Ｊ　 （＿）`Ｊ　 （＿）`Ｊ　　（＿）`Ｊ　（＿）`Ｊ
　　　　￣　　 　 ￣
　
　　　　　　　　　　　　　　　高級ロッジに向かう観光客たち
　
　
こうして、北部での観光開発がスタートする。
チョベの入り口であるカサネや、
オカバンゴ湿原の玄関口のマウンを中心にホテルやコテージが立てられ、
サファリ用の設備が整えられた。 
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　　　○○○
　　○ ･ω･ ○　あの人間たち、なにしてるのかなー
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　　.c(,_ｕｕﾉ
　
　
// // //／::　<　　 ＿,ノ｀' 、ヽ､＿　ノ 　;;;ヽ　 //
///// /::::　　　（y○'）｀ヽ) ( ´（y○'）　 　　;;|　　/
// //,|:::　　　　　（ (　/　　　　ヽ) ）+　　　 　;| /　　　　　　　　　　助けて！
/ // |:::　 　　　+　 ) ）|~￣￣~.|（ (　　 　 　 ;;;|// ////
/// :|::　　　　 　　（ (||||! i: |||! !| |) ）　 　 　 ;;;|// ///　　　　　　　おはようからおやすみまで
////|::::　　　　+　　 U | |||| !! !!||| :U　　　;;; ;;;|　///　　　　　　　　ライオンがくらしを見つめるんです！
////|:::::　　　　　　　| |!!||l ll|| !! !!| | 　　　;;;;;;|　////
// / ヽ:::::　　 　 　　| !　|| |　||!!|　　　　;;;;;;/// //
// // ゝ::::::::　:　　　| ｀ー----－'　|＿_／///
　
　　　　　　　　　　　　　観光客
　
　
この観光業は大きく成長した。
各地で開発が進む中で、
近くからライオンなどの野生生物を眺められる場所は少なくなってきていたのである。
　
治安の安定もあり、南アフリカやヨーロッパから多くの観光客がボツワナに押し寄せ、
観光業は鉱山業に次ぐ主力産業へと成長した。 
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観光客はサファリでライオンやゾウに歓声を上げ、
湿原ではモコロと呼ばれる手漕ぎの刳り舟に乗って
カバやワニを眺めていった。 
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やがて財政に余裕ができると、環境保護政策が本格化した。
宿泊施設に制限を加え、また自然保護区内における人間活動に大きな制限を加えた。
保護区内に点在する集落に対しては、インフラの整った新居住区を用意することで
退去と移転を促した。
この政策はのちに深刻な問題に発展するが、これで自然保護がより効果的となったことも事実である。
　
加えて高級路線をとったために、
観光客の総数はそれほど多くはならなかったことや、
政府と観光業界がともに自然保護が観光の役に立つことを理解していたこと、
政府が機能的だったために保護政策が実質を伴ったものになったのも功を奏した。 
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2013年現在、自然保護区はボツワナの総面積の38％を占める。
　
そして観光客はこの豊かな自然を楽しむためにボツワナを訪れ、
観光業は今もボツワナの主要産業の一つとなっている… 
　







第十二話「資源の呪い」
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1972年。
この年を最後に、ボツワナはODAの行政経費への充当を中止する。
行政費程度は税収によって賄えるようになったということである。
　
もちろん、開発に充当する本来のODAは供与が続いている。 
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アフリカで国が次々と独立すると、
東西両大国は、競って新独立国に援助の手を差し伸べた。
旧宗主国が維持しきれずに手放したこの地域には、
一種の力の空白が存在していたのだ。
　
大国はこの地域に競って多額のODAを投入し、
各国を自国の勢力圏に引き込もうとした。 
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　　　　　　　新独立国高官　Mさん
　
こうして送られた多額の援助は、
しかしほとんど何の役にも立たなかった。
　
行政が機能せず腐敗が止められない状況で、
役に立つわけがなかった。 
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ODAは高官たちが自らの支持母体に分配できる「富」となった。
開発の理念は忘れ去られ、ODAの多くは事業に利用されず消えていった。 
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援助国側もこうした実態はおぼろげにはつかんでいたものの、
このころはまだそこまでこの点が問題視されているわけではなかった。
　
援助で相手国が発展するのなら文句はないが、
自国の勢力圏に入ってもらうのがまず第一だったからである。 
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援助される側も、そのことは見透かしている。
少しくらいの浪費では問題にならないと、高をくくっている面があった。
　
この状況にメスが入れられるのは、1980年代末以降となる。 
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援助計画は厳選され、
相互に矛盾がない上にボツワナ政府の政策に沿った計画のみが選ばれた。
計画は、有能で清廉なボツワナの官僚の手で、確実に遂行されていった。
　
援助計画を厳選したことには、もう一つ効果があった。
援助自体が、ボツワナ政府の維持しきれる範囲におさまったことである。 
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途上国がノリと勢い…失礼、
ダメモトで言ってみた…いやいや、
実現性の方向にチャレンジした計画を提出し、
援助国側がうっかりGOサインを出した計画では、
仮に施設が完成しても、
途上国側が維持しきることができないものが多く出た。 
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それどころか、普通はさほど維持の難しくないはずの
病院や道路などの基礎インフラですら維持しきれず荒廃するものが続出した。
　
行政能力の低下している新独立国群は、
既存施設の維持すらできなくなってきていたのである。 
　

243  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/07/11(木) 20:34:06 ID:8sgT3lRc0
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 _＿＿＿__
　　　　　　　　　　　　　　　 /│　　　　 |
　　　　　　　　　　 　 　 　 │ |.　　†　 │
　　　　　　　　　　　　 　 　 |　|　　　　　|
　　ミﾐ皿皿皿皿皿皿皿皿皿|　　　　　|皿皿l￣￣￣l皿皿皿皿
ミﾐ彡ミﾐミ,,､田　田　田　田　|　　 　 ／|　　　　　　　　　　　　　|
ミミﾐミ彡彡ミ 　 　 　 　 　 　 |　　／ 　 |　　　　　　　　　　　　　|皿皿皿皿皿
ミ彡ﾐミﾐ彡ﾐﾐﾐ　田　田　田　.|　 │　　 |　　　　　　　　　　　　　|　　　　 　 　 |
ミミミﾐ巛彡ミミ,　　　　　　 　 |　 │　　 |　　　　　　　　　　　　　| 田　田　田│
ミ彡彡ﾐﾐミミミミ　　　　 　 / !￣￣￣￣|　　　　　 　 　 　 　, 　 |　　 　 　 　 │
ﾐミミﾐﾐミ彡ﾐミ　　 　 　 　 |　|.　 　 ---│ 　 |￣￣|　 |￣￣|.　│ 　 　 　 　 │
|　 i;ll;:|　　　　　　　　　　　|　|　　　┌─|　　 |┐　 |　 |┐　 | 　 !　 　 　 ;;;;;;;;;;;:
|　ﾉ!i;::i　　　　　　 　 　 　 ヽ |＿＿_.!＿_|　　 |┘　 |　 |┘　 | 　 ! ＝＝;;:;::;;;;;;;;;;:
|二二二二二二二二二|.　　　　　 　 　 |＿_..|＿＿|＿|＿＿|____|.:.:.:.: ... .. .
:.:.:... ...:.:.: .... .. ..:.:.:..: .:.:.:.:.:.:.:.... .. ..　　　　　　 :.:.:.. .:.:.:.:.... .:.:.:.:.:..... ... .. ..
. :. .:.:.:.: .: .... .:.:.:. .:.:.:.: .: ... .. :. .:.:... :.:.:... ...　　　　 .. .. ... ..:.:.:..: .:.:.:.. .. ..:.... ... . ..
　
　
ボツワナではこういったことは起こらなかった。
一度建設された施設にはきちんと維持費が充てられ、
適切な管理がなされていった。
　
地方間における配分の不公平も最小限のものだった。 
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こうして、ボツワナへの援助は経済成長に大きな役割を果たすこととなった。
ダイヤモンド収入だけでは不十分だった部分を、
援助で補うことに成功したからである。 
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しかも、ボツワナの政権は安定しており、
貴重な資源も見つかったため、
西側諸国のボツワナへの援助額は増加を続けた。
一人当たり援助額は1960年代の一人当たり17ドルから、
1980年代には一人当たり100ドルにまで伸びている。
ボツワナでこの時期人口爆発が起こっていることを考えると、
この伸びは相当なものである。
　
一方で、予算に対する援助の割合は一貫して急減を続けた。
援助が激増しているのに割合が急落しているというのは、
つまりは経済開発がうまくいったということである。
　
援助を経済開発に、つなげることができたのだ。 
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…なかった。
前にも書いたとおり、この時期は影響力の拡大が重視されており、
援助が適切に使われているかについてはあまり考慮されていなかったのである。
これが問題になるのは80年代以降、最重要課題となるのは冷戦終結後となる。
　
よって、このころはまだボツワナの政策は誰に注目されているわけでもなかった。
　
しかし、これは後々決定的な要因となる。
ボツワナではなく、ほかの新独立国のほとんどにとって。 
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受けた援助を正しく経済建設に使えれば、
何も問題はない。
被援助国は経済が成長するし、
援助国も市場と影響力をそれぞれ確保できる。
　
もう一度繰り返すが、
援助は正しく使用すれば何も問題はない、
どころか非常に有効なのだ。
大事なことなので二度言いました。
　
　
しかし、上記のように、ほとんどのアフリカの新独立国は
援助を国家建設に利用しなかった。 
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さて、ここで少し話題を変える。
　
独立したばかりのアフリカ諸国では、
産業が発達していない。
よって、住民の多くは農村におり、
農村こそが経済の基盤であるはずだった。 
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だが、ほとんどのアフリカ国家において農村は軽視された。
ほんのわずかな都市住民のために経済建設のリソースが割かれ、
農村は放置された。 
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これは、アフリカの歴史自体と関係がある。
　
歴史上存在したほとんどのアフリカ国家において、
国家の基盤は農村にはなかった。
遠隔地との商業取引が国家の財政基盤で、
それに乗っかる形で国家が成立したのである。 
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これと対照的なのがアジアで、
特に東アジアや東南アジア大陸部においては、
国家の基盤が農村におかれた。
　
農村からの徴税（いわゆる年貢）が国家財政の基盤となったのである。 
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このため、歴代の為政者はそれぞれの農村を掌握せざるを得ない。
掌握し徴税するということは、
その対価として安全やインフラなどの対価を提供する義務が生じる。
　
結果として、アジア諸国は
農村からの徴税機構、および統治機構がある程度成立したのちに植民地支配を受けることとなった。
　
植民地政府はこの機構をそのまま利用して統治を進めたため、
独立後も各国政府はある程度農村への支配力を持っていた。 
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　　　　　　　　　　　　　　アフリカの徴税官
　
これに対し、
アフリカでは農村からの徴税機能が未発達のまま植民地時代を迎えた。
植民地政府は人頭税や小屋税などで必死に農村部からの徴税を図るが、
アジアほどの成果を出さないまま独立を迎える。 
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そして、新政府もまた、農村部からの徴税制度の確立に失敗した。
というより、まともな官僚機構が残っていない以上、
新しい税制など確立できるはずもなかった。 
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こうなると、
新政府の税は都市や流通機構が中心となる。
具体的に言うと、関税や専売制などである。
もともと伝統的に商業関係からの徴税が中心となっていたため、
こちらからはまだ何とか徴税ができたのだ。 
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しかし、独立当時のアフリカ諸国など、
ほとんど都市が発達していない。
　
しかも、都市の徴税制度も農村よりはましというだけである。
　
その状況で都市重視政策をやっても、
税収が伸びるわけはなかった。 
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本来なら、ここでなんとしてでも農村部への徴税を強化すべきなのだが…
ここで援助が出てくる。
出てきてしまう。 
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援助と天然資源。
この2つは、どこの国の政府にもそれなりの収入を与えた。
　
この二つの収入には共通点があって、
どちらも徴収に手間がかからない。
　
天然資源は開発企業がまとめて払ってくれる。
許認可権は国にあるから、資源企業もこの時代になるとそうそう無茶はできない。
そして、援助は先進国から文字通り降ってくる。
　
簡単に金が入ってくるのなら、苦労してそれ以上の収入を上げる必要はない。
こうして、徴税制度の確立はなおざりにされた。 
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ここでボツワナのように、資源収入や援助を地方にもきちんと注ぎ込んでいれば、
まだよかった。
　
ボツワナは資源収入を地方の整備に回すことで、
統治機構の弱体化を防いだのだ。 
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しかし、前にも書いたとおり、
ほとんどの国では有力者とその庇護下の民ばかりに支援が回った。
　
残った資金も、前述の理由で都市へとつぎ込まれることが多くなった。
都市というより、厳密には首都であるが。
　
首都こそが有力者の住まいであり、政府機関もあり、富の分配の中心となったからである。
政府のおひざ元のため、ここで暴動などが起きると一発で支配が揺らいでしまうという事情もある。 
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しかし、このような政策の結果、
有力者の出身地を除く、
ほとんどの農村が政治から離れた存在となってしまった。
国民の大半は農村に住んでいるというのに。 
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そして、徴税能力は行政能力と直結している。
地方の状況を把握し的確に徴税するくらいの能力がなければ、
地方で政府の命令を実行することなどできはしない。
　
それに、地方に徴税機構を張り巡らせるということは、
それだけ地方に行政機構を整備するということと同じである。
　
教育と公衆衛生に関しては不十分ながらも多くの国が地方にまでネットワークを張り巡らせたものの、
肝心の徴税機能がダメでは立ち枯れてしまう。 
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ここで徴税を捨ててしまったので、
新国家群は地方の行政機構に力を入れる必要をなくした。
地方の行政は形がい化し、機能不全のまま放置されるようになった。
　
教員のいない学校、薬のない診療所の誕生である。
　
しかし、これだけならまだよかった。 
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見捨てられた地方では、やがて弱体化した地方行政機構の合間を縫って、
治安維持のための顔役が登場してくる。
彼らはやがて武装化し、何もしてくれない中央政府に反抗するようになった。
　
こうなると内戦である。 
　

299  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/07/11(木) 21:37:50 ID:8sgT3lRc0
　
//////////////∧　　／　／　　　　　　　　　,、 ,、　　　　　　　　　　　 ヽ
､//////////////∧／　／　　　　　　　　 　 厶∨ﾍ　　　　　　　　　　　　 l
. ＼/////////////∨´/　　　　　 /　　/　　/　　　　!　　　　　　　　　　　　ｌ
　　＼////////////∧l　　　　 　｜　　|　 ｜　　　　|　/ヽ　　　　　 　 　 　!
　　　 ＼///////////∧ 　　 　! 　!　　ﾊ　　l　　　　/ /　 | 　/　　　　　　 ,
＼　　　 ＼//////////∧. l　　| 　|､__,ｨ弋´ |　　 ｀/''ナ一!-/　　　/　　 /
　 ＼　　　 ＼,/////////∨、　ヽ ヽ＼f乞ヾ、　 /ｨ乞ミk/ /　　　/　　 /
　　　＼　　　 ､ ////////∧ヽ　　＼∨f:::::}　｀　 　l:::::::::::ﾚﾒ　　　/　　 /
　　　　 ＼　　 ヽ////////∧　＼　 ヾ 弋ｿ　　　　弋:zソ/ 　　／　　 /
　　　　　　＼　　 ､///////.∧／ ＼ ゝ　　　 ,　　　 　 ／　 ／　　　 /
　　　　　　　 ヽ　　ヽ///////∧ 　　 ｀ヽ、　　ｰっ　 ／_'７´　　　　,.ｲ|
　　　　　　　　 ヽ　　＼//////∧ 　　　　 ＞､　　　 _,ｨ /　　　　　/　｀
　　　　　　　　　 ヽ　　 ヽ,/////∧/7／!/　　　｀丁　 / 　 　／／
　　　　　　　　　　 ＼　　ヽ/////∧/ ＿＿_ ,. イﾍ!　/　　／,イ┐
　　　　　　　　　　　　ヽ　　ヽ/////ヾヽ　ヽ:::::::::|´ﾉ /　,／!/／:::::／｀ィ─- ､
　　　　　　　　　　　　　｀ 丁￣∧二∧_＼ ヽ::::::ﾄ'´｀!　/ ／::::::／／´　　　　ヽ
　　　　　　　　　　 　 　 　 |　/ f'ヽ'￣_,.）.|＼ ＼l'´｀ｌ //:::::::／／　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　 　 |/　 |　　　　,.）!　 ＼ !_イ/-─' ,イ 　　／　　　 　 !
　　　　　　　　　　　　　　　　 r |　　　 ´ 〉＼＿_ヽ／￣￣/ |　 ／ 　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾚ'|　　　　ノ!,.ヘ / ７￣￣ ´　r_'´＿,. - 、 　 　ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　 /__/　　　/／　　 ヽ |　　　　 /´＿＿_　　 ｀ヽ　/
　　　　　　　　　　 　 　 　 /ｰ/　　イﾍ,／´__　　 ＼　　 /, -──ｰ ｀ヽ　 Y
　
　
まずいことに、多くの国の財政のもう一つの柱である資源は、
首都にはない。あるわけがない。
　
資源を生み出す鉱山は首都から遠く離れた山の中にあるわけだが、
ここの支配体制はどうしても首都と比べて弱くなってしまう。
　
地方に生まれた武装組織はこれらの鉱山に進駐し、
やすやすと支配下におさめた。 
　

301  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/07/11(木) 21:39:53 ID:8sgT3lRc0
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　│:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::^ゝ、
　　　　　　　　　　　　　　　　 丿:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　　　　　　　　　　　　　,'′―――――――――‐‐---___:::::::::::::::::│
　　　　　　　　　　　　　　　 l′__＿＿_＿___＿＿＿　　　　　　　 ＾‐‐--___ゝ
　　　　　　　　　　　　　 __┘:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::￣"───‐ｰ......_　　　ゝ
　　　　　　　　　_..ｒ─"´::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ''ー--'ﾍ
　　　　　　　　　'''''''广"ﾞ'、 _／: : : : : __ ￣￣￣─‐--....,,__::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::`ｰ
　　　　　　　　　　 │ 1 ,'_r′_一''"￣ 　　●　 「: u: !　 　　.. ﾆ^''‐ｰ--..、:::::::::::::::::::::ゝ
　　　　　　　　　　:ｌ－ |〃: u : ゝ　　　　　　　　_/: : : '、●　 ｀''ｰ 、　　ゝ￣￣￣､
　　　　　　　　　./’　 ﾉ: : : : : : ＼、　　　　 _／ _‐'u　ゝ 　　　　　　　`'ゝ: : ｌ│-　ゝ　　　　　　ウチだって、
　　　　　　　　 丿　 丿　 ､_　　　, `''ー‐‐'''´:广’　┴ｘ ﾞ' ､　　　　　_／:u: : :ﾞl＞ │　　　　　　別に払いたいわけではないんですが…
　　　　　　　　│　 │　　　｀"' 丿　　　　　　`‐ ､_..--′　｀''‐‐ｰ‐": : : : : : : 〕　　、
.　　　　　　　,ノ'、　卜　　　 ....ｔ{ --..------―-＿........_ 　　　　　 ｀'ｰ--－　│　 ﾍ、　　　　　これまでの投資を考えると、
　　　　　　／:::::＼ :ﾄ　　　´｀|'、 了"'''''''f''''''''''''''￢‐-- ユっ-..,,　　　　　　　 │　　 ｌ-､　　　　　むざむざ撤退も…
　 ,,..ｫ-―''′:::::./アﾞｒ　　　　 | ﾞｰ∟　　ﾉ　　　 亅　　　「　 ｀`T''''ﾞ'‐＿ 　u.　│　　丿::::^''::- 、_　 ..､
../　 〕 〕:::::::::::::/丿:::::'、　u 　 .儿.. ｀`ｰ'ゝ､....,,__」　　　 │__＿∟--ﾃ　｀　　 丿　 丿::::::::::::::::::￣''┤
　　　 丿:::::::::::,'丿:::::::::ﾍ　　　　 <ﾍ `ーy..__ 　 ￣￣￣￣｀　 __＿ ﾉ　　　　 ./_,,..r' 丶:::::::::::/''ア'L⊥
　　　ｲ　 ..ｒニヽ、:::::::::｀ぅ 、　　 ｀.. ＼│　｀`'''''ｧ――'ナ''''"´] rソ　　　　 ノ´　　　‐ヽ_:::::│''ｰ''´`''
　　　 | ‐’　ヽ/ 卜:::::::::::ヽ＼、　　 ＼ `ゝ__　　 |　　　 〔　　..rク'′u　　 ／　　　　　./ 冂l!'⊥_
　　 丿　　　 ,,／::::::::::::::::ﾍ　^' ､、　　｀''‐.. ＞ｰゝ----ゝとン'´　　　　..〃　　　　　　ｌ ´ﾞﾞ　　 ｀'、
　　/　　　 _/ ..‐i弋┐　　 '、　 ｀ヽ..,,＿　　　ﾞﾞ''''''''''''''''"´　　　　_,v‐' ／　　　　　,,,,_ ﾞゝ　　　　''、
　 －　　　:|┘　 ゛’ ′　　 ﾍ、　　ノ ｀^ゝ､_ 　　　　　 __..x....-‐" 　／　　　　　/ |'ア'' ､ヽ　　　 │
　　　　　 丿　　　 /　　　　　 ゝ ,,/::::::::::::::::::ﾞ''''―‐'''''^′::::ヽ　　／　　　　　　 '、｀　　 '''、　　　ゞ
　　　　　│　　　ｒ′　　　　　　`′:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ﾍ／　　　　　　　　 ヽ、　　　′
　
ここで注意しておきたいのは、
鉱山企業が反政府勢力をあおって反乱を起こさせる、ということはほとんどないということである。
　
考えてみればすぐわかる。
鉱山企業だって企業である。
企業が私兵を雇って自社の鉱山を警備せざるを得ない、などという状況が、
経営的に望ましいわけはない。
　
企業としては、安定した政権が国土をきちんとおさめてくれるのに越したことはないのだ。
なにしろ、鉱山は逃げられないのだから。
　
しかし、周囲を反政府勢力に囲まれた場合、
鉱山企業としては反政府勢力に権利料を払わざるを得ない。 
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ここで思い出してほしい、新国家群の財政は鉱山と援助と専売制、それに関税に由来していることを。
徴税にそれほど頼ってはいないことを。
　
つまり、徴税というシステムがうまく機能していない以上、
一般市民は財政にあまり意味をもたらさない。
財政は鉱山利権によって賄えるため、
一般市民は利益構造に絡まない。
そのうえ、武力で無理やり制圧した地域においては、
市民の統制にも費用が掛かる。
　
　…つまり、　一般市民自体が、　不良債権と化してしまうのだ。
　
「資源の呪い」である。
　
こうなってしまうともはや救いはない。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武装集団（リベリア）
　
各地の武装集団は鉱山を確保すると、
その周辺にいる住民に対しありとあらゆる暴虐を働いた。
税収が見込めないのだから、丁重に扱う必要はないわけである。 
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集落を制圧すると、武装勢力は略奪を行い、
気ままに人々を虐殺した。
さらに生き残った人々に対しても、目や手、足を切り落とすなどの蛮行を繰り返した。
こういった不具者は生産に寄与しないので、
この集落が属する民族の勢力がこの村を奪回した場合、経済の足かせになるのである。 
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さらに武装勢力は、子供や女性を大量にさらっていった。
女性は娼婦に、子供は少年兵にするためである。
　
ここまで状況が悪化すれば、
もはや国家など崩壊同然である。
内戦が終結したところで国家復活の道のりは非常に遠くなる。
じっさい、この状況がなんとかおさまったリベリアやシエラレオネでも、
復興は遅々として進んでいない。 
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ここまでの状況は極端だが、
それでも徴税能力の低さと地方軽視が生んだ弊害は
相当なものだった。
　
ボツワナは、
収入の的確な使用によってこの罠からは逃れることができた。
　
特に援助を的確に使用できたことは、
以後の経済発展にとって重要な役割を果たすこととなる… 
　







第十三話「民族問題」
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ボツワナは、他のアフリカ新独立国と違って民族問題がさほど深刻ではなかった。
民族的にツワナ人が多く、ほぼ8割を占めていたことが理由として挙げられる…
が、それだけが理由というわけではない。
　
アフリカには自民族率がほぼ100％という国も存在する。
その国の名は…
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　　　　　　　　ソマリアのみなさん 
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というわけで、多民族国家でないからといって民族紛争が起こらないわけではない。
民族紛争が起こらないためには、どうしても国民意識…までは不要でも、
その前段として同じ領域内に住む人々に同族意識がないとどうにもならない。
　
そしてボツワナには、その同族意識は確かに存在した。
それは、なぜか。 
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答えは簡単で、
明確な敵が存在していたからである。 
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ここで話は少しさかのぼる。
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1895年9月6日、イギリス南部・プリマス港。
この港に、英国保護領ベチュアナランドの3人の首長が降り立った。
彼らはすぐに列車に乗り、英国首都・ロンドンへと向かった。 
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ングワト族国王　カーマ3世
　　（やる夫の祖父） 
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　　　　　　　　ングワケツェ族国王　バトエン1世
　　　　　　　（ボツワナ国民戦線・バトエンの祖父）
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　　　　　　　　クウェナ族国王　セベレ1世
　
ベチュアナランド保護領で最も有力な3国王がイギリス本国までやってきたのは、
もちろん観光のためなどではない。
　
彼らがここにいる理由を語るには、もう少し歴史をさかのぼらねばならない。 
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　ズールー国王　シャカ・ズールー
　
1820年代、南部アフリカは動乱の時代を迎えていた。
現在のナタール州に位置するズールー王国の国王、シャカ・ズールーが
猛烈な勢いで周辺各国を侵略し始めたのである。 
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画期的な軍制のもと強力になったズールー軍は、周辺民族を文字通り蹂躙した。
彼らが進攻した土地では略奪暴行虐殺、あらゆる暴虐が行われ、
とくに被害のひどかったハイフェルト地方（南アフリカ共和国北部）は無人の野と化したとされる。 
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このズールーの進撃に、周辺諸民族は大混乱に陥った。
この混乱ぶりは半端ではなく、中にはングニ人のようにほとんどアフリカ大陸を半分踏破し、
2000㎞以上離れたタンザニア南部にまで逃れた民族すらいたほどである。
　
あまりに多くの民族が潰走したため、この現象はムフェカネ（大潰乱）と呼ばれるようになる。
　
ツワナも例外ではなく、それまで北部の辺境にすぎなかった
現・ボツワナの領域に逃れるものが続出した。 
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さらに、ズールーの軍事制度と文化を各民族が取り入れるようになった結果、
逃れてきた民族同士で戦争が頻発するようになった。
南部アフリカの秩序が崩壊してしまったのである。 
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　　　　　　　　　　　　ボーア人たちの幌牛車
　
　
そのうえ、さらに混乱は拡大した。
南のケープ植民地のボーア人たちが、
軍事的空白のできたハイフェルト地方へと進攻をはじめたのだ。
いわゆるグレート・トレックである。
　
組織力と軍事力に優れた彼らは、あっという間にトランスヴァールとオレンジの2国を建設し、
ツワナ人居住地域の南部（ツワナ人の4分の3が住む）を占領して、
さらに拡大を続ける姿勢を見せた。 
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こうした周辺勢力に、ツワナ人は軍事力では対抗できなかった。
しかし、このままでは早晩どこかの勢力に飲み込まれてしまう。
独立を保っている北部だけでも、なんとか安全を確保しなければならなかった。 
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白羽の矢を立てられたのはイギリスだった。
当時イギリスはケープから内陸を北に向かっており、
その通路として、また東のトランスヴァールや西のドイツ領を牽制する意味で
ベチュアナランドは押さえておきたいところだったのである。 
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こうして、和約は成った。
英国はこの地方にあったツワナ人の8か国と相次いで条約を結び、
1885年、英国保護下のベチュアナランド保護領が成立する。
　
しかし… 
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　　　　　　英領ケープ植民地首相　セシル・ローズ
　
1890年ごろから、南の英領ケープ植民地の首相である
セシル・ローズによってこの地方が狙われるようになる。 
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このころローズは、ベチュアナランドの北東にあるショナ人やンデベレ人の土地の侵略を進めていた。
この土地はのちに彼の名をとって「ローデシア」と呼ばれることになる土地であり、
肥沃な高原が広がっていた。
　
ローズは早速黒人たちの土地を取り上げ、白人を入植させて大農場を作っていく。
その過程で、ケープとローデシアの間に鉄道を走らせる計画が浮上した。 
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この鉄道は、地理的にベチュアナランドを走らざるを得ない。
トランスヴァールは当時独立国であり、ここにイギリスの鉄道を走らせるなどできない相談だったからだ。
　
そこでローズはベチュアナランドを彼の支配下にあるイギリス南アフリカ会社に組み込み、
支配を強化することをもくろんだのだ。 
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このニュースに、ツワナ諸国はあわてた。
ローズがケープやローデシアで何をしているか、
首長たちは皆知っている。
　
ここでイギリス南アフリカ会社への併合を認めると、
自治権どころか彼らの土地まで白人に取り上げられる可能性が高かった。
ツワナで併合を望むものなど、一人もいなかった。 
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この危機に対し、ツワナで最も有力な3部族の王…
ングワト族国王のカーマ3世、ングワケツェ族国王のバトエン1世、クウェナ族国王のセチェレ1世…
は、英国国王への直接請願を決意する。
残る5部族…タワナ、ロロング、カトラ、レテ、トロクワ…
からも支持を受け、全ツワナ諸国からの請願という形が整った。
　
こうして冒頭の場面に戻るわけである。 
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イギリス植民地相　ジョゼフ・チェンバレン
　
ロンドンに上った彼らは早速植民地相のチェンバレンに面会し、
要望書を手渡した。 
　

770  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/07/24(水) 21:03:21 ID:zoxI23OA0
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 _,,,...---.､,,...__
　　　　　　　　　　 　 　 　 ,,.-''";;;;;;;;;;;;;ミ;;;;;;;;;;;;"'''ヽ
　　　　　　 　 　 　 　 　 /;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ミ ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 i;;;;;;;;;;;;;;,,,.-''''" `''､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ
　　　　　　　　　　　 　 ヽ;;;;;;;;;ﾉ　　　　　　ヽ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;i
　　　　　　　　　　　 　 　 i;;-'　　　　　　 　 l;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;|　　　
　　　　　　　　　　　　　　 '|ﾞ"'=..,,　,,.=;;;;"ﾉ　 ヽ;;;;;;;..-､;;;i　　　チェンバレン殿に要望は伝えたが、
　　　　　　　　　　　　　 　 |=・＝i　ヽ-=・＝-　 i;;l,,.-､i　　　　これだけでいいわけはない。
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 | 　 ,ﾉ　 ､　　　 　 　 | -''.ﾉ　　　　
　　　　　　　　　 　 　 　 　 |　( __ _ ,)　　　　　　l,,...ﾉ　　　　　なにか他に手はないものか。
　　　　　　　　　　　　 　 　 | ,,.-'' ﾞ-,,　　　　　 ﾉ T
　　　　　　　　　 　 　 　 　 ヽ"-─--`　　 　 /　 |
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 _ヽ-iiiiiiiiii　　　 ノ_,,.-''iヽ
　　　,,,..---------､,,.-'''''''"ヽヽ;;;;;;;;;;　...-''￣_,,.'"/ﾆ"''-..,,,
　　 [==========il-''';;;;;;;_---ヽ ヽ--''" ／-'''";;;;;;;;;;￣"''､ヽ 
　

772  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/07/24(水) 21:06:13 ID:zoxI23OA0
　
　 　　 　　＿＿＿_
　 　　　／～～～ ＼
　　　／　　_ノ Ξヽ､_ ＼　
　 ／ 　　 （◎）―（◎）　＼　　　それに関しては、
　 |　　 ::::（（（__人__）））::::　|　　　ちと考えがあるのじゃ。
　 ＼　　　 　 ｀⌒´　 　 ／
　　／　　　　　　　　　　＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 _,,,...---.､,,...__
　　　　　　　　　　 　 　 　 ,,.-''";;;;;;;;;;;;;ミ;;;;;;;;;;;;"'''ヽ
　　　　　　 　 　 　 　 　 /;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ミ ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 i;;;;;;;;;;;;;;,,,.-''''" `''､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ
　　　　　　　　　　　 　 ヽ;;;;;;;;;ﾉ　　　　　　ヽ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;i
　　　　　　　　　　　 　 　 i;;-'　　　　　　 　 l;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;|　　　
　　　　　　　　　　　　　　 '|ﾞ"'=..,,　,,.=;;;;"ﾉ　 ヽ;;;;;;;..-､;;;i　　　ほう。
　　　　　　　　　　　　　 　 |=・＝i　ヽ-=・＝-　 i;;l,,.-､i　　　　
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 | 　 ,ﾉ　 ､　　　 　 　 | -''.ﾉ　　　　というと？
　　　　　　　　　 　 　 　 　 |　( __ _ ,)　　　　　　l,,...ﾉ
　　　　　　　　　　　　 　 　 | ,,.-'' ﾞ-,,　　　　　 ﾉ T
　　　　　　　　　 　 　 　 　 ヽ"-─--`　　 　 /　 |
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 _ヽ-iiiiiiiiii　　　 ノ_,,.-''iヽ
　　　,,,..---------､,,.-'''''''"ヽヽ;;;;;;;;;;　...-''￣_,,.'"/ﾆ"''-..,,,
　　 [==========il-''';;;;;;;_---ヽ ヽ--''" ／-'''";;;;;;;;;;￣"''､ヽ 
　

775  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/07/24(水) 21:08:51 ID:zoxI23OA0
　
　 　　 　　＿＿＿_
　 　　　／～～～ ＼　　　　　　実はこのイギリスの政体は、
　　　／　　_ノ Ξヽ､_ ＼　　　　ツワナとそう変わらないらしいんじゃ。
　 ／ 　　 （◎）―（◎）　＼　　　確かに王はいるが、民会で決められたこと以外は何一つできないそうじゃ。
　 |　　 ::::（（（__人__）））::::　|　　　
　 ＼　　　 　 ｀⌒´　 　 ／　　　違うのは、民会の上にもっと大きな民会があって、
　　／　　　　　　　　　　＼　　　各地の民会から選ばれた代表がその大民会で国のことを決めることじゃ。 
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こうしてチェンバレンとの会談が終わると、
3人はすぐにイギリス中の遊説に出かけた。
マンチェスター、リバプール、バーミンガム、シェフィールド、リーズ…
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一方、英政府内では…
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こうして英国政府が受け入れに傾いていたころ、事件は起こった。 
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トランスヴァールでイギリス系市民の不満を高まっているのを見たローズは
部下をトランスヴァールへと侵入させ、
イギリス系市民に武器を持たせてクーデターを起こそうとしたのだ。
ジェームソン侵入事件である。 
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　　　　　　　トランスヴァール共和国大統領　ポール・クリューガー
　
しかし、この計画はあっさりと失敗。
独立国に対し違法な政権奪取を試みたことが全世界に報道され、
ローズは面目を失った。 
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こうして併合は破談となり、
ツワナ諸国は鉄道用地を鉄道会社に提供するだけでよいこととなった。 
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こうして、ベチュアナランド保護領はイギリス南アフリカ会社併合をまぬがれた。

1910年の南アフリカ連邦成立時に同じ問題が持ち上がったが、

このときもツワナは代表団を派遣して併合を免れている。 
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このように、南アフリカはベチュアナランドの併合を狙い、
それをイギリスの力で撃退する、という状況が続いた。
また、南アフリカに出稼ぎに行くツワナ人たちも多く、
彼らの口から南アフリカにおける差別待遇も伝わっていく。
　
こうして、南アフリカはベチュアナランド8部族の共通の敵、
という認識が一般化してくる。
　
そして対抗のため、「ツワナ人」という意識が強固なものとなっていく。
　
同族意識の誕生である。 
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さて、ここで思い出してもらいたい。
イギリスが条約を結んだのは「ツワナ人の8か国」である。
　
他の民族もいるのだが、
彼らはツワナ人首長国の支配下にいたのである。
そして、そのままでベチュアナランドは「保護領」となった。
　
つまり、ツワナ人の優位が確立した状態で、
政治体制が固定されたのである。
　
これは独立した国名を見てもわかる。
「ボツワナ」＝「ツワナの国」なのだ。
他の民族がいようとも。
　
　
とはいえ、ツワナの下にいた諸民族は、
別に奴隷でも被差別民でもなんでもなかった。
　
ツワナではなかっただけである。 
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ボツワナ政府はその名の通り、
ツワナ系を柱とした国家だった。
　
しかし、保護領時代の政治秩序をそのまま引き継いだので、
他民族に対して特別敵対的な政策はとらなかった。
　
民族によって扱いに差がなかったのだ。
やる夫自身の思想…ノン・レイシャリズムもあるだろうし、
ツワナ人が圧倒的に力を持っているからこそ、
差別をする必要がなかったわけである。 
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　　　　　　　　カランガ人（12％）
　
この扱いは、諸民族に安心感を与えた。
第2民族であるカランガ人はじめ、
各少数民族とツワナの間に特に明確な敵対関係はなく、
共存は平和裏に行われた。 
　

828  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/07/24(水) 22:03:27 ID:zoxI23OA0
　
　　　　　　　　　　　　　 　　＿＿
　　　　　　　　　　 　　,．' ´　　　 ｀ﾞ`ヽ､
　　　　　　　　　 　 ,r' 　　,ｨ　ﾉ ,.r'´｀ヽ､.＼
　　　　　　　 　 　 ,!　,r'⌒'''ﾞﾞ"´　　-‐'' 'i　i
　　　　　　　　　　,!　{. ,r＝z､,　 ､_,z＝､ |　l
　　　　　　　　 　 l　 ,!　 ,ｨtｧゞ,　''rtｧ､　ﾞi.　|　　　　どうやらこの政府は悪くないな…
　　　　　　　　　　}r,ｿ 　, '' '´,j　: ｀` ''　 ,ir ,!　　　　帰化してこの地に骨をうずめるか
　　　　　 　 　 　 ,!ｿ　　　　,ｲﾞ;;'';;ヽ　　　 'Y}l
　　　 　 　　 　 　ゞj 'i　 　 ,r＝=､　　　,' ,ｲﾉ
　　　　　　　　　　　ヽl. ', 　 ￣￣　　　 ,',ｲ
　　　　　　　　　　　　| ﾄ､　 ｀￣´ 　　 ﾉ ,|
　　　　　　　　　　 　,f_j_ ＼ ､_＿　 ,ｨ' ,/_!､
　　　　　　　　　_, イ　　￣｀`>=;r''´'￣　　 ヽ
　　　　　　_,ｨ' ´　 l　 　　　,ｲ　　 ヽ　　　　　,!｀ヽ､
　　　-─'' /　　　 | 　　 ／i　　　 ,!｀､　　　 ,!　　　｀i ､_
　　　　　 /　 　　 ∧ ／　　〉-‐-〈　 ヽ 　 ,ﾍ　　　　l　 ￣
　
　　　　　　　　　　アフリカーナー（0.2％）
　
少数だがある程度の力を持っていたアフリカーナーも、
新政府成立後は政府への協力姿勢をとった。
　
もともとこの地域のアフリカーナーは
ほぼ無人の不毛の地を自らの力と技術で切り開いた人々であり、
地域への愛着が強かった。
　
このため、ほとんどのアフリカーナーがボツワナへと帰化し、
国家の建設に力を発揮していくようになる。 
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　　　　　　　　　　　サン人（ブッシュマン）（3％）
　
こうして各民族が協力体制をとっていく中、
ひとつだけここから外れた民族がいた。
サン人（ブッシュマン）である。
　
サン人は狩猟採集民であり、
ツワナ人をはじめとする周辺の農牧民からはあまりの生活習慣の違いのため、
差別的な待遇を受けていた。
　
ただ、もともとサン人は狩猟民族で、
中央政界にはあまり関心を持っていない。
だからなにごともなければ、
特に無関心のまま過ごしていくはずだった。
　
だが… 
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1974年、
「遠隔地域開発計画」が策定される。
これは各地を移動しているサン人たちを定住させようというもので、
ダイヤモンド収入を使って住宅が整備され、
診療所や学校も建てられ、インフラもある程度整えられた。 
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インフラといっても、この時期はまだカラハリの奥地などに電気も道路も整備できる段階ではない。
整備されたインフラとは…井戸である。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【野生のスイカ】
　
カラハリはオアシスのたぐいがあまりなく、
それまで乾季の水源と言えば野生のスイカが主だった。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【甘くない】
　
スイカといっても原種であり、甘味はほとんどない。 
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ただしカラハリはスイカの原産地なので、
現地に適応したスイカがいくらでも生えている。
　
このスイカで水分を補給し、生活用水とし、体まで洗っていたのである。
　
しかし、水が入手できればもちろんそれがいいに決まっている。
水の全く入手できないカラハリにおいて、
井戸が整備されることには絶大な効果があった。 
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サン人の居住地域は基本的にカラハリ砂漠である。
採集でも生きていくのは厳しい土地で、当然、死亡率も高い。
そんな彼らを定住させることで、生活レベルと行政効率の向上を狙ったのである。 
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だが、この計画はサン人たちの反発を受けた。 
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しかし、サン人の間で組織立った反対運動は、
この時はなかったようだ。
　
というより、狩猟採集民である彼らに
そこまでの組織的な行動はできなかった、といったほうが正しいが。 
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ちなみにカーマもマシーレも、この件に関しては積極推進である。
時代的に、定住をやめさせるべきという考えはまだほとんどない。
逆に、どうでもいいと思っていたらこの政策はとらなかったはずである。
　
ボツワナ政府にダイヤモンド資金が流入しはじめていたことが、この政策を可能にしてしまった。 
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ツワナ人も、ほかの民族も、特に反対するようなことはなかった。
定住農耕民である彼らには、狩猟採集民であるサン人の危惧が理解できなかったのである。
　
移住は、予定通り実施された。 
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定住民にさせられた彼らは、ライフスタイルを変更せざるを得なくなった。
それにともない、狩猟採集に基づいていた文化は急速に変化していく。
完全に農耕民になったわけではなく、狩猟採集で暮らすものも多かったが、
彼らも何も理由なしに移動を繰り返していたわけではない。
　
定住化したことで、その周辺の食糧資源が枯渇してしまったのである。
　
とはいえこの時点では、不満はあるもののそれが表面化することはなかった。
　
この問題が表面化するのは、90年代半ばを過ぎてからである。 
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とはいえ、サン人という火種は残ったものの、
全体としてみればボツワナは民族問題をうまく処理することができた。
　
民族問題という大問題を抱え込まなかったボツワナは、
経済成長に最も必要な国内の安定を確保することができたのである… 
　







第十四話「言語と教育」
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前も書いたとおり、新独立国のほとんどは教育にはそれなりに力を入れていた。
独立して好転した、数少ない分野の一つである。 
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これは国民も歓迎した。
「勉強すればえらくなれる」という考え方は、なにも日本だけのものでもない。
むしろ、ほぼ世界共通の考え方である。
余裕があれば、親は学校に子供を通わせることをためらわなかった。
　
ただし、内実には大きな問題があった。 
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「教育は重要だ」とは、よく言われる。
とくにアフリカ支援においては、よく。
　
では、その教育とは、「どうやって」おこなわれているのだろう？
もっというと、「何語で」おこなわれているのだろう？ 
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そもそも、アフリカの国家ではほとんどの国で、言語は三層かそれ以上の構成になっている。
まあ、だいたい三層で見ておけば問題ない。
「公用語」-「共通語」-「民族語」という構成である。 
　

123  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/08/01(木) 19:44:58 ID:W4TuLyPU0
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　∧_∧
　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿.（ﾟДﾟ::）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　＿|￣￣|:::::）＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　 /　.|＿＿ｒ,,-,-,-i　/|
　　　　　　　　　　　　　　　/　　 　 　| l | l|/ /./|
　　　　　　　　　　　　　　　|￣￣￣￣￣￣~|/-'
　　　　　　　　　　　　　　　|_|￣￣￣￣￣ |_|
　　　　　　∧_∧　　＿ /|＿＿＿＿＿＿＿/|＿　 ∧,,,∧
　　　　　r（　ﾟД）　/＿| .|　　　　　 /　　　　| |＿　ﾐДﾟ　彡
　　　　　|　l　　 つ .品_|/ ＿＿_　 /　　　　 |/_品⊂　　 .ﾐ l
　　　　　| （＿　./　/二/三三/|　/ /三三/|　　　/ /　__,l .|
　　　　　|_r― ./　　　 /三三/lll / /三三/lll 　　/|./_-―､_l
　　　　　　　　/　　　　|＿＿_ll/./　|＿＿_ll/　　/ /
　　　　　　 　/―――――― /―――――‐/ /
　　 　∧_∧　　/|　　　　　　　/　　　/ /|三/|∧_∧
　　　（;;;ﾟд）＿| .| /二/　　　/ ./二/|_| |＿l/（дﾟ=）_
　　 r（#;;;;;;;つ,_|/　　　　　　./　　/二/|/品 ⊂　　=l l
　　 | （＿ / /三/|　　　　　/　　　　　　￣　//　 __,l l
　　 |_r―/　|＿,|/　　　　 /　　　　　/二/ //　/,--､l
　
公用語は政府の言語であり、
公的文書や政府内文書はすべてこの言語でおこなわれる。
英語やフランス語といった、旧宗主国の言語を使うことがほとんどである。 
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共通語は、商業取引や都市生活といった、
複数の民族が混在する地域で使われる。
　
その地方の交易や交渉の必要上自然に生まれてきたものが多く、
各民族語との距離が公用語ほどは離れていないので、
その地方の人ならわりとマスターしやすい。 
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そして民族語は、各民族の住む村や、居住する地方においてつかわれる。
各民族はもちろん民族語は全員使えるし、共通語もかなりの人が操れるが、
公用語は必ずしも普及しているとは言えない。 
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さてこの状況で、教育は何語で行われているか。
　
結論から言うと、ほとんどの国で「公用語」による教育が行われている。
教育カリキュラムも宗主国のほうが整っているし、
そもそも独立するまでもほとんどの国では公用語による教育しか存在しなかった。
　
それを引き継いでいるだけである。
　
しかし、これが大変な問題を引き起こした。
なにしろ、生徒の大半が公用語がわからないのである。 
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民族語で教育する場合であれば、こうなる。
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民族語が教育言語だと、これで済んでしまう。 
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しかし、もし公用語が教育言語だと…
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こういうことになる。
　
足し算でこの状態である。
しかも、ここからどんどん難しくなっていく。
　
考えてみてほしい。このスレを読んでいる人で、
英語で微分積分を説明されてわかる人が何人いるだろう？
ちなみに1は日本語でもわからない。 
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当然、ドロップアウト率も非常に高い。
授業で何を言っているかがわからないのだ、無理もない。
　
小学4年までのドロップアウトが新入生の半分を超える国すらあるのだ。 
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しかし、いい仕事に就くためには当然教育を受けている必要がある。
若いころにできていた仕事でも、年を取るとだんだんできなくなっていく。
そうしたときに教育がないと、路頭に迷う可能性が高くなる。 
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まずいことに、新政府の高官はすべてこの教育を受けた人々である。
つまり、この教育方法についてこられた人だけが高官になっている。
　
よって、彼らはこれがさほど重要な問題だとは思わなかった。 
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つまりは、こういう意識なのである。
政府の文書もジャーナリズムも、すべてが公用語で行われる。
対外交渉は言うまでもない。
　
教育＝偉くなる手段なのだが、この時期のアフリカにおいては偉くなる＝政府関係の職に就く、である。
つまり、教育＝政府関係の職に就く、が成立する。
そして政府とは、公用語ですべてが動く社会である。
　
公用語のできない人は、つまり出世レースからそこで外れる。
勝者が救済に動くわけがなかった。
　
エリート主義の教育の誕生である。 
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確かにこのやり方だと、全世界に通用する人材の育成は可能になる。
そりゃあそうだろう、こんな無茶なやり方で勝ち残った奴の頭が悪いわけがない。
　
それに旧宗主国の言語は英語やフランス語などの大言語が多いので、
マスターしてしまえばすぐに研究の最前線に出られるのだ。 
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セネガル大統領　レオポール・セダール・サンゴール
　
というわけで、カーマもそうなのだが、
基本アフリカの政府の高官は超エリートばかりだったりする。
留学経験は当たり前、博士号持ちはごろごろいる。
セネガルのレオポール・セダール・サンゴールのようにセネガルどころかフランス語圏有数の詩人として名を馳せ、
アカデミー・フランセーズに推薦されたような人までいたりする。 
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　　　　　　　　　　　　　　　アフリカ人エリート
　
　
が、これは猛烈な問題をはらんでいた。
なにしろアフリカ諸国の多くは、そもそも国家というものがうまく成立していない。
国民意識、それ以前の国全体の同族意識、そういったものがない状態でエリート層を育成すると、
彼らは何に忠誠を誓うだろう? 
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答えは「彼らの部族」または「対象がない」である。
国家などというものに忠誠を尽くす人間はほとんどいない。
　
それはそうだろう、まだ「国家」というものは、
彼らの国では空想上の概念と大して変わらない。
　
結果、せっかく育ったエリートはほとんどが自国に戻らないか、
戻っても自分や自分の部族のためだけに動くことになる。 
　

168  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/08/01(木) 20:31:26 ID:W4TuLyPU0
　
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 , -―､　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 | 　 　 　＿＿|_
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （　 ｆ⌒}　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 | 　 , .:::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　 　 　 　 　 l　　r ﾞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 |／.:::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　 |　_｣__　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 /.:::::::::::::::::::::::::::::::
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r '´　　|　　　　　　　　　　　　　　 　 , - ､r―‐- ､　 ;::::::::/l:::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　 -―‐-　､|　　　｜　　　　　　　　　　　　　 ／.:::::::::､ｖi::::::::::.､｀{:::/ﾘ　∨ヽ:::::::ト､:
　　　　　 　 ／.;.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:|　　　 ト､ __ 　 　 　 　 　 　 　 /.::::::;:ｲ:/　 l:::::::::::.ヽVl //////}::::::|　}
　　　　　　/.:.:.:{.:.:.:.:!:.:.:.:.:.:.::|　 ／｀　 ＼￣｀ ＜￣ヽ　　　/イ::/‐{/　 ‐ﾍﾄ:::::::::::! | ,. -‐┐ |::::::lノ::
　　　　　 ,:.:.:.;ｨﾍ:.:.:.ト､--:.:.:| .〈:.、.. ..　、＼　 　 ＼:|　　 　 /:/― L/ ―- ＼ﾄ､}:{〈　 　 |　|::::::l:::::
　　 　 　 {.:´:lﾘ　'; .:| rｧく ､:.|/:ﾍ:.＼:::::..＼:.＼:..:..:..:.i|　 　 ｲ::/-　'´ ﾞｰ-　-‐' |:::::::ヽ＼.　|　|::::::l:::::
　　　　　 l/ｌ:.代:）ヽ! ｀ｰ'　ﾄ{:::::/＼|｀ ｰ＿|::::::ﾄ､::::}:|ｌ　　　ﾚ{　 　 ,､　　 　 　 |:::::::::::＞r┴､!:::::::::::
　　 　 　 　 V:. 　 ＿　 　 l:.ﾘl::|‐-r┐'´　 lｧ::::|　V.::!:!.　 　 |:＼　ｌ__〉　　　　 ｣::::::;､:::} |:::::{/〉::::::::::
　 　 　 　 　 }.:ヽ　ヽ ）　ノ./ |L..ノr‐〒―'|:::::::l_ノ::::l::＼　　ﾘ|::/＞――ｧ　´ ﾍ::/＞、|::::::/ヽ:::::::::
　＿_ 　 ､__ノ:.}:}:.:|＞r '/:ノ.:.:l::ﾄ､　ｌ　ｌ　　 |::::::::l::::／￣ヽ＞_｣ノﾍ　ｊr‐'´ 〉、　／.:／　|::::,′ }ﾍ:::::
./ （_,ﾍ　　 7ノ/＞ｧ'7 (:(　 ノ.:::::::トl__ｊ_ . イ:::::::::} l　　　　）/　　　∨　　　　`/.::::/　　 |:::′　l　l::::
{　 　 ﾉ　 ／ｆ(ｲ　,' /　ﾉﾉ（:::::::::;:ｲ,.ｨ::｢　lノ::::::／｜　　 ノr{,　　　 '　　　 　 /.::::/, 　 　l::{　　,′l::::
.ヽ　 {　 （rﾍrｧ!　{,ﾉ ,（:{ 　 ＞:ﾉ| { {:::l　〈::::::く　r┴‐-〔 ／　 　 /　　 　 　 {::::::l/ 　 　.|::l　 ,′ ｌ::::
　l　 ｣┐　 /　　 |／　｀　（:＜　l lｲ::::!　|＞:ノ ｣_　　　/　　 　 ,′　　　 　 l::::::l　　　　|:::!　! 　 |::::
.<⌒´ノ!／{　　　|　　　　/ ￣　 〉 !::::l　|￣　｢　 ｀ ｰ |　　　　　 　 　 　 　 ｌ:::::l　　　　l::::l｜ 　 l ::
　l￣　 ト､ l　 　 | 　 　 /　　　 ,′l:::::l.｜　 ｜　　　｜　　　 l　　　　 　 ／.::::{　　　　|::::ｌ ﾄ､　｜:
　|　　 ｜ヽl　　r'　　　/　　 　 { 　 ';::::',.!　　 |　　　　|　　 　 l　　　　 ／.:::::／!　　 　 |::::l｜ ＼ｌ:::
　|　　　　　ｌ　　}　 　 ,′　　　 l　　 ';::::',　　｜ 　 　 |　　 　 l　　 　 〈:::::／　｜　　　 |::::| |　　 |:::
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　ある程度教育を受けた一般人たち
　
　
それに、産業化するには、
どうしてもあるていどの教育のある庶民が大量に必要になってくる。
　
しかしこのやり方だと、宗主国でも通用するような天才たちは出てくるが、
一般人となるべき、教育を受けた平凡な市民がいなくなってしまう。
　
　
このスレを見ている俺やお前がいなくなってしまうのだ。 
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それでも、一応民族語教育を行おうとした国はけっこうあった。
確かに、理念としては非の打ちどころがないのだ。
　
しかし、これがかなりの国でうまくいかなかった。 
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民族語は、ふつうどの国でも4つか5つはある。
そのすべての言語で教材をそろえ、教員を準備し、教育を行う。
　
公用語教育を広めるのさえ四苦八苦している政府にできる話ではなかった。 
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このため、民族語で教育をしようとしても、教科書や教員が確保できないことが多かったのだ。
特に、教科書や教材がひどかった。
　
内容が公用語に比べて劣っていたり、
そもそも教材が準備できないことも多かった。
　
その結果、せっかく民族語教育を始めても、理解度に違いが現れなかったところも多かった。 
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　　　　　　　　　　　モンスターペアレンツ
　
　
そして、何よりもまず親が、民族語での教育に反対した。
彼らにとって教育とは、なによりも出世の手段である。
そして出世とは政府機関に勤めることであり、
政府機関は公用語を使う場所である。
　
つまり、民族語で教育を受けても出世の役に立たないのだ。
　
民族語教育は強烈な抗議にさらされた。 
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こうして、まともに機能しないうえに抗議の嵐にさらされて、
民族語教育は幕を閉じてしまうところも多かった。 
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近代日本語の確立者って司馬遼太郎が言ってた（昔はブロマイドが高かった）
　
　
この状況を防ぐのに一番いいのは、もちろん各言語で高等教育まで全部してしまうことである。
日本語などはこのタイプで、母国語で高等教育まで一貫して受けられることが
教育レベルの向上と産業化をもたらす原動力となった。 
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しかし、これはアフリカ諸言語では不可能に近い。
自言語で高等教育を行うためには、
まずその分野を自国語で行えるだけの単語および記述法が整備されていなければならない。
それには、その言語で専門書が発行できるだけの市場が必要である。
　
しかし、使用者が少ない言語の場合、これができない。
専門書を書いても、買ってくれる人がいなくては採算が取れない。
それなら使用者数の多い言語で書いたほうがいいということになる。
　
津軽弁や鹿児島弁で書かれたマニュアルと日本標準語で書かれたマニュアル、
どちらが使用者が多いかということである。 
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それに、アフリカ諸語はこれまで産業化にさらされていなかったため、
高等教育を行うには単語と書き方の整備が必要な場合が多い。
　
岐阜弁や津軽弁で大学の教科書を書くことを想像してみればいい。
そもそも語彙（ことば）が圧倒的に足りない上に書き方が定まっていないので、
そのままでは教科書にならないのだ。 
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次善の策として、共通語で初等教育を行う方法がある。
共通語である程度の教育を行い、そこから公用語にスイッチするわけである。
　
具体的に言うと、こういうことになる。
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おわかりいただけただろうか。
このように、母語ではないにしろなじみのある共通語だとすこしは理解が楽になる。
　
それになにより、利用者数が国民の大半を占める場合、
文書にしろ教科書にしろ1言語分余分に作るだけで済むのだ。 
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それに、共通語での教育にはもうひとつ、
巨大な利点がある。
　
「国民」が作りやすいのだ。 
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「国民」をつくるためには、
まずその集団（この場合、国）に所属している人々に仲間意識を作る必要がある。
　
そしてそれに重要なのは、言語である。
その集団内で同じ言葉をしゃべる…つまり、意思疎通ができることは重要だ。
というより、意思疎通ができない相手を仲間とみるのはわりと無理がある。
　
スイスのように国内で言葉が違ってもまとまっている国家もあるが、
正攻法としてはやはり言語統一は必要だ。
　
公用語がこの役目を果たさない以上、共通語にこの役目が期待されるようになるのだ。 
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しかし、これもまたうまくいかなかった。
共通語というのは、あくまでもそのあたりの広い地域で通じる言葉というだけなので、
国境と重なっているわけでは必ずしもない。
コンゴ民主共和国やナイジェリアのように、共通語が国内に3つも4つもあったら、
民族語で指摘したのと全く同じ問題が起きるだけである。 
　

209  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/08/01(木) 21:41:09 ID:W4TuLyPU0
　
　　　　　　　　 |:.:.:.::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::l::::::|
　　　　 　　 　 |＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿__,l＿|
　　　　　　　　,':.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::l:::::|
　　　　　　　 /＿,,　--―――‐t―――----┴-{
　　　　 　　 /三ミミ三三三三三　　 　 r―､　　rﾐ、　　　　　　　　　　国内最有力の我がマロ人の言葉こそが
　　　　　　 ,'三ミミ三三三三三彡'　　　｀￣　　 ヾ'i　　　　　　　　　　共通語にふさわしいでおじゃ！
　　　　　　,'三ミミ三三三三シ´　　_,. - 、 :　　　_ l､
　　　　　 ,'ﾐﾐ.r＝=､三三三ミ　　.:.:.:.:ｨ'ら"i、.:.　:,らｯ'　　　　　　　　　　皆のもの、
　　　　　 l三{/ﾉ入 ＼三三ﾐ　　.:.:.:.:.｀`＝ﾞ^ .:　 'iｰ{　　　　　　　　　　雅なマロ語で勉強するでおじゃるよ！
　　　　　 ',三!l fラ人 ヾ三ミ　　　　　　　　　　　 ', ﾞ',
　　　　　　ヾ:tヽんぅ　 ',三ｼ　　　　　　　　 ,r __　 ） !
　　　　　　　丶丶二,ノ l三'ﾞ　　　　／　　,.　`´ 'ｰｲ,'　　　　　　　,r‐-　､
　　　　　　　　ヾミ　　　',三　,'　 ,:'´ﾄ、　　　　_,,__,/　　　　　　,､<_ｰ ､ 　 ',_
　　　　　　　　 l三　　　`'"　/　　　ﾄ、二二,ｰｱﾉ/　　　　　　|　 　`´　ィ　 ヽ､
　　　　　　　　,l^`'　　　 .:.:.:.:l　,'　,. h､:.:ﾞ':.:.lf´,'　/　　　　　　　ヽ､＿ ノ:.:　　　　`'　､
　　　　　　　/7　　 .:' ,::' .:.:.:.:; :;　　:,　ヾゞｚｪｿ ;/　　　　　　　 ／ .|:.:.:.:.:.:.:　　　　　　 |
　　　　　　 ∧',　　,'　　 ,. - 、 　　丶 ､_｀'一' /.　　 　 　 　 /　　|　:.:.:　　 /　　　 l　l
　　　＿＿/:::ヽヽ、　　.::.::.::.::丶、　　　　 ﾞﾞﾞﾞ /　　　　　　　/　　　|　　　　 {　　　　| 　ヽ
　　rf　　 （::::::::＼＼　　 .::.::.::.::.::`'.: ,-､--―くr-、　　　　　 ヽ 　 　／　　　ヽ　　｀}　〉ｊ
-‐（丶、_ ｀丶､::::,ゝ ＼＿＿＿＿／ /:::::::::::ノ　ﾉー-- ､　　"lヽ／　　　　／:.￣´　/ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l/　,　 　､イ:.:.::.／　 /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人 |　ンヽ二ﾆ´-─ ''
　
　
【審議拒否】　 ／＼／＼／＼／＼／＼／＼
　　　　　　 .／　 .／| ／|　／|　.／|　.／| .／|　　　　　なんでマロ人どもの言葉で
　　　 　 ∴＼／.／　. ／　 ／　　／　／　 ／　　　　勉強しなきゃいけねえんだよ！
　　　　　 ﾟ∵ |／∵|／; :|／:;;;|／.;. |／ ;.;|／
　　 　 _, ,_ 　_, ,_ 　_, ,_ 　_, ,_ 　_, ,_ 　_, ,_　　　　　　　おじゃおじゃ言ってんじゃねえぞ、
　　 (ﾉﾟДﾟ)ﾉﾟДﾟ)ﾉﾟДﾟ)ﾉﾟДﾟ)ﾉﾟДﾟ)ﾉﾟДﾟ)ﾉ　　　　　　このお歯黒野郎！
　　/　　/ /　　//　　//　　//　　//　　/
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
　
国内全域が一つの共通語でまとまっている国も多いが、
そういう国でもこれはうまくいかなかった。
　
セネガルのウォロフ語やマリのバンバラ語、ウガンダのガンダ語のように、
そういう言語は国内最有力の民族の言語であることが多い。
しかし、有力といっても国の3割から4割程度しか人口がいない場合、
他の有力民族から強烈な反発を食らってしまうのだ。
　
生活上使うのはしかたがないが、教育や行政までそれでされたくはないということである。 
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しかし、この「共通語での初等教育体制の整備」ができた国が、
アフリカにただ1国だけあった。
ボツワナではない、その国の名は…
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　タンザニア連合共和国大統領　ジュリウス・ニエレレ 
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ニエレレは、「国民意識」の育成に何よりも力を注いだ政治家だった。
　
タンザニアの民族比率も、この政策を推進するのに有利だった。
最大民族でも10％台で、弱小民族がダース単位で存在し、
リーダーシップをとれる民族がいなかったのである。 
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このスレで一番知名度の高いであろうスワヒリ語
　
　
この状況でニエレレが目をつけたのがスワヒリ語である。
スワヒリ語は海岸部諸都市（スワヒリ都市）の母語で、
交易用言語として国内全域で薄く広く利用者がいた。
スワヒリ人自体は人口が少なく、言語と民族とのつながりもかなり薄かったのだ。
　
ニエレレは、このスワヒリ語を公用語に採用した。
そして教育から行政に至るまで、すべてをスワヒリ語で行ったのだ。
　
語法も整備され、高等教育まで可能な言語へとスワヒリ語は成長した。
ただし、高等教育まではニエレレも手を付けられず、英語教育のままになったが。 
　

221  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/08/01(木) 21:55:23 ID:W4TuLyPU0
　
　　　＜:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::V}
　　　 ／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::くー､
　　　￣ｱ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ト､ヽ
　　 ｰ=ﾆ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;;;::::;;;;;;;;;;;r‐-ー ' ￣}￣ l::::::ト､} }
　　　　/::::::::::::::::::::::::::::::::::::::Z　|!　　　|!　　　　　 |　　|::::ﾊ　メ､
　　　ノｲ::::::::::::::::::::::::::::::::::ｱ 　 |{　　　{　 　 　 　 }　 _i:::l　|　 }
　　　　ハ::::::::::::::::::::::::::::/　 　 从　　 ヽ 　 　 　 ﾉ／ |:::! ﾉ
　　　　　И::::/⌒ヽ::::::/　　 ´￣丁¨＝＝ァ 　 ﾁ＝' ﾊﾍ
　　　　　　ﾘ::| ⌒　 ';:::l　　　　　z==＝彡　 ..　{^　　 l
　　　　　　　 ﾊ　　( i:::|　　　　　 　 　 　 ´ :::　|　 　 ′
　　　　　　　　 ﾄ　　ﾊ::!　　　　　　　　　 　..:::　〉 　 ′
　　　　　　　　 |:::＼＿｀　　　　　　　　　　 ｰ '　　/
.　　　　　　　　从:::|　　l　　　　　　､＿＿_　 -ｧ　′
　　　　　　　　 　 N　　 ＼　　　　　｀ー─‐ ´　/
　　　　 　 　 　 r┴､　　　 ＼ 　 　 　 　 　 　 /
　　　　　　　　/　　　＼　　　 ＞　　　; 　; , 'ノ
　
国民意識が生まれたのと、公用語を地元の言語にしたこと、
どちらが先だったのかはわからない。
　
どちらにせよはっきりしていることは、
この政策によってタンザニアで言語が統一され、
確かな国民意識が生まれたことである。
　
経済政策や官僚の統制がボロボロだったので
タンザニアは成長しなかったが、
少なくとも民族の深刻な対立は影をひそめた。
各民族に代わり、「タンザニア人」が生まれたのである。 
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で、厳密に共通語教育を打ち立てることができることができたのはタンザニア一国だといったが、
実はもう一つ、共通語教育ができる場合がある。
民族的に均質で、ある一言語の使用者が全体の大半を占める場合だ。
大半の母語がそのまま共通語になるわけである。
ボツワナはズバリこれに当てはまった。
　
つまり、国民の8割の母語で、90％以上が問題なく使えるツワナ語を共通語にすれば十分なのだ。 
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ボツワナでは、小学校4年生まではツワナ語で教育が行われ、
それ以降は英語での教育になる。
　
しかし、これは同じように言語が統一されている国家
（レソトやスワジランド、マダガスカルなど）
では年数の違いはあれどこでもやっている政策で、
とりたててボツワナがどうこうというわけではない。 
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それに、残り3％のサン人たちにとっては、
ツワナ語教育は決して良いものではなかった。
　
語法も大きく違っているうえ接点も少ないので、
ツワナ語を自由に操れる子供がそんなにいないのだ。
結果、サン人のドロップアウト率は非常に高い。 
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ただ、言語や民族がほぼ均質であることは、
教育の普及や国民意識の形成には明らかにプラスに働いた。
カーマがどうこうというより、もともと条件が整っていたというほうが正しいが、
この二つはボツワナが近代国家となっていく上では重要な役割を果たすことになる… 
　







第十五話「成長」
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このころになると、鉱山収入と援助を柱として
ボツワナ財政はかなり安定を見せ始めていた。 
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豊富な予算は、有能で誠実な官僚のもとにわたり、
そこで効率的に使用されるようになった。 
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やる夫政権のもとでの予算の当初の主な使い道は、
インフラ整備と初等教育である。
そしてこの二つは、特に高等教育を受けていなくてもできるものだった。
（初等教育は代用教員制で当座は何とかなるため）
　
そのため、国内で雇用をまかなうことが可能だった。 
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こうして、国内に給与生活者の層が誕生する。
給与生活者は当然、生活していくために現金を支出することとなる。
こうして彼らを対象とする商店…第三次産業が生まれた。 
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給与生活者が増えるに従い、こういった第三次産業もさかんになっていった。
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経済が拡大すると、
財を蓄えたものは新しい商売へと手を広げていった。
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予算は治安関係にもきちんとまわっており、
治安の悪化も起こらなかった。 
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需要の増加と経済力の向上は流通を加速する。
これまで手に入らなかったようなものも流通ルートに乗るようになった。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牛
　
これまでの経済の主力である牛や食肉産業も順調だった。 
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　　　　　　　　ボツワナ食肉委員会P
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＜モウー！モウー！ 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肉
　
加工された肉は南アフリカや周辺諸国へ輸出され、
引き続きボツワナ経済の柱となり続けた。 
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一方で、畜産以外の穀物生産はこのころから徐々に低迷していった。
流通網の整備で穀物輸入が簡単にできるようになったため、
他国産の安い穀物に完全に押されてしまったのだ。
　
ボツワナの土地あたり穀物生産性は、1960年代には1ヘクタール当たり333㎏だった。
これは1970年代になると430㎏まで伸びるものの、
1980年代に入ると236㎏まで落ち込み、以降も減少傾向が続く。
横ばいの国があっても、落ち込む国はボツワナくらいのものである。
　
このデータが示すことはただ一つ。
ボツワナは、穀物生産を半ば放棄してしまったのである。
　
もともとボツワナは、農耕に向いた土地ではない。
このため農業は縮小していき、
畜産へと特化していくようになった。 
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このほかにも、目立った改善はあった。
　
インフラ整備…特に道路の整備によって、
国内の流通が徐々に改善されてきたのである。 
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　 ／ド ／／ル ／|
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もともと輸送インフラの整備は、
地味だがいろんな意味で効果が高い。
　
輸送インフラは、経済の血管といっていい。
これがしっかり整備されていないと、
モノもカネもうまく流れず、詰まってしまう。 
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道路ができれば、この状況がかなり是正される。
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　 　　　 ∪　⌒ヽ,　　　　 ,.-、　　　,.-、 　　,.-、　　 ,.-、　　
　 　　　　（,,____つつ　　　(,,■)　　(,,■)　　(,,■)　　(,,■) 
　

715  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/08/14(水) 20:23:27 ID:hqqrxNj60
　
　,,＿＿＿＿＿＿
　||＼＿＿＿＿＿＼
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それに地方に道路ができることは
輸送コストが大幅に減ることになるので、
都市と農村との行き来も盛んになる。
それまで採算の取れなかった地方の名産品などを都市に売っても採算が取れるようになる。
　
血行を良くすることで、体のあちこちがうまく動くようになるわけである。 
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　　　　　　　　　　　ボツワナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南アフリカ
　　
　
この輸送網構築には幸運もあった。
隣がインフラの整った南アフリカであるため、その道路網に接続できさえすれば安定した輸出入のルートが確立できたのだ。 
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　　　　　　　　　　　ルワンダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンゴ民主共和国
　
これがルワンダなど、ほかの内陸国の場合、
いくら自国内で道路を整備しても、他国が整備していなければどうにもならない。
つながっていない道路など、何の意味もないのだ。
　
その点ボツワナは、この問題からは解放されていた。 
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　　　モーリシャス首相　シウサガル・ラングーラム＆国民
　
　
ただ、この経済成長には欠陥もあった。
モーリシャスの繊維産業のような、労働者を多く雇用する産業を育てられなかったのである。 
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この時期のボツワナの収入は、大半が援助と鉱山からのものである。
国内産業が未発達なので、これ以外の収入源は微々たるものである。
そしてこのふたつの収入は、すべて政府へと入る。
　
つまり、政府だけに金がたまっている状態なのだ。 
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このためボツワナ政府は公共事業を積極的に行い、
民間部門へと富を移転させる政策をとった。
　
つまり、雇用も経済活動も、かなりが政府に拠ったものとなる。
やがて上のしまむらくんの話のように、民間部門がこの富をもととして伸びてくるのだが、
それでも政府中心の経済構造は変化しなかった。
　
そして政府が均衡財政をモットーとしている以上、むやみに公共事業は拡大できない。 
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まずいことに、民間部門の中心である観光業も牧畜も、
そんなに雇用を吸収できる産業ではない。
　
ダイヤモンド鉱山も、大規模鉱山であるため機械化されているし、
鉱山いくつかだけでは雇用はそんなに作り出せない。
現代の鉱山系はどこもそうだが、収益の割に雇用が少ないのだ。
　
いきおい雇用は公共事業による建設業頼りとなるが、
いくら政府に金があっても経済を全部建設業で回すわけにもいかない。
　
つまり、繊維産業のような、マンパワーで押せる「産業」がなかったのだ。 
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結果、貧富の差が非常に拡大した。 
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ボツワナのジニ係数（貧富の差を表す数字。100が最高）は60を超えており、
世界でも有数の数字である。
日本やモーリシャスは30代、中国やアメリカでも40代なのを考えると、
ボツワナにどれほどの貧富の差があるかがわかる。 
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こうした貧困層を救済するため、
やがてボツワナ政府は徐々に社会保障を充実させていく。
　
貧困家庭や妊婦、乳幼児への食糧支給が中心だが、
これのおかげで最低限飢えることはなくなっていった。
　
経済システム的にモーリシャスのような完全雇用社会にはできないので、
救済のほうに特化したわけである。 
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ともあれ、こうした施策の数々の結果、

ボツワナ経済は劇的に成長し続けた。

1965年から1973年のGDP成長率は、驚異の年平均14.7％。

一年にほぼ15％ずつ経済が伸びている計算である。 
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※「やる夫達は戦後の裏舞台を戦い抜くようです　　第二部」さんから勝手に配役をお借りしました。すみません。
　
　
ちなみにこの時期は日本では高度経済成長期の末期に当たるが、
1965年から1973年の平均GDP成長率は（ざっと計算してみたところで）8.9％である。
もともとの経済の規模が違うとはいえ、どれほどボツワナ経済が伸びたのかわかろうというものだ。 
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貧富の差が広がったとはいえ、
別に貧困層も昔に比べて貧しくなったわけではない。
　
おまけに治安も悪化せず、
民主主義は根づき、
教育や道路状況は明らかに改善され、
自分たちの選んだ政府は誠実に日々の仕事をこなしている。 
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これはいったい、なぜだろう？
他の国では独裁者が暴政を布いていたり、
人種差別がまかり通っているのに。
　
国民がたどりついた結論は、一つしかなかった。 
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国だ。
国があるからこそ、
この国がいい国だからこそ、
平和に暮らしていけるのだ。
　
こうして、国民意識が形成されていく。 
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　　　　　　　　※実際には運転手と随員はいると思います
　
こうした動きの基礎を築きあげた二人は、
このころも国家建設のために走り回っていた。 
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　 ∧∧(｀・ω・´)(｀・ω・´)∧∧　　　　　今日はシタラバ村民会へ、
　(｀・ω・´).∧∧) (∧∧(｀・ω・´)　　　ようこそおいでくださいました！
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民会がボツワナ自治の基本であることは、
独立後も全く変わらなかった。
やる夫ややらない夫はじめ、
ボツワナの政治家たちは積極的に地方の民会に顔を出し、
市民の意見を聞いている。
　
こうしたこまめな活動も、国家と国民との距離を縮めるのに役立った。 
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高官が私腹を肥やすようなことはほとんどなかった。
高価な自家用ヘリや大豪邸を購入することもなく、
それどころか大統領や高官たちが自分で日常の買い物をしている姿も、よく見られたという。 
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こんな状況の中、
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こうして1974年、第三回（独立後第二回）総選挙が行われた。
議席は一つ増えて、全32議席となっている。 
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こうしてマシーレは再び大統領選出議席で議員へと復活した。
これを野党が攻撃し、やる夫が無視したのは、
きくまでも　なかろうよ！ 
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経済は順調、内政全体にもとくに問題はない…
とはいえ、ボツワナの周辺の状況は激しく動こうとしていた。
南部アフリカの白人優位体制が、この時期から少しずつ崩れ始めたのである。
　
この動きは、やがてボツワナにも波及し、
大きな流れを作っていく… 
　







第十六話「前線諸国」
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1973年。
ボツワナ副大統領・マシーレは、
ザンビアにおいて
ボツワナ・ザンビア・タンザニア三国が協調姿勢を取る必要性を述べ、
こう語った。
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この発言がやる夫の承認のもとに行われていたのは間違いない。 
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この発言は、ザンビア・タンザニア両国にすぐに受け入れられた。
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　　　　　　タンザニア大統領　ジュリウス・ニエレレ
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　　　　　　　　　　ザンビア大統領　ケネス・カウンダ 
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　　　　　　　　　　　　　　 (,,　　　　　　　　☆　､～´　 ）　　|´
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　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　　 ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　　☆　 ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　｀-～～~´
　
　
こうして1974年、この三国は南の白人諸国に対抗するための共同戦線を張ることに合意する。
呼び名はマシーレの発言のまま、「前線諸国（フロントライン・ステイツ）」とされた。 
　

93  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/08/26(月) 19:36:39 ID:153Ltp2s0
　
　　　 ∧∧　　　　 ∧∧　　　　 ∧∧　　　　 ∧∧　　　　 ∧∧　　
　　　/⌒ヽ)　　　 /⌒ヽ)　　　 /⌒ヽ)　　　 /⌒ヽ)　　　 /⌒ヽ)　　　　
　　　i三 ∪　　　 i三 ∪　　　 i三 ∪　　　 i三 ∪　　　 i三 ∪　　　
　　 〇三 |　　　 〇三 |　　　 〇三 |　　　 〇三 |　　　 〇三 |　　　　　　（喧嘩にならねぇ…）　
　　　(/~∪　　　　(/~∪　　　　(/~∪　　　　(/~∪　　　　(/~∪　　　　　
　　 三三　　　　 三三　　　　 三三　　　　 三三　　　　 三三　　　　　　
　　三三　　　　 三三　　　　 三三　　　　 三三　　　　 三三　　　　
　 三三三　　　三三三　　　三三三　　　三三三　　　三三三　　　
　
さて、こうして結成された前線諸国であるが、
実際のところ、当初は何の役にも立たなかった。 
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大連合を組んではみても、所詮は自国の産業化すらままならない弱小国家の群れ。
連合してすらかなわないうえ、足並みもそろっていない。
南アフリカに各個撃破されて終わりである。 
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マラウイ大統領　ヘイスティングス・カムズ・バンダ
　
この状況に嫌気がさし、南アフリカとの友好関係を基本とする為政者まで現れた。 
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　　　　　ポルトガル首相　アントニオ・サラザール
　
　　　　　　※なお、このころはすでに死んでます
　
　
加えて、白人諸国もこの当時は南アフリカだけではない。
南部アフリカに残るポルトガルとローデシア、それに南アフリカの白人三ヶ国は、
強固な同盟関係にあった。
　
この三国は、自分たちが黒人だらけのこの地で浮かぶ孤島のようなものだということを、
これ以上ないほどに認識していたのである。 
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　　　　　　　　ローデシア共和国首相　イアン・スミス 
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特にローデシアは、ローデシア・ニヤサランド連邦時代に蓄えた産業力で、
十分に自立が可能なまでに経済が成長していた。
経済制裁を受けながらも全く体制が揺らがなかったのは、
この産業力と、南アフリカ・ポルトガル両国の支援によるものである。 
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とはいえ、以前にも書いたとおり、このころにはローデシアにも黒人反政府勢力が出現し、
徐々に勢力を強めつつあった。
そして、その中で頭角を現してきたのが…
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　　　　　　　ジンバブエ・アフリカ民族同盟　ンダバニンギ・シトレ 
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こんな状況だったが、
全般としてみれば黒人諸国の動きは低調だったというほかはない。
そして、その中でも最も動きが鈍かったのが…
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我らがやる夫率いるボツワナである。 
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なにしろボツワナは、国土をすべて白人諸国に囲まれているのである。
おまけに南アフリカとは関税同盟を結んでいるうえ、
国土開発はほとんど南アフリカ系企業によって行われている。
南アフリカにそっぽを向かれたら、一日も国が持たないのだ。
　
自然、南アフリカおよび白人諸国に対する対応は
穏健なものにならざるを得なかった。 
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救いだったのは、タンザニアもザンビアもこの状況を理解していたことである。 
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…というより、もともとボツワナは位置的にも経済的にも、
完全に白人諸国に取り込まれた存在だと考えられていた。
　
このため、両国にとっては前線諸国の結成そのものが外交的勝利である。
ボツワナに対し、そう厳しい要求が来るはずはなかった。
　
当然のことながら、やる夫はここまで読んでいた。
ボツワナとすれば、黒人解放派の2国との親密さをアピールできれば十分だったのである。 
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もちろん、やる夫としても黒人解放を望んでいないわけではない。
そうでなければ、そもそもザンビアやタンザニアには近づかない。
　
かといって、両国のように派手な動きをすればたちまち目を付けられてしまう。
自然、ボツワナの外交は、両派の反応を確かめながら
そろそろと限界点を歩いていく、
そういうものにならざるを得なかった。 
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それでもボツワナは、徐々に反アパルトヘイトの姿勢を鮮明にしていく。
1969年にはすでに国連のアパルトヘイト禁止案に賛成していたのだが、
1973年には国連の、植民地体制への軍事闘争の正統性を問う法案に賛成し、
さらに南アフリカ寄りのイスラエルとの国交断絶などを行い、
この年を境に黒人諸国寄りの政策を次々と打ち出していった。
　
上記の「前線国家」も、その流れに沿った動きの一つだった。 
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一方でボツワナは、デ・ビアスをはじめとする
南アフリカ系企業の活動を制限することは一切行わなかった。
これはボツワナ経済を南アフリカ経済と強く結びつけることとなり、
経済制裁下の南アフリカにとってボツワナは貴重な貿易相手国となった。
　
経済面での結びつきを強くすることで、
政治面での南アフリカ離れとバランスを取ったわけである。 
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南アフリカ共和国首相　バルタザール・フォルスター
　
　
ともあれ、1974年初頭の状況はこのようなものだった。
白人の優位は圧倒的なもので、
黒人諸国に対抗する手段はどこにもないように見えた。
　
だが、この状況は思わぬところから崩れていくこととなる。 
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　　　　　　ポルトガル首相　マルセロ・カエターノ
　
1974年4月25日。
ポルトガル首都リスボンにて、カーネーション革命が勃発し、
カエターノ政権が転覆する。
これは同時に、サラザールの打ち立てた「エスタド・ノヴォ」体制の崩壊をも意味していた。 
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　　　　ポルトガル革命政権
　
　
政権を掌握した臨時政府は植民地の反政府勢力と講和し、
1975年にはモザンビークとアンゴラ、
ギニアビサウ、カーボ・ヴェルデ、サントメ・プリンシペの5か国が独立。
ポルトガル植民地帝国は崩壊した。 
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独立したアンゴラとモザンビークは前線諸国へと加入し、
ここに南部アフリカの勢力図は激変した。
そのうえ、良港をもっておりローデシアの貿易を一手に担っていたモザンビークの独立は、
ローデシアに巨大なダメージを与えた。
　
だが、新独立国の未来はいずれも厳しかった。 
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　　　　　　　　モザンビーク共和国大統領　サモラ・マシェル
　
モザンビークは、滑り出しは順調と思われていた。
モザンビークの支配政党となったモザンビーク解放戦線(FRELIMO、フレリモ)は、
地方解放区での行政、特に教育の見事さで知られていたからである、 
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しかし、希望はすぐに失望へと変わった。

モザンビーク独立に伴いポルトガル人の99%が大量出国したため、

経済及び行政組織が崩壊。

　

それを埋め合わせるために共産主義を導入したものの、

モザンビークは共産主義を導入しすぎてしまった。

　

このため、地方の農業生産が文字通り壊滅した。 
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さらにこれに不満を持った右派が、
南アフリカとローデシアの支援を受けて
モザンビーク民族抵抗運動(RENAMO、 レナモ)を結成し、
1977年に武装闘争を開始。
　
内戦と1981年からの飢饉で、モザンビーク国内は大混乱に陥った。 
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モザンビークはこんな状況だったが、
アンゴラはもっと悲惨だった。
一応統一武装組織のあったモザンビークと違い、
アンゴラの反政府勢力は三派に分かれて絶賛内紛中だったのである。
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　　アンゴラ全面独立民族同盟（UNITA）　ジョナス・サビンビ 
　

148  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/08/26(月) 20:28:12 ID:153Ltp2s0
　
　　　　　　　　　　　　　　＿,＿＿＿_
ノ(　　　　　　　　　 ／￣lllllllllllllllllllllllll`ヽ､
lll（　　　　　　　 ノ´llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll`ヽ､
lllllll)　　　　　ノ'lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll`l
丗ヲ　　　　/lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll`l
llllﾉ　　　　ﾉllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll,、ll|
llﾉ　　　 ノlllllllllllllllllllllllllllll/´￣`ヽllllllllllllllllllllllllllノ `､ll|
/　,　　 |llllllllllllllllll_,-'´￣　　ヽ､ `ヽ､lllllllllllllノ　.　　Y
|l　　 ,'´l`､lllllllllllノ　　　_,-‐､ ヽヽ `l.`―‐'ﾌ　　　,、|
llll`ヽ|llllllllll`､llノ´　　　‐―､ヽ､　ヽ､ |　　　|　/　ﾉ,→
lllllllllllllllllllllllll`l　　　　　-､＿ヽヽ､_`l ､　l　　/ン＿/
‐ ､lllllllllllllllllllll`l　　　　　`､`三ﾝ､､ﾆ､´ノヽノ/フノ/
　　　　 フlllllllll`l　　　　　　　＿,-'´　`ヽ//-´ 　 |　　　私は一向に構わんッッ
　　　　 /llllllllllll|`ヽ､　　 ,'´´　　　　 _　　:　　 ）　l
　　　　 `|llllllllノ､　　ヽ､,´　　　　　i´ `　 `,　　ノ´
　　　　人　　　 ＼　i´ヽ､　　　　　`,ヽ､_ノ ,´/
　　　 /::`､　　　　 `ﾝ　　ﾝ　 ,,-←三､-´ﾉ､'ノ
　_,-／:::::::ヽ､ 　　　 ヽ､　`､ `,ﾆ,‐--‐ｦ　//ｌ
''´:::`､:::::::::::::::ヽ､　　　 `i ､_ヽヽ二二二ﾉ/ /
:::::::::::`､:::::::::::::::::::`ヽ､　 `l　`､　　　　　/　ﾉl
:::::::::::::::::`､:::::::::::::::::::::`ヽ､ヽ　`ヽ､＿,／ノノ`､＿＿
:::::::::::::::::::::::ヽ､::::::::::::::::::::::::`ヽ､――´ノ:::::::::ﾉ::::::::::::`‐ヽ､_
　
アンゴラ国民解放戦線（FNLA）　ホールデン・ロベルト 
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　　アンゴラ解放人民運動(MPLA)　ジョゼ・エドゥアルド・ドス・サントス
　
　（この時代はアゴスティーニョ・ネトなんだけど、面倒なのでこいつで行く） 
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正気にては大業ならず。
アンゴラ政治はシグルイなり。
　
こうして、アンゴラでは各大国の支援を受けつつ、
軍事勢力三派による凄惨な内戦が20年以上にもわたって続くこととなる。
一応首都ルアンダを抑えたMPLAが中央政権ということにはなったが、
他国ににちょっかいをかけられるような状況ではなかった。 
　

171  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/08/26(月) 21:01:54 ID:153Ltp2s0
　
　　　　　 　 　 　 ＿＿＿＿_
　　　 　 r'ff77"/////〃〃∠=:､　　　　　 ﾌ ｱ ﾂ ｸ
.　　　　 ﾚ'''‐-!!!-‐::''"::::ﾞ::ヾ:三三l　　　　 lニ　 　 l
.　　　　l::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::l:三三!　　　　!　Ｕ Ｃ Ｋ
　　　　|;:､:ﾆﾆﾆﾆﾆ:::::_;;::､:::::::l三三l　　　　　　　　　 ﾕ ｰ
.　　　 l´＼ﾞll::!:::lLﾆ-‐''￣::::::|三三ﾄ､　　　　　　 ヽ／
　　　　}==｡ｧ ::,, ==｡=＝　::::::r;=､ミ|. ＼　　　　　　l　 Ｏ Ｕ
.　　　　l.`ﾆ! :::::　`ﾆ二´　 :::::rﾆ||:ミ!　　ヽ､._
　_,... -‐1　! :::::_┐ヽ._　 　 ::::::-ﾘ ミ|　　　l
　　　　　l/ﾞ= ---─っヽ　 ::::下ﾐ:ﾐﾐ|　　　|　ぶち殺すぞ………
　　　　　 l　｀￣￣´　　|　.::::::|:: ヾ:ﾐ|　　　|　　　ｺﾞﾐ
　　　　 　 ﾄ､　ﾞﾞﾞﾞ　........_;;:::-‐'::: 　 >|　　　|　　黒人めら……！
　　 , --､ |　 ｀ Tヾ￣::::::::　　　／　|.　 　 |
　　l;';';';';';}|.　 　 |　＼　　　 .／　　 | 　 　 |
.　　〉-y'´|　　　_|　　 ＼ ／　　　　|_　 　 :|
　 /7./　.＞'' ´　|　　　/ ＼　　 　 |　`''‐＜
　
　
こうした動きを陰で操っている勢力は、もちろん存在した。
南アフリカ共和国である。
　
南アフリカとしては、このあたりの諸国が安定化すれば
間違いなく南アフリカと敵対してくるわけである。
座視しているわけにはいかなかった。 
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とはいえ、敵対ばかりというのも能がない。
懐柔できれば懐柔するに越したことはない。
　
こうしてこの時期、「外向政策」と呼ばれる
黒人諸国への懐柔策も実行に移された。
明確に敵対しなければ、南アからの支援が期待できたのである。
　
この懐柔策のおもな標的になったのはマラウイと、
旧イギリス保護領諸国…レソト、スワジランド、そしてボツワナである。
　
このため、ボツワナに対しては、こちらからも厳しい条件がつきつけられることはなかった。 
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しかし、全般的に見ればこのころの南アの目は、
ローデシア、モザンビーク、アンゴラといった
紛争地域に向いていたことは否定できない。
　
つまり、ボツワナはさほど重視されていたわけではない。 
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その隙に、ボツワナは南アフリカの顔色をうかがいながら、
少しずつ前線諸国寄りの姿勢を明らかにしていった。 
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一方、南アフリカよりもっと深刻に事態を受け止めている国が存在した。
言わずと知れた、ローデシアである。 
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もともとモザンビーク経済は、
ローデシアおよび南アフリカの外港としての機能が
大きな部分を占めていた。
　
つまり、モザンビークが独立すれば、
内陸国であるローデシアの貿易ルートが絶たれてしまう。
貿易のほとんどを南アフリカおよびボツワナ経由に振り替えることで
当座はしのいだものの、
輸送ルートの減少と距離の長大化によって輸送コストが跳ね上がり、
さらにこの状況を想定していなかった南アフリカの港湾機能がパンクの兆しを見せ始めた。 
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こうして、ローデシア政府は国内反政府勢力との講和を模索し始める。
1974年12月、ザンビアの首都ルサカで前線諸国首脳とスミスのと会談が開かれ、
翌年の講和会議開催が決定される。
　
だが… 
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この日、政敵暗殺計画の咎でスミスはシトレを逮捕する。
3月25日には裁判が行われ、4月2日には拘禁が発表された。 
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この知らせを聞いた前線諸国首脳は連名でシトレの即時釈放を求めた。 
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　　　 　 {（!|. ｀二.l. 　 l.二´　||).}　　　我々南アフリカは、
　　　 　 ヽ|!/rｰ' L＿_」 ｰ ､`|!ｿ　　　南部アフリカの安定を何よりも望んでおるのですぞ…？
.　　　　_／| l ー───一 | | ヽ._
　　 ￣ |　 ト.､,. -‐＝=、　,／|　 | ￣
.　　　　|　 |／ ∠Hﾆﾆ､ ´／ |.　 |
.　　 　 |　/　　,r‐|.|==‐'<.　　| 　 |
　　　　| / ,'　　r‐|,|ｰ- '　＼│　│
　
　
南アフリカは、ポルトガル撤退の時点で
ローデシア情勢に対し何らかの譲歩が不可欠と判断していた。
このため、ローデシアをしゃにむに支援するよりも、
情勢を軟着陸させて少しでも白人の影響力を残すべきと考えていたのだ。
　
以後の南アフリカは、この路線に従って両派の仲裁に奔走することとなる。 
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　　┏──────────────────────────┓
　
　　　　ここで問題だ！
　　　　この状態のローデシアでどうやってこの攻撃をかわすか？
　　　　３択――ひとつだけ選びなさい。
　　　　　答え①　有能なスミスは突如反撃のアイデアがひらめく。
　　　　　答え②　別の友好国が来て助けてくれる。
　　　　　答え③　かわせない。現実は非情である。
　
　　┗──────────────────────────┛ 
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　　　　　　　　　　　　　 ,-l, ﾞ<ﾆ・,>,}l'ヽ=,・ﾌ;:ｊ!'ﾞl　　　　　　…しかたあるまい。
　　　　　　　　　　　　　 l代 .!"　,'　.l::::.､ﾞ　 i::|7ﾘ　　　　　　シトレ氏は釈放し、
　　　　　　　　　　　　　 ヽ,j l　　ﾞ　_l.::: '　　.|:ﾄ'　　　　　　　講和会議は8月にでも開催しよう…
　　　　　　　　　　　　　　　| '　　 ──-　 .ｊ''|
　　　　　　　　　　　　　　,-| 冫　　 :::::　　/　|,,　　　　　　　…覚えていろよ。
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答えは③。
ローデシアは、南アフリカのこの意向を断るだけの体力を持っていなかった。
シトレは収監の2日後に釈放され、講和会議も8月に開催される。
　
…しかし、会議は1日で決裂し、
ローデシアは再び内戦状態に戻っていった。 
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　　　88888888 
　　8　　≡≡ 　 8　　
　　8　━　　━　8　　
　　|=[ ﾟ ]＝[ ﾟ ]=|　　 　何を言っている！
　 （|　　●_●　 |）　　
　/　 〃　∥ ヾ　ヽ　　あくまで白人どもを追い払い、
　|　〃-------ヾ |　　黒人による国家を建設するのだ！
　＼ヾ ＿二＿ ｿノ　 
　　　　　　　　　　　　　 
　
が、この過程で黒人反政府運動は、
シトレやアベル・ムゾレワを中心とする穏健派と
ムガベやジョシュア・ヌコモを中心とする急進派に分かれ、
内紛を繰り返すようになった。
　
この内戦では前線諸国はムガベら急進派を支援したのだが、
この過程で問題が起きた。 
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　　　88888888 
　　8　　≡≡ 　 8　　
　　8　━　　━　8　　
　　|=[ ﾟ ]＝[ ﾟ ]=|　　 ボツワナにわが軍の軍事拠点を置かせてほしいのだが…
　 （|　　●_●　 |）　　
　/　 〃　∥ ヾ　ヽ　　
　|　〃-------ヾ |　　
　＼ヾ ＿二＿ ｿノ 
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　　　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　 ／　ヽ、　 　_ノ　＼　　　　　　　　　待て待て待て！
　　　　　／ 　 （●） 　（●） 　 ＼　ｎ　　　　　　ダメに決まってるだろ！
　　　　　|　 U 　 （__人__）　　　　l^l.| | /）
　　　　　＼　　　　|i||||||i|　　　／| U ﾚ'/／)　　　ボツワナには軍がないのに、
　　　　γ⌒　　 　｀ ー'´　　　　ﾉ　　　 ／　　　　隣国の軍事衝突に巻き込まれちゃたまんねーお！
　　　　 i　　j　　　　　 　　　ｒニ 　　　　ﾉ　　　　　国がつぶれるじゃねーか！
　　　　 ヽ､ l 　　　　　　　　　 !ヽ､_,__／ 
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　　　88888888 
　　8　　≡≡ # 8　　
　　8　━　　━　8　　なんだと！
　　|=[ ﾟ ]＝[ ﾟ ]=|　　 神聖な黒人解放の戦いに
　 （|　　●_●　 |）　　協力しないというのか！
　/　 〃　∥ ヾ　ヽ　　ザンビアやモザンビークは置いてくれてるぞ！
　|　〃-------ヾ |　　
　＼ヾ ＿二＿ ｿノ　 
　　　　　　　　　　　　　 
　
　
　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　／　　　　　＼
　　　　 ／ _ノ　　ヽ__　　.＼
　　　／　（○）!i!i（○）　　　＼　　（だからうちは巻き込まれたくないんだっつーの！）
　　　|　　　（__人__） 　u　　　 |
　　　.＼　　　）t-ﾂ　　　　　／
　　　　/　　　⌒´　　　　　　＼
　　　　＼＿（__）　　　　　　i＼(__)
　　　　　|　　　　　　　　　　| 
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　　 　 　 　 ＿＿__
　 　 　 　／　　 　 ＼
.　　 　／　　　　　　　＼　　　　（とはいえ、全く協力しないわけにもいかんか…）
.　　／　／）　ノ ' 　ヽ､　＼
　　|　／ .ｲ '（ー）　（ー）　u|　　わかったお。
.　　 /,'才.ﾐ).　（__人__）　 ／　　軍事施設は絶対ダメだけど、
.　　 |　≧ｼ'　　｀ ⌒´ 　 ＼　　　連絡拠点くらいならかまわないお…
　／＼　ヽ 　　　　　　　　　ヽ
　
　
こうしてボツワナは、
国境のローデシア難民キャンプに、
ローデシア反政府勢力の拠点を置くことを
認めざるを得なくなった。
　
これはのちに大問題に発展するのだが、
しかし、ローデシア情勢にやる夫はしばらく関与しなくなる。
それより先にボツワナの内政において、大問題が勃発したのだ。 
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1975年10月20日。
レソト王国・ロマ、
ボツワナ・レソト・スワジランド大学。 
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この日、ボツワナ・レソト・スワジランド大学がレソト軍によって接収され、
ボツワナとスワジランドは唯一の高等教育機関を失ったのである… 
　







第十七話「自立への道」
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1975年10月。
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　　　　　　　　　　　　スワジランド国王　ソブーザ2世
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レソト国王　モショエショエ2世
　
　
ボツワナ、レソト、スワジランド三国はBLS三国とも呼ばれ、
わりとひとまとめにして扱われることが多い。
　
これは、どの国も南アフリカからの併合をイギリスの力を借りて免れた国々であり、
植民地ではなく保護領とされ、南アフリカと関税同盟を結び、
南アフリカの強い影響下にあるなど、
多くの共通点を持つからである。
　
人種構成もそれぞれツワナ人、ソト人、スワジ人のほぼ単民族国家であり、
国内のまとまりもよい。
　
また、南アフリカからの圧力に対抗する必要上、
共同歩調を取ることも多く、
三国間の仲はかなり良かった。
　
…このときまでは。 
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　　　　　　　民主制の確立（例）
　
　
それがなぜ、このようなことになったのか。
　
BLS三国の独立時の体制は、そんなに違ったものではない。
ボツワナは民主制、レソトとスワジランドは立憲君主制だったが、
いずれもそれほど安定した政府というわけではなかった。
　
…やがて、ボツワナは民主制を確立し、
スワジランドは絶対君主制を確立して、
どちらも安定した政権基盤を手に入れた。
　
そんな中、レソト王国だけは、
いまだ混乱の渦中にあった。 
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　　　　　　レソト王国首相　レアブア・ジョナサン
　
　
独立時のレソトの政権は、バソト国民党のレアブア・ジョナサンが握っている。
独立準備選挙で勝利を収めたジョナサンは、
国王モショエショエ2世のもとで組閣し、国政を運営していた。 
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南アフリカ首相　バルタザール・フォルスター
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ジョナサン政権の基本方針は、南アフリカとの友好だった。
周囲を南アフリカに囲まれたレソトにとって、
現実的にそれ以外の政策は取りようがなかった。
　
また、フォルスター政権も、ジョナサンやバソト国民党に多大な援助を行っていた。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　バソト会議党党首　ヌツ・モヘレ
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しかしこの方針は国民の支持を得ることができず、
1970年の選挙でジョナサン率いるバソト国民党は
ヌツ・モヘレ率いる野党・バソト会議党に大敗を喫し、
政権を失うことが確実となってしまった。 
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この結果をジョナサンは認めず、
非常事態宣言を発して選挙自体を無効にした。 
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この動きに対し、
国王モショエショエは選挙結果の遵守を求め、
モヘレ支持についた。 
　

373  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/09/01(日) 19:49:31 ID:3MS4xG/E0
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_,.　-‐::´ヽ
　 　 　 　 r----　､.,___　　　　　　　 , イ´::::::::::::::::::::::l
　 　 　 　 l:::::::::::::::::::::::::￣¨- ‐　　‐ -　＜::::::::::::::::::::::i
　　　　 　 l::::::::::::::. 　 ´　　　　　　　　　　 ｀　 ､::::::::::::l
　　　　　　ｌ:::::::／　　　 ／　　　　　　　　　　　 ヾ､:::::j
　　　　　　l::::'　　　　　/　　/　　　　　.i　　　 i 　　ﾍ｀ヽ､　　　　　　う、うるさいうるさいうるさーい！
　　　　　ノ/ 　 　 　　/　　 i　　　　　　l 　 　 l　　　ﾍ:::::::＼
　　　 ／::/　　　　　/　　　!　　　 　 　 l 　 　 ! 　 l　 ﾊ::::／　　　　　あたいにさからうやつは、
　　 ヾ:::::|!　　 ｌ　　 |　　　i| l　　　　 j　|　　　l　　 !　　i´　　　　　　みんな追放してやるー！
　　　 ヽ::l　　　ト l､∧　 |ヽ { 　 　 　 }　} ヽ, 斗-┼j　 l
　　　　　i　　 .|　lヾ ＞k{_ ＼　　　　ﾉ_ﾙ＜ハj　/　l　 i
　　　　　l 　　 ∨. ‐〒示心ｰ＼／戈云ﾃテ‐ﾚ'　　i　 l
　　　　　,∨　　 ',　　ゞー'´　　　　 ゞー'' 　 　,'　 /　,ハ
　　　　 /　　　 i.ﾊ　／/／　　　　　　 ／/／/　/　l/　 ﾍ
　　　　 i　　　　l　ﾍ 　u　 　 　 ＿__ 　 　　∠ / 　　　　 .l
　　　　 ヾ 　　 .レ个 ,、　rｰ'´＿＿う　 ,.へル　/　　　 ./
　　　　　jルi／　 　 i:::::::＞ ー-- ‐ｧ＜ｒ'´::::l￣￣＼イ/
　　　　　　 ヽ.　　　 j:::::::＼__＞＜__,／:::::::::::ｌ 　　　 ＼
　　　　　 ,. ィ⌒ヽr=i:::::::::::::／[　ノヽ:::::::::::::::::i　　　 /_,ノ 
　

376  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/09/01(日) 19:51:06 ID:3MS4xG/E0
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿____　　l￣＼　　　　＿__
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .　: :´: : : : : : : :｀ゝ､　ﾊ_ _／　　/
　　　　　　　　　　　　　　　　 .／ : : : : : : : : : : : : : : ::!　_,Y´　　Ｙ
　　　　　　　　　　　　　､__彡': : : : : : : : : : : : : : : : : :｀ｰrﾍ⌒′j
.　　　　　　　　　　　　　　 /: / : : : ｉ: : : :|: : |: : : ｉ : ｉ: : /　 j'Y⌒＼
-,≠=- ､　　　　　　　　　 . : : : : : 斗i‐ : |: : |ﾍ: :T: :ト　L__ノ: :＼／　　 　 　 　,
　、 　 丶＼　　　　　　　 { : ｉ |: ｉ : ﾊ>=ﾐ|八|　 '⌒ヽ/7　　ﾊ: : : :ﾍ　　　　　 ／
　 ＼　　 ＼｀丶、.　　　 八: | |: |: :{ {　爪 　 　 {.ﾊ　} } ｉ: : :l V: : : :＼ 　 .／／´
　　　＼　　{r'＼ ＼　　　　　ﾍ|八ハ Cﾋﾘ　　　 Vｿ◯ｎ: :i j :',: : : : : ﾊ／／　　　　チルノちゃんのバカー！
　　　　 ｝　　 　 ＼ 丶、　　　ﾙﾘ_j人""　r―'⌒V´　/-=ｧ-‐V: : : : : !∠
　　　　 |　　　　　 r' ､　 Y＿ . _{　}⌒ `ト　　-‐'/　　{^ｉ〈￣`ﾏ乂: : : /‐､ }
　　　　 ′　　　　 ∨⌒'＿／,ノ / 　 _人∧ﾆﾆ:{　 　 ,ﾉ./　　 .　ｲ: : / ノ
　　　　　 ､　　　　　　　{　 　 {／　 /／/ V´::::∧　 ^{　{　　　 Vi: /
　　　　　　＼　 　 　 　 _〉> '´　　 ./ {　　　}::::::::∧　　V　　　　 }リ
　　　　　　　 ＼　　　　{/　　　　 .:::::::ー- '＝ミ:::::{,　　 ﾏ冖ミv'
　　　　　　　　　＼　　 {　 　 ／ ::::::::::j :.　　　　＼},　　　　｛)/
　　　　　　　　　　 ＼　 ､_／　　.}:::::::_{ﾍ＼__{￣厂 '.　 　 } 厂`V
　　　　　　　　　　　　＼　　　　 ﾍ:::::::￢=-::::::::厶ィ'´＼___/:::::::::{　　 　 　　 .／
　　　　　　　　　　　　　 ｀ｰ─ ／{＼__:::::::::::／::{:::::::::::::::::::::::::::::::八＿,.． 　 ´
　
　
これに対しジョナサンはクーデターを起こし、
モヘレとモショエショエを追放。
モショエショエは在位のままロンドンで亡命生活を送ることになる。 
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また、南アフリカに逃れたモヘレは宿敵・南アフリカと手を組み、
レソト国内でゲリラ活動を始める。 
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しかし、レソトの国民は基本的に南アフリカ嫌いである。
まして南アフリカの支援を受けた反政府運動などに、
支持が集まるわけはなかった。 
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【審議結果】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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かといって、ジョナサンに支持が集まるわけはなかった。
あくまでも、モヘレを支持しないだけであって、
べつにジョナサンを支持する要素があるわけではないのである。 
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こうして、国民の支持を得るためにジョナサン政権は南アフリカとの対決姿勢に転ずる。
が、もともと経済上の理由で南アフリカとの友好を選択していたわけなので、
レソト経済はこれによりさらに悪化していった。
　
取れないはずの政策を無理にとっているのである。
なにか、支持率向上の決め手が必要だった。 
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こうして1975年10月、ボツワナ・レソト・スワジランド大学がレソト軍によって接収。
ジョナサン首相は大学の国有化を宣言し、レソト国立大学の成立を宣言。
ボツワナ・スワジランド両国は大学から追い出され、
最高学府が存在しない状態に陥った。 
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スワジランド国王、ソブーザ2世。
ある意味とても有名な彼だが、
この時期の南部アフリカではやる夫に次いで優秀な為政者である。 
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彼の内政は、植林から始まった。
松やユーカリといった成長の速い樹木を中心に
国内への植林を奨励して土壌流出を防ぎ、
さらに農民の燃料を確保するのが第一段階。 
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さらにこの人工林を材料とする製紙工場を南アフリカから誘致。
そしてそれをてこに、経済制裁を受ける南アフリカからつぎつぎと工場を誘致して、
制裁の抜け道を確保。
これにより、スワジランドは南アフリカからの信用を取り付け、
政治的安定と雇用がもたらされた。
　
この時の政策の影響で、現在でもスワジランド経済に対する工業の割合は高い。 
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が、彼にはある…欠点とは言えないが、
非常に目立つ特徴があった。
それは…
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　 　 　 　 　 　 _
　　　　　　　　ﾉ |_ 　 ll__l---||＿
　　　　　　rj「ｌ＿_｀ｰ'　 ヽｌーｊ　 L---┐
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※スワジは内陸国だって？こまけぇこたぁいいんだよ！ 
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　　　　　　　　　ソブーザ第三夫人 
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　　　　　　　　　　　ソブーザ第七十夫人 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　王子・王女　210人
　　　　　　　　　　　　　　　　　（孫・ひ孫　1000人以上） 
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スワジランドの弱点は、
王の政治権力が強すぎることと、
王位継承順位が未確定なことである。
　
このため、ソブーザ在位中はよかったが、
彼の死後猛烈な王位争奪戦があり、
国政が混乱することとなった。 
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ともあれ、こうして1975年にボツワナ・スワジランド大学が発足。
大学は順調に発展し、1982年に両国に分割されて発展的解消することになる。
　
こうしたトラブルはあったものの、ボツワナの内政はこの後も順調に推移していった。 
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　　 　 　　 ＿＿＿_
　　　　　／　　　　　＼
　　　 ／　　─　 　 ─＼
　　／ 　　 （●）　（●）　＼　　　　外交が一時落ち着いたから、
　　|　 　　 　 （__人__）　 　 |　　　　次は経済だおね…
　　＼　　　　 　　　|＼ 　／ ／|
　　／　　　　　/⌒ﾉ　 ＼／ （ ）
　　|　　　　 　/　/ |　　 　　　　|
　
　
そして、このころから、ボツワナは経済面でも南アフリカからの自立を目指し始める。
　
といっても、南アフリカ企業を追い出したりするわけではない。
南アフリカとの経済関係はボツワナ経済の根幹なので、
それをやったら即死亡である。
　
ただ、このころからボツワナは南アフリカ以外の国家と積極的に経済関係を構築し始めるようになった。 
　

497  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/09/01(日) 20:47:49 ID:3MS4xG/E0
　
1976年。
　
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ／￣￣廴「＿￣~ヽ__ r-､
　　　　　　　　　　　　　　__　 < ,,..xz=＝ミ::::::::二=‐-､...._　＼
　　　　　　　　　　　　／__ノ‐＜::/ィ''"￣)＞r'''"~ ⌒｀}＼ヽ、し-、
　　　　　 　 　 　 　 〈／ ／⌒)> ソ　　　￣　 　 　 　乂_｝メﾐヽ　ヽ
　　　　　　　　　/Y^/／　／　￣　　　　　　　　　　　　　　　　}人〈 /}Yヽ
　　　　 ＿ /ヽ_{ _}/:ﾋ }／　　　　　　　　　　　　 !　　　　　　　ヽ　〉`ｿ }　ﾒ⌒ヽ
　　 ／　r〈　/::l/ l／/ 　 　 　 ／　　　j 　 　 　 }　　　　　　　　∨ ｛ ﾉヽ r〉　⌒＼
　／　　 i　 j!:::::i/__/　　　　　/　 　 /　!　　　 　 i　　　　l　 　 　 ∨::｝ }:} {┐ 　 　 ヽ
/　 ／,ィ{　 {:::::::( /　/ 　 　 /　　 〃 /}　　 　 l　ﾄ、　 　 ll　　　 　∨ /:j!　ハ　　　　ﾞ;
　 / /　 ∨)i::::::::7　/　　　/i　　 // /:::i　　 　 j　!:::V　　 l:l　　　 　 i/:::/ ノ　 !　　　　!　　　クックックッ…
. /:/　　　｛ 弋:::;　/　　　/:::!　 /:/ /:::::i 　 　 /i ;'::::::l　 　l::l　　 　 ! l／ ζ　　i　　　　}
/:/　　　　乂_ `{ /{　　 /:::::l 　/://:::::::i　　　/::j/_::::::l　/^＼＿ 　 ﾊ } ／　　　l　　　　l　　　ロメ協定に参加したいというのは貴国か…
:/　　　　　　 /~i{　i　 ‐l--::l__/;;/_::::::::j　　_ノ{　ヽ､￣"''ｰ}　i;:;:;:~"''ｰ-.､|　　　 l　　 　 l
　　　　　 　 /　　 ∧　 {::::;;;i/ゝ､..__"'''ｰ-｛_　 `丶､ )　 　f __};:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:~''ー;:;:;:;:;:;:;:;┴‐-.､
　 /　 　 　 /l　 　l　`､ =炙"丐F≧xミ‐-､　~'''‐-､)￣　└}_j;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:`ヽ、
　/　　　　 / l　　 !　　ゝ!::ヾ弋ﾐ;;;;タ_;;::-‐"＿.../　 　　　r┘T;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:＼
ノ　　　/　/ ｜　｜l　　∧::::'ﾞ'"r''" _,,..-γ__.....__　　,,..く {　　j;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;ヽ
　　　 /　/　 l　　 l l　 　 lﾊ　　｀"´　　　 ::!　　　￣:::::::} L　/;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:／/;:;:;:;:;:;/
　　　;'　/　　 !　　l ll　　　!人　　　　　　　　　　　　　「　_｝/;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:斗''";:;:;:;:／
　　　! / 　 　 l　/ !l !　　　!　`ト､　　 ｀ ｰ;;;;‐''"　　 ,, Lf　 };:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;斗----‐''";:;:;:;:ノ
　 j　!/　　　　l /　ll　! 　　 ﾞ､　 　 `ト､ 　 　 　 ィ'"　 r廴 j;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;＞''7"} {;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;r‐'"
　 l　l 　 　 　 j/　　!　V　 i＼　　 ｨﾅ　 ` ｰ '"　ﾄ､ 　 { rJj!;:;:;:;:;:＞''";:;:;:;:;:;i　/､ﾞヽ;:;:;:;＞'i"
　 !　l　 　 　 / 　 　 ＿ﾞ、 ﾞ､　　 f:::(　　　　　 　 ):｝-f')j ﾉ斗'''";:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:j/;:;:;:＼_ﾌ　} i ﾞ,
　 l　i　　　 /　　 ／;:;:;:;:;:＼ `ﾄ''"乂:`ｰ-f~ヽ-‐彡"　ゝ|/／;:l;:;:;:;/:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;}　　j }　}
　 lゝ! 　 ／　 ／;:;:;:;ﾆヾ/:;:;:ﾄ＼ー---､7:;H:〈 ,.-― rｼ';:;:;:;:;:;:;l;:;/;:;:;:;:;:;:;:;/;:;:;:;:;:;:;:;ﾉ　　 ﾊ j!
　 {　 ／ /　/;:;:;:;:;:;:;:;:;:/;:;:;:;:l 〕　 　 　 /;/　l;:ﾞ、 ／￣~'''ヽ､;:;:;V;:;:/;:;:;:;:/;:;:;:;:;,..イ　　　/ }/
`ﾐゝ　　/　/;:;:;:;:;:／￣￣ ＼i(_r、 　 /;:/ 　 l:;;Уr:7　　　　 ヽ;j;:;/;:;:;／;:;:;:;∧　ﾉ　 ／
. /　／/　/;:;:;:／　　　　　 )､ﾞ､　〉　〈;:;/＿_ ∨ /:/　 　 　 　 i;:Y;:;:;:;:;:;:;:;／　∨／
/　/　j!　/;:;:/　　　　　　l'": }_ Vし‐<￣　　　! ﾒ: l l　 　 　 　 i;:;:i;:;:;:;:;／ 　 ／ﾞ､
　/　 i　 /:;:/　 　 　 　 | l: : : :ヽ}: : : :ﾞ;　　　 j/: : l l　　　　　　l;:;:l;:;／ 　 i　 ﾄ　 ﾞ,
./　　{／;:;:;{　 　 　 　 　 l: : : : :}}: : : : i　　　 (: : : l l　　　　　　l;:;:}　　 　 j　j! i　 }
　　 /;:;:;:;:;:;l　　　　　　 | j: : : :ノ: : : : : l　　 　 `ーl　 ,ィ''"⌒|ヽl;:j! 　 　 /} /　} /
　
　　　　　　　　　　　　　ヨーロッパ共同体（EC)通商代表 
　

501  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/09/01(日) 20:50:27 ID:3MS4xG/E0
　
　　 　 　 　 　 　 　　 /| 
　　　　　　　　　　　 /｜　　 /| 
　　　　　　　　　　 / 　| 　 / ｜ 
　　　　　　　　　 /　　.|　/ 　 | 
　　 ､　 　 　　 /　　　| / 　　| 
　 ､　＼ --､/´ ￣ヽ |/＿_　| 
　　｀×、　 ｛　　　o }'＿_　ヽ　　　　　　ニャロメー！ 
.　―{‐　 ∴ ヽ､＿ノ{ |＼ ￣} 　　　　　　ここでロメ協定について説明だ！
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　　　　/ / ￣７ ￢､　 ￣∴ ー}― 　　　ロメ協定は1975年、
　　　　| |　　 　￣　 ＼　　 ､｀メ、 　　　西アフリカのトーゴ共和国・首都ロメで、
　　　　| |　　　　　　 / >ー‐へ、 　　　　ヨーロッパ共同体とアフリカ・中南米・オセアニア諸国との間に
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　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　／ ⌒　　⌒＼
　　　　　 ／　（⌒）　 （⌒）＼　　　　そりゃ参加しますよ！
　　　　／ 　 ///（__人__）///＼　　　片務協定で、途上国側には特に義務はなし。
　　 　 |　　 u. 　 `Y⌒y'´　　　 |　　　加盟国からEC各国への1次産品輸出が無税。
　 　 　 ＼ 　 　 　 ﾞー ′　　,／　　　おまけに価格維持規約がついてて、
　　　 　 /⌒ヽ　 　ー‐ 　 　ｨヽ　　　　価格が大暴落した場合には損失額の一部を援助または無利子融資。
　 　 　 / rｰ'ゝ　　　　　　　〆ヽ　　　これで参加しなかったら、どうかしてますお！
　　　　/,ﾉヾ　,>　　　　　　ヾ_ノ,|
　　　　|　ヽ〆　　　　　　　　|´　| 
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【裏事情】
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　　　/´　　　　　.ヽ ヽ-'　',　　　　　大丈夫ですお！
　　　ヽ　　　　　　　',｀¨´　',
　　　　l　￣　ヽ .__丿 　 　 l　　　　ボツワナの誇る特産品をお持ちしましたので、
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＜うへへへへ、小鳩ちゅわ～ん…
　
＜ふえぇぇぇぇぇ！
＜あんちゃん、あんちゃーん！
　
　 　 　 　 ＿＿＿
　 　 　 ／　　 　 　＼
　　　／　　 　 　 　 　＼　
　 ／ 　　⌒　　　⌒　　 ＼　　　どうやら気に入ってもらえたようだお！
　 |　 /// （__人__） /// 　 |　　　よかったよかった！
. (⌒) 　　　 　　 　 　 　 (⌒)
./　i＼ 　 　 　 　 　　　／i　ヽ
　
　
1976年、南アフリカからの経済自立を目指すとして、
ボツワナはロメ協定に参加し、
農畜産品においてECからの関税免除を受けるようになった。
　
とくに食肉の関税免除によって、
ボツワナの食肉業は大きく伸びることになる。 
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ちなみにこのロメ協定、
５年ごと更新で第４次まで延長されたのだが、
さすがにここまで太っ腹な協定の維持が難しかったことと、
この条件でさえ生かし切れない国々（おもにアフリカ）が続出したため、
次第に条件が厳しくなっていく。
　
そのかわり、第２次からは軽工業品にも範囲が拡大された。
　
そして、それで大儲けしたのが…
　
　
　　　　　　　＿ イ　　＿　イ　　　　　　　　　＼
　　　　　　ー‐/　　　￣￣|　　　　　　　　　　ー―‐フ
.　　　　　　　/　　　　　　/|　　　　 ﾊ　　.',　　`￣￣　　　　　うふ、うふ、うふふふふ。
　　　　　　　|　/　　　　./ .l　　　　|　|　　 ',　　　ｌ　|
　　　　　　　|　l 　 　 .| 7　∨　　 i|　ﾏ　　 | 　　.ｌ　|　　　　　従来からの砂糖の上に、繊維まで無税なんですか。
.　　　　　　从 |i从　　|i|　　 ＼　 .l　　i!＼ |　　 7　|　　　　　なんだか笑いがとまりません。
　　　　　　　 7ﾚi＼　 l.r==ﾐ　　＼| .r==ﾐ 〉　　/l　ハ
.　　　　　　　,　 ∧ ＼|///　　　　　///ノ　／ /ｲ　　'　　　　乗るしかない、このビッグウェーブに！
　　　　　　　,　　 ∧.込　　　　 '　　　　彡ｲ　 7 　 　　.'
　　　　　　 //　　　|　 ゝ､　　－　'　　　ｲ　　/　　　　　'
.　　　　　 /'.　　　　|　 l　≧ ､　　　イ　　l　.7　　　　ﾄ　 '
　　　　／　／　　　|　 |_＿.|　　　　 |__　 |　|　　　　.ﾑﾏ　'
　　 ／　イ, ､----/　7　 _/　　　　八 ｌ　|　|＿＿＿ ﾑﾏ　'
. ／ ／/ /　　〉　/　/　 |　　　　　　　7　|　|　　 イ- ､| l　.|
　
モーリシャス共和国首相　シウサガル・ラングーラム 
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こうして、ボツワナの経済基盤が整ったと判断したやる夫は、
ある決断を下した。
1976年8月…
　
　　　　　　　　　 　　　　＿＿
　　　　　　　　 　　 ,,.-´　　　 ｀｀ヽ
　　　　　　　　　 ／ 　　　　　　　　＼
　　　　　　　 　/　　　　　　'⌒　　 '⌒ヽ　　　　…お集まりのみなさん。
　　　　　　　　 | 　　　　　（　⌒）　（ ⌒）
　　　　　　　／.| 　　　　　　　（__人__）./＼　　　やる夫は今日、この発表ができることを、
　　　　 　／　　..＼　　　　　　　　　／　　.＼　　　とてもうれしく思いますお。
　　　　／　　　　/　`ー───ー′ ヽ　　 . ＼
　　　　＼　　　　l　|　　∧　　　.∧　　 |　　 ／
　　　　／＼　　 i　l　 .|　.i　　 .ｌ ..|　　/　.／丶
　　　 /　　　＼ | . |　/　　ヽ　/　 |　/／　　　ﾊ 
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　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　／　　　　　＼
　　 ／　　─　 　 ─＼　　　　独立して10年。
　／ 　　 （●）　（●）　＼　　　ダイヤモンドや食肉業の発展で、
　|　 　　 　 （__人__）　 　 |　　　ボツワナ経済は順調に発展してきました。
　＼　　　　 ｀ ⌒´　　 ／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　…その結果、経済面で重要な進歩を行えるようになった、と、
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　政府は判断しましたお。
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜ 
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1976年8月23日。
前年に設立されたボツワナ中央銀行を発券銀行として、
ボツワナは新たに独自通貨「プラ」を導入。
これにより、ボツワナは南アフリカ・ランド圏を離脱し、
経済政策において大きな自由を得ることになった。
　
そして堅実な財政政策に支えられたプラは、
この地域の主要通貨へと成長していく。 
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ロメ協定加入と独自通貨の発行は、
ボツワナ経済を南アフリカから自立させるのに一定の役割を果たした。
こうして1976年も、ボツワナは順調に発展したまま終わるかに見えた。
　
しかし… 
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1976年12月20日。
ローデシア軍はボツワナ国内にあるローデシア反政府勢力の拠点を攻略すると称し、
ボツワナへと進攻した… 
　







第十八話「祖国（ホームランド）」
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1975年のアンゴラ・モザンビーク独立により、
ローデシアはポルトガル領という安定した後背地を失い、
守勢に立たされることとなった。 
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これを打開するため、ローデシアは特殊部隊に注力し、
ゲリラの拠点を急襲して叩き潰す方針を採用する。
　
この方針は大成功をおさめ、ローデシア軍特殊部隊と反政府勢力軍の死亡率は
1対35にまで拡大する。
　
特殊部隊員を1人殺害するのに、反政府勢力軍が35人死亡する計算である。 
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これはすぐに国境外の拠点にも適用され、
まずモザンビークの黒人反政府勢力拠点が襲撃される。
　
そして、次に狙われたのがボツワナだった。 
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11月18日、ローデシアとの国境に近い
ボツワナ第2の都市・フランシスタウンにおいて、
ジンバブエ・アフリカ人民同盟(ZAPU)の拠点が襲撃される。
　
これはローデシア軍特殊部隊によるものだった。 
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これに対し、ボツワナは警戒を強め、
国境警備を強化。
両国間には緊張が漂っていた。
　
そして… 
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この日、国境付近でついに戦闘が起きた。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローデシア軍部隊司令官 
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この戦闘は偶発的なものであり、
双方ともにすぐに兵を引いたため、
戦闘自体は短時間で終わった。 
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衝突自体は小規模なものだったが、
この事件はボツワナに激越な反応を引き起こした。
　
これまでのローデシアに対する不満が、
この一件を機に噴出したのである。 
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ボツワナはこの問題を直ちに安保理へと提訴し、
1977年1月14日、安保理決議第403号にてボツワナ支援とローデシア非難が決定される。 
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ついで、やる夫はボツワナ国軍の創設を決断し、
議会に法案を提出。
法案はすぐに通過し、国軍創設の準備が急ピッチで進められた。 
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これほどスムーズな通過は、
世論の後押しが大きかった。
　
彼らがやっと作り上げた「祖国」への攻撃に、
世論は沸騰していたのである。 
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こうして1977年4月、ボツワナ国防軍が設立される。
兵員数は600と、規模自体は小さなものだったが、
やがてボツワナ経済の成長とともに軍の規模も拡大していった。
　
また、この事件を機にボツワナはローデシアと敵対する姿勢を明確にし、
ローデシアへの包囲網がまた狭まる結果となった。 
　

732  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/09/17(火) 20:20:56 ID:nTLxfpuQ0
　
　
　　　　　　　　　　南アフリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボツワナ
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さて、ここで話は変わる。
　
これまでボツワナの話をしてきたが、
実はボツワナには全ツワナ人の4分の1しかいない。
のこりの4分の3は、南アフリカの北部に住んでいるのだ。
　
この4分の3は、ほかの南アフリカ黒人と同じように、一応南アフリカ国籍を持っていた。
差別される対象ではあるが、南アフリカ国民であることに間違いはなかった。
　
ない、はずだった。 
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南アフリカ共和国大統領　ヘンドリック・フルウールト
　
しかし、フルウールト政権時代、
黒人たちを白人都市から排除し、
各民族居住区に押し込める政策が開始される。
　
これらの居住区は、ホームランド（祖国）と名付けられていた。
（別名で、バントゥースタン（黒人の国）とも呼ばれる） 
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ホームランドに指定された土地は、
一部例外を除いてほとんどは不毛の荒野だった。
　
豊かな土地はすべて白人に与えられていたからである。
この荒野に大量の掘っ立て小屋が立てられ、
そのホームランドにわりあてられた民族が
次々と強制移住させられてきた。 
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さらにフォルスター政権になると、
この動きはさらに強化される。
1970年、フォルスターは議会で「バンツー・ホームランド市民権法」を通過させ、
南アフリカ内のすべての黒人をいずれかのホームランドに強制的に所属させてしまった。
　
これにより、たとえホームランドなどには行ったこともなく、
ずっと都市などで暮らしていた黒人たちでさえ、
いずれかのホームランドに所属することになり、
都市に居住・滞在するのは一時的な状態とみなされるようになる。 
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さらに移住を促進させるために、
政府は都心部の黒人居住区を次々と破壊し、
白人用の住宅地などに整備してしまった。
　
都市の家を失った住民たちも、
ホームランドへ次々と強制移住させられていった。 
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大量の移住民を受け入れたホームランドでは、
各種環境が急速に悪化した。 
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トランスカイなどのように、かつては農業地帯だった場所でさえ、
人口増加による農地の減少と農地の酷使による劣化によって、
急速に農業生産量は落ち込んでいった。
　
もはやホームランドは、黒人たちをただ住まわせるだけの収容所と化していた。
各ホームランドには自治政府が樹立され、一応自治の形は整っていたものの、
予算と能力不足、さらに中央政府からの介入で、
ほとんど満足な行政は行えなかった。 
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しかし、いくら強制移住をさせても、
都市における黒人の数は一向に減らなかった。
自然増だけでも相当な数のうえ、
ホームランドから都市へひそかに舞い戻るものも後を絶たなかったからである。
　
なにか、もう一手が必要だった。 
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こうして1976年、南アフリカ政府はホームランドに対して新たな方針を打ち出す。
「民族自治」にのっとり、希望するホームランドには「独立」を認めるというのだ。 
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この話には、もちろん裏がある。
ホームランドの労働者は、ほとんど南アフリカの大都市に通勤または出稼ぎで出ていっているのだ。
この状況で独立すると、どうなるか。
　
そう、ホームランド出身の労働者が「外国人労働者」となってしまうのだ。
　
自国民であるから、差別的な扱いが非難される。
だったら、その労働者を無理やり「外国人」にしてしまえ、ということである。 
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わかりやすくいえば、
日本からたとえば埼玉を独立させ、
埼玉から東京に通うサラリーマンを全員外国人労働者として扱うと考えればいい。
　
…ホームランドの住民を自らの仲間と考えていれば、
間違っても出てこない政策である。 
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当然、ホームランドの指導者でさえ意見は割れた。
本来、民族ごとに独立と言えばこれ以上はないおいしい話のはずなのである。
それなのに賛否が割れたのは、
南アフリカが実権を手放すはずがない上、
諸外国がこんな見え透いた手に乗るとはとうてい思えなかったからである。
　
やがて、各ホームランドの意見が出そろう。
10のホームランドのうち、独立派が4、非独立派が6という内訳である。 
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　　　　　　　クワズールー・ホームランド首相　マンゴスツ・ブテレジ
　
　
最有力のホームランドであるクワズールーは、
この提案を拒否した。
　
もともとズールーは植民地化に最後まで抵抗できた民族で、
他民族に比べても明らかに力を持っている。
王家を中心に一本化されており、白人政府ですら配慮が必要なくらいの力はあった。
　
さらにクワズールーは自治権を利用してズールー民族主義を推し進めており、
かなりの成果を上げていた。
この状況でクワズールーに特に独立のメリットはなかったし、
逆に南アフリカの提案を突っぱねるだけの実力も確立しつつあったからである。 
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　トランスカイ・ホームランド首相　カイザー・マタンジマ
　
　
一方で、クワズールーと並ぶ有力ホームランドであるトランスカイは、
この提案を受け入れる。
形だけでも独立国の体裁を整えれば、自由度が増すかもしれないとの判断である。
　
こうして1976年、まず第一弾としてトランスカイは「独立」した。 
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そして、その次に「独立」に名乗りを上げたのが、
ツワナ人のホームランド…ボプタツワナであった。
そのボプタツワナを率いるのは… 
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　　　　ボプタツワナ・ホームランド首相
　　　　　　　ルーカス・マンゴーペ 
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マンゴーペはボツワナの8部族とは別の部族の首長家に生まれ、
高校教師となっていたが、
ホームランド建設の際に血筋と政府への忠誠心から抜擢され、
ホームランド首相となっていた。
　
自立性は10ホームランドの首相のうち最も低く、
南アフリカ政府のいうことを1から10まで聞いて命脈を保ってきた政治家である。
　
今回の独立も、プレトリア政府の意向に忠実に従っただけのことにすぎなかった。 
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この独立は世界各国に通達され、
ボツワナにも届いたのだが… 
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もちろんボツワナは、この「独立」を完全に無視した。
ボツワナに限らず、この「独立」を承認した国は、
南アフリカを除いて一国も存在しなかった。 
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1977年12月6日、ボプタツワナは盛大な建国式典を行ったものの、
承認国家がなかったため、
南アフリカを除いて参列する大使は一人もいなかった。 
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とはいえ、これでツワナ人が所有する「国家」は、一応ふたつということになった。
人口は、ホームランド内60万人、ホームランド外（出稼ぎ等）100万人。
しめて160万人。
当時人口70万程度のボツワナより、ツワナ人の数は多かった。 
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しかし、こうして「独立」したボプタツワナであったが、
内情はお寒い限りだった。
　
もともと辺境に設けられていたツワナ人居住区を無理につなぎ合わせたものなので、
国土は7か所に分散し、
相互の連絡も容易ではなかった。
　
さらにその各居住区も、白人が農園に使わなかった場所をあてがっただけだったので
砂漠が多く、農業はほぼ不可能であり、
とうてい国家が自立できるような場所ではなかった。 
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さらに、独立国には軍も必要ということで、
ボプタツワナは当初より軍も保有しており、
この軍事費もまた財政の負担となっていた。
　
ボプタツワナ政府歳入の内訳は、
1976年時点で自己予算が19.5%、南アフリカの援助が80.5%である。
到底独立国としてやっていけるような内情ではなかったのだ。 
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マンゴーペは少し違った。
一応、殖産興業に目を向けることは向けたのである。
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こうして、ボプタツワナの砂漠の中に、
一大リゾート都市「サンシティ」は建設された。
　
何もない砂漠の中に巨大なホテル群が建設され、カジノや遊園地、プールが作られていく。 
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この試みは大成功をおさめ、サンシティはあっという間に大リゾート地となった。
アパルトヘイトでほとんどの国から締め出しを食らっている南アフリカ人にとって、
サンシティは最も身近なリゾートとなったからである。 
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ホテルでは連日連夜ディナーショーが繰り広げられ、
多くの南アフリカ人が押し寄せた。
　
カジノだけでなく、子供向けの遊園地やプールが作られたこともあり、
家族連れも安心して遊べる場所として、サンシティは成長していく。 
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一方で、酒と賭博とくれば、当然女もある。
南アフリカは文化的にはピューリタニズムに支配された国家で、
賭博や売春はおろか、ポルノの出版や放送にも厳重な統制が加えられていた。
さらに、「背徳法」もある。
この法律により、異人種間の性交は禁止されているのだ。
　
しかし、「独立国」であるボプタツワナであれば、そのような心配はない。
ストリップやキャバレー、果ては売春に至るまで、
風俗上問題があるとされた娯楽が大量に供給された。 
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こうして、ボプタツワナは経済的に自立していくはずであった。
しかし… 
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そう。
独立政府と名乗ってはいても、
収入も握られ、独自産業もなく、
おまけに政府の要職も白人で占められるホームランドは、
まさに傀儡政府としか呼びようがない状況だった。
　
完全な独立国であり、財政や状況の制約があるとはいえ
自在に政策を選択できるボツワナとは、前提条件が全く違った。
野生の鵜と鵜飼いの鵜の違いである。
　
独自政策を取るにも、ここまですべて押さえられていては動きようがない。
おまけに、本当に南アフリカから離れようとした場合には容赦なく介入が行われる。
予想されたとおり、南アフリカ政府はホームランドを本当に独立させる気など、
まったくなかったのだ。 
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この時期のホームランド政府を指す、ある小話がある。
新内閣の発足式典で、あるホームランド政府の首脳が集合した。
　
閣僚は全員黒人だったが、全閣僚に一人ずつ白人の護衛がついていた。
　
この写真を見た「国民」たちは、冷笑した。
その「護衛」こそが各省を切り回す官僚であり、
「閣僚」たちはそのアクセサリーにすぎないことを、
「国民」たちは十分すぎるほど知っていたのである。
　
結局、ほとんどのホームランドは「政府ごっこ」にすぎなかったのだ。 
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結局、首根っこを押さえられた状態で内政など、できるわけがなかった。 
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それにもともと、
マンゴーペには国家を運営する素質があるとは言い難かった。
サンシティ建設においては進出した財閥との癒着が疑われていたし、
政府機関の腐敗や非効率も問題となっていた。
　
就任のいきさつからして、
国民ではなくプレトリア政府のほうを向いていたマンゴーペである。
保身と蓄財に走り、もともと低かったホームランド内での人気をさらに下降させていった。 
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　　　　ボプタツワナ国民
　
当然、国民からは幾度も辞任を求める運動が起きたのだが… 
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反政府運動をマンゴーペは軍事力で弾圧し、
こうして彼は完全無欠の独裁者となっていった。 
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もともと、なにもない荒れ地に無理やり移住させられた人々である。
民族こそ同じだが、部族は違うし、
そもそも国として成立するだけの条件を、ホームランドは決定的に欠いていた。
　
なにしろ、国土が異様に不自然な形で分散しており、一体性も何もない。
歴史的な必然性も何もなく、ただ南アフリカの都合だけで成立したということが、
「国民」の目にすら明らかなのである。
　
この状況で国民意識など、育つはずはなかった。 
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結局、ホームランドはその言葉とは裏腹に、
「故郷」(ホームランド）となることはできなかったし、
バントゥースタンという言葉とは裏腹に、
「黒人の国」（バントゥースタン）となることもできなかった。
　
ただの黒人を集めた巨大なスラム以上のものには、なれなかったのだ。
　
ボプタツワナ、およびほとんどのホームランドは、
新しく「国民」を作り上げることに、失敗したのだ。
南アフリカのツワナ人は、最後まで南アフリカ人でしかなかったのである。
　
そして、こうして窮地に追い込まれた黒人たちの間から、
アパルトヘイト打倒への動きが起きていくのである… 
　







第十九話「遠い夜明け」
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1960年代、南アフリカの黒人解放運動はほぼ沈静化していた。
シャープビルの虐殺と、それに続く大弾圧によって、
ほとんどの運動家が投獄されるか追放され、
無力化されてしまったのである。 
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しかし70年代に入ると、
黒人運動はひとりの天才指導者の手によって
劇的な復活を遂げる。
　
その指導者の名を、スティーヴ・ビコという。 
　

55  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/09/22(日) 19:34:46 ID:TLURGRHU0
　
　　　　　　　｀ヽミメ、　. -‐,=‐
　　　　 . . .-‐‐ミ i!　Y i! 厶イ_＿
　　 ∠..., =‐-　i!　 i!　 i!　i!　＜´
　　　.ィ´ i! 　 i!　i!　i!　i! 　 i!　i! ヽ
.　 , ′i!　i!　i!　i!　i!　i!　 i!　 i!　i!.!
　/イ i!　i!　i!ｨ i! i./::､ i! ﾄ､　i!　i!　!
　 /i!.／/i!./::iメi/:::::::,ﾒ､「ヽﾄ､ i! i!j　　　　　アフリカ人であろうと、誇りを持たず生きているものは「黒人」ではない！
　/イ i!/! /===｡､:::::.===｡＝:i!,...i! |　　　　　それは白人ではないもの、「非白人」にすぎないのだ。
　　　ｊ/ j/ i::｀:‐:/:::::::: ｰ一.:´:|ir, }.|
　　　　　　 i:::::/.::::::、　　 .::::::|Lﾝii|　　　　　　自らの主体を持っていないのだ！
　　　　　　　i: ｀r_'ﾆ´‐'ヽ .;.::::ハ /
　　　　　　　 ､　 'i'-‐_'ノ::: ,_',.-‐;´-ヽ,
　　　　　　　　ヽ 　⌒ .イr‐.く´, -‐ ''｀' ､
　　　　 　 　　　 ＼／,'./　::: !　　_ヽ＿__｀'_ ､
　　　　　　　　　 /´.,!' /　.:::/-､'´　　　　　　 .＼
　　　　　　　　／.>iﾞ_./　.:::/　 ; ｀ｰ,　　　　　　　 '､
　　　　　　　,.' .,.' ,..,V､ ::::::!　　l　 .l ｀!,.　　　　　　 ',
　　　　　　,.'　/　!ン i ヽrﾉ,　　!　 .!　l.i　　　　　 　 !
　　 　 　 / ./　　!　　ヽ !..::::: /..､ ,'　 !'i　　　　　　 i
.　 　 　 / /　　,.' ヽ　....｀"ｰく::.／.:ｰﾉ.,'　　　　　　 !
　　　　,' /　 , '　　 ｀-､-'､_｀ﾉ'ー '７ /　　　　　　,.'i
　　　　　　　　　　　 ヽ＼ヽ-,. - '´.,.' .:::::::::::::::::, ' /
　
　
ビコが唱えた思想は、「黒人意識」と呼ばれる。
　
彼は現在の南アフリカにおける問題は、
黒人が差別されていることではなく、
その差別によって黒人が「劣ったものだと思い込まされている」ことこそが、
一番の問題だと指摘した。 
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そしてそれを打開するために、
まずは自分たちが誇りを持つこと、
そしてアフリカ人に限らず、インド人でもカラードでも、
誇りを持つ者はすべて「黒人」であると主張したのだ。
　
これにより、黒人意識運動はアフリカ人に限らず、
多人種へのひろがりを持つことに成功した。 
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これを警戒した南アフリカ政府に、1973年に自宅軟禁下に置かれるものの、
その後もビコは、ケープ州東部・キングウィリアムズタウンの自宅で
活動を続ける。
　
前に触れたオッペンハイマーとの接触も、この時期のことである。 
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そして、ビコが最も強烈に攻撃を加えたのは、
白人内のリベラル派…人種平等派だった。
　
現在白人として利益を受けている以上、
どうしてもアパルトヘイト体制に加担していることになる。
それを自覚しているのか、と問いかけたのである。 
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　　　　　　　　白人リベラル派
　
　
このビコの思想に、
大部分の白人リベラルは激怒した。
　
彼らにすれば、
自分たちが黒人の地位向上のために「戦ってやっている」のに、
それを批判するのはなにごとか、というわけである。 
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しかし、彼の発言を直接問いただす者は、
誰もいなかった。
そんな黒人至上主義者の話を聞く必要などない、と考えたのである。 
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　　　　イーストロンドン市
「デイリー・ディスパッチ」紙編集長　
　　　　　ドナルド・ウッズ 
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しかし、ウッズはここでほかのリベラル派とは違う決断をする。
ビコの政治姿勢を問いただすため、直接インタビューを行ったのだ。
　
もっとも、彼にも目算はある。
彼から過激な意見を引き出し、紙面にて彼を叩くつもりだった。 
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しかし予想に反してビコの口からは道理にかなった意見しか出てこず、
ウッズは熱心に耳を傾けるようになった。
　
会談は激しいものだったが、友好的に終了した。 
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この会見でお互いに好意を持った彼らは、
以後頻繁に接触するようになる。 
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やがてウッズとビコは親友となり、
ウッズの信条もビコに近いものへと変化していった。 
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※バンツー教育相…黒人（バンツー）専門の教育大臣 
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しかし、ウッズの不安は不幸にも的中する。 
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　　　　　　英国系　白人の40%　　　　　　　　アフリカーナー　白人の60%
　
　
アパルトヘイトの原因である白人同士の勢力争いは、
この時期もいまだ継続中だった。
　
政府を握ったアフリカーナーは、公用語を英語とアフリカーンス語の2言語制にし、
アフリカーンスのできない英国系を政府から排除しやすくするなど、
さまざまな方法でアフリカーナーの勢力拡大につとめていた。
　
前に「言語と教育」章でふれたように、
1つの民族が公用語を握ることは政府を握ることになる。
そのことをもっとも自覚し、それを駆使して勢力を拡大したのが
アフリカーナーという民族だったのだ。 
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この言語政策は、黒人教育にも影響を与える。
実は南アフリカの制度においては、
9つの黒人主要民族すべてで、初等教育は各民族語で行われていたのである。
他のブラックアフリカ諸国では大失敗に終わった政策だが、
南アフリカにはこれができるだけの財力はあった。
　
ここまでのことができるのはアフリカでは南アフリカただ1国であり、
政府はこれを偉大な成果と喧伝した。
各民族の識字率を向上させる、素晴らしい政策というわけである。 
　

117  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/09/22(日) 20:42:34 ID:TLURGRHU0
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　
　　　　　 ／:::::::　　　　　　 ＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
.　　　　　|:::.　　 ''''''　　　''''''　 |　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　　　　 :::::::＼
.　　　　　|::::.,（一）,　　　､（一）|　　　　　　　　　　　　　　　 |　 ''''''　　　'''''' 　　.:::|
.　　　　　|:::::: ノ　,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　|　　　　　　　　　 　 　 　 　 |（●）,　　　､（●）､.:::|
　　　　　 ＼:::::.ヽ｀-=ﾆ=- '　／　　　　　　　　　　　　　　　 | 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　 .:::::|
　　　　　/ 　 ｀一｀ﾆﾆ´-,ｰ´　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ＼　｀-=ﾆ=- '　.:::::／
　　　　 /　　|　|　　　/　|　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 ｀ｰ｀ﾆﾆ´-一´ヽ、
　　　　/　　 |　|　　/ |　|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　　 ＿　　 　l
　　　 /　　　ｌ　|　/　 |　|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/ ￣｀Ｙ´ 　 ヾ;/　 |
＿＿/　　　 | ⊥_ｰｰ | ⊥_ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿,|　 　　|　　 　|´　 ハ
　　　|　 `ｰヽｌ_ｌ_ｌ.}　ヽｌ_ｌ_ｌ.}　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |　　　 |　　　 |-‐'ｉ′l
　　（､`ｰｰ､ｨ　　 }￣` 　　ﾉ　　　　　　　 　　　　 　 　 　 　 　 |＿＿ | 　 ＿| 　　７'′
　　　 `ｰ､､＿__/｀"''－‐"　　　　　　　⑩　　　　　　　　 　 　 （　　 （　￣ノ ｀ｰ-'′＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　⑤　①　　　　　　　　　　　￣　　￣ 　 　 　 　 　＼
　
　
しかし、この政策にももちろん裏があった。
　
各民族に提供されている教育は、
英語やアフリカーンス語での教育に比べて明らかに質が低かった。
そのうえ、教育用の語法整備がなされなかったため、
用語上の問題で教育程度の向上が難しかったのだ。
　
配分される教育予算も白人に比べ非常に低い。
　
白人学生一人あたりに比べ、
黒人学生一人当たりに配分される教育予算は、
白人のわずか6.5％にすぎなかったのだ。
　
当然この状況で、満足な教育ができるはずはない。 
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さらに、各民族語で教育を行うことにより、
黒人各民族間の分断を狙う、という狙いもあった。
　
各民族ごとに帰属意識を植え付け、
「南アフリカの黒人」としての意識を目覚めさせない、ということである。
　
結局、南アフリカの教育は、
白人たちのために都合のいい、字くらいは読める労働者を育成する、
それ以上のものではなかったのだ。 
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さて、この教育政策の一環として、
1976年、英語とアフリカーンス語の授業時間を平等にする法案が成立した。
すべての学校で、両言語の授業時間を等しくしなければならないと定められたのだ。
　
そんな時期に、フォルスターは保守派のホープである議員を、
バンツー教育相代理の地位につけた。 
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　　　　バンツー教育相代理　アンドリース・トリューニヒト
　
　
トランスヴァール選出の超保守派、アンドリース・トリューニヒトである。 
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　　　　　　　　　　　　アフリカーナー兄弟団　　　
　
　
トリューニヒトは白人の右翼団体、アフリカーナー兄弟団（ブルーダーボンド）の幹部であり、
団体内でもさらに保守派を代表する人物であった。
そしてその勢力をバックに、国会内でも勢力を拡大しつつあったのである。 
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トリューニヒトはこのアフリカーンス語拡大の動きをさらに力強いものとするため、
黒人の中等教育言語をアフリカーンス語と英語で半分ずつ行うことを決定してしまった。
とくに、数学と社会科についてはアフリカーンス語で行うことが要請された。 
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しかし、いくら公用語とは言っても、
経済力や外国との関係から英語のほうが勢力が強く、
これまで中等黒人教育はほとんど英語によって行われていた。
　
アフリカーンス語で教育ができる教師など、
もともとアフリカーンス語圏であるケープ州西部や首都圏を除き、
ほとんどいなかったのである。 
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結果、教育現場は大混乱に陥った。
　
なにしろ、教師が教科書を読めないのである。
生徒が教科書を読めないどころの話ではない。
　
生徒の学力が、この規定の施行以降、全く伸びなくなってしまったのだ。 
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たまりかねた黒人教師代表団がトリューニヒトに抗議を行ったものの… 
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彼はこれを黙殺し、政策を続行した。 
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しかし、ビコの思想に触発されていた教師や生徒たちは、
このままでは収まらなかった。
　
彼らはこの決定を、
「黒人を白人より劣ったものだとするための文化的な抑圧の一環」とみなしたのである。
　
こうして、各地でデモが頻発するようになる。
そして… 
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1976年6月16日。
この日、ヨハネスブルグ南西部のソウェト地区で、
この法案に対する抗議デモが行われた。
参加者は15000人にのぼった。
　
デモは平和的なものだった。 
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しかしこのデモを解散させるために警官隊が出動し、
デモ隊とにらみ合うこととなった。
警官隊は当初催涙ガスで解散をもくろんだが、
頑強に抵抗し続ける黒人たちに業を煮やし…
　
ついに、発砲が行われた。 
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治安部隊の発砲は、デモ隊の中にいた13歳の中学生、
ヘクター・ピーターソンの頭部を貫いた。 
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この瞬間、デモは大暴動へと発展した。
激怒した群衆が警官へと襲い掛かり、
警官は発砲を繰り返す。
　
ソウェトの町は、血に染まった。
　
このときだけで、死者176人、負傷者1139人、逮捕者1298人。
さらにこの騒乱は全国に拡大し、
各地で多数の死者・負傷者を出した。
　
この事件は、のちにこう呼ばれることになる。
「ソウェト蜂起」と。 
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　　　　　　　　進歩連邦党　ヘレン・スズマン
　
この事態に、進歩連邦党などの議会内に残存するリベラル派だけでなく、
政府内からも危惧の声が出始めた。 
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これを受け、政府は黒人への教育言語をアフリカーンス語とする案の撤回を余儀なくされる。
　
しかし、政治家としてのトリューニヒトの評価がこれで下がったわけではなかった。
これだけのことをしておきながら、彼は政治家として生き延びる。
むしろ、黒人に対し毅然とした対応が取れるとして、
一部からは高い評価を受けたほどだった。
　
そしてこの後もトリューニヒトは保守派のリーダーとして鳴らし、
徐々に影響力を拡大させていく。 
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一方ビコはこの事件に対し、
行動を起こすことはできなかった。
すでに何年も前から軟禁状態にあったからである。
　
もしこの時ビコが自由に動けていればもっと別の展開があったかもしれないが、
現実にはこの後、ビコへの監視はさらに強化されることとなる。 
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1977年8月、ポート・エリザベスでビコは逮捕され、警官に暴行を受ける。
そこで瀕死の重傷を負ったのだが、そのまま首都プレトリアへ取り調べのため移送される。
救急車でもなんでもなく、普通のバンに転がされたまま、1100㎞の道のりを運ばれたビコは、
9月12日、そこで死去する。
　
享年30。
死因は暴行による脳挫傷だった。 
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当初、政府はビコの死因をハンガー・ストライキによるものと説明し、
事態の隠蔽を図った。
　
だが… 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘレン・ツィレ 
　

220  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/09/22(日) 21:48:52 ID:TLURGRHU0
　
　　　　　　　　＿　　　　　　　　 ,ｨ'z＿＿__,ィ'　　 .l､　　　　　 ／　　 ヽ
　　　　　　　 l　 　＞､,rー::.､ ,. -|　　　　　 .i!　 ,ィ::::｀ヽr‐:::::ﾌ　　 　 　 l 　 ＿
　　　　 　 　 j　　　 　 ヽ:／　　　｀¨ ー―≠'''´::::::::::::::::::ヽ/　　 ,.．-'''¨´￣　 l
　　 　 　 rー'¨¨ ≒.､ .>'::::::::::::::::::;:::::::::::::::::::::::::', :::::::::::::::':,::::::ヾ''´　　　　 　 　 |
　　 　 　 |　　　　　 ./::::::::::::::::::::/:::::::i:::::::::::::::::::::',::::::::::::::::::',:::::::ヽ　　 　 　 　 人
　　　　　 l　　　　 _/:::::::::::::::::::::/i:::::::::',::i::::::::::::::::::',:::::::::::､:::::',::::::::ﾊｰ＝≠＜´::::::ヽ
　 　 　 　 ￣/ ￣/::/::/::::::::::::/|:l::::::ｌ::::'ﾊ:::::::::::::::::::',::::::::::i! ::::',:::::::ﾊ::::::::::::::::::ヽ:::::::::ヽ
.　　　　　　∧::::::/:/:::;'::::::::::::::i! l::l:::::ｌ::::::'ﾊ:､::::＞'''¨ﾏ::￣:i!ﾏ:::',ﾏ:::::',:,::::::::::::::::::ヽ::::::ハ
　　 　 　 /:/ :::::;'::l:::::i!l::::::::ｰ十ヾ:',::::i:::::::iヾt_､＿:::::::'',:::::::i!::ﾏ::l ﾏ::::ﾄ､::::::::::::::::::::',:::::::::',
.　　　　, '/7:: /7::l::::::ｌ::ｉ::::::::::::|　 ゝﾊ:i!､::::',.ヽ<.ヽ;;＿:ﾊ::::::i!::::ﾏi!:ﾏ:::j:l i::::::::::::::::::::::::i::::::l　　検死した医師によれば、
　　　, '::/ .l::::i! |:::l:::::i!l:ｌ::::::::::::|,.xｯｚ:ミﾊ ､::ヽ . ,ｲｱ示心¨ヽj:::::V::::V:::l .l:::::::::::::::::::::::i!:::::l　　ビコの遺体は
.　 , ':::,.'　.i!:::ｌ ::|:::l:::::l:::i!l::::::::/:/'ん示tヽ ヽ::ヽ' .たﾄムハ　ﾊ:::::j::::i:::::ｉ .l::::i::ｌ:::::::::::::::l::::;'　　体中にひどい傷があったそうよ！
. /:::, ' 　 .l:::::i::::|:::i!::::ｌ::::ｉ:ヽ::'::ﾊ. ﾏzしﾊ　 ヽ ヽi 弋ztﾃzﾘ /::::::/::::j:::::j　ｌ:::l::i!::::::::::::::l:::,'
''::::/　 　 l::::l::::::ｌ:::|ﾑ::i::::iﾄ､ﾄ､: :ﾑ ゞtツ　　　 　 　 ｀¨¨´:/::::::/::::,':::::/　.l:::i::ｌ::::::::::::::,::/　　ハンガー・ストライキで死んだ人間が、
::::,'　　　 |::::ｌ:::::::ヽｉ!::ヽⅥ:｀l::l｀ﾏ::ヽ　　 ｀ 　 　 　 　 ／/::::/./::ｲ::::/ 　 .l::::::l::::::::::::,':/　　どうしてそんなことになってるのかしら？
: l　　　　l:::l:::::::::::::ヽ::::ﾌト､:|ｉｌ　ﾊ　　　　 　 　 　 　 　 ﾑ::/ /:/.|::/　 　 .i!::::i::::::::::,':/
:::i　　　　|::l::::::::::::l:::::Vj:::ﾏ::|i!l　　ヽ、 　 　 (ヽ 　 　 _」: /_ '´　 i|　　　　|:/:j::::::::,':/
ﾏﾊ 　 　 l:i::::::::::::j::::::/::::::ヽ|i!ヽ　　　 ＞ z __ 　.,. イ　|:/|〉｀ヽ､_ ヽ　 　 /::::l:::::::':i!
.　ヾt__　 i:i:::::::::::i:::::/:::::::::::j ヾ､｀　 　 　 ,ィﾑ｀´　　　,ヾ´　 　 /￣' ¨ヾ':::::::i::::::i::l
　　 　 　 i|:::::::::;'::::/::::::::::::/　 　 ,ィ''''' .´/ ﾄﾘ　　 .／　 ｀　　 /　　　,:'::::::::::j:::::::Vt
　　　　　 i:::::::: ':;:':::::::::::: ﾉ　　 ,ｲ　　　/　 l 　 ／　　 　 　 ./　　 .,:'::::::::::::/:::::::::::}.＼
.　　　 　 l::::::::／::::::::::／. 　 ,ｲ　　, _/,ィt､ｉ! /__ . 　 　 　 /　　 , ':::::::::::::;ｲ:::::::::::::ﾄ､ .ヽ
.　　　　 i::::／:::::::::;イ:j . 　 /　　./,.ｲ´　.jﾊVｲ　ヽ　　　, ' 　 ., ':::::::::::／/::::::::::::::/　＼ﾉ
.　　　　l／:::::::;イ:/: /　　/.　　 '/ 　 　 |ー'--イ. ',　 /　　.,:'::::::::::／::ノ:::::::::::／　　 ./|
　　　／:::＞'':::::/::::/　 ./　　　/　　　　i!　　　 .l 　∨　　./::::::::;ｲ:/ｨ'::::::::＞''　　　 ,< j
.　 , ':::／::イ:::/::::;.' 　 /.　 　 ,'　　　　 .j､＿＿ﾉ　　　　 /:::::::/::::/::::::>''´　　　　 /　 ＼
　/:;ｲ::::/i!:::i:/:::/　　/ . 　 　 l　　 　 ./　　 　 .|　　　　 i::::::/::::/ ,ィ´　　　　　／　　　　＼
./://:::/::i!::::i!::/　　/ 　 　 　 l 　 　 /　　　　　l　 　 　 l:::/::l:::::l/l. ',　　　　／　 　 　 　 　 ヽ
.|/l:::::ﾊ::l l::::ﾏ　　　ヽ､　　　　i　　 /　　 　 　 .l　　　　 |:ハ:l:::::i!::',　',　 .／>､　 ,　　　　　　　〉
　
　
ツィレは丹念な取材の結果、
ビコの死がハンガー・ストライキではなく警察による暴行死であることを突き止め、
紙面でスクープした。
　
このスクープはリベラル諸紙を刺激し、
猛烈な政府攻撃が巻き起こった。 
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これに対し、政府は黙殺を決め込むとともに、
政府を攻撃するジャーナリストたちに圧力を強めていく。 
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この政府批判の急先鋒であり、
よって政府のターゲットともなったのはウッズだった。 
　

228  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/09/22(日) 21:54:28 ID:TLURGRHU0
　
|￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ |
|　 　 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 　 　 |
|　　　|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.＿＿__　＿＿_　 |　　　|
|　　　|　.　|　　|　 　　　　　 ／＼　　　　　／　 　 　 　 |＿|__ 　　　 |　 |　　　|
|　　　|　‐┼‐ .|￣￣　 　／＼／　 　 　 ´　|＿　　　.|フ　 ｌ__ｌ┌─┘　|　　　|
|　　　|　.　|／└---┘ ´ ／|￣￣|　　￣￣|＿＿　　|＿＿__| |　　　　 |　　　|
|　　　l　／! 　.|二二|　／　 .|＿＿|　　￣￣|　　　 　 |＿＿_,,|人＿＿| |　　　|
|　　　|　ヽ|　　|＿＿|　　　　　　　　　　　 ､/　　　　　　　　　　　　　　　|　　　|
|　　　|＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_,,|　　　|
|　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　.|
|　　　|　　　　　　　　　　　　 　 ,.．-──- ､　　　　　　　　　　　　　　　|　　　|
|　　　| 　　　　　　　　　　 　 ／. : : : : : : : : : ＼　　　　　　　　　 　 　　 |　　　|
|　　　|　 　　　　　　　　 　 /.: : : : : : : : : : : : : : ヽ　　　　　　 　 　 　 　 |　　　|
|　　　|　　　　　　　　　　 .,!::: : : :,-…-…-ミ: : : : :', 　　　　　　　　　　　|　　　|
|　　　|　　　　　　　　　　 {:: : : : :i '⌒'　 '⌒' i: : : : :}　　 　 　 　 　 　 　 |　　　|
|　　　|　　　 　 　 　 　 　 {:: : : : |　ｪｪ　 ｪｪ　|: : : : :}　　　　　　　　　　　|　　　|
|　　　|　　　　　, ､　 　 　 .{ : : : :|　 　 ,.、 　 |:: : : :;!　　 　 　 　 　 　 　 |　　　|
|　　　|　　　　　ヽ ヽ.　　_ .ヾ: :: :i　r‐-ﾆ-┐ | : : :ﾉ　 　 　 　 　 　 　 　 |　　　|
|　　　|　 　　　　 .}　 >'´.-!、 ゞイ! ヽ 二ﾞノ,,ｲゞ‐′　　　　　　　　　　　 |　　　|
|　　　|　　 　　　 |　　　 －!　　 ＼` ｰ一'´丿 ＼　　 　 　 　 　 　 　 　 |　　　|
|　　　|　　　　　 ﾉ　　　 ,二!＼　　 ＼___／　　　/｀丶､　　　 　　　　　　|　　　|
|　　　|　　　　 /＼　 ／　　 　＼ 　 /~ﾄ､　　 ／　　　 l ＼ 　 　 　　　　|　　　|
|　　　|　　　 /　、 ｀ソ!　　　　　 ＼/l::::|ハ／　　　　　l-7 _ヽ　　　　　　|　　　|
| 　 　 ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣　 　 |
|　　　　　　　　　　　　ド　ナ　ル　ド・.ウ　ッ　ズ　（44歳）　　　　　　 　 　 　.|
|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 |
|　　　　　　　　　　　○マクドナルドのドナルドに酷似　　　　　　 　 　　　　 |
|　　　　　　　　　　　○「デイリー・ディスパッチ」紙元編集長　 　　 　 　 　 |
|　　　　　　　　　　　○黒人革命派のシンパ　　　　　　　　　 　 　 　 　 　.　|
|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 |
|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 |
|　　　　　　　　　　　　　反テロリズム法により軟禁　　 　 　 　 　 　 　 　　 |
|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　　　 　 　 　　　　　　　|
|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　 　 　 　 　 　 　 |
|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　 　 　 　 　|
|＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ |
　
これに対し、政府はウッズを危険人物として軟禁状態に置き、
ジャーナリストとして活動できないようにしてしまった。 
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監視下に置かれたウッズ一家にはたびたび警察から迫害が加えられるようになり、
その迫害は激しさを増すばかりだった。 
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自国で生命の危機を感じたウッズは、
ついに他国への脱出を考えるようになる。 
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こうして1978年12月31日、
家族を説得したウッズは、南アフリカ脱出を決行する。
目的地はイーストロンドンから最も近い外国…レソト王国である。 
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警察の執拗な追跡をかわしたウッズ一家は、レソトへの入国に成功した。 
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　　　レソト王国首相　レアブア・ジョナサン
　
逃げ込んだ先のレソト政府は、
ウッズを歓迎する。
しかしレソトは周囲をぐるりと南アフリカ領に囲まれており、
自由な活動に支障があるうえ、
南アフリカからの引き渡し請求に耐えられるとも思えなかった。
　
どこか、新しい亡命先が必要だった。 
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／ 　　　　　　　　　　＼　　　とはいえ、ウッズ氏に含むところなんか何もないしなあ。
|　 　　　＼　　 ,＿　　 |　　　それどころか、黒人解放派のためにはぜひとも助けたいところだし。
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結局、ボツワナはこの話を了承する。 
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こうしてウッズ一家はレソトから、ボツワナ経由でイギリスへの亡命に成功した。
以後、ウッズはロンドンを拠点として反アパルトヘイトの論陣を張ることとなる。 
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ソウェト蜂起は、アパルトヘイト体制の崩壊の序曲だった。
これ以後、ビコの虐殺やウッズの脱出などにより、
反アパルトヘイトの勢いはとどめようのないものになっていく。
　
また、これを境に、アパルトヘイトは拡大から、
縮小と譲歩の局面に入った。
　
とはいえ、南アフリカの体制は強力で、
そう簡単には崩壊しなかった。
これから先の南アフリカの歴史は、
アパルトヘイトの崩壊を少しでも先延ばしにしたい白人側と、
一刻も早くアパルトヘイトを撤廃させたい黒人側との、
闘争の歴史となっていくのである… 
　







第二十話「ローデシア崩壊」
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│　　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 　|

│　　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 　|

│　　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 　|

│ 　 ＝＝＝＝＝．　　　 　 　 　 　 　 |

│　　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 　|

│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |

│　　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 　|

│　　THE TRUTH IS OUT THERE 　 |

│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |

└──────────────┘ 
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【ファイルの内容】
　
　　　　　,ｨ, (fー--─‐- ､、
.　 　 ,ｲ/〃　　　　　　　　ヾ= 、
　　 N ｛　　　　　 　 　 　 　 　 ＼
　 ﾄ.l ヽ　　　　　　　　　　　　　　 l
　､ゝ丶　　　　 　 　 ,..ｨ从　　　　|
　 ＼`.、_　　__ ,. _彡'ﾉﾘ _,.ゝ、　 |　　　　　　　　 ∧
　　　｀ゝf‐ゞﾞujヾ二r^ｧｕj＜ y=ﾚヽ.　　 　 l＼　/
.　　　 |fjl、　￣.ﾘj＾ヾ.) ￣ 　ﾉ ﾚ ﾘ 　 ＿＿|　 `
　　　　ヾl.`ｰ- べ!ﾞ‐ ｀ ｰ-‐'　 ,ン　　　＼　　我が南アフリカは非難の嵐にさらされている！
　　　　　 l　 　 f,.ﾆﾆﾆヽ　u　/:|　　　＿∠,　これもすべてノストラダムスの予言に書かれていたんだ！
　　　　 　 ﾄ､　 ヽ.＿_.丿　 ,ｲ　|　　　　　/
　　　　　_亅::ヽ、 ー 　 ／　i　:ﾄ､　　　 ´￣|　南アフリカは滅亡する！
　　-‐''｢ F′::　 `:ー '´　　,.'　 ﾌ ＞ｰ､　　 l／､　 ,ﾍ
　　　　ﾄ､ヾ;､..__　　　　　, '_,.／ ／l　　　　　　　∨
　　　ヽl　＼＼‐二ﾆ二三／ ／ /
　
　　情報省長官　コニー・マルダー
　
　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　riff7//////〃〃∠ヽ
　　　ﾚ"⌒''ｰ''"´　 ｀ヾﾆ三|
　 　 l　 ﾆ_ー‐'_ﾆ　　　|ﾆ三|
.　　 ﾚヘ＼￣､／,へ　 }ﾆ三!　　　　マルダー、君は疲れているんだ
　 　 } ==,=>　_=,=＝　 |r=､ |
.　 　 | 二/　 　 二´ 　 |.６.| |＼
　　　 |　 |_,　-`　ヽ　　 k‐':ﾆ|　 |`''ｰ-
_,　-‐''|　ｌ⊂ﾆﾆ⊃ l　　 | ＼│　:|
　　 　 ヽ!　 ---　　l , ‐'　 ／|　　|
　　　　　/` r､-‐ ' ´ 　 ／　 :|.　　|
　　　　 / 　 |　＼　 .／　　　 |　　 | 
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　　　　　　　　　　　　　 　 _,.. -─　　 ─-､ しｧ
　　　　　　　　　　/!/ヽ‐'"　　　　　　　　 /　ｲ⌒ヽ
　　　　　　　 　,l_/　　　　　　　　　　 l l　　/ /!　　 ヽ
　　　　　　　　 |l　　　　　　　　　/lﾊ//　　V|　!　　　ﾊ
　　　　　　　　 |　l　　　　　　 ／　　ｲ　　　　ヽヽ/Vl　!
　　　　　　　　 | ﾊVヽﾄ`ー- ' イ／　　 ,ｨ/!　　＼ ∧l |
　　　　　　　　､ﾄ､ ＼ ヽー- '　　_,..ｨ/ // ハ ト､　　　l!　　　しかし、安心してほしい。
　　　　　　　　 ＼　　ヽ＿,.メ､＜イ_／__,.._-=ニ-ヽ _,/
　　　　　　　　　　ヽi｀､|　 ､‐rｯヾ =|二|-=_rｯァ　｀}',.}　　　この陰謀を阻止するための計画が、
　　　　　　　　　　　{ ヽ!　　 ￣ シﾉ!　ヽヽ ￣　　//ﾘ　　　すでに水面下で動き出しているのだ…
　　　　　　　　　　　ヽヽ!`ー--‐'´/|　　` ｰ--‐ ' /./
　　　　　　　　　　　　＼!　　　　　ヾ_,.　　　　　 /‐'
　　　　　　　　　　　_ィﾆlヽ　　　　＿＿　　　　,ｲiヽ､
　　　　　　　_,. -‐'" 　 l |　＼　 　｀二´　 　,ｒ'　l !　 `ヽ､._
　　_,. -‐ '"　　　　　　l　|　　 ＼ 　 　 　 ／ 　 | l　　　　　 ｀` ｰ- ､._
‐'"　　　　　 _,. -‐　￣`ヽrァｒ--`‐──'‐‐-r ,!　!　　　　　　　　　　 ｀` ｰ-
　　　 ＿,.ィ´　　　　 ヽ､._　ヽ　　　　　　　 ./ /i　 l
ァ‐／ /　　　　　　　　　＼_ノ!　　　　　 　 ｌ / l　　',
　/ 　 {　　　　　　　`ヽ､　 }!ヽ!　　　　 　 /V　!　　 ヽ
　!　　 ヽ　　　　　　＼　 Y | 　` r====r'´　　|　　　　〉
　
　
　　　r―――――――‐､
　　　 >､!!! _,,〃-‐ '''l≡≡|
.　　 / ヾﾐ-=＝　　　 l ≡ |
　　〈ヾ.､　 r=＝- 　 /_ ≡|　　　どういうことだ、マルダー！
　　 た｡〉 "＝｡ラ　 .|Ｆ|≡|
　　 |` 7　　‐-‐　　 |Ｆ| ミﾄ
　　 |　l　 ,, ､　　　　ﾘﾉ ミ.|　＼＿
.-―!　l｀====ヽ　　.|＼ ミ|　　 |　 ￣
　　/＼　≡　　　 _ !　 ＼|　　 |
.　/　　｀ｧ-‐ '' "´　 　 ／|　　 | 
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　　　　　　,.ｨ , - ､.＿　　 　 、
.　　　 　 ,ｲ/ l/　　　 　 ￣￣｀ヽ!__
　　 　 ﾄ/ |'　{　　　　　　　 　 　 　 ｀ヽ 　 　 　 　 　 　 　 ,ﾍ
　 　 Ｎ│ ヽ. `　　　　 　 　 　 　 　 　 ヽ　 　 　 　 /ヽ　/　 ∨
　　 N.ヽ.ヽ、　　　　 　 　 　 , 　 　 　 　 }.　 　 l＼/　　`′
.　　ヽヽ.＼　　　　 　 　 ,.ｨｲﾊ　 　 　 　 | 　 ＿|
　　 ヾニｰ　__　_　-=_彡ｿﾉ u_＼ヽ、 　 |.　 ＼　　　　つまり、
.　　 　 ￣ﾞr=<‐ﾓﾐ､ﾆr;＝=ｪ;ｭ＜_ゞ-=7´ヽ　　 >　　　国民党寄りのメディアに
.　　　　 　 l 　 ￣ﾘーh ｀ ｰ‐‐'　l‐''´冫)'./　∠__　　　思いっきり公金ぶち込んで、
　　　　　　 ﾞiｰ- ｲ'__　ヽ､..＿__ノ　　 ﾄr‐'　　　　/　　世論操作すればいいんだよ！
　　　　　　　l　　 `＿__,.、 　 　 u　./│　　　　/＿
.　　　　　 　 ヽ.　 }z‐r--|　　 　 ／　 ﾄ,　　　 　 　 |　 ,、
　　　　 　 　 　 >､`ｰ-- '　　.／　 ／　|ヽ　　　　　l／　ヽ　　 ,ﾍ
　　　　　　_,.／| ヽ`ｰ--‐ _´.. ‐''´ 　 ./　 ＼､　　　　　　　＼/　ヽ/
-‐ '''" ￣ /　 :| 　 ,ゝ=＜　　　　　　/　　　 |　`'''‐-　､.._
　　　　　/　　 !.／l;';';';';';';＼　　　 ./　　　　│ 　 ＿
　 　 　 _,＞ '´|l. ﾐ:ゝ､;';';_/,´＼　 ./|._ , --､　|　i´!⌒!l　 r:,＝i
.　　 　 | 　 　 |:.l.　/';';';';';|=　　ヽ/:.|　.|l⌒ｌ ｌﾆ._ | ﾞｰ=':|　|. L._｣　））
　 　 　 l.　 　 |:.:.l./';';';';';';'!　 　 /:.:.| i´|.ｰ‐' | /　|　 　 |.　!　　 l
.　　　　 l.　　 |:.:.:.!';';';';';';';'|　　/:.:.:.:!.|"'|.　　 l'　 │-==:|.　!　==l　　 ,. -‐;
　　　　　l　　 |:.:.:.:l;';';';';';';';|　/:.:.:.:.:| i＝!ｰ=;: l　　 |　 　 l.　|　　 |　/ 　 //
　　 　 　 l　　|:.:.:.:.:l;';';';';';';'|/:.:.:.:.:.:.!│　l　 　 l、　:|　 　 |　}　＿|,.{::　　7　））
　 　 　 　 l　 |:.:.:.:.:.:l;';';';';'/:.:.:.:.:.:.:.:|　|__,.ヽ､__,. ヽ._｣ ｰ=:::ﾚ'　 ::::::|;　　 7
.　　　　　　l　|:.:.:.:.:.:.l;';';'/:.:.:.:.:.:.:.:.:.|.　＼:::::＼:::::　ヽ　 ::::::!′　:::| 　 .:/
.　　　　　　 ｌ |:.:.:.:.:.:.:∨:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.! 　 /ヽ:::　`:::　　　　::::　　....::....／
　
　
.　 　　 　 ┌r┬r┬r┬r┬r┐
　　　　　　ドﾐヾ＞冖┴冖く'/
　　　　　　|ニ/　__￣ニニﾆヽ
　　　　　　|=〈 /ベ≧ｚｚ　jｚｚﾍ
　　　　　　|Fｔ|　==｡＝:::/=｡=〈　　　　な、なんだってー！
　　　　　　|{(||　｀ﾆﾆ´　ヽ｀ご.|
　　　　　　ﾄ=|　 , -‐ '-　_}｀ヽ|
　　　　 ／|ｼ'l　/ (二ﾆニﾆ⊃|、
-一''¨´| 　ﾄ､｀丶、　　≡　　ハ｀'ｰ-､＿
-‐　¨´| 　 |　＼　｀'ー--‐''´!　|｀'ｰ-､＿￣
　　　｜ 　 |　　 ＼　　 　／|　 | 
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　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿___
　　　　　　　　 .!ミﾐﾐ;;;;;,,..))))))))))))ﾌ7
　　　　　　　　.!三ﾐ:::::::　""''==''"＼ﾉ
　　　　　　　　|三=-::::　　"'ｰ-ｰ'"　＼
　　　　　　　　|/rヽi,,-ｰ-ｰ'"　　,i_,-=''|　　　ククク…
　　　　　　　　|/|ﾆ||::::===｡=;;　<=｡==.|　　　国民の血税でメディアを買収…
　　　　　　　/|/.|:r||::::::` ｰ '　　 `〒'"|　　　まさに狂気の沙汰…
　　　　　　/　|/'ヽﾘ:::::,._ﾆニ　　　 |:-'.|
　　　　　/　　|//,`|:::r'",_　　i~-　._|　.|　　　　だが、狂気の沙汰こそ面白い…
--ｰ''"""|　　.|/,`::::|::::::`-二二二二ﾌ|、　　　　　　　　r-=,,　　
　　　　　|　　 |,`　::::|:::::::::::　　　　　　.|.|`ｰ=;,,_　　　　　`ｰ、`,　　　やりたまえ、マルダーくん。
.,-''つ　　|　　 |,`　　`ｰ-;;:::::::=≡ ..／　|　　　~''-=_　(こ''ｰ、.丶　　　もちろん表沙汰にならんように、
"／　　　|　　 .|＼　　　　 "''-;;_／ﾉ|　 .|　　　　　 r-、　ヽ,.ヽ　)　　　裏から手を回すのだ。
/__,,--、 |　　　|　.＼　　　　::::::::::/ .|　　|　　　　　(￣~"''-,,　ヽ,!
''" ,,--'　|　　　.|　　 ＼　　　　／　.|　　 |　　　　 | ~|~"ヽ, .ヽ ,!　　　なに、国家のためだよ、
　r',,-ｰつ　　　 .|　　　 ＼, ,／　　 .|　　 .|　　　　|　⊂''ｰ、,　,!　　　国家のため…
　''",,-''"┴--ｰ'"|　　　　/ヽ,　　　.ﾄ---┴''/　 .|　　|,~''、　 ,!
　r"　_,,-っ　　　　|　 ,,,-へ /`-,　 |　　　　/　　|　　(　/　 /
　
【ファイルここまで】
　
こうして、1972年から情報省の指揮の下、
秘密裏に政治家やジャーナリズムの買収工作が始まる。
予算は国防費からの流用だった。 
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　　　　/ 　　　　　悪　で
　　　　i　　　　　　い　も
　　　　|　　　　　　ん　黒
　　　　|　　　　　　で　人
　　　　.!　　　　 　.す　が
　　　　 ヽ　　　　　よ　　　　 /
　　　　　 ＼ 　　　　　　　　　／
　　　　　　　 ー─V───'
　　　　　 , -,＿＿＿＿
　　 /ﾚ／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;｀'-,__
　i!､i;;;;;;; ;;; ;; ;;; ;; ;; ;;;;; ;; ;; ;;; ;;;;;;､
　>;;;;;;;;;;;;;;; ;;; ;;; ;; ;; ;;;;; ;;; ;;; ;;;;;;;;;
／〉,､;;/ / ! ￣￣￣￣`ヽ !;;;;;;;;;;i
　/( !;;| ノ=-　　　 -=＝＼|;;;;;;;;;;;l
　　　`! ,.--、　　　 ,---、 },;;;__;;;!
　　　 ,i.i ●_i　　　 !_● _!　ﾘ',　i|
　　　 .l| ￣ ノ　　　　￣　 　 i　l!
　　　　!　　l,_　　　　　　　　,__/!
　　　　i　　 ======　　　 /〉;;/
　　　　ヽ　　　　　　　　／ ﾙi!､
　　　　／/`ー───'　.／/lllll＼
　＿／llllll!､　　　　　　／　/|||||||||
'||||||||||||||l　＼_ /ニ￣　 ./|||||||||||
||||||||||||||||i, く;;;;;;;;;;|＼　./|||||||||||||
|||||||||||||||||!　〉;;;;;;/　 ｰ/||||||||||||||
　
　　　政府系ジャーナリスト
　
買収された国内外のジャーナリストや政治家たちは、
アパルトヘイト支持・国民党寄りの報道を流し続けた。
しかし… 
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　　　　　　　　　　　　　　､＿刈从WWWW从从≦二ィ_,_
　　　　　　　　　　　 　 ､_x≧W从从从WWi{从从从i从ア
　　　　　　　 　 　 　 　 ィW洲从从}i州从ハ从从}Wkく :.
　　　　　　　　　　　　 ､_j从WWW{i从{　　 　 , ､_　 `}从 :.
　　　　　　　　　　　　　洲W从从ﾘ{ィ＝≦壬r示≧＝代 :
　　　　　　　　　　　　　刈洲W{iﾚ'´ 込Z弐シ　{Z弐近{　:.　　いやー、
　　　　　　　　　　　　　 ｲ洲ｒ=i{|　　　　　 　 _ 冫　 　 }　:.　　宇宙人やらなんやらより、
　　　　　　 　 　 　 　 　 }从{ V|i ､_　　　　　　 ′　　 .'　:.　　　　ﾜｹﾉﾜｶﾗﾅｲ
　　　　　　　　　　 　 　 　 从 {_　　｀　 　 　.ィこ> 　 ,'　 :.　　よっぽど「X-File」ですよねー。
　　　　　　　　　　　　　　　　}ﾄ､_ 　 　 　 　 ｀二 　 /　　 ::.
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 从汽　　　　　,ｨi斥仆v　　　:.:　　宇宙人なら捜査官の頭が疑われますけど、
　　　　　　　　　　　　　　 　 洲　｀ ー‐-　{i｣从｣ｼ{　　　.:.　　このファイルだと政権幹部の頭が疑われますよねー。
　　　　　　　　　　　　　　　　ﾉ]}　　　　　 　 　　　|　　　.:
　　　　　　　　　　　　　　 ／.::i｣ 　 、　　 　 　 　 j＼_　: .　　　あ、この情報、
　　　　　　　　　　 _ 　-‐ {::::::::{、　　 、　　　　 / {ヽ::ヾヽ、　　　もううちの朝刊1面に載せちゃったんでヨロシクー。
　　　　　　　　 _／　　　　|::::::::| ＼　　 、　　　{　　ハ::.:.:.. ｀丶、
　　 　_ 　-‐　´　 　 　 　 |::::::::|　　｀ヽ､__　　 　 ／　 ',:.:.:.. i　　 ｀`丶、
　　／　　　　　　　　 　 　|::::::::|　　　　　 ｀ヽ.　 {_ 　 　',:.:.:. i　　　　　　ヽ、
　/　　 　 　 　 　 　 　 　 |::::::::|　　　　 　 l　|　 ||!　　　}:.:.:.::!　　　　　　　 ＼
./　　　　　　＼　　　　 　 |::::::::|　　　　 　 l　|　 |{　　　 ｌ::.:.:::l　　　 　 　 　 　 ヽ
　　　　　　　 　 ヽ　 　 　 |::::::::|　　　　 ／,ア￣￣｀ヽ　l:.:::::::l　　　　　　　i　　　`､
　　　　　　　　　　 ＼　　 |::::::::|　　　／／　 ／＞≦二;;}:::::::l　　　　　 　 |　　　　`､
　
　
「ランド・デイリーメール」紙はこの情報をすっぱ抜き、大きく報道してしまった。 
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　　　 ＿＿＿,,,,... ､ -‐ｧ´／'''7
　　 f　r―--　...,,,,__／.／　 /
.　　|　|　|j~ 　　　／／"'＼/　　　　　　　　　うおっ・・・・・・！
　　|　|　　　 ヾソ ／ミ三彡ゝ,
　　|　|　|j~　／,.<＼　　 　 //＼　　　　　　　ぐうっ・・・・・・！
　　|　`‐-／／＿ゝ"　 　 i!/＿_ヽ.　　　／
.　 | r‐.／／<´￣｀ヾ　u.　/´￣ﾌ }　.／ ／
.　 | ﾚ´,.ｲ | ヾヽ　｡ /　　　`i.ﾟ=彡,.ﾚ´ ／　　 バカなっ・・・・・・！
,､-'´,､.'_`| |　 ゞ三（　 |j u　ﾄ.ァ''´,､-'´
　,､i.| f. ｀| | ／二ノ } u　,､-'´,､-'-､|
'´　| l に.|.| ｒ‐t-,.､/,､-'´,､-'´u. ) u＼　　　　どうして 「報道」 っ・・・・・・！？
.　 /| ゝｧ|.| |二ﾝ-'´,､,=;'＿,=,=,´,-,‐ｎ i
　 |::::|. / ｀!,!-'´,､-,'〒〒〒〒〒〒.ヲ }__　　 どうしてっ・・・・・・！？
／::::::| !,-'´,､-'´￣￣￣￣￣￣￣　　{::::
::::::､-'´,､-´|　　u　　 　 三三三　u.　 !:::　　　どうしてっ・・・・・・！？
-'´,､-.ﾘ　　 '､＿＿　　　　　　　u　 ／:::::
-'´:::::::|＼ u　　　　 ￣￣"''‐-､._／|::::::::::
::::::::::::::|　 ＼　　　　 　 　 　 　 　 /|::::::::::
　
　
もしかしなくても、これは普通に公金の不正流用である。
いくら南アフリカとはいえ、これが通るはずはなかった。
　
この事件は、南アフリカ政界を根幹から揺るがす大スキャンダルへと発展する。
「マルダー・ゲート」事件である。 
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国内から猛攻撃を受け、
フォルスターの政権基盤は急速に弱体化していく。 
　

552  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/10/02(水) 20:03:44 ID:nXnUg9DM0
　
　　ﾌﾞｽ…　　∫　;′　∫ 　,;′
　　　ﾌﾞｽ…',.　-――-ﾞ､　　;'　　ｼﾞｼﾞｼﾞ…
　　　　;　 /　　 　　 へ　｀>､'; ∫
　　　_;'___{.　 ,>ｰ／､／=;´イヽ;'＿
　　/三三j='rｰ､＼_>､)_℡, >;;〉三'`、ｼﾞｼﾞ…
　/三三└'ﾞｰ:;‐;;‐;;'`ｰ;;ヾ'｀"´三'三;`、
　囮ヱヱヱヱヱヱヱヱヱヱヱヱ囮
　囮災炎災炎炙災炒炎災灸災炭囮
　◎┴┴┴┴┴┴┴┴┴┴┴┴◎
　
　
こうして1978年、フォルスターは首相を辞任。
いったん儀礼職である大統領に退くも、こちらも翌年辞任する。
後任には、ピーター・ウィレム・ボータが就いた。 
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　　　　　　　　　　　　　　　ピーター・ウィレム・ボータ 
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ボータも保守派の議員だったが、
これまでのトランスヴァール選出の議員たちとは違い、
ケープ州東部のジョージ選出であり、
支持基盤はややリベラル寄りの傾向があった。
　
そしてボータ自身も、
何の対策も打たないままではアパルトヘイトが維持できないことを
よく認識していた。
　
このため、ボータ政権はアパルトヘイト緩和の方針を打ち出し、
少しずつ実行していく。 
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しかし一方で、
本質的なところでは、ボータ政権は決して妥協しなかった。
　
形式的な緩和を繰り返しつつ、アパルトヘイト維持という一線は決して踏み越えず、
のらりくらりと国内外の非難をかわしつつ
ボータは長期政権を維持していくのである… 
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さて、この南アフリカの動揺に最も影響を受けたのが、ローデシアだった。
後ろ盾である南アフリカの動揺は、
ローデシアの不安定さに拍車をかけたのである。 
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ローデシアの白人人口は、最も多かった1970年代中盤でたった30万人弱にすぎない。
当時のローデシア総人口は650万なので、20分の1以下である。
　
そんなわずかな人口で、しかも経済制裁下のうえ
圧倒的多数の黒人ゲリラと苛烈な戦闘を繰り返しながら
近代産業国家を10年以上維持し続けてきたのだから、
当時のローデシアの産業構造が（道義は別として）いかに優れたものであったかがわかる。 
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しかし、それにも限界が来ていた。
たった30万の人口では、ローデシア軍が維持できなくなり始めたのである。
　
そのうえ、長い兵役に加え、
白人男子は1年に3か月から6か月にも上る従軍義務が課せられるようになる。
いくらなんでも、この状況で経済が回るわけはない。
　
純軍事的には圧倒的に優勢なのだが、
それを支える経済および社会が窒息寸前になってしまったのだ。 
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この状況を打開するため、
スミスは黒人穏健派のシトレやアベル・ムゾレワと協議を行い、
1978年3月3日、黒人と白人が半数ずつを占める新政府を樹立することで合意する。
　
国名は双方の主張を容れて「ジンバブエ・ローデシア」とされた。 
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　　　　ジンバブエ・ローデシア首相　アベル・ムゾレワ司教
　
こうして両人種ごとに選挙が行われ、
1979年、「両人種協調政府」ができた。
首相は黒人穏健派のアベル・ムゾレワである。
スミスは内相に就任していた。
しかし… 
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周囲の各国政府も、
国際社会も、これを認めなかった。
なにしろ、白人の人口比はジンバブエ・ローデシア全体の5%にも届かないのだ。
まして、政府の重要部分は今までどおり白人が握っている。
　
実質的に白人政府が続いているのは、
誰の目にも明らかだったのだ。 
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ロバート・ムガベのジンバブエ・アフリカ民族同盟、
ジョシュア・ンコモのジンバブエ・アフリカ人民同盟の急進派2党は武力闘争を継続し、
純軍事的には劣勢だったが政治的・経済的に統合国家を圧迫し始めた。 
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スミスの抵抗もここまでだった。
　
1979年9月、イギリス政府の仲介のもとで締結されたランカスター・ハウス協定のもとで、
1980年2月に選挙を実施することが決定された。
この選挙では定数100のうち白人に20議席が割り当てられただけで、
のこりはすべて黒人議席となった。
　
この案を受け、世界各国はようやっと制裁を解除。
そして新国家の大統領に選ばれたのは… 
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ロバート・ムガベである。
ジンバブエの人口の8割を占めるショナ人をまとめ上げたムガベは、
2割を占めるンデベレ人のンコモを破って大統領就任を決めた。
　
こうして、新しい黒人国家、ジンバブエ共和国が誕生した。
ジンバブエは前線諸国にも加入し南アフリカ包囲網の一員となる一方、
国内の白人に対してはさしあたり共存政策をとった。
恐怖にかられ逃げ出す白人も多かったものの、
かなりの白人が新生ジンバブエに残留している。
　
彼らにとって、ジンバブエの地はもはや祖国にほかならなかったのだ。
こうして、しばらくはジンバブエは安定することとなった。
そう、しばらくは… 
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ボツワナに定期イベントがやってくる。
　
1979年。
選挙の実施年である。
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選挙は粛々と行われ、
そして結果が出た。
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　　　　　　　　　　　　　　　_____
　　　　　　　　　　　　 ／ ￣ ￣＼
　　　　　　　　　　　／　　　 　 　　＼　　　　いやな、選挙区で勝ったのはおそらく確実なんだよ。
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　　i :::::::::::::::::: ヽく::::::::ヽ　 / ￣ lヽl:::::〉::::Y________l_　　　記載もあったし。
　　l :::::::::::::::::::::: ヽ:::y:::::ヽ/､＿_l 　!:: /::::| ::::::::::::::: |
　　 ! :::::::::::::::::::::::: l::::＼::::ヽ　l　ヽ.l::: l::::: | ::::::::::::::: |
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　　　　　 　 　 　 　 ／￣￣ ＼
　　　　　　　　 　 _,ノ ヽ､,__　　 ＼
　　　　　　 　 　 （●)（● ）　　　 |　　　とすると、一番可能性が高いのは
　　 　 　 　 　 　 （_人___） 　 U　 |　　　俺が選挙区を変更した可能性だ。
　 　 　 　 　 　 　 '､　　　　　　　│
　　　　　　 <二ニヽ　　　　　　　 |　　　ングワケツェ族地域の議員数はこの時までずっと3。
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　 　 　 /. : : : : ∧ : : : : : : :ヽ : : : : : :/ : : : : : : : : }　　あくまでも推測だから、何ともいえんがな。
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　 |　 　 　 （__人__）　　U 　|
　 ＼　　 　 ｀ ⌒´ 　　　 ／ 
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＿__ ､ 　､　､　　　　､
へへ＾ｰﾞ￣ラ-‐ ≧､瓜＼ 　 　 　 
二<< >､　,作三二｀<ゝ,ゝ_>､　　　　　　　…ところで、
<<<<爻､ぐ三二─ZZゝtヽ__>)､ 　　　　　　ワシはどうすればいいんだ
≦≦彡夊ヾ三二ﾆ仁〃ヾﾒゝゝゞヽ､,,,___
‐'￣ゞ彡/7ハ三=爻/:; 　 　 ヾﾇﾇ≧ﾇヽソ
‐,,,,ゝニ'///,へニﾆヾ｀ﾞ''' 　 　／-､ﾒXX/
　 　 　,く/ハﾄ仏､二=ヽニ=∠,,,,＿ ＾＾ﾗ'
　　　/爻〃ﾍﾍﾍﾍ ,ｨ‐=≠‐┬-=＝ラ´
　　/介〃ﾍﾍﾍ〃' ﾉ_/_／ ／　／ヽヽ、
　//リ〃ﾍﾍﾍ〃ﾚ'´　　｀弋￣ 　／ヾヽ
ム／ﾍﾍﾍﾍ〃ト'　　　　　　弋￣　,, -ﾍヽ
／へへﾍﾍ〃ｿ　　　　　　　　ヽ￣ 　　}
　
　
　　 　　　／￣￣￣＼
　　　　／ ／ 　 　 ＼ ＼　　　　あ、じゃあギャルのパンティ…
　　 ／　 （●） 　（●）　 ＼　　　じゃなくて、適当に4人選んでおいてくださいお
　　 |　　　　（__人__）　　　　|
　　 ＼　　　 ｀ ⌒´　 　　／
　　 ／ 　 　 　　　　 　 　 ＼
　
こうして、やらない夫は独立後初めて自力で議員の座を確保することに成功した。 
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【選挙結果】
　 　 　 　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　 ,.へ
　　___ 　　　　　　　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　ﾑ　　i
　「 ﾋ_i〉　　　 　 　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　 ゝ　〈
 　ﾄ　ノ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iニ(()
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　|　　 i　　　　　　 　　／（●) 　 ( ● )＼　　　　　　 {､　 λ
　ト－┤.　　　　　　／ 　 　（__人__） 　　　＼　　　 ,ノ　￣ ,!
　i　　　ゝ､_ 　　　　|　　　　　´￣` 　 　　　　|　,. ‘´ﾊ　　　,!
 .　ヽ、 　　　｀`　､,__＼ 　　 　 　　　　　 　 ／”　＼ 　ヽ／
 　　　＼ノ　ﾉ　　　ﾊ￣r/:::r―?―/::７　　 ﾉ　　　　／
 　 　　 　 ヽ.　　　　　　ヽ::〈； . ‘::. :’ |::/　　 /　　　,. ”
　　　　　　　 `ｰ ､　　　　＼ヽ::. ;::：|/　　　　　ｒ’”
　　　　　／￣二二二二二二二二二二二二二二二二ヽ
　　　　　| 答 |　　　　　大 　　勝　　利　　　　　　　　 │|
　　　　　＼＿二二二二二二二二二二二二二二二二ノ
　
　　　　　　　　　　　民主党　29議席（32議席中）
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　　　　|.（　　　　'ｰ-‐'　　ヽ. ー' |　　 ： /￣ノ　/　｀―　　　　　:::::::::::／ 
　　　　ヽ.　　　　　 ／(_,､_,)ヽ　　|　　 ：( ￣　（　　　　）ー　U　::::::::::::|ノ　 
　　　　._|.　u　　／ 　＿＿_　　 .|　　　 ：ヽ　　~｀!´~'　　　　　:::::::::::丿 
　 ＿／:|ヽ　　　　　ノｴｪｪｴ>　　|　　　　 ：| 　 　r―--､　ヽ::::::::::::／|　　 
　 :::::::::::::ヽヽ 　　　　ー--‐　 ／ヽ　　　　：＼　. ｀ﾆﾆﾆ´　ノ 　／　/:::＼ 
　 ::::::::::::::::ヽ ＼　　＿＿＿／:::::::::ヽ　　　　/:｀ヽ　ヽ～　　 ／　　/::::::::::::ヽ 
　
　　　　　　　人民党　1議席　　　　　　　　　　　　独立党　0議席 
　
　　　　　　 ＿＿_ ＿＿＿＿
　　　　　／彡三彡三ヾヾヾヾ＼
　　　　 （ヾヾヾヾヾヾヾヾヾヾヾヾヽ
　　 　 /　　　　　　　　》ヾヾヾヾヾヽ
　　　 /　　　　　　　　　《ヾヾヾヾヾ|
　 　 ∠;ヾ　 ∠;ﾐ;ミﾐ､　 ヾヾヾヾヾ;|
　　　（ ノ ）--（ ＼　）---- ヾヾヾ;|
　　　 |　./　　　　　　　　　　　ﾘ⌒ヽ
　　　 |　/　　　　　　　　　　　 ''б) |
　　　 | （ __、j ゝ　　　　　　　 ゝ__,ﾉ
　　　 |　;;iiiiiﾐﾐ; ＼　　　　　 / ./
　　 　ヽヽ二二ソ 　　　　 /　| 
　 　　　ヽ　ー　　　　　／　/＼
　　　　　 |`ｰ---一''"＿／　 /＼
　　　 ／| ＞＜￣￣ ／　　/　　 ＼
　
　　　　　　国民戦線　2議席
　
民主党は空前の大勝利をおさめ、野党各党の議席を各地で奪取した。
とくに独立党は地盤のオカバンゴでの議席を失い、
以後2度と国会に復帰することはなかった。
　
一方で、弱体化した野党勢力は確固とした地盤を持つ国民戦線に集結する姿勢を見せ、
以後国民戦線は野党第1党としての地位を確立していった。 
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　　　　　　　1 ;'　 ‐------‐　 :} :!　　　　ククク…
　　　　　　　} { ‐＝=:、　,.a=＝‐| }　　　　ローデシアがやられたか…
　　　　 　 「r|:i;===,=､ 　,.=,===;｢rﾍ
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　 　 　 　 人,lL二ﾆ（ @ '）ﾆ二a|!_人
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さて、ローデシア崩壊によって前線諸国の短期目標はとりあえず達成となった。
しかし、最終目標である南アフリカ・アパルトヘイト体制の崩壊には、
まだまだ遠い道のりである。
　
ここで、さらなる一手を打つ必要があった。 
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おりしも、ここでボータは「星座構想」という計画を発表する。
これはフォルスターの「外向政策」を一歩進めたもので、
南アフリカを中心として、北に隣接する黒人諸国との関係を深め、
衛星国化しようという計画であった。
　
だが… 
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これを見切っていたカーマは、
逆に前線諸国間の経済関係を深めるよう、
各国を説得していった。 
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こうして1980年4月、
南部アフリカ開発調整会議（SADCC、サーデック）は設立される。
提唱から設立までの主導権はボツワナが握り、
本部もボツワナの首都ハボローネにおかれていた。 
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SADCCは前線諸国を経済方面へと拡大したものであり、
参加国も前線諸国にスワジランドとレソトを足したものだった。
政治的意義はあるのだが、中心となるべき経済力を持った国家がどこにも存在しない。
　
ぶっちゃけた話、絵にかいたような弱者連合である。
経済機構としては、機能するはずがなかった。 
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その通り、SADCCはこの後10年以上、何の役にも立たなかった。
この機構が機能し始めるのは、南アフリカとの対立が緩和し始めてからである。 
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とはいえ、この時点で「枠組みを作っておいた」ことには、
それなりの意味はあった。
政治面だけでなく、経済面においても南アフリカからの自立の姿勢を示すことになったからである。
　
そしてなにより、この設立によって「星座構想」は完全に破たんした。
以後、南アフリカは黒人諸国に対しより一層困難な外交を迫られることになる。
　
そしてこの機構において本部を握ったボツワナは、
他国に対し一定の存在感を示すことになったのである… 
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　_）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（_
　）　　　　　　　　　　　　　やる夫！？　　　　　　　　　　　 （.　
　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （.
　⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒
　
1980年7月。
やる夫・セレツェ・カーマ、倒れる――。 
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;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:;;::,;;,,::,::;;,::,,.,..::.,, :.. ..　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .. ..: ,,.::..,.,,::,;;::,::,,;;,::;;:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:;:;;:,,,.,:;;:;.:;:..:;;:;:.::,,::...,.. . .. .、...　　.:..　　..　,.　..　　　　　　　 ..　.,　..　　..:.　　... ,.. .. . ..,...::,,::.:;:;;:..:;:.;:;;:,.,,,:;;:;:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;,;,;;;;;;;;;;;;;;:;:;,,;,:;;:;;:;::;.;.,,:;;:.:,..;:;.,.::....,..::..:.　　　 ..　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .. 　　　.:..::..,....::.,.;:;..,:.:;;:,,.;.;::;:;;:;;:,;,,;:;:;;;;;;;;;;;;;;,;,;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:;;;:;:;:.;:;:.,::;:.;.;:.;:;,,.:;:,,.. :.;..　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　..;.: ..,,:;:.,,;:;.:;.;.:;::,.:;:;.:;:;:;;;:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:;:.:;:;,,:.;:,,::;:;,,:,:,::..,. ..　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.. .,..::,:,:,,;:;::,,:;.:,,;:;:.:;:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;;:;;::,.;;:;:,.;;:;::....,,.,.　　　　　　　　　　　　　　「kgosi ke kgosi ka morafe」　　　　　　　　　　　　　　　　　.,.,,....::;:;;.,:;:;;.,::;;:;;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;:;;,;:.:;;:;:.::.,,..　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ..,,.::.:;:;;:.:;,;;:;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;;:;;:,:.:;:.::,,..,,,...,.　 ..,,　 ..　　　 .　　.:..　　..　,.　..　　　　　　　　　　　　　　　 ..　.,　..　　..:.　　. 　　　.. 　,,.. 　.,...,,,..,,::.:;:.:,:;;:;;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;;,;:.,:;.,.;:.:;,,..;::.,,..:;.. ..,,. .. ..　　　 ,　　　　　　　..　　 .　　..　　　　　 ..　　. 　　..　　　　　　　, 　　　.. .. .,,.. ..;:..,,.::;..,,;:.:;.,.;:,.:;,;;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;;;:;;:.,;:,.:,.:.,,..,.,...:.,.:..;:.:,..;:.;.,,.,. ..:::　;:　 ;;:　　..　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ..　　:;; 　:;　:::.. .,.,,.;.:;..,:.:;..:.,.:...,.,..,,.:.,:.,:;,.:;;:;;;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:;;::,;;,,::,::;;,::,,.,..::.,, :.. ..　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .. ..: ,,.::..,.,,::,;;::,::,,;;,::;;:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:;;:.,;:.;:.:,..;:.;.,,.,. ..:::　;:　 ;;:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 :;; 　:;　:::.. .,.,,.;.:;..,:.:;.:;,.:;;:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;; 
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;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:;;::,;;,,::,::;;,::,,.,..::.,, :.. ..　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .. ..: ,,.::..,.,,::,;;::,::,,;;,::;;:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
　
　　 　　 ＿_＿__　　　　　━┓
　　　 ／　―　　 ＼ 　　 ┏┛
　　／ノ　　( ●)　　 ＼　 ・
.　｜ ( ●) 　 ⌒）　　　|
.　｜　　 （__ノ￣　　　 /　　どういう意味だお？
.　｜　　　　　　　　　/
　　＼＿　　　 　 _ノ＼
　　　　/´　　　　 　 　 |
.　　　 |　　/　　　　　　|
　
ングワト族国王　セレツェ・カーマ
　　　　　（就任直後）
　
;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:;;:.,;:.;:.:,..;:.;.,,.,. ..:::　;:　 ;;:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 :;; 　:;　:::.. .,.,,.;.:;..,:.:;.:;,.:;;:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;; 
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;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:;;::,;;,,::,::;;,::,,.,..::.,, :.. ..　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .. ..: ,,.::..,.,,::,;;::,::,,;;,::;;:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
　
　　　　　　　 ／￣＼
　　　　　　　|　　　 　|
　 　　　　 　 ＼＿／
　　　　　　　　　|
　　　　 　／ ￣ ￣　＼　　　　　はっはっは。
　　　　／　　＼　／　　＼　　　まだやる夫には、ちょっと難しかったかな？
　　 ／　　 ⌒　　　⌒ 　　＼
　　 |　　　　（__人__）　　 　　|
　　 ＼　　　 ｀ ⌒´　　　　／
　　 ／￣￣￣￣￣￣￣ ＼
　
ングワト族摂政　ツェケディ・カーマ
　
;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:;;:.,;:.;:.:,..;:.;.,,.,. ..:::　;:　 ;;:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 :;; 　:;　:::.. .,.,,.;.:;..,:.:;.:;,.:;;:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;; 
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;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:;;::,;;,,::,::;;,::,,.,..::.,, :.. ..　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .. ..: ,,.::..,.,,::,;;::,::,,;;,::;;:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
　
　　　　　　　　　　 ／￣＼
　　　　 　 　 　 　 |　　　　|
　　　　　　　　　　 ＼＿／　　　　　　　しかし、
　　　　　　　　　　　　 |　　　　　　　　　これは本当に大事なことだからな。
　　　　　　　　　／ ￣ ￣　＼
　　　　　　　 ／　 ::＼:::／:: 　＼　　　　今はまだわからないかもしれないが、
　　　　　　／ 　.<●>::::::<●>　 ＼　　　きちんと覚えておきなさい。
　　　　　　|　　　　（__人__）　　 　　|
　　　　　　＼　　　 ｀ ⌒´　　　　／　　　ツワナ8部族に伝わる、
　　　　　　 /,,―　-ー　　､　,　-‐ ､　　　古いことわざでな。
　　　　　 （　　　,　-‐　'"　　　　　 ）　　　意味は…
　　　　　　 `;ー"　`　ー-ー　-ー'
　　　　　　　l　　　　　　　　　　　l
　
;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:;;:.,;:.;:.:,..;:.;.,,.,. ..:::　;:　 ;;:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 :;; 　:;　:::.. .,.,,.;.:;..,:.:;.:;,.:;;:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;; 
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;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:;;::,;;,,::,::;;,::,,.,..::.,, :.. ..　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .. ..: ,,.::..,.,,::,;;::,::,,;;,::;;:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:;:;;:,,,.,:;;:;.:;:..:;;:;:.::,,::...,.. . .. .、...　　.:..　　..　,.　..　　　　　　　 ..　.,　..　　..:.　　... ,.. .. . ..,...::,,::.:;:;;:..:;:.;:;;:,.,,,:;;:;:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;,;,;;;;;;;;;;;;;;:;:;,,;,:;;:;;:;::;.;.,,:;;:.:,..;:;.,.::....,..::..:.　　　 ..　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .. 　　　.:..::..,....::.,.;:;..,:.:;;:,,.;.;::;:;;:;;:,;,,;:;:;;;;;;;;;;;;;;,;,;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:;;;:;:;:.;:;:.,::;:.;.;:.;:;,,.:;:,,.. :.;..　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　..;.: ..,,:;:.,,;:;.:;.;.:;::,.:;:;.:;:;:;;;:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:;:.:;:;,,:.;:,,::;:;,,:,:,::..,. ..　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.. .,..::,:,:,,;:;::,,:;.:,,;:;:.:;:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;;:;;::,.;;:;:,.;;:;::....,,.,.　　　　　　　　　　　　　　「kgosi ke kgosi ka morafe」　　　　　　　　　　　　　　　　　.,.,,....::;:;;.,:;:;;.,::;;:;;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;:;;,;:.:;;:;:.::.,,..　　　　　　　　　　　　　　（王が王であるのは、民の恩寵による）　　　　　　　　　　　　　　 ..,,.::.:;:;;:.:;,;;:;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;;:;;:,:.:;:.::,,..,,,...,.　 ..,,　 ..　　　 .　　.:..　　..　,.　..　　　　　　　　　　　　　　　 ..　.,　..　　..:.　　. 　　　.. 　,,.. 　.,...,,,..,,::.:;:.:,:;;:;;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;;,;:.,:;.,.;:.:;,,..;::.,,..:;.. ..,,. .. ..　　　 ,　　　　　　　..　　 .　　..　　　　　 ..　　. 　　..　　　　　　　, 　　　.. .. .,,.. ..;:..,,.::;..,,;:.:;.,.;:,.:;,;;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;;;:;;:.,;:,.:,.:.,,..,.,...:.,.:..;:.:,..;:.;.,,.,. ..:::　;:　 ;;:　　..　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ..　　:;; 　:;　:::.. .,.,,.;.:;..,:.:;..:.,.:...,.,..,,.:.,:.,:;,.:;;:;;;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:;;::,;;,,::,::;;,::,,.,..::.,, :.. ..　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .. ..: ,,.::..,.,,::,;;::,::,,;;,::;;:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:;;:.,;:.;:.:,..;:.;.,,.,. ..:::　;:　 ;;:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 :;; 　:;　:::.. .,.,,.;.:;..,:.:;.:;,.:;;:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;; 
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1980年7月13日。
ボツワナ大統領官邸…
　
　　　　　　　　 　__　　＿＿＿__　　　　　 　　　　 __
　　　　　　　　 　| |／─　　─　＼＝＝＝＝＝=| |
　　　　　　　　　 |/ （ー）　（ー）　　＼　　 　 　 　| |
　　　　　　　　　/　　（__人__）　　　　 ヽ　　　　 　| |
　　　　　　　_rーー‐‐- ､_　　　 　 　 /￣ヽ＿＿_| |
　　　　 __ノ￣￣￣￣｀ ヽ__`-ー´⌒ヽ＿ノ 　 .／| |
　　／￣　　　　　ヽ_　_　　ーー　ヽ__　ヽ、...／　 | |
　ノ　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 ｀ヽ／| 　／| |
/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　|／ 　|_|
　　　　　　　　　 　 　 　 　　　　　　／　|　 |
　　　　　　　　　 　 　 　 　　　　 ／　 　|／ 
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　　　　　 　 ／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ:.:.:､:.:.:.:.:.:.:ヽ､
　　　　 　 /:.:.:.:./.:,:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ:.:.ヽ:.､:.:.:.ヽ:.＼
　　　 　 /,:.:.:.:/:./:.:.:.:.:.:./:.:.!:.:.:.!:.:.:.l:.:.l:.ヽヽ:.:.:.:.:ヽ:.ヽ
.　　　　//:.:.:.,':./:.:.:.:.:.:./:.:. /:.:.:.:|:.:.:.|:.:.|:.:.l:.:.!:.:.､:ヽ:.ﾄ. ',
.　　　 /｣:|:.:.:.|:.|:.:.:.:.:,.ｲ:.:./|:.:.:.:,!:.:. /:.:.l:.:.:|:.:.|:.:.:!:.:.l:.:.! １　　　先生！
　　 ノ'´|:.|:.:.:l:.:|:.-rｰｧｘ...」:_:.ノ!:.:.ハ:.Ａ ｫ-:!:.:.:.|:.:}:.:.|　!　　　主人はどうなったんですか！？
　 　 　 |:.|:.:.:|:.l:|V|;ｫf＝=レ ´ﾙ'　 /ｨ-ﾍ|:./:.:.,!:./|:./
　　　　 1l､:.l:.ﾊl:.:.|｀ {ﾟ: ::|　　　　　 {ﾟ: ::ﾙ',!:.:.ｨ:/ ,ﾘ
　　　 　 ﾞ ',:.ﾄl､!:.:.|　 ﾞ-┘　　　、　｀ｰ' /:イ,ｼ　/
.　　　　　　ヽヽヽ:.l､　　　　　_ _　　　　/:.:.!
　　　　　 　 ｀　lハ:lヽ､　　　　　　　,.-1:./
　　　　　　　　　　ヽN |｀ ‐ ､__,. ィw　 '/
　　　　　　　　　　 ,r'^,!　　 　 　 ｢ヽ､'´
　　　　　　　　_,.-'　　|　　　　 　 ヽl　ヽ､.._
　　　　_,. r　´　　　　 |　　　_...._　　|　　　l. ｀ヽ.._
　　　r{. l. |　　　 　 　 |-‐ ´ _...._｀ -|　　　|　　 l. ﾄ、
　　/　ヽヽヽ　　　　　 |-‐ ´ ,.- ､｀ｰ|　　　|　　 | l ヽ 
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　　　　　／　／/::::/::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　 /.／ イ::::::::::::::::::::::::::::::ﾊ:::::::::/::::::ﾉ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
.　 　 　　 /./　//:::::::::::::::::::::::::::::/　|:::::/::::::/ i::::::::::::::::::::::::: _ _ :::::::::::::::
　　　　　 |/　//::::::/:::::::::::::::::ﾊ:::| ./:::/三≧/／/::::::::::::::/　_　ヾ:::::::::::　　　　末期の膵癌ですな。
　　　　　 |　/ .i:::::/i::::::::::::::::::| 升彡イニ￣ 　 /／i::::::::::| /　 ） i:::::::::::
.　　 　　　　i　.l::/ ｨ::::::::::::::::::|　ヾﾃr j ／　　 　　./::::::::::| ） /　.|::,:::::-　　　　大変申し訳ないが、もはや手の施しようがない。
.　 　　　　　|　.| ﾊ i:::::::::::::::::::ミ､　）‐'´　　　　　 /::::::::::::| / - ' ´三三
.　　　　　　 |　　| |.ﾚi::::::::::::::,､:ヽ＼　　　 　 　 ./:::_::::-:::'::´三三三三
.　　 　　 　 ヽ　 | |　|:::::::::::/　｀ﾐ､_ ＼　　 _　- ' ´三三三三三三三
　　　　　 　 　Ⅶ　Ⅵ::::::::/_　　-　　　 Y´三三三三三三三三三三
　　　　　　　　 ヽ　 V:::ﾊ:::::::＞､　　＿ .＼三三三三三三三三三三
　　　　　　　　　　／ヾハ:::/三 >'￣　　　 ヽ三三三三三三三三三
　　　　　 　 　 ／三三三/三三ﾆ｝￣　　　 V三三三三三三三三三
　　 　 　 　 ／三三三三三三三::i､　　　_ ィ ト三三三三三三三三
　　　　 　 <三三三三三三三三三三三三ﾆ.| ヽ三三三三三三三
　　　　　 　 ｀ -　､三三三三三三三三三≧／:::＼三三三三三三
　　　　　　　　　　 ｀ - ､三三三三三 ／／/）:::::::::人三三三三三三
　　　　　　　　　　　　　　＼三三ﾆ.／／/.//::::::::/ | |三三三三三三 
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　　　　　　　　　 _＿　　　__
　　　　　　　, 　´　　　 `´　　　`'' ､
　　　　　／　 ／　　　　　　ヽヽ　　＼
　　　　.'／ ／　　　　　　　　 ヽ ヽ　　ヽ
　　 ノｨ　 '　/　 /　/ ,　　　　　!　 l　ヽ ﾞ
　　 ./　f,'　i 　││ |! 丶. 　　|　 |　 |　|
　　 f　 | l　l　 ,ｲ　|ヽ!､.　 ﾄ､.　|　 |　 !　|　　　…そんな…！
　　 l ,.ｲ ﾍ l ｰ!‐_､ﾄ ヾ＼ l ≠.jﾄ､,l　/!　,
　　 |ハ ,!ゞV´!:::_j`　　 　`'ｲ::_j`ﾒ|/,.-､l!
　　 　 f ﾄ,　!　ー'　　　　　 ー'　 '　!.ノゞ
　　　　 `Viヾ.!　　　　　'　　　　　 j　/| /
　　　　　 !ﾊ !ゝ. 　　　´｀　　　 ..ｲ /
　　　　　　　 ＼ﾙヽ . 　　　,.イノﾚ'
　　　　　　　　 ` rﾉ　` ´ 　|' -..
　　　　　　　／　|‐- 　　-‐ヽ 　＼_ __
　　　　rｨl´　　　 |-- ― -- /　 　 　//ァ
　　　.イ ||. 　　 　|ﾆ ニニ ﾆ!　_＿　// ハ
　　./　　<~ `　､　|　　　　〆´　＿_ ゝ/　 |
　.r'　 　 |:::＼　 ﾞヽ..＿／ ,.. :´ .:::::::::::|´ 　 |
　
　　　　　　＿＿＿
　　　　 ／ノ　　ヽ_＼
　　　／oﾟ⌒　　⌒ﾟo .＼　　　お父さん…
　　　|⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|
　　　＞　　　　　　　　ィ’ 
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　　 ／￣￣＼
　／　　 _ノ　　＼　　　＼
　|　　　 （ ○）（○）　＼　＼　　　　　　　　　　　　　　そ、そんな…
.　|　　　oﾟ （__人__）　　＿＿
　 |　　0　　 ｀ー'´ﾉ´￣　　　￣＼　　　　　　　　　　　まだ59なんだぞ！
.　 |　　　　　／　 }　　　　　　　　 ＼　　　　　　　　　　若すぎるだろ！若すぎるだろ！
.　 ヽ　　　／　　 }　　　　　　　　　　}て・，‥¨
　　 ヽ　　　　　ノ　＿＿＿　　　＿ﾉ そ¨・：‘　．
　　　/　　　 く　　＼　　YY￣￣YY＼
　　　|　　　　 ＼ 　 ＼ 　　　・； ∵ ．.＼
　 　 |　　　　|ヽ、二⌒)､　 　 　　　．　　＼ 
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　　　　　　　　 　__　　＿＿＿__　　　　　　　　　　 __
　　　　　　　　 　| |／─　　─　＼..＝＝＝＝＝=| |
　　　　　　　　　 |/ （●）　（●） 　 ＼　　 　 　 　 | |
　　　　　　　　　/　　（__人__）　　　　 ヽ　　　　　　| |　　　　　　　…あれ？
　　　　　　　　　|＿__ ｀ ⌒´　　 　 　 /￣ヽ_＿＿_| |　　　　　　　ここは…
　　　　　 ／￣JJJJ‐‐- ､_　　 ＿／＿_ノ　 　 ／| |
　　　_ ／　　　　　｀ ヽ__　 `-　⌒ヽ　　　 　 .／　 | |
　　／　　 　 ヽ　　 　 　 　 　 ｀ヽ、}　　　 .／　 ／| |
　ノ　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ__　 ｀ヽ／ 　／　 .|_|
／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ|　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　|／
　
　
　　　　／￣￣＼
　 　／　ヽ､_ 　 　＼
　 （●）（● ）　　　 |　　　　　　気がついたか、やる夫！
　　（__人__）ﾟo　 　 │　　　　　お前は官邸で倒れたんだ。
　　 (,｀⌒ ´　　 　　 |　　　　　　ゆっくり休んどけ！
　　.　{　　　　　　　　|
　　　 { 　 　 　　　..:/
　　　　` ー　　　　 ＼ 
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　　　　　　　　 　__　　＿＿＿__　　　　　　　　　　 __
　　　　　　　　 　| |／─　　─　＼..＝＝＝＝＝=| |
　　　　　　　　　 |/ （●）　（●） 　 ＼　　 　 　 　 | |
　　　　　　　　　/　　（__人__）　　　　 ヽ　　　　　　| |　　　　　　　そうかお。
　　　　　　　　　|＿__ ｀ ⌒´　　 　 　 /￣ヽ_＿＿_| |　　　　　　　力が入らない…
　　　　　 ／￣JJJJ‐‐- ､_　　 ＿／＿_ノ　 　 ／| |　　　　　　　
　　　_ ／　　　　　｀ ヽ__　 `-　⌒ヽ　　　 　 .／　 | |　　　　　　　やる夫はもうきっとダメなんだお…
　　／　　 　 ヽ　　 　 　 　 　 ｀ヽ、}　　　 .／　 ／| |
　ノ　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ__　 ｀ヽ／ 　／　 .|_|
／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ|　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　|／
　
　
　　 ／￣￣＼
　／　　 _ノ　　＼
　|　　　（○） （O）
.　|.　　　.||　（__人__）　　　　　そんなこと言うなよ！
　 |　 　 ﾉi　　! 　 | }　　　　　まだまだやること、いっぱいあるだろ！
.　 |　　 し'　｀ ⌒´ﾉ　
.　 ヽ　　　　　 　 }
　　 ヽ　　　　　ノ
　　　/　　　 く
　　　|　　　　 ＼
　 　 |　　　　|ヽ、二⌒) 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
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1980年7月13日、セレツェ・カーマ死去。享年59。
何もかもがなかったボツワナを一代で建設した政治家の、
早すぎる死であった。 
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カーマの死は、国中で悲しみをもって迎えられた。 
　

874  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/10/05(土) 20:00:09 ID:2TOcHS920
　
　　　　　　　　　　　　　 ┗0=============0┛ 
　　 　 ＼===========［_|_|_|_|_|_|_|_|_|_|_|_|_|_］===========／ 
　　　　 ／三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三＼ 
　 　 0　│ |∞∞∞ |::|∞∞田田田田田田∞∞|::|∞∞∞ | ::|　 0 
　...［二］ | ::| 　 　 　 |::|┏━━━━━━━━┓|::| 　 　 　 | ::l ［二］ 
........|□|.│ |┌┬┐ |::|┃　 ／　 　 　 　 ＼　 ┃|::| ┌┬┐| ::|. |□| 
　　)三(...| ::|├┼┤ |::|┃／ 　 　 　 　 　 　＼┃|::| ├┼┤| ::|｀)三(´ 
　 　| ::|　| ::|└┴┘ |::|┃　　　　＿＿　　　　 ┃|::| └┴┘| ::|　| ::| 
　 　| ::|　| ::|┌┬┐ |::|┃　　 ／⌒ ⌒＼　　 .┃|::| ┌┬┐| ::|　| ::| 
　 　| ::|　| ::|├┼┤ |::|┃　／( ●)　(●)＼　.┃|::| ├┼┤| ::|　| ::| 
　 　|: :|　| ::|└┴┘ |::|┃　|:::::⌒(_人_)⌒::::|　┃|::| └┴┘| ::|　| ::|　　 
　 　| ::|　| ::|┌┬┐ |::|┃　＼ 　 ヽ_ﾉ 　 ／　 ┃|::| ┌┬┐| ::|　| ::| 
　 　| ::|　| ::|├┼┤ |::|┃　　　　　　　　　　　 ┃|::| ├┼┤| ::|　| ::|　　　　　　
　 　| ::|　| ::|└┴┘ |::|┃　　　　　　　　　　　 ┃|::| └┴┘| ::|　| ::| 
.....┏━━━━━┓| .|┃　　　　　　　　　　　..┃|::|┏━━━━━┓ 
.....┣┳┳┳┳┳┫|: |┗━━━━━━━━┛|::|┣┳┳┳┳┳┫ 
　　　　　○　 　　●　 　 　 　 ∫∬∫∬　 　 　 　 ●　　 　○ 
　　　　 ○○　　●●　　　　　 iiiii iii ii iiii 　　　 　 ●●　　○○ 
　　 　［￣￣］ ［￣￣］　　　（￣￣￣￣￣）　 　 ［￣￣］ ［￣￣］ 
　　　　|_○_|　 .|_○_|　　　　 |＿＿＿＿_|　　　　 |_○_|　 .|_○_| 
　∧＿∧　∧＿∧　∧＿∧ ∧＿∧ ∧＿∧　∧＿∧　∧＿∧　∧＿∧ 
（　　　　）（　　　　）（,　 　　）（,,　　　 ） 　　　,,）（　　　　）（　　　　）（,　 　　） 
　
　
カーマの葬儀はハボローネで行われ、
遺体の一般公開には40000人を超える人々が訪れて、
偉大な大統領の死去を悼んだ。 
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やる夫死去を受け、第2代大統領となったのはやらない夫だった。 
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副大統領から暫定大統領となった彼はすぐに国会を召集し、
国会から指名を受けて正式に2代大統領となった。 
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やらない夫は大統領就任の際、
人事バランスに気を使った。
これまでは北部出身のやる夫と南部出身のやらない夫でバランスが取れていたのだが、
やる夫が死去したため、このバランスが崩れる可能性があった。
　
ボツワナでは部族間対立はそんなになかったが、
それでも気を使えばそれに越したことはない。
それにもともと南部のほうが進んでいたため、
官僚は南部出身のほうがやや多いのだ。
　
そこで、やらない夫は副大統領には
必ず北部出身を選んだ。
Lenyeletse Seretse、ピーター・ムシ、フェスタス・モハエと、
やらない夫政権の三人の副大統領は全員北部出身である。
　
こうすることでバランスを取り、
不要な対立を避けようとしたのだ。 
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さて、やらない夫政権の基本政策は「前政権の継承」、この一言に尽きる。
政治経済から民主主義に至るまで、
やらない夫はやる夫の敷いたレールの上を、正確に忠実に走り続けた。 
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官僚たちも、以前に引き続き質の高い業務を継続していた。
やる夫とやらない夫が10年以上も手塩にかけて育て上げたシステムは、
すでにやる夫という一個人の手を離れ、
官僚機構として確立していたのである。
　
こうして、やる夫が死去した後も、
ボツワナは成長街道をひた走っていくことになる。 
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とはいえ、
道のりは必ずしも順調というわけではなかった。
1981年には、ダイヤモンド価格の暴落でダイヤ輸出収入が40%減少し、
国庫に大ダメージが加えられた。
　
建国初の不況である。 
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これに対し、やらない夫は政府支出抑制と消費税の創設によって対応した。
財政の健全性を重視したわけである。
この対策は功を奏し、
またダイヤモンド市場の回復に伴い、1983年には収入も回復する。 
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そしてこの体質改善は、ボツワナの財務体質をさらに好転させた。
もともとやる夫の時代から財政均衡路線ではあったものの、
不況の終了した1983年以降、ボツワナの財政は完全に黒字化する。
　
黒字は恒常化し、中央銀行には準備金が積みあがっていく状況になった。 
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1984年には南部アフリカ全域を巻き込んだ大旱魃が発生するが、
この時もやらない夫政権は食糧供給と貧民救済に全力を尽くし、
餓死者を一人も出さずに切り抜けることができた。 
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しかし、国際社会の賞賛は同じく餓死者を出さずに乗り切ったジンバブエに向けられ、
ボツワナはさほど大きくとりあげられることもなく終わってしまった。 
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実際、この時のジンバブエの干ばつ対策は素晴らしいものだった。 
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この年、ジンバブエにも雨は降らず、
たまに降る雨も穀物を育てるにはとても足りなかった。
しかし農家はその少ない雨の時に必死で種をまいたため、
ほとんどの農家が種もみすら失ってしまったのだ。 
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この時、ジンバブエ政府が動いた。
まず彼らは、白人大農園主に協力を求め食糧を確保する。 
　

906  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/10/05(土) 20:22:40 ID:2TOcHS920
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　__,,....､ｗ`~＾',
　　　　　　　　　　　　　 ,,..''´´'７´　　 ,>､､,ヾ
　　　　　　　　　　　 　,γ　　/　　　 '、《《''`ヽ
　　　　　　　　　　　 　r',ﾆ-ぅ=r'',ﾆﾆ､ヾ 巛　λ
　　　　,.へ.、　　　　 ,（_--',ノ＾ヾ､. 　`ﾉ） 《　　》
　　 ／＼　 ＼γ'⌒Y`,べﾐ_,.-キ爻ﾆノヾ》、　ﾘ
　 <´　　`@､r､＼（ｒﾘ （'Tヾ　 ｨ,--､.|　|　T `v''　　　　こんにちはー！
　　 ＼　　　ヽヽrく　ヽ`,,,ﾟ-',　　'｡_.)ﾉ /人ﾉ ,ﾄ^､､
　　　　`＼　 ,<`-､ヽ `ﾘ､　､_.　'''　ﾉノ/,`'ﾉN'　＇　　政府の農事指導員です！
　　　　　　`'´ζﾆヽ`ｒ'　Yヽ､..,　イ/ｙ,.--' ,.l　　　　　本格的に雨が降ったら、
　　　　　　 ／`ヽ,>'´|>（　_ノ レ.へ /　　_ノ　　　　　これで農耕を再開してくださいねー！
　　　　　／　 ／　　|､Y ノﾍヘﾐ､く,Y''フ´　ヽ
　　　　/ ,.／´　　　／`~l,ひ､ノ`γヾ´　／´＾ヽ、　　　食糧もありますから、
　　　 `ｌ'´　　　 ,ノ/　　ﾘ　| /r'´　ﾉﾘ／´ 　　　ヽ,へ、_　　　雨が降るまでも大丈夫ですよー！
　　　　 `＿,／へｎ（ｒﾉ/～)/ﾚﾉ //`' ヽ、　　　_　入,> `-､-.、
　　　　　`rγ（_ノ~`'´ﾊ　 | ,| （lY´|　ヽ ヽ　 ／,-　 ヽ、 ./　/
　　　　　 ヽ´　　 　 リ,.|　|/r=-､, ｌ　　__ﾉ＞,r´-､　　 ヽト､,ト-､　　　
　　　　　　 `ヽ.,-イY (..|　ﾄﾉ￣/--'￣／ー-､Y´`)-､　/　 メつ>
　　　　　　 　 　,イ　,､N　|/,-┴ー／　　　 　＼^しノ. /ｒ^ｙ=Y
　　　　　　　／/ ／、　|　|//,.--'´`＼　　　　　＼ ( ） り'_ノﾉ-,
　　　　　,ノ 0 /<.　 `@.|　|/　l´r,　　,<＼　　　　 λｖ'´-->､￣`7
　　　　（υη.|　/＼＿|　.|＿くｌ´/ノ´*＼＼　 　／)ﾆﾆﾆﾆ))＼/
　　　　,l　7ヽ､l./　/|　λ　《　￣`'´　　　 `ヾ､／＾~　`-`'´　　λ
　
　
　　　　　　　　　　　　うー！うー！
　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　 　　　　　 ／　　　　　　／　　　　　　／|　♪
　　 　　　／　　　　　　／　　　　　　／　 |／　
　 　　　　|￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣|　　..|　
　　 　　　|　　　農業キット　　　 　...|　　..|
　　　　　 |　　　　　　　　　　　　　.　.|　　..|
　　　 　　|　 　 ⌒ ,＿__, ⌒　　 　　 |　　..|　　
　　　　 　|　 ///　ヽ_ ﾉ　/// 　 　 ..|　　..|
　　 　　　|　 　 　　　　　 　 　 　　　.|　 ／　　　　 　
　　　　　 |＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿|／　
　
　
黒人小農に対しては
政府の農事指導員が一軒一軒農家を回り、
当座の食糧と、
雨さえ降ればすぐにでも農耕の再開できる種もみいりの農業キット一式を配布する。 
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これにより、降雨が回復した時点でジンバブエはすぐに農耕が再開でき、
干ばつが終わった年には逆に大豊作となったのだ。
　
これに対し、エチオピアやモザンビークなどでは農家が種もみまで食い尽くしていたため、
せっかくの降雨にもかかわらず農耕を再開させることができず、
農村はさらに荒廃していった。 
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この成功は、ムガベ政権が残った白人の農務官僚を信頼し、
彼らの意見を取り入れたことによって成立した。
　
もともとジンバブエは大穀倉地帯であり、
世界最高クラスの小麦の反収を誇っている地域で、
農政には長い蓄積があった。
　
国を愛してローデシア崩壊後もジンバブエに残った彼らは、
能力を十全に発揮して祖国を守ったのである。
　
この成功は国際社会の賞賛を浴び、
農業のモデル国として世界各国から視察が訪れるまでになった。 
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これにより、発足したばかりの新政権の運営に、
ムガベは自信を深めていく。
　
…そう、深めすぎるほどに… 
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そして20年後には、
慢心したムガベは白人を追い出しにかかり… 
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ジンバブエに定着していた白人たちを追い出したことで、
ジンバブエ経済は壊滅するのである… 
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さて、ボツワナでは1984年には選挙が行われ… 
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副大統領のムシが
野党・ボツワナ国民戦線のケネス・コマに敗れる。
ムシは大統領選出議席で副大統領に復帰することとなった。
　
とはいえ全般としてみれば、
全34議席中、民主党29・国民戦線4・人民党1で、
民主党の優位は揺らいでいない。 
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GDP成長率は、やる夫政権後期の1973年から1980年にかけては年平均10.5%だったものが、
やらない夫政権時の1980年から1987年にかけては、
不況や飢饉にもかかわらず年平均13.0%にまで回復している。
　
あいかわらず、ボツワナは世界最高の成長率を維持し続け、
それどころかさらに成長を加速させつつあった。
　
その後もボツワナはやらない夫政権のもとで、発展を遂げていく。 
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こうしてボツワナは順調に成長軌道を走っていったが、
南部アフリカ情勢はこのころ混迷の度を増していた。
　
最大の理由は、ついに南アフリカでアパルトヘイト体制が崩壊しはじめたことである。
しかし、高度に完成されたアパルトヘイト体制はそう簡単には崩壊せず、
南アフリカの混乱は周辺地域にも多大な影響を与えていく… 
　







第二十二話「アパルトヘイトの動揺」
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　南アフリカ首相　ピーター・ボータ
　
　
1982年。
かねて黒人の労働組合結成自由化など、
アパルトヘイト緩和策をとってきたボータ政権は、
ひとつの法案を国会に提出する。
　
「三人種議会案」である。
これは、議会を175人の白人議会、85人のカラード議会、
45人のインド人議会の3つに分け、
首相職を廃して大統領がその三議会を統括するものであった。
　
これにより、国内外にアパルトヘイトの緩和を印象付けようとしたのである。 
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この案は議会通過後に国民投票にも付され、
過半数の賛同を得て実施される。
　
政府としては、十分な譲歩をしたと考えていた。
しかし… 
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その中に国内最大の人口を持つ黒人の姿はなかった。
　
当時の南アフリカ総人口は3145万。
このうち、白人が470万（15%）、カラードが280万（9%）、
インド人が90万（3%）で、
黒人人口は2300万（73%）を占めていたのだが、
インド人とカラードを足しても白人には届かない。
　
つまり、この制度のもとでなら、
数的に絶対白人が勝つ。
結局、ボータにも白人支配を放棄する意図など、
まったくなかったのである。 
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　　　　　　　　　　　　カラード
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当然、この案は強い反対にあった。
黒人どころか、取り込もうとしたカラードやインド人からも猛反発を受け、
三人種議会制は失敗に終わる。 
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　　　　　　　保守党党首　アンドリース・トリューニヒト
　
こうして1982年、国民党の最右派が
国家管理相のアンドリース・トリューニヒトのもとに離党し、
「保守党」を旗揚げする。
保守党はトランスヴァール農村部を中心に強い支持を受け、
国民党を脅かす存在へと成長していく。 
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いっぽう、解放勢力側も、
これを機に批判を強め、
大勢力へと成長しようとしていた。
　
1983年7月。
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　　オランダ改革派教会牧師（カラード）　アラン・ブーサック 
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こうして1984年、
統一民主戦線（UDF)が結成される。
UDFは解放勢力を結集することに成功し、
反アパルトヘイトの動きは拡大していった。
　
そして、この運動の精神的支柱となったのは、
彼とは別の一人の聖職者だった。
その人の名は… 
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　　　　　　　　　　　　　　イギリス国教会主教　デズモンド・ツツ
　
　
マンデラが投獄され、ビコが殺されたこの状況で、
反アパルトヘイトの精神的支柱となったのが
イギリス国教会の主教、デズモンド・ツツだった。
　
ツツは非暴力は貫いたものの、
反アパルトヘイト運動には積極的に参加し、
1980年にはデモ参加によって逮捕もされている。 
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皮肉とユーモアに満ちたツツの発言は
反アパルトヘイト運動の指針となり、
彼自身もその象徴となっていった。 
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　　　　　　　　　　　　ノーベル平和賞
　
　
1984年にはこの活動を評価され、
ノーベル平和賞を受賞。
　
1986年には南アフリカのみならず南部アフリカ全体を統括する
南部アフリカ大主教に黒人として初めて就任し、
宗教界に大きな影響力を持つことになる。
　
この時代の解放運動で、
誰か一人挙げろと言われれば間違いなくツツになる。 
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　　全国鉱山労働者組合議長　シリル・ラマポーサ
　
さらにここに、
1979年に結成が認められた黒人労働組合が合流する。
黒人の不満を和らげるため、
ボータ政権によって鳴り物入りで作られた黒人労働組合は、
ボータの期待に反してすぐに戦闘化し、
労働争議やストライキを頻発させるようになっていたのだ。 
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そして、彼らが共通して求めたもの、それは…
　
　
　　　　　　　　/　　i　　 　 　 　 　 　 　 　 ／⌒)　※　 ／ ※...i　 　 　 l
　　　　　　　 .′　｜　　　　　_..　　-‐‐…'…‐‐- 　 .._'⌒)　　...|　 　 　 l
　　　　　　　.　　　 |　 　 　 ´　　 /　 / 　/{　 　 i 　 　 ｀丶、 ...|　 　 　 l
　　　　　　　i　　　 {／　. -‐…‐/.‐-′./　. 　-‐iﾍ…‐-. . . ＼.j　　　　 |
　　　　　　　|　　／　 　 ｉ. . /{ ｉ从./i . / 　 ∨ .-j‐ﾍｉ. i. . .}. . . . ､　　 　 |
　　　　　　　| ／イ　　. _j_j厶斗ｚ/=i笊　　　}ﾊ笊ｧ=j从. 厶. . . .､_≧=-｜
　　　　　　　|　　 ｌ .ｉ. .i . i7/^{r{/ }イ　　　　　　　{r{/ }イ＾ﾏ . . . . } 　 　 |
　　　　　　　|　　 |八. !. .|人 乂...:ソ　　　　 　 　 乂...:ソ _人 . /.∧　　　|
　　　　　　　|　　　　ﾊｉ.从　´^'　　　　　　}　　　 　 　 ＾｀　 ﾊ/}.人　　　∧
　　　　　　 ∧　　 / /ｉ. .∧ヽ ヽ ヽ　　　　 　 　 　 ヽヽヽ /| . . i　 ＼　 　 '、
　 　 　 　 /　　　/ /.｜　;厶　　 　 　 　, - 、　　　　 　 厶| 　 |　　　＼__｝ ＼
　　　　　/ ｛__,／ /. .｜　!. /＼　　　　 {　　 }　　　　 ／ｉ . | 　 |
　 　 　 .′　　　/. . . .|　 |/.／个: .,　　 ﾞ'ー'′　　.イ丶.| . | 　 |
　　　　　 　 　 /. . . . .|　 |〈　　 ＼_:}≧=-　-‐　´{／　　〉. | 　 |ﾍ
　　 　 { 　 　 ∧. . . . .{　 {　＼　　 ｀　‐----‐　´　　 ／　 }　　} . ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「「ネルソン・マンデラの解放を！」」
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,斗'¨¨¨¨¨¨¨¨¨｀ヽ､_
　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 r‐'”ヽf^Y⌒^^⌒ｰ^ｰ^Y､廴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 r'＼＼ {ト､丶　丶　丶丶　ﾞ込
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,ｲヽ､ ヽ八Ⅷ､　＼ ＼　＼ヽ ､ ﾞY
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 /-‐　　　､､州拆　Ⅶ､ ヽ　 ヽ､ 　}
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 } ／￣シ´　　　 Ⅵ＼＼Ⅶ､ﾄ､i､ｉﾊ
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 { ／ ノ　　　　　　l|ｌﾊiﾄ､i､ヽi|i|ｉ|ｌ|ｌ|_}
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ⅶ,ｲ　　　　　　　ﾘ|| ｌ|ヽﾄ､ｌ||ｌ|ｌ|ｌ|ﾉﾘ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fヽ{,,ｨ竺ミｰ-､__j ﾞﾘ､l|_l|斗l|刈ﾘr |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　{ ﾄヽf´￣￣￣ヽ___f´,ｨﾓﾁｱ　}}l) }(￣ ー──‐- ､＿___
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 八.ヾﾄ{　　　　　 }ﾆﾆ{ ゛｀ﾞﾞﾞ´　ﾉ |‐':: ＼ー──‐-ミ 　 ＼＼__
　　　　　　　　　　　　　　　　,斗'”ヽ/ﾞヽ{ 乂＿＿_ノ￣i⌒ー─‐'┐}:i:i:　　＼ :i:i:i:　　 :iﾞー‐┴┘}⌒ｰ-､
　　　　　　　　　　　　　,斗'”(:::::)ノ/:i:i:i八　　 ､＿__ ‐､j_r‐' ___ノ ﾉ/l:i: :i　　　＼　:i:i:　　:i:i:　　:i:i }　:i:i:i　}
　　 　 　 　 　 　 _,斗'” 　 .＞'” ./:i:i:i:/:i会｡　 ｀ｰ-ミー─彡'´　,ｲ :}､:i:　i.　　　∨　:i:　　:i:　　 :i:l　　:i:　j､
　　　　 r─＜￣　 　 ＞'”:i:i:i:　/:i:i:i:/:i:i∧:::≧s｡　 ｀¨¨¨´　.,イ　. :.|::}:i:　 i:　　　∨i:.　　 :i:　　　|i:i:　　/i: ＼
　　　,イ⌒ヽ､ ＼＞'”i:i:　　:i:i: /:i:i:i:/　:/:::ﾄ､::::::::..｀ ー─=≦　　. : :.} Ⅵi:　 i.　　　∨i:.　　　　　 |i:i:　 /ｉ:　　 ＼
　　 / :i:i:i:i:i:i:i:ﾞ寸’ 　 i:　　.:ｉ:ノ:i:i:i:i{　　{:::::{::Ⅵ:ﾞ": : : /Y⌒Y､. : : : :/　:Ⅵi.　 :i.　 　 ∨i:.　丶　　:}i:i:ﾉ/i:.　　　　 ＼
.　 / :i:i:i:i:i:i:　　 丶　　i:　 ／:i:i:i:　/　　|::: :ﾄ､}}:.0: :／ 〈::::::::〉 ＼:0/{　:. Ⅵi:. 　 :i:　　 ∨i:i:.　＼ ﾉi:i:i/:i:.　　 __　　　＼
　/ :i:i:i:i:i:　　　　　ヽ　 ／:i:i:i:i:　 /:　　ﾊ::. {::::＼／:::::　 〉::〈　 :: ﾞ´,ｲ　:::. Ⅵi:i.　　:i:i.　　＼:i:i:i:i:i.ヽj:/:i:　.:i:'´ ／
./.:i:i:i:i:i:　　　　　　　∨:i:i:i:i　　 /:i.　　j::}::.ム::::ヽ:　　ﾞrｲ(0)ﾄ､　 :/ j　 ::::: Ⅵi:i:i　　i:i:i:i.　　＼:i:i:i:i:}':i:i:i:i:i:iﾚ'” 
　

311  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/10/29(火) 20:59:47 ID:sCoU.jOA0
　
　　　　　　　　　　 , -- ‐‐ ‐‐ ― -- - 、
　　　　　　 　 　／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　 　 　 　／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::',
　 　 　 　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ___::::::::::::::::::::::::::',
　　 　 　 ,'::::::::::::::::::::::::::::::::::::::/ 　　 ｀ヽ::::::::::::::::::i__
　　　　　i:::::::::::::::::::::::::::::::::::: /0 　　　　/::::::::::::::/:::::ヽ
　　　　　',::::::; ‐ 、 :::::::::::::::::ヽ　　　　 /:::::::::::::::;:::::::::::::',
　　　　　 ',::,'　 0ヽ:::::::::::::::::::::｀ー一´::::::::::::::::::::::::::::::/
　　　　　　i:ヽ　　 ,'::;:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ﾊ___, --- ‐‐‐‐‐‐‐v- ‐‐‐‐‐‐‐‐
　　　　　　ﾊ:::｀ｰ´::::}:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;::::::/:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　',::ヽ::::::::::′:::::::::::::::::_::::::::::::::::::::::::::::::::y´:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　 ',:::::ヽ:::::::::::::::::::, イ二 ｀ヽ::::::::::::::::::::::|::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　ヽ::::::',::::::::::<_／} 　　 　∧::::::::::::::::/::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　 ｀ヽ',::::::::::::ヽ ﾊ　　 ,/　i::::::::::::::/:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　 ｀ヽ::::::::::::Vｰ一′ノ:::::::::::/:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　 /::＼:::::::｀ー‐‐´:::::::::::/::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　 ',:::::::::｀ヽ:::::::::::::::::__／:ヽ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　',::::::::::::::｀ー一 ´:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　 　 　 　 　 　 　 　 ',:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　
ネルソン・マンデラ。
黒人政党のアフリカ民族会議（ANC)副議長であり、
黒人解放運動のカリスマ的指導者である。
　
マンデラは1918年、ケープ州東部の大民族・コーサ人の傍系王族の家に生まれ、
在学中に解放運動に参加する。
ウィットウォーターズランド大学卒業後は弁護士となり、さらに運動への関与を深め、
カリスマ性と明晰な理論で頭角を現していく。
　
1949年。
アパルトヘイトが始まった翌年、
マンデラ、ウォルター・シスル、オリバー・タンボの若手活動家三人が、
党大会で指導部に選出され、ANCの指導権を握る。
三人とも若く、最年少のマンデラはこの時31歳にすぎない。
この指導部のもとで、ANCは活動を先鋭化させていく。 
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マンデラの功績として最も大きなものは、
1955年の「自由憲章」の制定である。
この憲章は共産主義でも民族主義でもなく、
自由主義こそが解放運動の柱であるとしたものであり、
全人種の基本的人権の確立と尊重をうたっていた。
　
この憲章は誰にでも受け入れられる普遍的なものであり、
のちのANCの運動の指針となっていく。 
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しかしやがて、1960年のシャープヴィル虐殺とともに
黒人運動は冬の時代に入り、
マンデラも1964年に逮捕され、
ケープ州のロベン島刑務所へと送られて、
終身強制労働の身となっていた。
　
この年、マンデラの獄中生活はすでに20年にも及んでいた。
しかし、かれの言動は反アパルトヘイト勢力の支柱となっており、
彼の不在はかえって象徴としてのマンデラの声望を高めるばかりとなっていたのだ。 
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この動きに対し、
南アフリカ政府はアパルトヘイト緩和に動きをみせる。
1985年には背徳法（異人種間の性交を禁じた）が廃止、
1986年4月にはパス法（黒人に常時身分証明書の形態を義務付けた）が廃止。
　
さらに公共施設やレストランなどでの人種隔離が撤廃され、
少なくとも建前上は、
黒人と白人が同じレストランで食事をすることが可能になった。
　
逆に言えば、これまでビコとウッズが朝マックを食うのは違法だったわけである。
　
カラーバー(人種別職業割り当て）も徐々に廃止され、
ヨハネスブルクやケープタウンなどの中心部には
全人種に解放された中央業務地区が成立するようになってきた。 
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しかし、こうした生活面でのアパルトヘイト…「小アパルトヘイト」の撤廃も、
解放運動を鎮めることはできなかった。
アパルトヘイトの根幹である、
黒人の分離政策と政治からの排除…「大アパルトヘイト」に関しては、
まったく改善がなされなかったからである。 
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それに、パス法が廃止になったといっても、
それはあくまで「独立」していないホームランドの黒人に限られていた。
「独立」ホームランドは南ア内では独立国とみなされるので、
この法の適用を受けない。
　
外国人としての身分証明を持ち歩かねばならないことには、
全く変わりがなかったのだ。
こういった細則や手続き上の問題が、
改善をさらに意味のないものにしていた。 
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これでは黒人の支持を受けられるわけもなく、
解放運動は激化するばかりだった。
　
こうした動きを、南アフリカ政府は激しく弾圧し、
国内に緊張が高まっていく。 
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こうして国内が徐々に不安定化していく一方、
南アフリカは周辺諸国の不安定化工作にも力を入れていた。
ローデシアという盾がなくなってしまった以上、
周辺諸国からの圧力を何としても和らげる必要があったからである。
　
そしてこの工作の最大の対象になったのが、
モザンビークとアンゴラだった。
両国は反政府ゲリラの跳梁に苦しみ、
徐々に弱体化していく。 
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1984年。
南部アフリカが大飢饉に見舞われ、
マシーレやムガベがその救援に全力をあげていたころ…
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実際、ボータのいうことは当たっていた。
　
確かに南アの支援するモザンビーク抵抗運動（RENAMO)軍は国土を荒らしまわっていたのだが、
モザンビークの飢饉の主な原因はそこではない。
原因がそれなら、ゲリラの出没しない地域どころか首都でもろくに食料が流通しない状況を説明できない。
　
モザンビークは独立後、社会主義を志向し、
ポルトガル人から没収した国営農場と
黒人農民からの食糧の強制買い上げによって安定した食料を得ようとした。
　
しかし、国営農場はノウハウのなさで失敗し、
食糧買い上げ価格のあまりの低さに農民が農業を放棄してしまった。
　
結果、独立後の農業生産は低下するばかりで、
旱魃が起きた時にはなすすべがなくなっていたのだ。 
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こうして1984年、南アフリカとモザンビークとの間にンコマチ協定が締結される。
これにより、モザンビークはアフリカ民族会議など南アフリカ黒人勢力を、
南アフリカはRENAMOを、それぞれ追放し、支援も与えないことが取り決められた。 
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さすがにここまでは言わなかったが、
南アフリカは協定を無視して、
半ば公然とRENAMOの支援を続けた。 
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騙された形のモザンビーク政府は、
これ以降さらに反政府軍に対し劣勢になっていく。
そして… 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ィ￢‐,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ／ /　　.i
　　 　 　 　 　 　 __,,...,,＿＿＿_＿＿＿＿　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ／..　|-　　.i
　　　　　　　 ∠ﾞﾞ　　　　　　 　 　 　 　 　 ￣￣ﾞﾞﾞﾞ'''''''￢―---..........,,,,,,＿____／　　　|__ 　 .i
　　　　 ,..-‐'¨≧ｺ 　 　 　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　┌┐　　　￣ﾞﾞﾞ''￢-..,__ 　ﾍ＿＿i
　　　　(　　　　　　 　ii　　　　ﾛ　 ﾛ　 ﾛ　 ﾛ　 ﾛ　 ﾛ　 ﾛ.　.││ 　　_,,,..＿.... 　　‐=＝＝＝＝=-
　　　　　´ﾞﾞ''''―-..,,,,_iif'~｀｀Eﾞﾞﾞﾞﾞ' ヽ _,,,..＿............--―ｰ￢''''''^ﾞﾞ￣￣.........　＞,..＿ .. ..- -''"゛
　　　　　　　　ii ゝ､_. ┤　　E| 　 ＜　　　　_,,,..＿..........--――￢ ￣　　　　　　　◎
　　　　　　　　ii 　　　iiゝ､_..E⊂｀ﾞ'ｰ-''''''^ﾞ
　　　　　　　　　　　　ii　　　　　｀‐-´
　
　
　　　　　　　　　　　 　＿ ィ⌒ヽ、
　　　　　　　　　　　／: : / : : : /: :｀ヽ
　　　 　 　 　 　 　 {: / :_{ : {: :/_: : :} : :.
　　　　　　　　 　 ,:{Ⅵ:´人: ∨{: ｀ 八:_:} .ｨ}
　　　　　 　 　 　 ゝ=ｲ} ≡ヽ:ヽ≡､:ｰ=彡ｲ
　　　　　　　　　　/八( ' ' ､_, ｀¨入: : :ﾘ: ﾉ,
　　 　 　 　 　 　 {:{　 ゝ≧==彡:_:_:ゝｲ彡　　　　　内戦続きで気が休まらないし、
　　　　　　　　　　　/{:./　　　>､/:.:.}　　　　　　　せめて飛行機の中くらいではのんびりしないと…
　　　　　　　 　 　 /:.:〈　　／/:.:Y:./
　　 　 　 　 　 　 /ー‐:`:<.:.:.:.:.:.:.}/
　　　　　 　 　 ／〃:.:.:.:.:.:.i!ｰ=彡ﾍ
　　　　　 .． ´:.:.〃:.:.:.:.:.:.:.:i!:.:.:.｀〈〉:.:、
　 　 　 　 ヽ:.:.:〃:.:.:.:.:.:.:.:.:.i!:.:.:.:.:.:.:.:.:.〉
　　　　　　　>:､:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.i!.:.:.:.:.:.:.:ノ
　 　 　 　 へ:i:i:iゝ==―┬‐┬‐=彡
　 ,<⌒Y:.:.:.:.:.〉´　 　 　 ,!:i:i:i;
　ヽ ＼:.:.:.:／　　　　　f≧x〈
　　｀ｰ=≦　　　　　　/ｰ.:´:/
　 　 　 　 　 　 　 r=ミ:.:.:.:/
　 　 　 　 　 　 　 ゝ==ﾐV 
　

342  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/10/29(火) 22:06:31 ID:sCoU.jOA0
　
　　　　　　　,､　　　 　 　 　 　 　 　 , ､
　 　 　 　 　ｌ:. ＼　　　　　　　　　／.: i
　　　 　 　　|:.:.　 ＼　　＿＿　／.:.:.　|
　　　 　 　　|:.:.:. 　..::`´　　　 `'.:.:.:. 　 |
　　　　　　 /:.:.:..:.:.:.::...　　　　　　　 　 ヽ　　　　た、た、大変です！
　　　　　　,':.:.::.:.:.:.::.:.::.. 　　　　　　-―　',　　　
　 　 　 　 ｌ:.:.::.:.::.::.:.:.:.:.:.:... 　 　　 　 　＿_l　　　操縦が、飛行機の操縦桿が利きません！！
　　　 　 　{:.:.:.:.:.:.:.:.:..::.:.:..:.:..　　し　　/　　}
　　　　　　ヽ、:.:.:.:.:.:.:.:::.:.::.:.:.::.:... 　 　､___/
　 　 　 　 　 ヽ、:..:.:.:.:..:.:.:..:::.:.:.::.:.:..　 ,／
　　　　　　　／:.:.:.:.:.　　　　　　　.:.:＜
　
　
　
　　　　　　 ／ /　/　 　 　 　 　 　 | 　 !　　　　　　　　 }　 　 l　|
　 　 　 　 /　/　/　　　　　　　　　｜　八　　　　　　 　ﾊ　　　}､!
.　　　 　 /　 {　{　　　　｜ |　　　 | }ﾙ′､＼　　ー＝彡ｲ　ｰ彡ﾍ
　　　　 /　 八　:.　　　　|　|　　　 ﾄ､ヽ/　 ＼　､　 　 　 ﾉ　 ｀ヽ　 、
　　　　.′'/　 ＼ヽ　l| ! |　|　　　 L..メ≧zz､ ＼ヾー＜　｀ヽ　 〉　 ＼
　　　　{　/　　　 ヽゝ从 |　| 　 　´}.． ´￣Ⅵ＼ ヽ ､＼ヽ　　∨| 　 　 ヽ
　　　　∨　　 }　　ｰ==≠Ⅵ　 　〃　（･)　ﾉﾉ　 |ヽﾊj　 ヽⅥ 　 | 　 　 　 ＼
.　　　　 ∨　 ﾉ　 / r===ミ }　　ｲ　 ＿..ィ彡　　|ﾄ　　 　 !小 　 |　　　 　 　 ＼　 _
　　　ｰ=ﾆゝ彡　ｲ 八 　（･/ ／ﾘ　　 　 　 　 　 }ﾊ　　 　| 八ヽ ＿__ .．-‐　¨¨￣| |￣￣
　　　　　　／／ / 　 ヽ ノ／ }　　 　 ___　　 ∪　 } 　 　 !へ.／⌒ヽ}　　 　 　 　 ! !
　　 ｰ=ﾆ彡 ´ Ⅵ　 ｰ≠イ　　` 　 ／／｀ヽ　 　 / }　　 /　/　　　　|　　 　 　 　 | |
　　　　　　　　 八　　{ﾊ　∪　 ﾏ´ ≠　　　l　　/ 〃　 /　 ′　　　｜　　　 　 　 ! !
　　　 　 　 　 / 　'.　 　 ヽ　　　ヽ {　　 　 ﾉ　/ / { 　 { 　 { 　 　 　.′　　　　 　 | |
　　　 　 　 　 　 　 Vﾊ　　＞ ．.. _`ー　´ _. ｲ　{ 八　　､ 　:.　　 　 {　　 　 　 　 .| |
　　 　 　 　 　 　 　 }　}: ｜　 八　　_三Ζ､八　､　 ヽ　 }　 }　　　　'.　　　　　　｜!
　　　　　　　 乂＿ノ／_}｜　{ 77¨´　 〈ー‐ﾍ{{ヽゝ 　 }/　 ∧　　　　'.　　　　　　| |
　　 　 　 　 　 　￣　 //人　V/　　　 / 　 小／ヽ　 / 　 / ∧　　　　'.　. -‐ ､　| |
　　　　　　　　　　　 / ´　　ヽゝ　　　 {　 /{ﾄ===ﾐ `ﾄ､　 / /　 :.　　　 ／　　 ,　｀ヽ
　　　 　 　 　 　 　 /　　 　 //　 　 　 ヽ/. !! , -‐‐-.､ヽ/ /　 　 }　　/　　 ／　 ／ ,＼ 
　

344  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/10/29(火) 22:09:24 ID:sCoU.jOA0
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 !L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　ｌ
　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　 l　..ｌ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾘ､　　　l　　ｌ　 |.ｌ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝ヽ.　i､.!　 . ｌ　! ｌ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 !　ヽ.|ﾞi｝　　.ｌ│ !
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　 .ﾞ'! ″　 ...ｌl　.ｌ　_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　!　　　　　　 ″ .ｌ ,!|
　　　　　　 _ィ'⌒ﾞ''ｰ-､,,_　　　　　 ｌ　 　 　 　 　 　 ｌ,! .ｌ
＿,,. r‐'''"~　　　　　　　　￣｀''ヽ､,│　　　　　　　　″ .!
:::.:.:.:.:.:.:.:.:.:. :. :. :. :. :. :. : :､　　　　　　!　　　　　　　　　　 ｌ　..:　　　　. ...　　...
:.:.::::::.:.:.::.:.:.:.::.:.:.:. :. _,,.ｨ～ﾞlヽ,　　、　 .!　　　 　 　 　 　 　 !　 .!l　　　..:　　　　　　　　. ..
´~￣~~"＾´￣~ﾞ＾´　　　_,,,.ｌ,.＼　'ﾄ、 .ｌ　　　 　 　 　 　 　 ｌ　l .l　　　　　　　　　　　 _,,. -ー'''
　.... .　.. :...　 -─-= 二､..,,＿ｌ. ..ヽ　ｌ'､ .ｌ　　　 　 　 　 　 　 ｌ !　!..　　　　　-='､'ﾞ´:.::.:.:.:.:.:.:..:.:
...　　...　　　　　　　　　ｌ､　　　ｌ.　 ヽ ｌ.ヽ|　　　　　　　　　　 ﾈ　.!./|　　　　　　　 ~｀"ﾞ''ー- ､
.　:;:;'r-=´へ　　.. ... .. .ﾞぐ､,　 .ヽ　 .ﾞ'レ'l|　　　 　 　 　 　 　 　 |" l
／　/　'::... `:.＼、　　　　ヽ ＼　ヽ　　゛　　　　　　　　　　　　　　 l　.、. .. .. 　　..:　　　　. .
.::"/::..`._　;'".へ'´｀yヽ√´ヽ　＼ ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　/ /lゝ　. : .:,ﾊ. .. .. 　　..　:　:
　"`''''''ｰ――-´--------ヽ　 ＼'､　　　 ..　/⌒i 　 　 　 　 　 |./ l　　,iﾘ,ﾌ;:,'ゝ------‐―
　　　.　:　..:　.:.　､,､w..:､,､､,､wヽ,　 .＼､_,,..､　.|　 / ,..-､　　　　 ″ !　,i'ﾞ/ ﾌ.:;ilゞ,ﾊ.:.....:.,ﾍ..::::
,､,､,､wﾘﾞW゛jﾘwj从ﾘj"WﾞﾘwﾘﾞW＼　 .ﾞ l 　 l　| /´ l,､_ノ ,　 　 　 　 lﾞ./ ./ﾍ;;ﾊﾊﾞゝ;>.:,ﾊ';'ヽ、
　从;:　｀:､ﾘﾞW゛jﾘw''､`'.､,:｀:,,‐'゛＼ヽ,　　|　 i'　'´_,,、 　 　 　 　 　 ド　 !ノﾊil;:ヽゝ ノﾊil;:ヽゝ
｀wﾘﾞW゛jﾘwj从ﾘj`'.､-='´　　_,ywj＼' !､ .|　 し''´　」　　　　　　　　　　 !　　,，　ノﾉ ノ'ﾉ,'ﾊハゝ
.wj从ﾘj`'.､　,:,-‐'゛,,vw-‐W゛w从　Wヽﾞ'!l|　 ,,.-''´　　.　　　　　　　　 ｌ .,／ !ﾊ';'ヽ..::...,ﾍ、ﾊ.:;>
￣~＾￣＾￣￣~`＾ﾞ'､,゛jﾘw :;.:".:;.:'､,,,_　｀'､|　.|　　　　　　,､ r‐'ｌ　.r､、'"　　^ﾌヽﾊil;:ヽﾊ,ﾊ';'ヽ、
''　ﾟ 　　;~　,;　　　　ww:,､v､从ﾘjw｀'-,｀"".l､_ﾉ　　　　　i　ﾞl.|　ﾞl /　lﾞ　　　 ,i′ﾊｌ; ノﾊil;:ヽゝﾌ
　　　　　　　　　　　｀ﾞ''､::wj,､,､,､从ﾘj｀'-、　　　　　　│ ﾞl |　|/　lﾞ　 　 /ｌ;:.'ilﾊil;: ノ'ﾉ,'ﾊハ,ゝ
　　~'　',;　　　''"'　　　　　､,,'.､゛jﾘwj＿＿ﾐｯ　　　　　　ﾞl,,ﾉ '"│ /　 　 ,,,,,ﾆ=-ﾊｌ;:.'ilゞヾﾍﾞ .:;
~　　　　　　　　　　　　　　｀`'‐;.:".:;.:'"ﾞ:｀'''ｰ┐ .＿＿＿´　　.lﾞ　lﾞ＿＿z-⊥';'ヽ、 .:;>ﾍ:..::ﾊ::
　　　　　~'　'　　,;''　　　　　　　　~'ｰ:;.:;;wﾘﾞ､从ﾘj"::.:;.:'lilﾍﾞ: ＼,lﾞﾂﾉﾉ;:'ﾊ;;:.ノﾊil;:ヽゝ li＞ノﾊﾊ
　　　　　　　　　　　~'　　　'　　　　　　｀`ﾘﾞ jﾘwj从jｒ、'＾　 ｼハﾉｼ;:,';:,　ノﾉハﾊｌ;:.'ilゞヾﾉｖﾉ;:,l'
~ 　　　　　　　　'ﾟ　　 ;　　~'　',;''　　　　　　　｀ﾞ''、:w从jﾘ 彡ﾊﾊﾉ;;:,　フﾉ;:,'ﾊﾉハﾊﾚ;;:ノﾉハﾊ
　 　~'　',;''　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀ﾞ'':::..wj 彡ヾ;:ﾉﾊﾊﾚ;:,.'ilヾ ノノﾊﾊノﾉ;:'ﾍ;;ﾊﾊ
　
1986年、サモラ・マシェル、墜落死。
この死が南アフリカの陰謀だったかどうかについては、
現在でもなお論争が続いている。 
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　　調査団団長　　ナイジェリア元大統領　オルセグン・オバサンジョ
　
　
しかし、内政・外交面における
南アフリカのこの悪行三昧に、
さすがに少しずつ国際世論も硬化し始めた。
　
1986年2月。
こうした状況に、イギリス連邦が動いた。
　
連邦内各国の長老政治家を集めた賢人調査団を派遣し、
アパルトヘイト終結に向けての調停を行うこととなったのである。
　
調査団はボータやマンデラなど要人と会談し、
調停を進めていた。
だが… 
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1986年5月、ハボローネ。
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1986年5月。
調査団の調停が終盤に差し掛かった時、
南アフリカはボツワナ・ジンバブエ・ザンビア三国に同時攻撃を行った。
　
この攻撃は、賢人調査団に対する南アフリカのこれ以上はない意思表示だった。
なにしろ調査団はまだ南アフリカ国内にいる上に、
攻撃を受けた三国はすべてイギリス連邦加盟国なのだから。
　
南アフリカは調査団の顔に、思い切り泥を塗ることをもって答えとしたのである。 
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　　　　　　　　　　　　　アメリカ政府
　
　
しかし、
この判断は高いものについた。
　
明確にアパルトヘイト路線の継続と国際社会との敵対を選択したため、
経済制裁が非常に強化されたのである。 
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　　　　　　　　　ソヴィエト政府
　
この判断の裏には、東西関係の改善があった。
ペレストロイカの進展により、冷戦構造は終結に向かっていた。
このため、レアメタルや金・ダイヤモンドの産地としての
南アフリカの重要性が、相対的に低下したのだ。 
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この経済制裁が、徐々に南アフリカ経済に影響を及ぼし始めた。
　
もともとこの時期の南アフリカ経済は、
たしかに工業も農業も盛んでかなりの程度自活していけたのだが、
最大の産業は鉱業、それも金・ダイヤモンド・レアメタルといった、
先進工業国への輸出によって初めて成り立ちうる鉱業が経済の柱である。
　
さらに、高度産業国家である以上、
金融のネットワークから外れてはやっていけない。
　
この鉱業と金融において全世界から総スカンを食ったことで、
南アフリカ経済はどん底の不況にあえぐこととなった。 
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　　　　　　　　　　　　日本政府
　
ちなみに、この状況でも南アフリカとの貿易をやめなかった…
というより、ぶっちゃけ思いっきり逃げ遅れたのが日本である。
結果、1987年度から南アフリカの対貿易額1位は日本となり、
先にさっさと逃げていたアメリカやヨーロッパ諸国からの激しい非難にさらされることとなった。 
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また、このころ…
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ドナルド・ウッズ（ロンドン在住） 
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　　　　　　　　　　映画監督　リチャード・アッテンボロー 
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こうしてアッテンボロー監督、ウッズ全面協力のもとに、
1987年、映画「遠い夜明け」は完成する。
　
この映画は大ヒットとなり、
またもくろみ通り、世界各地の反アパルトヘイトの機運を高めることとなった。 
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こうした状況に、ボータは国内の統制をさらに強化することで答えた。
1986年9月、ボータ政権は全土に非常事態宣言を発する。
　
これにより、反アパルトヘイト運動はこれまでよりさらに残酷な鎮圧にさらされ、
多くの血が流れることになった。 
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　　ANC臨時議長　オリバー・タンボ
　
　
1987年。
南アフリカ政府はUDFを非合法化する。
　
しかしこのころには、
一度火のついた反政府運動の流れはとどめようのないものになってきていた。
ANCも武装路線を選択するようになっており、
さらにUDFも指導層は非暴力主義を取っていたが、
非合法化により末端の統制が利かなくなり、
各地で黒人解放派による暴力事件や暴動が多発するようになる。 
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さらに、これに対抗する白人右派も各地でテロを頻発させるようになり、
政府の白色テロもあいまって、
南アフリカに暴力的な雰囲気が充満するようになった。 
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こうした中、1987年に南アフリカで総選挙が行われる。
これは南アフリカ政府のこれまでの政策を信認する意味を持った選挙だった。
当然、国際社会はアパルトヘイト反対派の勝利を望んだのだが… 
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結果、国民党は議席を減らすものの圧倒的多数を維持。
さらに、リベラル派の進歩連邦党は議席を減らす。
そして進歩連邦党に代わり、
野党第一党に躍り出たのが…
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右翼政党の保守党である。
国民党が10議席、進歩連邦党が7議席減らしたのに対し、
保守党は22議席を増やしたのだ。
　
一人勝ちした保守党は、党首トリューニヒトのもとで、
さらに勢力を拡大していく。 
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しかし、国内でいくら強硬派が勢力を得ても、
それは不況の打開にはまったくつながらなかった。
国際社会からの孤立が、すべての問題の根源なのである。
国内でどうしようと、状況が改善するはずはなかった。
　
こそでこの状況を打開するため、
南アフリカ政府はモザンビークに次いで不安定性の高い
アンゴラを攻略し、
前線諸国の一角を崩そうとしたのだが… 
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1988年2月。
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1988年2月、アンゴラ南部のクイト・クアナヴァレの戦いにおいて
南アフリカ軍はアンゴラ政府・キューバ連合軍に完敗し、
国境地帯にまで叩き出されてしまった。 
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この敗北によって継戦能力を失った南アフリカは、
1988年12月22日のニューヨーク合意において
アンゴラからの撤退、および2年後のナミビア独立を約束させられる。
　
こうして、南アフリカの最後の壁が消失した。 
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なお、南アフリカの支援を失った後も
アンゴラの反政府勢力・UNITAは国内のダイヤモンド鉱山を資金源に激烈な抵抗をつづけ、
アンゴラの内戦はさらに10年以上続くこととなる。 
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こうして1989年に入ると、
外交での敗北、治安の混乱、軍事費の増大と軍事力の減少、そして長期不況によって
南アフリカは完全な手詰まり状態に陥っていた。
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1989年1月、ボータは心不全で入院。
しばらくのちに政界に復帰するも、
もはや一線に立つことはできなかった。
　
1989年9月、ボータは大統領を辞任する。 
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　　　　　　　　　　南アフリカ共和国大統領　フレデリック・デクラーク
　
ボータに代わって大統領に就任したのは、
フレデリック・デクラークである。
ヨハネス・ストレイダム元首相の甥であり後継者で、
名門出身の保守派であり、
思い切った手を打てるとは思われていなかった。
　
だが… 
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1990年2月2日。
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1990年2月2日。
この日、デクラークは
アフリカ民族会議、パンアフリカニスト会議、南アフリカ共産党、
その他非合法の政治団体すべてを合法化し、
ネルソン・マンデラほか、それらの団体の多くの指導者を解放する。
　
ここに、アパルトヘイト体制は崩壊への秒読みを始めたのである… 
　







第二十三話「自由への長い道」
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　　　　　　　　　　南アフリカ共和国大統領　フレデリック・デクラーク 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　イギリス国教会大主教　デズモンド・ツツ（ノーベル平和賞）
　
イギリス国教会だけでなく、
1987年にはこれまでアパルトヘイトの精神的支柱となってきたオランダ改革派教会が
アパルトヘイトに反対の姿勢を打ち出し、
アパルトヘイト賛成派は新宗派を旗揚げして脱退。
宗教界は反アパルトヘイトでまとまりつつあった。 
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アングロ・アメリカン財閥
ニッキー・オッペンハイマー
（ハリーの息子） 
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　　　　サンラム財閥（南ア第2位の財閥、アフリカーナー系）　会長 
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2月2日のデクラークの表明を受け、2月11日にマンデラは27年ぶりに釈放される。
ケープタウン市役所で解放後の第一声を発したマンデラの演説には多くの市民が詰めかけ、
マンデラの釈放を祝った。 
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27年ぶりに出獄したマンデラは、
以前の彼からは大きく変わっていた。
　
以前は雄弁と明快な法理論で戦うタイプで
ともすると他人と衝突しがちなタイプだったが、
27年の歳月は彼から圭角を取り去り、
威厳と円熟を与えていた。 
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そしてなによりも、彼は諸民族をつなぎとめるかすがいの役目を果たすのが自分、
それも自分のカリスマと人格であることを、
これ以上はないほどに熟知していた。
　
タンボ、シスル、ラマポーサ、ハニ、ムベキ、ズマ、その他この時期のANCの政治家はそうそうたる顔ぶれだった。
それでも実際のところ、黒人解放勢力のみならず白人までまとめ切れる可能性を持った政治家は、
マンデラしかいなかったのである。 
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結果として、マンデラの発言は寛容と叡智に満ちたものとなり、
さらに多くの支持者を生むとともに、
敵対勢力からも信頼を置かれるようになっていった。
　
とはいえ、マンデラはあくまでも政治家であり、聖人ではない。
発言の裏にはつねに冷徹な計算があったし、
そのうえでそういう行動をとったからこそ、彼は多くの人々の支持を受けたのだった。 
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くわえて、デクラークがこの路線に踏み切ったのは、
マンデラの年齢の問題もあった。
　
マンデラはすでに72歳になっている。
マンデラも、デクラークも、マンデラが生きているであろうあと数年こそが
南アフリカが軟着陸するタイムリミットであることを承知していた。
　
こうして、アパルトヘイトは完全に撤廃の方向へと進みだした。 
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　　　　　 　 .　´￣｀　､　　　はにほー！
.　　　 　 　 |ｌl ∩　　　|　　僕ら南アフリカ共産党も、
　 　 　 　 r'|lj ∪. ｀ヽ |　　ANCと共同戦線を組むよ！
　　　　 　 ｀| () 　 ､_ﾉ |
　　　　　　 乂＿＿__ノ
　
　　南アフリカ共産党書記長
　　　　　クリス・ハニ
　
　
マンデラ釈放を受け、
それまでの解放運動諸派は次々と彼のもとにはせ参じていった。
　
とくにアフリカ民族会議、南アフリカ労働組合会議、南アフリカ共産党は
三者同盟を結んで反アパルトヘイトで共闘することとなった。
この政治同盟は強固なもので、
以後の南アフリカ政治の基本となっていく。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くどいようだがノーベル平和賞
　
　
実際、ツツはこの後、マンデラにも劣らない情熱で国内を飛び回り、
対立する各派の調整に尽力する。
　
ツツの思想と人望、そして聖界をバックとした影響力は、
調整役として最適だったのだ。 
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さらに、そのほかにも協力者は多かった。
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　　　トランスカイ「共和国」大統領　バントゥー・ホロミサ
　
バントゥー・ホロミサ。
1988年、無血クーデターでトランスカイの実権を握った男である。 
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このクーデターは南アフリカの支持を受けたものであったが、
いざ大統領に就任すると、ホロミサはANCをはじめとする、
南アフリカで禁止されている政治団体をすべて許可してしまった。
　
これに怒った南アフリカが再度クーデターを試みるものの、
ことごとく撃退。
逆に自由の旗手として、ホロミサはトランスカイ内で絶大な支持を獲得したのである。 
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ボプタツワナ「共和国」大統領　ルーカス・マンゴーペ
　
アパルトヘイト廃止について、
ホームランドの意見は真っ二つに割れた。
　
トランスカイをはじめとする5ホームランドが撤廃派、
クワズールーやボプタツワナなど5ホームランドが存続派である。 
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　　　　　　　　　　インカタ自由党党首、クワズールー・ホームランド首相
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マンゴスツ・ブテレジ
　
もともとブテレジとマンデラは協力関係にあり、
クワズールーの独立反対時にはANCも協力している。
　
当時はブテレジの「黒人の自治政府を作り、解放勢力の拠点とする」という主張が
額面通り信用されていたのだ。 
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そして自治権を得たブテレジはズールー人至上主義を掲げ、
ズールー人政党「インカタ自由党」を設立。
シャカ・ズールーの栄光の復活を掲げた。
　
黒人の栄光を取り戻すこと自体はANCとなんら衝突しない。
この時点では、両者の仲は良好だったのだ。
　
1980年代、インカタの勢力はクワズールーはおろか、
ズールー人の住むナタール州域全体にまで拡大していた。 
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しかし、統一民主戦線の登場が大きな波紋をもたらした。 
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もともとナタールは良港ダーバンを持ち、気候や土壌にも恵まれ、
都市化がそれなりに進んでいる地域である。
　
そして、そのために国内他地域から多くの他民族の黒人が流れ込んでいたのだ。
当然、彼らはズールー至上主義を支持するはずはない。
彼らは黒人全体の協調を唱えるANCの支持へと動いた。 
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そしてその反応は、ズールー人には受け入れられないものだった。 
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両民族の対立は激化し、紛争が多発するようになる。
当然、統一民主戦線とインカタとの仲は最悪となった。
そして、統一民主戦線を吸収したANCも、当然この対立を引き継ぐことになったのだ。 
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それどころか、
政治関係の重しが取れたことで、
対立はマンデラ解放後、
ナタール州から全国へと拡大してしまった。
　
当然、これを解決するために両者間に話し合いがもたれたが… 
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ズールーが宣戦を布告しました！
　
こうして、ANCとインカタとの武力抗争はさらに激化する一方となった。 
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　　　　　　　PAC議長　クラレンス・マクウェツ
　
　
さらに、黒人左派のPAC（パンアフリカニスト会議）も、
武力抗争を明確に続ける意思を持っていた。
　
黒人至上主義に近い考えを持つ彼らは、ANCとは別に白人襲撃を続けていた。 
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この時の南アフリカは、おおまかに言って
「白人左派（民主党）」「白人中道派（国民党）」「白人右派（保守党）」
「黒人左派（PAC)」「黒人中道派（ANC）」「黒人右派（インカタ）」の
6派閥に分かれていたといっていい。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　民主党
　
そしてこのうち、武力をもっていないのは白人左派の民主党（進歩連邦党の後身）だけである。
残る5党は私兵を用いて、対立する各党と武力抗争を繰り広げた。 
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こうした動きもあるものの、
南アフリカの前途は多難というほかはなかった。 
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インカタとANCとの対立は激しさを増すばかりだった。 
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ANCとインカタの抗争は全国に拡大し、
南アフリカは暴力のるつぼとなってしまった。 
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この現状に対し、インカタはすべての責任はANCにあると主張した。
　
この主張は、海外でも一定の理解を持って受け入れられていた。
ANCは自由主義に舵を切ったとはいえかなり左寄りで、
共産主義勢力とはかなり密接な関係がある。
　
冷戦が終わって間もない時期のこと、
このためにインカタが黒人自由主義の代表とみなされることも多かったのだ。 
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この主張を支持したのが国民党である。
　
支持するだけでなく、国民党や保守党は陰でインカタに資金援助を行い、
混乱をあおり続けていた。
　
混乱が続いて南アフリカの治安が悪化すれば、
それまで曲がりなりにも平和に国内を統治していた白人勢力に支持が集まるとの判断である。 
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ANCはこの現状に抗議の声を上げたが、
どうにもならなかった。 
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とはいえ、ANCも黙ってやられていたわけではない。
確かにどちらかと言えば受動的ではあったが、
ANCとて一時は反政府武装組織だったのである。
この状況でおとなしくしているはずはなかった。
　
マンデラや首脳部は幾度となく暴力停止を訴えたが、
それでおさまるわけもない。
　
ANCとインカタはこうして、武力抗争を激化させていく。 
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しかし、この状況でも両者間の話し合いははじめられていた。
1990年には予備交渉…つまり、
「話し合いを始めるための話し合い」が開始される。
　
そこでANCが強く要求したのは、
アパルトヘイト諸制度の撤廃と政治犯の釈放である。
　
アパルトヘイト撤廃は、民主議会を作る前の大前提だとしたのだ。 
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国民党もこれに応え、
1991年6月に「原住民土地法」「集団地域法」「人口登録法」といった
アパルトヘイトの根幹をなす諸法を撤廃。
　
人種間の分離居住を根幹とする、いわゆる「大アパルトヘイト」もこれで完全に撤廃され、
法的にはこの時点でアパルトヘイトは終焉を迎える。
　
のこるは、全人種議会の設立だけであった。 
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こうして、1991年12月、新憲法を制定するための諸党間の会議が開催されることとなった。
「憲法制定会議」（CODESA）である。 
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といっても実際は、政府を握る国民党と
黒人勢力のかなりを押さえたアフリカ民族会議が圧倒的な力を持っており、
この両党の主導権のもとで会議は進むこととなった。 
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　　　　　　国民党（南アフリカ憲法相）　ロエルフ・メイヤー 
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　　　アフリカ民族会議　シリル・ラマポーサ
　　　　　　（全国鉱山労働者組合議長）
　
この交渉に、両党は若手の腕っこきを持ってきた。
メイヤーは国民党の次期党首候補、
ラマポーサは鉱業国家の南アで鉱山労働者組合を束ねており、
どちらも高い交渉能力で知られ、
これまでにいくつも難事件を解決してきていた。
　
その彼らをもってしても、今回の交渉は非常に難航することが予想された。 
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ここまでは順調だったが、
次でいきなりつまづいた。 
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こうして、交渉は暗礁に乗り上げる。
両党で折衝が何度も繰り返されたが、
解決に結びつくことはなかった。
　
こうした中で、各勢力から不満が噴出するようになる。 
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　　　　　　　　　国民党候補
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　　　　　　　　　　　　　保守党候補
　
最初に不満が噴出したのは白人勢力だった。
これまでの特権を失うことを恐れた白人たちが、
国民党を見限り始めたのである。
　
1992年1月、北西部ポチェフストルームの補選において、
野党第一党・保守党の候補が国民党候補を破り当選を果たす。 
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　保守党党首　アンドリース・トリューニヒト
　
　
これで勢いに乗った保守党は、
アパルトヘイト廃止を撤回する国民投票を求めた。
　
もともと南アフリカには国民投票の伝統があり、
連邦制廃止や三人種議会制施行の時にも国民投票が行われている。
　
もちろん、国民といっても白人有権者だけであるが。
　
　
もっとも、保守党としてはこれは半分以上ブラフである。
国民投票に応じない国民党という事実を持って、
国民の声を無視している、独裁的だと非難を続けるつもりだったのだ。 
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しかし、この提案にデクラークはすぐに賛意を示し、
国民投票が実施されることとなった。 
　

909  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/12/02(月) 22:18:42 ID:Wb.j5Qqk0
　
　　　　　.,r'　 , ,r'　 ,〃　　　_,,..　 `ヽ,
　　　　 fﾞ、､_(（ !､ 〃fﾞr' ｨ;ﾆ=-≡､　ﾐ!
　　　　jﾞ`=ﾗ ｀`ｰｧｧ-─''"⌒｀`ヾ:､　ﾐl
　　　 //,ｲ　　　（ (　　　　　　　　`ﾄ､ |
　　　fﾞ /iﾞ　　　　　`　　　　　　　　ﾄﾐ､ﾞ!
　　　|　/!　　　　　`ー'ﾞ 　 　u　 　 !`ヾ,）　　　…なんだと…
　　　∨〈　-＝=､,,_　　 _,,ｨ=＝=､　|`>ﾐ!
　　　　ﾞ>j　:-=・=-冫　f -=・=-:.　 i'ﾞ,､iﾘ
　　　.　|`!　`ｰ　'"/:　 ` ｀`　'´ﾞ　　!｢l!ﾘ
　　　　 l,{、　　　 ヽ:　　,　　　　　/'r',/
　　　　 ﾞ`i:､　u　 ,ｨ,､　,..):､　　　./ rt'
　　　　　 ﾞi,ﾞ;　 , ＿,.,＿,,,＿ ､　　 ,ﾄ'′
　　　　　　l､　 ﾞ　 ､＿＿,.　 ′　/.|
　　　　　　|.＼　　　　　　　　　,ｲ　|
　　　　　 .｣:　',＼　　　　　,r／/　,｣`'ﾄ､
　　　 ,､イ ﾞヽ､　 `‐::::::::::'"'ﾞ_,､-'"　　l　＼
　 ,,／　iﾞ　　　`'-､.,_　_,､-''" 　 　　　!　　l＼,_
''"/　　 |　　　　　／ﾞﾞ＼.　　　　　　 ;'　　 !　　`''ｰ
. /　　　|:､　　　 ∧　　 ヽ　　　　　,ｲ　　　|
/　　 　 ! ﾞ:,　 ,r'ﾞ ヽ,　　,∧ 　 　／/　　　 |
.　　　　 |　ヽ/　 ／⌒ﾞく　ヽ ／　/　 　 　 |
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 　, -‐──､
　　　　　　　 　 ＿＿＿ ／-‐-　　　　＼
.　　　　　　　 /　　　ミ､ /⌒　　　　　　　＼
　　　　　　　/　-‐=ﾆミ ./　　　　　　　　　　＼
.　　　　　　/　-‐=ﾆミ Y,ハ　　 '，　　　　ヽ　　＼
.　　 　 　 / -‐=ﾆ=‐__Y{iiiiﾊ　 　 '，　 ＼　 '， '， ｀､
　　　　　/　./　彡{ゞヽjiiiiiiiﾊ.　　　＼　　＼　'， i　 i
　　　　　V / ./　 .||　　 　　 V ＼＼ ＼　　ヽ }　}　|
　　　　　 V ./i　　.ﾘ　　　　　ﾊ 　 ＼＼ ＼　　Y⌒Y　　　　　　なんだ。
　　　　　　V　{ =≠ﾆ=ミヾ__{　V＼　＼＼ ＼　}斥 |　　　　　　わたしが国民投票を恐れるとでも思ったのかね？
　　　　　　 }ヽ}　ｒ==ｔヵミ}二　　ｒ==ｔヵミ≧=‐-{ 心.i__
　　　　　　_jツ|　 ヽ==彡|　　ヾ　ヽ==彡　ﾆ= 个　ﾉ:.:.ヽ　　　　　まったく、それだからお前は政権を取れなかったんだ、
　　　　　/:.:.ヽ.{ 　 ''''　　.|　　　 ゛　　　　　ﾆ=‐ し'|:.:.:.:.:.:',≧．..,,_　　　　トリューニヒト。
　　　_≦{:.:.:.:.:}ﾊ }　 　　 |　 ､　ヽ　　　　　 ﾆ=‐{:.:.|:.:.::.:.:.:.i/////
　 ／///V:.:.:.:|:.{ `ｧ==ミj　　 { __〉＿ ミ､　　}　.|:: :|.:.::.:.:.:.:|/////　　　　国民投票で勝てば、
／//////V:.:.:|:ﾊ {__　　ゝ-彡　　　　　 ) ﾉ ﾊ .|:.:.:|.:.::.:..:.//////　　　　この方針は国民のお墨付きを得たことになる。
/////////V:.:}.:.}＼7ﾆﾆ=‐--‐=ﾆ彡⌒Y /　Ⅵ.::.|:.:..／//////
//////////V{__|≧，￣二二二￣　　彡'　　 |ヽ.レ'////////　　　　そして現状、反対派が半数を超えるとは思えん。
/////////////|　　 ＞，_　＿ _，≦／　　　.}////////////　　　　国民党支持層の大半はまだ我々が握っているし、
/////////////|　　　　　 }､:.:.:.:.　∠_　　　 ./}////////////　　　　民主党支持層も賛成に回るだろうからな。
///////⌒ヽ //|　　　　 ./__}_:_:_/彡叭　　./ .|////////////
//////　　/ ＼／ ￣ ヽ///////,气ﾇ´＼/　.ﾊ////////////　　　　ここは実施の一択だろうて。
/////{ 　 ﾉ ／　　　　 ﾉ__Ⅳ///////　　　　 ﾊ////////////
/////ﾊ ¨ Ｙ　　　　 ／　　ヽ//////　 　　　 ﾊ/////////////
//////ﾊ　{　　　 ／　　　　{≠≠≪　　　　 ﾊ//////////////
///////ﾊ |::　 ゝ　　　　 .／＼///ﾊ　　　 ////////////////
////////ﾊ:::::::　　　　 ／　　 ./ｰ､/ﾊ　　./////////////////
/////////}::::::::　　　　　　　 /　 ///ﾊ　//////////////////
　
　
こうして1992年3月に行われた国民投票により、
アパルトヘイト廃止派は68.4%を得て勝利。
　
議会で撤廃派の議席数が圧倒的なことを考えると、
アパルトヘイト撤廃は、旧有権者並びに旧議会の信任を受けた形となった。
　
これを受け、以後国民党はより撤廃の方向へと舵を切っていく。 
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　アフリカーナー抵抗運動党首　ユージン・テレブランシュ
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　　　アフリカーナー民族連合党首　コンスタント・フィリューン
　
　
しかし、トリューニヒトはこの結果を認めず、
院外右翼のアフリカーナー民族連合やアフリカーナー抵抗運動などと連合し、
反対運動を続けていく。
　
院外右翼21組織は1993年5月に統一組織「アフリカーナー民族戦線」を結成して大同団結し、
議長に元南アフリカ軍の最高司令官であるコンスタント・フィリューンを据えた。
軍事衝突を視野に入れ、その軍事的能力を買われての起用である。
　
こうして、白人右翼は一層対立姿勢を強めていく。 
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次の障害は黒人側で起こった。
　
1992年6月、
首都圏南部のフェリーニヒング市に近いボイパトン黒人居住区で、
ANC支持者がインカタ支持者に襲撃され、多数の死者を出してしまった。
「ボイパトンの虐殺」である。 
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これを受け、
たびかさなる暴力事件に堪忍袋の緒を切ったANCが
ついに交渉脱退を通告。
　
新憲法作りは完全に停止してしまった。 
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メイヤーやラマポーサが各党内の説得に走り回り、
結局軍事抗争の再停止と政治犯の釈放で妥協が成立。
　
1993年3月、再度各党が集まり、新憲法交渉がスタートする。
しかし… 
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交渉は依然暗礁に乗り上げたままだった。
さらに… 
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1993年3月、
南アフリカ共産党書記長であるクリス・ハニ、暗殺。
　
穏健派の巨頭でありマンデラの後継者とも目されていたハニの暗殺は、
南アフリカ全土に極度の緊張をもたらした。 
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.　　 　 ∨:::::::::Ⅵ　　　 ¨ﾌ　　 ./八 乂＿ 彡ハ　　 ミ=- .::::ﾉ::/::::::::
　　 　 　 ､:::::::ハ　 　 ／}　　 　 　 　 　 ＿ノ　 ＼　 ,ﾌ=一 ::/:::::::::::　　　どうか平静になってくれ。
　　 　 　 厂::::::::‘，　　 /　　､ ＿＿＿＿＿＿　　　ミ= ＿彡::::::::::::　　　ハニを大切に思うなら、
.　　 　､ノ:::::::::::::::::≧=彡 　 ／⌒ﾌ￣￣￣￣¨⌒　　 　　ｲ::::::::::::::::　　　平和のために秩序を守ってほしい…
　 　 　 ミ≠ｭ_:::::::/ 　 ＼／⌒／ ー==＝=彡　　　　 .／.:|:::::::::::::::::
　　　　し=彡:::::::::|＼　／⌒／　　　　　　　　　　　 ／　 /ﾄ ::::::::::::::
　　　　　≧=-::_ノ{::／⌒／ ＼　　 　 　 　 　 　 ／ 　／:::|:::＼＿
　 ＿　＜二￣::::::|(⌒／≧=-､　 　＿＿＿　　´ 　／:::::::::!:::::::::::::::
　
　
この危機は、マンデラの尽力によって沈静化する。
しかし、交渉が行き詰まっていることには変わりがなかった。 
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そんなある日…
　
　　　　　　　　　　　　,,,,,┯,,,,,
　　　　　　　　　　　彡　　　　ミ
　　　　　　　　　　彡(°)　 ( ｡) ﾐ
　　　　　　r-、　 彡　トｪｪｪｪイ　ﾐ　　　
　　　　　　|　ｎ　 彡　ﾐ::::::::::::::ﾐ　ミ　　　おふたりとも、ちょっとよろしいですかなー？
　　　　　　l、_ﾉﾐ 彡 　ﾐ:::::::::: ﾐ　　ミミﾐ,,
　　　　　 彡　　ﾐ彡　 ",;;;;;;;;, "　　　　　ミ,
　　　　　 彡　　　　　　,, ""　,,　　ﾐ　　　 ミ
　　　　　 彡　　　　　 　'''''''''　　　 ミﾐ,,　　 ﾐ
　　　　　　''彡彡彡　　　　　 　　　ミ ﾐ　　ﾐ
　　　　　　　 　　　ミ　　　　　　　　ﾐ ﾐ,,,,,,ﾐ
　　　　　 　　　　　ミ　　　　　彡''''''ミ,,|J|
　　　　　　　　　　ミ　　　　 ミ　　　　ミ-'
　　　　　　　　　彡　　　　彡ミ　　　　ミ
　　　　　　　　　ミ　　　 ミ　 ミ,,　　　 ミ
　　　　　　　　　 彡""彡　 　ミ　　　ミ
　　　　　　　　　　 """　　　　ミ,,　 ,,ミ
　　　　　　　　　　　　　　　　 彡　　 彡
　　　　　 　　　　　　　　　　　　""""
　
　
南アフリカ共産党書記長　ジョー・スロヴォ（白人）
　　　　　　　（アフリカ民族会議党員） 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_／/////〃/////////////乂_ノ///i{　　 }　　　　　 ）　　なぎはらえ！！　　（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／//////////////////////////////i≧≦　　　　 ／⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒Y⌒ﾍ
　　　　　　　　　　　　　　　　_,. イ//////////j////////////////＞--､:////7
　　　　　　　　　　　　　　,イ//////////////ｷ/////////////／i|ハ::::::i|7//７
　　　　　　　　　　　　_／////////////////i∧////////////イ≧ｪｪｪ.ji|//７
　　　　　　　　　　_／////////////////////∧///////////////////ﾊ//
　　　　　　　　_／//////////ZZ/////////////////////i|//////////7/∧
　　　　　　 ／/////////≦７////≧､/////////////////ﾊ;////////////ﾊ
　　　　　／/////////////////////ハ/////////////＼/∧//////人////＼
　　　　///////////////////＞-'"｀`ヽ/////////////////＞辷==7//7　　¨¨ﾍ
　　　ノ//////////////,.ィ´￣ヽ　　 　.ハヽ///////////＞-----'"j////　〃　　 i,
　　 ﾉ//////////////i 　　　　　i　 .il　 i　｀`ヽ￣￣￣　　　　　　　　｀`〈　 iﾍ 　.ヽﾊ
　 〃//_,.　-‐'"ヽ- '"￣　　　　　<i_　 |　j｀` ´　　　　　　　　　　　　　　　 j-ｲ　`ヽ-ｲ
　
スロヴォは筋金入りの共産党員であり、
またANCの軍事部門「民族の槍」（ウムコント・ウェ・シズウェ）の指導者として、
テロや武力抗争を指揮してきた人物である。 
　

936  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/12/02(月) 22:54:55 ID:Wb.j5Qqk0
　
　　　　　　　　　　　,,,,,┯,,,,,
　　　　　　　　　　彡　　　　ミ
　　　　　　　　　彡. (・)　(・)　ﾐ
　　　　　　　　　彡　　　　　　 ﾐ　　　　　　　　　　アカは最高ですぞ
　　　　　　　　　彡　　▲　　 ミ 　　　　彡ミﾐ,.
　　　　　　　彡彡 　 " 　 ゛　　ミミ彡　　　,し
　　　　　 彡　 　 　 ",,,,,.,, "　　　　　　　彡
　　　　　 彡　　　ﾐ　　""　　　ﾐ 彡彡彡
　　　　　　 彡,,щ９　 　　　　　　ﾐ
　　　　　　　　ミ""　　　　　　 　　ミ
　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　 　　ミ
　　　　　　　　　 ミ　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　　ミミ　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　彡　　　 ミ　　　　　　 　　ミ
　　　　　　　　ミ　　　　　彡ミ,,,　　　　　　　ミ
　　　　　　　　ミ　　　　ミ　　　"ミ,,,　　　　　ミ
　　　　　　　　　ミ　　　ミ　　　　　"ミ,,,　　　ミ
　　　　　　　　　　彡　彡　　　　　　　彡　　彡
　　　　 　　　　　 """"　　 　　　　　　""""
　
　
アパルトヘイト撤廃後は武装闘争を放棄し、
南アフリカ共産党を新進気鋭のハニに任せていたのだが、
ハニ暗殺に伴いふたたび共産党書記長となっていた。 
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　　　　''''-￣,,,￣'''- ,,,,.......-ー - ....,,,　　　　　 ,.
　　　　　　,,,....-'=　　　. . . .　.　　　. . ''''-,,_　　l ヽ
　　　　 -''"　　: : : : : : : : : : : : :　　: : : 　　 ヽ, l　　>
　　,r'"　,,,,..r-: : :::::::,::::::::::::::::::::::::::::::i;::::::::... . .　'　 /,r'
　/　,-'''／／ : ;::::/ i::::::::::::::i::::ヽ:::::::ヽ::ヽ::;:: : :　 ／
./''"　/　/ , : i::::/　 i:;::::::::::::iヽ::ヽ:::::::ヽ:::i:::l: :　 l::li:::l'
　　　l /::l i : /l::l,,--,,,,ヽ::::::::ヽヽ::iヽ'-::::ヽi:::::::　l::iヽi　　　スロヴォの爺さんか、
　　　ヽ::ヽlヽ,lヽ:lr"-;;,,""'i::::::::＼;i''';;;;;;;;=,'''''i;;, /:::i'　　　　ひさしぶりだな。
　　　　 ': : l::::l' ;;" l;;;,　 l　l:l;;;ヽ:l-'-l;;;,　 l ''i　i;;;;l:ヽ:,
　　　　 　 .l i ;,i,　 '-,,,ノ　/　　 'i　 ヽ::::ノ　　/", `;　　　で、話って何なんだ？
　　　　 　 ヽ　ヽ,,,,＿....／　 ::　 ''-..,,,,＿,,,,,ノ-ﾉ /.
　　　　　　 ヽ,,_''i,　　　　　＿＿,,... 　　　 /'''"ノ
　　　　　 　　　"'＼　　　　　　　　　　,..;-'''''"
　　　　　　　　　　　 ";-,,,,_　　　_,,,..i-''''-';,
　　　　　 　　　　,,,../ :＼ ,"'''''"-,-"r''''''/-:::::::ヽ
　　　　 　 ,,,-'''''""　l　　＼::::::::::''''i"::::::/:::::::''''- ;;;ヽ
　　　　 /　　 ,,　 ::::::l::::::::::::i::::::::/-"-ー"::ヽ,: : ヽ:,, ヽ
　　 　 /　　　　 i : :::::::";;-:::::ヽ"　　　　l:::＜,: : l ヽ::　;＼
　　　/　　:::::: :　l : : :::ヽ,,::::::::::＼　　　 l::::::::/: :l　 i ''-,,,-＼
　　 ::,　　 ＼::::::: i::::::::::::::＼:::::::::＼　　 i::::::/::: : :: /- l :: ::::::l
　　 /ヽ　:.　＼:::::! : ::::::::::::::::ヽ-::::::'''-　l:::/::::: : :/ヽ:::i:::::;;;;;;::
　　<,　: : : : : ::＼::::::::::: : : : ::::::::::::'''-::::::/:::::::::://-'i::／　／
　
　
　　　　　　　　　　　,,,,,┯,,,,,
　　　　　　　　　　彡　　　　ミ
　　　　　　　　　彡. (・)　(・)　ﾐ　　　　　　　　　　　じつは憲法草案に、ひとつ条項を盛り込むべきかと思いまして。
　　　　　　　　　彡　　　　　　 ﾐ　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　彡　　▲　　 ミ 　　　　彡ミﾐ,.　　　「5%以上の得票率を得た政党は連立政権に強制参加」
　　　　　　　彡彡 　 " 　 ゛　　ミミ彡　　　,し　　　という条項を盛り込むべきですぞ。
　　　　　 彡　 　 　 ",,,,,.,, "　　　　　　　彡
　　　　　 彡　　　ﾐ　　""　　　ﾐ 彡彡彡　　　　そして、「改憲には議会の3分の2を必要とする」といいのですぞ。
　　　　　　 彡,,щ９　 　　　　　　ﾐ
　　　　　　　　ミ""　　　　　　 　　ミ　　　　　　　
　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　 　　ミ
　　　　　　　　　 ミ　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　　ミミ　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　彡　　　 ミ　　　　　　 　　ミ
　　　　　　　　ミ　　　　　彡ミ,,,　　　　　　　ミ
　　　　　　　　ミ　　　　ミ　　　"ミ,,,　　　　　ミ
　　　　　　　　　ミ　　　ミ　　　　　"ミ,,,　　　ミ
　　　　　　　　　　彡　彡　　　　　　　彡　　彡
　　　　 　　　　　 """"　　 　　　　　　"""" 
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　　　　　　,.:'.:i
　　　　　､'.:.:.:i　　,.　　- ─ - 　 ､
　　　　　ヾ、.:i／.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼
　　　　　　ゝ.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼_＿_
　　　　　 /.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:,_＿_＿.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ｰ､≡ゞ　　　ふうん…
　　　　　,r.:.:.:.:.:.:.:, ＝ﾛ／ ヽﾌ／.:.:ﾉ.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ
　　　 , ' ,､ヽ.:.:.:ｉ´　　/ 衍圦 ｀､￣l／ /.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ　　　5%くらいなら、どの政党もとる可能性はあるな。
　　　 i　l　ゝヽ´　　 {　ｉ弋ノ　 ,〉,丿∠＿.:.:.:.:.:.ｌヽ､.:l　　　つまり、一定以上の支持を得た政党を全部取り込んで、
　　　 ヽ ゝ､ｌ　　　　 ゝ `ｰ-- '　 〉＿ヘ.,､.:.:,､.:.:ゝ リ　　　挙国一致政権を作るわけか。
　　　　 ヽ,､ `i　　　　　｀ ‐ - ‐ ' 　/刃／ゞﾘヽ.:.:ゝ
　　　　　 ＝‐l､　　　　　　 　 　 　liﾉノ ===}　/／　　　　これなら少数政党も納得させやすいし、
　　　　_,,-‐''"´ヽ　　　　　　　　〆､/　　／　　　　　　　ANCも議席数に応じて大統領職は当然とれるだろうしな。
　　／　　ゝ､＼ 　ヽ　　　　´｀ 　, ‐'` '"
　/　　　　　 ヽ､ヽl＼ヽ ,　-‐''"´　　　　　　　　　　　　　まあ、輪番制よりはマシだ。
　l　　　　　　　 ／＿()￣/､　　　　　　　　　　　　　　　　やってみる価値はあるかな。
　ゝ　　　　　　　ゞ　 　ヽ'　　ヽ 
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　　　　　　　　　 -==｢L,_
　　　　　　　 ,､ ‐'' ﾍ|l‐- ､,
　 　 　 　 ／　,､ヾ ^　'; ､　ヾ､
　　　 　 /,.-､ '､ __ ､ '､　;.　:.^､　　　　　そのとおり。
　 　 　 .ハ,.oﾉ .{. o.）^,.　ヽ;､ ;'.i,　　　　ですが、それだけじゃありませんぞー？
　　　　|　;. :　: ､`:´ ヾ　;､　j ､;i､
　rlTY´;､_;':､l^ﾍ-､ :'; ､ i;　 ;' ;':i,　　　　もう一度言います。
rﾍ　└-､ =l､::::::::::∨:. ;.'　 :. ;':l､　
:::j､　ノ´ ; '　 ､￣ヽ!　;　　:;　.〈　　　　　「5%以上の得票率を得た政党は連立政権に強制参加」
)　:. :'/.　､　 ヾ　　　､ _ ヽ/　､　i　　　　そして、
); ､　 ,:. '= ' ヽ､　　ﾊ . ,/ ､ ;'､ i ﾞ､　　　「改憲には議会の3分の2を必要とする」。
'ヽ; i .;'.:::　　　　- ､,_i　､　,.::.'　　 i
　/ :.:::::::　　　　-　,　;.'　;.'ヽ　　ヽ|　　　すると、どういうことになると思いますかなー？
/ ､､-　 ' '　　　　 ､ .; " ､ ', '.　､. i
i; ,､'. ￣ ｀ ' ､　r ｀　l; ' /　　　 　 |
Y　　; '､　' 　 ヾ､ ' ､ ; '/⌒ヽ; .:. ./
ﾞ､;:. 　　　　　　 ヽ '".'' .!, , ,.!:.:./ | 
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..／　 　 　 　 　 　 　 ＼:::::＼　　　　　＼　　｀ヽ､ ｀!　　 ＼l,.　 ヾ:､
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　　　　　　　　　　　　,,,,,┯,,,,,
　　　　　　　　　　　彡　　　　ミ
　　　　　　　　　　彡(°)　 ( ｡) ﾐ
　　　　　　r-、　 彡　トｪｪｪｪイ　ﾐ　　　　ラマポーサさん。
　　　　　　|　ｎ　 彡　ﾐ::::::::::::::ﾐ　ミ　　　　現在の各党の支持率は、
　　　　　　l、_ﾉﾐ 彡 　ﾐ:::::::::: ﾐ　　ミミﾐ,,　　　どのようになっていますかなー？
　　　　　 彡　　ﾐ彡　 ",;;;;;;;;, "　　　　　ミ,
　　　　　 彡　　　　　　,, ""　,,　　ﾐ　　　 ミ
　　　　　 彡　　　　　 　'''''''''　　　 ミﾐ,,　　 ﾐ
　　　　　　''彡彡彡　　　　　 　　　ミ ﾐ　　ﾐ
　　　　　　　 　　　ミ　　　　　　　　ﾐ ﾐ,,,,,,ﾐ
　　　　　 　　　　　ミ　　　　　彡''''''ミ,,|J|
　　　　　　　　　　ミ　　　　 ミ　　　　ミ-'
　　　　　　　　　彡　　　　彡ミ　　　　ミ
　　　　　　　　　ミ　　　 ミ　 ミ,,　　　 ミ
　　　　　　　　　 彡""彡　 　ミ　　　ミ
　　　　　　　　　　 """　　　　ミ,,　 ,,ミ
　　　　　　　　　　　　　　　　 彡　　 彡
　　　　　 　　　　　　　　　　　　""""
　
　
　　　　　　,.:'.:i
　　　　　､'.:.:.:i　　,.　　- ─ - 　 ､
　　　　　ヾ、.:i／.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼
　　　　　　ゝ.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼_＿_
　　　　　 /.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:,_＿_＿.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ｰ､≡ゞ　　　わがANCは60越え…62％程度だな。
　　　　　,r.:.:.:.:.:.:.:, ＝ﾛ／ ヽﾌ／.:.:ﾉ.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ　　　　支持率は高いが、単独で3分の2は取れないだろう。
　　　 , ' ,､ヽ.:.:.:ｉ´　　/ 衍圦 ｀､￣l／ /.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ
　　　 i　l　ゝヽ´　　 {　ｉ弋ノ　 ,〉,丿∠＿.:.:.:.:.:.ｌヽ､.:l　　国民党とインカタが10%台。
　　　 ヽ ゝ､ｌ　　　　 ゝ `ｰ-- '　 〉＿ヘ.,､.:.:,､.:.:ゝ リ　　民主党と保守党が3%から4%ずつ。
　　　　 ヽ,､ `i　　　　　｀ ‐ - ‐ ' 　/刃／ゞﾘヽ.:.:ゝ　　PACもそれくらいはいくかもな。
　　　　　 ＝‐l､　　　　　　 　 　 　liﾉノ ===}　/／
　　　　_,,-‐''"´ヽ　　　　　　　　〆､/　　／　　　　　つまり、どの政党にもチャンスがある。
　　／　　ゝ､＼ 　ヽ　　　　´｀ 　, ‐'` '"　　　　　　　とはいえ、それだけじゃ動機として弱いような…
　/　　　　　 ヽ､ヽl＼ヽ ,　-‐''"´
　l　　　　　　　 ／＿()￣/､
　ゝ　　　　　　　ゞ　 　ヽ'　　ヽ 
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　　　　　　　　　　　　　62%　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38%
　
　
つまり、こういうことだ。
ANC支持率は62%、その他が38%だったとすると、
当然3分の2（66.7％）には届かない。 
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　　　　　　　　　　　　65.2%　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34.8%
　
　
しかし、もし5%の支持率を持つ政党がボイコットをした場合、この図はこうなる。
　
こうなると、ANCが3分の2（66.7%）を取るにはあとわずか1.5%しか必要ではない。
選挙は水物。そのくらいの数字なら誤差の範囲である。
しかも、もっとも選挙ボイコットの確率の高いインカタは10%台の支持率があるのだ。 
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政権の正統性を確保したいANCとしては、
どこかの勢力が選挙をボイコットしてテロに走るのは何としても避けたいところだった。
勝利は確定している以上、獲得した政権を揺るがすような事態はごめんこうむるのだ。
　
そして国民党ほかの中小勢力も、
この方法ならある程度政権に影響力を残すことができる。
しかし、どこかひとつでもボイコットをすれば、
ANCが独裁に走った場合歯止めが利かなくなる。
せっかく得た勝利が、元も子もなくなってしまうのだ。
　
そのため、ANCも国民党も、あらゆる主要政党は全力で反対派を切り崩しにかかることになる。
　
老革命家・スロヴォ、一世一代の策だった。 
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　　　 寸三ﾍ ﾍ　　　　　　　 __{
　　　　 ＼三ﾍ ﾍ ﾄ､　ト､ {ミﾉ
　　　　　　＼ヲ_ノヽ｀ｰ` ￣
　
　
スロヴォはマンデラと同年代で、
白人ながら黒人解放闘争に一生を捧げてきたつわものである。
よって、黒人側からは敬意をもって遇されていた。
　
一方で彼の生まれは白人であり、
白人社会の抱える不安や問題についても、
彼は深く理解していた。
　
スロヴォのこういった特性は、
交渉を妥結させるのに大きな役割を果たした。 
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　　　　／＼.＼　　　　⌒　 ／
　　／＼　　＼　＼＿＿ イ＼
　
　
こうして新憲法草案はとうとう完成し、
参加各党へと持ち帰られる。
各党でも激論が繰り広げられたが、
やがて結論が出ていった。 
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こうして、1993年11月…
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こうして、主要6派のうち4派とホームランドの半数が
暫定憲法案を支持し、選挙参加を決定した。
　
しかし… 
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インカタ自由党党首、クワズールー・ホームランド首相
　　　　　　　　　　マンゴスツ・ブテレジ 
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　　　アフリカーナー民族戦線議長　コンスタント・フィリューン 
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ボプタツワナ「共和国」大統領
　　　ルーカス・マンゴーペ
　
　
主要六派閥のうち2つと、
ホームランドの半数が選挙不参加を表明。
彼らは「憂国南アフリカ」（のちに「自由連合」に改組）を結成し、
選挙の拒否と妨害を宣言した。
　
こうして南アフリカの世論は真っ二つに割れたまま、
全人種選挙の実施が宣言される。
選挙の実施は半年後、1994年4月27日と定められた。
しかし、その選挙が果たして無事に実施されるかどうかは、
いまだ誰にもわからなかった… 
　







第二十四話「全人種選挙」
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1993年11月、主要各党合意により南アフリカ暫定憲法案、採択。
これを受け、1994年4月27日の全人種選挙に向けて、
各党は行動を開始した。 
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それと同時に、主要各党の反対各派への切り崩し工作も熾烈を極めた。
なにしろスロヴォの策によって、
各党がお互いを人質に取っている状態である。
　
各党とも、必死にならざるを得なかった。 
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そしてマンデラも、必死の切り崩し工作を行っていた。
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　　　　　南アフリカ前大統領　ピーター・ウィレム・ボータ 
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マンデラが狙ったのは白人右翼勢力の切り崩しである。
当時、白人右翼勢力には動揺が広がりつつあったのだ。 
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白人右翼勢力の指導者は、
いわずとしれた保守党のトリューニヒトである。
　
彼をはじめとする白人右派は、
白人自治国家の設立を強硬に主張した。
　
この自治国家は国土の16%を占めていたが、
白人が過半数を超えている地区はその中に存在せず、
民族自治としてすら認められる可能性はなかった。
　
あまりに実現不可能な主張を繰り返すトリューニヒトは、
やがて「ドクター・ノウ」（何でも反対野郎）とのあだ名をつけられるまでになるが、
それでも主張を取り下げはしなかった。 
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しかし1993年、トリューニヒトが病死してしまう。
指導者を失った右翼勢力は徐々に弱体化の兆しを見せ始めた。
　
ここでマンデラは直接会談を行うことで、
右翼の取り込みを図ったのだ。 
　

317  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/01/07(火) 19:56:33 ID:yw1/Aht.0
　
　　　　　　　　　 ＿_､--..､、
　　　　　　　_＜⌒ヽミヽ ヾ !'⌒≧_
　　　 　 　 ,Ｚ´r;=-‐-　､ヾ　〃′≦
　　　　　　7,"/　　　__‐ ､`ｰ-'⌒ヾ.7
　　　　 　 !　l　ー‐- 、ヽ._`ｰ'´, u　!　　 
　　 　 　 .l !!L、u　＿_＼　￣　〆"Ｔ　　…じゃが、ワシが言うことじゃあないかもしれんが、
　　　　　 ｌ.r‐､ヽ　､‐｡‐-､V/∠==、|　　フィリューンはまだしもテレブランシュなんぞ会談する価値はないじゃろ。
　　　　　,' |.l´! | u｀ミ≡7@　）ﾟ=彡 !　　
　　　　 /,' l.l_|⊥%ﾆﾆｿ（@ *; ）ｰ-*|　　　あやつはただのチンピラじゃぞ？
　　　 ,/〃',ゝ|/＞rｰrｰrゞr＜二二フ　 
　　∠ -:／　ﾄ ﾋ'土土土十┼┼ｦ;!　　　
￣:::l:::::::|、　 !ｌヽ~U ~　 ＿_￣￣.ﾉl
::::::::l:::::::| ＼. ヽ.ll ヽ､ ＿＿＿'／l/`iｰ-
::::::::l::::::::ﾄ､. ＼ ＼. ll　 lｌ　 lｌ　ll /:::::l:::::::
:::::::::l::::::::| ＼　＼　｀ヽ､ lｌ　lｌ／!:::::::!::::::
::::::::::l::::::::| 　 ＼　＼　 /`ヽ'　 |:::::::l::::::::
:::::::::::l::::::::| 　 　 ＼. `/　 / 　 |:::::::l:::::::: 
　

319  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/01/07(火) 19:59:46 ID:yw1/Aht.0
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 弋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 }
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ.　ミヽ　/
　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ヽ　ヽ　 ヽ　　ﾊ.　　| ﾊ　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　 　 　 　 　　　　 ﾉ　 ﾊ　 /／ア', 　 | 〉　　　　　しかし、実際にテロを起こしてるのは
　　　　　　　　　.　　 丿　人 　 ,イﾉイ 丿彡≦ﾐ_　', 　| しr　　　　主にテレブランシュ派だしな。
　　　　　　　　　 ）イﾉ　ノ　 ヽ（　　　　 < 代:ソ/´　l .ﾘ　/
　　　　　　 　 ） ,/ ／｀二ﾆﾆ二二'j　　 ノ -一'__ 　}ｲ　（:.:.:.:...　　　話し合いだけでもしておく必要はあるだろうよ。
从　.Yヽ､.　 /イ　´__＞弋:ラ¨　　　　　| ￣￣　 　 '　　　Z: : :ヽ.　　　　　　　　　
:.,ｲ　 |　 |　　 （　　　｀ゝ-- イ 　 　 　 弋.　　 　 　 |　　彡: : : : : : ＞.､　　　連中は軍や警察に強い力を持ってる。
　j　,人　ヽ　　 ヽイ　　 ￣￣　　　　 ,;-‐　 ､　　　 |　__ノ: : : : : : : : : : :＼　　　できる限り暴発させたくねえのさ。
弋　　　＞ﾍ　ｰ彡ｲ　　　　　　　　　　　　　ﾘ　　　 |　ノ: : : : : : : : : : : : : : ヽ
: : ｀¨彡＜_彡ﾍ 　 |　　　　　 　 弋＿　　 ノ　　　　|´: : : : : : : : : : : : : : : : : :
: : : : : : : : : : : ヽ ノ　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ﾉ: : : : : : : : : : : : : : : : : : :
: : : : : : : : : : : : : : ＼　　　　　　　　 ＿二ﾆ＜＞く､: : : : : : : : : : : : : : : : : : :
: : : : : : : : : : : : : : : : ＼　　　　　　´　__彡イ　 ｀'＜＞､: : : : : : : : : : : : : : : :
: : : : : : : : : : : : : : : : : : : ＞､　　　　　　　　　　ﾉ: : :｀¨′: : : : : : : : : : : : : : : 
　

320  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/01/07(火) 20:01:13 ID:yw1/Aht.0
　
.　 /　　 　　　　　)ヽ i　　　　　　　 　／
.　レ´　　　,イﾉ／ 丿ﾉ人ｲ〈　　　　 /　　
　 ｲ　　从/ ﾊ´　こニ二二ゝ、　 　/
　彳　 ｨ二ニr　 　　==＝=　 ヽ　 /　　　最悪、　
　 ヽ　 {　ｨf云　 　 　｀￣´　、丿i {
　! 　〉. ｀Yﾉ￣　　　　　　　　ゝ-'し',　　和平を申し込んだ事実が残れば
　し'ゝ　 く　 _, -‐ ′　y　　　　　レ>　
　　ﾚ〈　　1｀ｰ　　 ＿ノ　　　　　　ノ　　断った相手を
　(;;;))ＺＺＺｚzzz7´　　 ,　　　　　　|
　　　　＼ i　　　 /⌒´　　　　　／i　　「和平の敵」に仕立て上げるくらいは
　　 　ヽノ ヾ　￣　　　　　　_／:::. l
　　　　　＞-|　　　 　　　／;;;::: 　 _',　　造作もないさ。
　　　　　　　 ＞-z＿ｨ ´;;;;::::'　 ／;::::ヽ
　　　　　　　　　　 　＼　 　 ／::,':::::::::::::>、 やりたくはないがな
　　　　　　　　　　　　　ﾄ-‐':::::::,':::::::::／:::::＼
　　　　　　　　　　　　　 ',::::::::::::::::::_ノ::::::::::::::::ゝ ＿,
　　　　　　　　 　　 　　　|:::::::y'￣::::::::::::::::::::::::ソ:::::::｀ーz＿＿＿,>-‐'
　　　　　　　　　　　 　　/::／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　 　　 　　　　/::,':::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＿__
　　　　　　　　　 　　／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::>-‐'´￣
　　　　　　　　　　／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヾ::::::::::::::::::／
　
　
　　　　　　　　　_､-～:ゞ-～:z_
　　　　　　　　ｨ: :,.-‐'-‐-‐'- ､ 'z
　　　　　　　 7 ;'　二二二二　'; :',　　　ククク…
　　　　　　　1 ;'　 ‐------‐　 :} :!　　怖い話じゃのう…
　　　　　　　} { ‐＝=:、　,.a=＝‐| }
　　　　 　 「r|:i;===,=､ 　,.=,===;｢rﾍ　　まあ、ワシとしては
　　　　　　|〔.|| ｀ﾆﾆ〈@ ;;〉ﾆﾆ´::!|_).|　　白人が生き残ることが最優先じゃ。
　 　 　 　 人,lL二ﾆ（ @ '）ﾆ二a|!_人　　そして今の右翼連中のやり方が、
　　　　　ノ.／]ヾョｮｮｮ王ｮｮョヲ7[＼ ヽ　　白人に利をもたらすとは到底思えん。
　 _... -‐''"|:::::{ヽ　,,　=== 　　/ i'::::::|`‐-､__
　 　...:::::::::|:::::::';!iヽ､...____... イi!:ﾘ::::::::|:::::::::...　　ここはお前さんに協力してやろう。
　 :::::::::::::::|::::::::lヾ:!i　!i　!i:　!i ｿ|::::::::::|:::::::::::::::
::::::::::::::::::::|:::::::::|:.ヾ !i　!i　!i '/.:|:::::::::::|::::::::::::::::::
　
　
こうしてボータの斡旋でマンデラから右翼幹部へと会談の話がもちこまれたが、
テレブランシュは拒否。
フィリューンも平和の必要性は認めたものの、
具体的な協力案に踏み込むことはなかった。 
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こうしてスロヴォの提案により、
現職公務員に10年間の地位保証が与えられる。
　
これにより行政の質と連続性が確保されるとともに、
公務員の多いアフリカーナーの不安を鎮めるにも大きな役割を果たした。 
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　　中央選挙管理委員　ヘレン・スズマン
　　　　　（元民主党国会議員）
　
　
中央選管の委員に、リベラル派長老議員で引退していた
ヘレン・スズマンを起用。
政治経験が長いうえ比較的中立な彼女の起用は、
選挙の公平性を印象付けるのに一役買った。 
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しかし結局、どの工作も、反対派の主要三勢力（インカタ、白人右翼、保守派ホームランド）には、
ほとんど効果を上げなかった。 
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ANCとインカタの抗争は全国規模でさらに激化し、
さらに白人右翼の過激派もテロを繰り返し、
南アフリカの治安は悪化の一途をたどるばかりだった。 
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こうしたなかで
1994年2月12日、選挙参加政党の登録締切日。
これら反対各派の代表は、とうとう登録所に姿を現さなかった… 
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事態は膠着したまま、3月を迎えた。
しかしこの状況は、ある事件から大きく動くことになる。 
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1994年3月10日。
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反対派ホームランドの一つ、
ボプタツワナ「共和国」において、
大規模な反政府デモが発生する。
　
参加者たちの要求は、南アへの再統合と全人種選挙への参加だった。 
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　　　　　ボプタツワナ大統領
　　　　　ルーカス・マンゴーペ
　
しかしボプタツワナは、
反対派でも最も強硬に反対していたホームランドである。
　
このような要求を認めるはずはなく、
大統領のマンゴーペは直ちにボプタツワナ軍に鎮圧命令を出した。 
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　　　　　　　　ボプタツワナ軍首脳
　
　
しかし軍部は出動に同意はしたものの、
軍部内の動揺を理由に再考を求めた。
　
事実上のサボタージュである。 
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この軍部の態度に激怒したマンゴーペは、
同盟勢力から援軍を頼むことにした。
　
白羽の矢を立てられたのが… 
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　アフリカーナー抵抗運動党首　ユージン・テレブランシュ

　

　

白人右翼最強硬派のアフリカーナー抵抗運動である。

依頼を受けた党首のテレブランシュはさっそく、

右翼民兵団をボプタツワナの首都ムマバトに送り込んだ。 
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しかし、当然ながらこれで収まるわけはなく、
反対デモは激化の一途をたどった。 
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　　　アフリカーナー民族戦線代表　コンスタント・フィリューン
　
さて、この時期の白人右翼組織は一応、
統一組織「アフリカーナー民族戦線」のもとに統合される形になっている。
そして、民族戦線の代表には元南アフリカ軍最高司令官だった
コンスタント・フィリューンが就いていた。 
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この状況にフィリューンは、ただちに軍事行動をやめるよう指示した。
もともと南アフリカ軍司令官であった彼には、
自分の配下である民兵たちの実力が、
はっきりとわかっていたのである。 
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しかし、寄り合い所帯の弊害がここで出た。
もともと同格だったはずのフィリューンの命令にテレブランシュは従わず、
そのままボプタツワナの民衆の銃撃を始めたのだ。
　
しかし… 
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あまりの事態に憤慨したボプタツワナ軍が反旗を翻し、
国民の側に立って白人右翼軍に銃撃を加えたのだ。 
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しょせん右翼の民兵組織など、ホームランドとはいえ正規軍の敵ではなかった。
銃撃に動揺した右翼軍は、あっさり潰走した。 
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おまけに、この様相は取材のテレビ局を通じて、
全南アフリカのお茶の間に生放送されてしまった。 
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　　　　　　　　　　　白人顧問 
　

375  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/01/07(火) 22:03:22 ID:yw1/Aht.0
　
　　　　　　　　　　/　￣￣￣ / .__
　　　 　 　 　 　 /＿/￣/　 /／/ 7
　　　　　　　　　　　　匚　 ./i／i／　∧∧　,ヘ
　　　　　　　　　 　 　 /　./　　　　　l /l / / ./
　 　 　 　 　 　 　 　 /　./　　　　　　　 ／.／
　　　　　　　　　　　　￣　　　　 　　　　￣
　　　 |
　失　|　　　　,─-、
　礼　＼　 ∠￣＼＼
　す　 Γ　/-＼＼＼＼ 　 　 　 　 　 　＿─-￣￣─
　る　 |　　l-_＼＼＼＼|　　　　　─-￣　 ＼　　　　　￣-、
　 。　|　 　＼_＼ ＼＼ λ　─￣　　　　　　l ─＿　　 ／~＼
──┘ ＿ ＼)　＼＼,─￣　　　　　 ＿─￣　　　＼/　　　 ＼
　　　 ＜＿￣二─／　　　　　　　　<　　　　　　　　　＼ 　 　　＼
　　　　　　 ￣　／　　　　　　　　　　 ＼　　　　　　　　　 ＼／ゝ_ l
　　　　　　　 ／　　　　　　丿　　　　　　＼　　　　　　　　 < ／/ v |
　 　 　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　　　　　　 <＼＼／
　　　　　 ／　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　￣￣
　　　　／~＼　 ／＼　　　　　　　　　　　　　　 _＼
　　 ／　　　 l／　　 `─＿　　　　　　　　,─￣ ─＼
　 /　　　　／　　　　　　　 ─＿　　　 ／_,─￣ 　 　＼
　/ 　 　 ／　　　　　　　　　　　 ─＿/ / 　 　 　 　　　l
. |　　　 |　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　 |
. | 　 　 | 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　 l　　　　　　　　/
　|-＿_|　　　　　　　　　　　　　　　 ,-￣| 　 　 　 　 ／
　 |　　 |　　　　　　　　　　　　　 ／　　　 |　　　　　　|
　 / ┌┴┐　　　　　　　　　 ／ 　 　 　 　| 　 　 　 　|/⌒＼
　 |┌┬┬'　　　　　　　　 ／　　　　　　 ＿|　　　　　　|　　 ＼
　 └──'　　　　　　　　/　　　　　＿─　　|　　　　　　|　　／＼
　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　| 　 　 　 l　　　　　　| ＼　　l
　　　　　　　　　　　　　　 `─＿＿＿|＿＿─-＼　　　　　| |　　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　　　　＼_/
　
　
　　　　　　　　　 ＿　＿＿
　　　　　　　　 /─二＿＿─＿
　　　　　　　 ／/＼二| / | |二 ＼
　　　　　　 / |　<~ゝ 二二 ∠~>　|
　　　　 ＿/／　_T|　 ┐ l_　|T_,　 |_
　　_─|　　|　　`Ｕ-　 ／　)　Ｕ　　|　|-、　　　に…逃げるな、コノヤロー！
　<_|　 |　　| 、　　 ／　~　　　＼　　|　| | >
　　 ─/＿/ |　　/￣~＼ ＿_／~|　　|_|-'
　　　　　 |　　|　 |　,───-＿　|　　|
　　　　　　|　　|　|/　　　　　　　|　|　　|
　　　　　　|　　|　|　　　　 _＿＿| /|　　|
　　　　　　|　　|　| _ ──　　　　 7　　 |
　　　　　　 |　　　 |＿／￣￣＼_/　　 /
　　　　　　 |　　　　　　　　　　　　　　/
　　　　　　 |　　　　　　　　　　　　　 /
　　　 ─/￣|＿　　　　　　　　　 ＿/＼
　　　　　　 /|　 ──────-/ λ 
　

378  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/01/07(火) 22:06:51 ID:yw1/Aht.0
　
　　　　　　　　　_,-一ｰ- ,_
　　　　　 　　'´　　,＿__＿ ｀★､
　　　　　／　 ./ﾌ´,r--､`､｀`'ヽ､`､
　　　　/　　　.}i 　{;;;;;;;;;;} .}::::::::r´`､i
　　　/　　　　,!{　 ゝ;__ノ ,ﾉ:::::::{ r^ヽ}　　　マンゴーペ発見であります！
　　/　　　　 i::::ﾞﾐ､_＿_,,ノ::::::::::! !;;;;} !
　/　　　　　,!:::::::::::::::::::::::::::::::::::`､`´ﾉ`､　　とっとと拘束するでありますよ！
./　　　　　,!::::::::::::::::::::::_＿:::::::::::::`´!　 i
{　　　　　ﾒ-一ｰ-ｰ'T´　　 `>､:::::;ﾉ　　|
`､　　　ノ　`>､,　　　`ｰ--'´ _,,>|　　　|
　 `-''´,r'￣;r'/`ー-､_＿,,-'´ _ノ　＿,
　　　 /::::::/ /　＿_ノヽ_`ﾄ=ﾆ-一''´
　 　 ,1::::::ヽL､　`､　　　ゝ､
　　〈::::!::::::::::::;_)　/__　 i´|::::`､
　　 `､`ゝ;_::::丿 '´　｀V ﾑ:::::::`-､
　　　 `､:::::｀´i　 　 　　'´ `､::::::::::ヾ}
　
　
　
.| 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　|　　　　　　/
.ｍn 　 　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　nｍ
.|　 | 　 　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　 /　/
.|￣ |　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　 /￣/　　　　ギャワー、違うですよ違うですよ。
.|￣~ | 　 　　　　　　　　　　　　　　　|　　 /￣￣7　　　モテモテ王国建国の試みが
　|￣ | 　 　 　 　　　　　　　　　　　　|　　 7￣/~　　　　常に陰謀によって崩壊する！
　 |　 | 　 　 　 　　　　　　　　　　　　|　　/　 /　
　 |　 |　　　　　＿ュ＿ 　 　 　 　 　 |　/ 　 /　　　　　　もうこんなの嫌なんじゃよー！
　　|　 |　　　／二￣二＼　　　　　　| / 　 /
　　|　 |　　 |/≧　ll　≦ `|　　　　　 /　　/　　　　　　　　　　　　/
　　 |　 | ＿|　　　┬　　　|＿　　　 /　　/　　　　　　　　　　　　/
　　 |　 <| | |　／ ＾＾ ヽ　,| | |>　　/　　/　　　　　　　　　　　　/
　　　|　　|-| | |⌒─⌒| /|-'　　 /　　/──-,　　　　　　　　/
　　　|　　 | | l|/￣￣~l | | |　 ／/　　/　　 ／ 　 　 　 　　　/
　　　 |　|　 |　|─── |　|／　/　 //　 ／　　　　　　　　 /
　　　　| |　　| └──┘ /￣7　 //　／　＿_　　　　 /⌒─＿
　ほ　　 |　 |`─＿＿─' /　/　 //～|　 / ／　　　　/_┌─＿3
　わ　　/＼ |＿＿ -─7l /　　//　　 | /_/　　　　/￣_7
　あ　 /　 /＼|　　　_／/　　 //　　 /￣_7　　　　7~ 7
　あ　/　 /　　 T ￣　 /　　　 |　　　7~7　　　　　/　/
　 !?　￣/　　　 └┬-'　　　　　|＼/ /　　　　　/　/
　　　　 /／￣⌒～|　| ＿　 ＿_/　ハ────　/
　　　　　　　　　　　|　| ─Ｍ-／／　/──── '
　　　　　　　　　　　 ＼＼　／／λ/
　　　　　　　　　　　　　＼` ／￣
　　　　　　　　　　　　　　Ο
　
こうしてマンゴーペは拘束され、
権力を握った軍部は直ちに南アフリカ選挙への参加と、
ボプタツワナ「共和国」の選挙後の解散を決議した。 
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　　　シスカイ「共和国」大統領　コゾ
　
　
これを受け、クワクワおよびガザンクールーも選挙受け入れを表明。
　
残されたシスカイも、数日と持たなかった。
一党制だったはずの議会が反旗を翻し、
議会の弾劾決議案によってシスカイ大統領のコゾが罷免され、
そのまま議会は選挙参加と選挙後の南ア併合を決議。
「独立」ホームランドは、こうして消滅した。 
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この事件は、白人右翼側にも重大な影響をもたらした。
白人勢力の無力さが満座のもとにさらされると同時に、
自勢力の力不足を痛感したフィリューンが、
ある決断をしたのである。 
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マンデラはこの決断を歓迎し、
すぐに自由戦線の選挙参加を認めた。 
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右翼の一部には反発の声も上がったが、
フィリューンは大多数の右翼をまとめきり、自由戦線も政党登録がなされることとなった。
選挙戦中、自由戦線は武力行使を慎み、やがて通常の政党化していった。
　
一方保守党は、この自由戦線の設立によって完全に政治的意義を失った。
保守党はあくまでも議会政党であり、議会に議席がなければなんの力もない。
そして自由戦線の登場によって、保守党の存在意義がほぼ消滅してしまったのだ。
　
つまり、院外右翼が穏健化して議会政党化し、強硬派の議会政党の支持基盤を食ってしまったのである。
　
こうして白人右翼は穏健・無力化され、残るはインカタのみとなった。 
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しかしこの状況でも、なおもインカタの抵抗は続いた。
　
1994年3月28日、ヨハネスブルグにあるANC本部、シェルハウスにおいて、
インカタ支持派が仕掛けた抗議デモに、
ANC派が発砲してしまい、インカタ側に多数の死傷者が出てしまった。
「シェルハウスの虐殺」である。 
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インカタ側は直ちに反撃に出、
南アフリカ国内の政治暴力は最高レベルに達した。 
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3月29日にはついにデクラークがナタール州への軍の投入を決断。
非常事態宣言が出され、ナタールは戒厳令下におかれることになる。
　
しかし、その状況ですら両派は戦闘をやめなかった。
　
それでも、必死に和平への努力は続けられた。 
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4月19日。選挙実施まで、あと一週間となったこの日。
マンデラ・デクラーク・ブテレジの三者会談が行われた。
時期的に見て、これが選挙前の最後の和解のチャンスとなるはずだった。
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こうして最後の反対派、インカタ自由党が選挙参加を決めたことで、
選挙は真に国民の大多数が参加するものとなり、
アパルトヘイト体制の崩壊は確実となった。 
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選挙管理委員会は大混乱に陥ったものの、
超人的な努力でなんとか選挙の準備は整えられた。
　
あとは、選挙の結果を待つだけだった。 
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1994年4月27日。
前日の高齢者や傷病者への特別投票日を無事に乗り切り、
この日、南アフリカ共和国初の全人種選挙は予定通り実施された。 
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南アフリカの4月末と言えば、秋まっただなかである。
ヨハネスブルクのような高地では、早朝にはすでに吐く息が白くなる。
そんな中、人々は夜が明ける前から行列を作り、
記念すべき選挙の開催を待った。 
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列に人種間の区別はなかった。
白人の主人と黒人のメイドが、初めて肩を並べ、
並んで投票開始を待つ姿も珍しくなかった。 
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午前7時の投票開始と同時に人々は投票所に入り、
次々と投票を済ませていった。 
　

420  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/01/07(火) 23:34:45 ID:yw1/Aht.0
　
　　　/∧＿/∧　　　　　　/∧＿/∧　ｵﾛｵﾛ
　　（(´´ДД｀｀;;)）　　　((;;´´ДД｀｀)）　　ｵﾛｵﾛ　　　と、投票用紙どこ！？
　　//　　　 ＼＼　　　　//　　　＼＼ｵﾛｵﾛ　　　　　　どうやって手続きするの！？
⊂⊂((　　ヽﾉヽﾉつつ⊂⊂ヽ//　)) つつ　ｵﾛｵﾛ
　　しし(（＿）)　　　　　　(（＿）)ＪＪ
　
　
　∧,,∧　 　　　　　　∧ ∧　　∧,,∧　⊥＿S|/　∧_∧　　　　　　　　∧＿∧
　(ω・｀ )　(ﾟдﾟ　)　(・∀ ・)　(・ω・｀)　(ﾟДﾟ |)　（・ω・` ）　　　　　　（・∀・　）　　しょうがないよねー
　　| 　oL ノヽノ |　 ノ(　　)ヽ （l 　Ｕ)　と|　と| 　 O┬O　)┗(^o^ )┓（　　⊂.）　　しばらく待つよー
　　しー┘　 <　<　　 <　<　　 `ｕ-ｕ'　　し｀∪　◎┴し'-◎　┏┗　 （＿（＿）
　
　
南アフリカの選挙管理委員は
このような大人数の選挙には慣れておらず、
さらに投票用紙のデスマーチの影響もあって、
ときには投票まで数時間かかることもあったが、
人々は文句も言わず、投票まで静かに待ち続けた。 
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予想されていた政治暴力はほとんど起きなかった。
それどころか、投票期間中はあの南アフリカで、一般犯罪すらほとんど影をひそめた。 
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重要人物たちも、次々と投票を済ませていった。 
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　　　　　　ドナルド・ウッズ
　
　
帰国したドナルド・ウッズに投票者が先頭を譲り、
最初に投票する栄誉を与えた。 
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マンデラやデクラークをはじめ、
各党首も投票をすませ、喜びのコメントを発表した。 
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選挙は平穏に終了し、
やがて結果が発表された。 
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投票率86.87%。
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インカタ自由党　43議席（10.54%） 
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パンアフリカニスト会議　5議席（1.25%）
　
この結果、5%以上の得票を得たANC・国民党・インカタによる
三党連立内閣が成立することとなった。
　
これを受けて直ちに組閣が開始され、
1994年5月10日、プレトリアで大統領就任式典が開催された。 
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以下は、マンデラ就任演説の一節である。
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　　　大統領　ネルソン・マンデラ（ANC) 
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副大統領　フレデリック・デクラーク（国民党） 
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内相　マンゴスツ・ブテレジ（インカタ） 
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　　　　　　国会議長　シリル・ラマポーサ（ANC) 
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　　　　　　　　　　　憲法相　ロルフ・メイヤー（国民党） 
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住宅相　ジョー・スロヴォ（ANC) 
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　　　イギリス国教会大主教　デズモンド・ツツ 
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こうしてついに、全人種政府が設立され、
南アフリカのアパルトヘイトはここに名実ともに終わりを迎えた。
　
以後、南アフリカ政府はさまざまな難問にぶちあたり、
よろばいながらも一歩ずつ前へと進んでいくこととなる。 
　

444  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/01/08(水) 00:17:40 ID:S0/5Gth.0
　
　　　　　　　　　　　 　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　　 ／　　⌒´　 ⌒
.　　　　　　　　　　 ｜　 　( ⌒) (.⌒)
　　　　　　　　　　　｜　　　（___人__）
　　　　 　 　 　 　 　 |　　　 　　　　ﾉ　　よかった…よかっただろ…
　　　　　　　　　　 　 |　 　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　j､_ 　　　　 　|
　　　　　　　　　　 √::::::...｀ミｭ､r＜
　　　　 　 　 　 ／.::7￣￣. : : .:.:.ヽ
　　　　　　　　/ .:::/.:.:.: : : : : : : :.:.::..＼
　　　　 　 　 ,' .::::/.:.: : : : : : :.／ ⌒ 、ヽ
　　　　 　 　 i .::.::.::.:. : : : : :　.:.:.:.:.:::::...ヽ:.',
　　　　　　　 i ::::.::.::.::.:.: : :/ .:.:.:.:.:.:.:.::::::: }::
　　　　　　　 i ::::::.::.::.:.:.:.:/ .:.:.:.:.::::::::::::: ,.:: i
　　　　　　　 ', :::::::::::::::く .::::::::::::::::／:::〈:::: |
　
　
このアパルトヘイトの崩壊は、
ボツワナをはじめ周辺諸国に大きな影響を与えずにはおかなかった。 
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そう、作者もすっかり忘れかかっていたが、
このスレはボツワナスレなのである。
　
よって、このスレはもう少し続くのである… 
　







第二十五話「緑の革命」
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人類がこの地球の覇者となった要因の一つに「農耕」があることを、
否定する者はいないだろう。
　
農耕、とくに穀物農耕により大量の食糧を安定して供給することに成功したことで、
人類はその数を増やし、
さらに食糧獲得以外の事柄へと労働力を振り向けることができたのである。 
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　　　　　　　　↑粟の原種　ねこじゃらし（エノコログサ）
　
　
しかし食糧供給の改善には、
植物自体の選抜および改良が不可欠となる。
　
どの作物も、原種のままではろくに食えたものではない。
いや、食えることはもちろんなのだが、
収量が低かったり味がまずかったり可食部分が小さかったりして、
あまり役に立たないのだ。
　
こうして、人間の手による品種改良が行われることとなる。 
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　　　　　　　　　　　　　　どこぞのまおー様
　
　
品種改良と同時に、
農法自体の改善も行われていた。
　
とくに18世紀のイギリスではじまった農業革命は、
ヨーロッパ諸国・北アメリカ・日本へと伝播し、
大量の食糧余剰と、農村における余剰人口を生み出す。
これらが都市へと流れ込むことで、
産業革命が引きおこされたのだ。
　
しかしこの成果は、日本を除くアジアやラテンアメリカ、
そしてアフリカにはそれほど普及しなかった。
このため、これら諸国においては食糧増産は緩やかなものにすぎなかった。
　
しかし… 
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　　　　　　　　　　農学者　ノーマン・ボーローグ
　
　
1962年、アメリカの農学者ノーマン・ボーローグが、
日本のコムギ「農林10号」と収量の多い小麦をかけあわせ、
大量の肥料使用に耐えうる画期的なコムギ品種を開発する。
　
この成果はすぐにほかの2大穀物…コメとトウモロコシにも応用され、
さらに各国での食糧増産を目指して発展途上国への普及がはかられることとなった。
　
「緑の革命」である。 
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緑の革命の根幹は、
肥料の大量投入によって収穫を激増させることである。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【誤った肥料投与の例】
　
ただし、ただ肥料を大量投入するだけだと、
実は多くつくのだが茎も伸びてしまう。
こうなると、実の重みに耐えかねて茎ごと倒れてしまう。
倒れてしまった穀物は当然収穫できないので、肥料分だけ損になる。 
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これを解決するには、あらかじめ茎が短く頑丈な品種を選抜すればよい。
茎が短ければその分安定性が増すので、倒れる率が低くなる。
また、台風や干ばつなどのことを考えると、
なるべく短い期間で収穫できたほうが危険性は減る。
　
つまり、収量が多いのは前提として、
「短稈性」「早熟性」の二つが緑の革命を成功させるカギになる。
　
　
ひらたくいえば、品種ごとロリ巨乳にするわけである。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アジア諸国 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラテンアメリカ諸国
　
　
アジアやラテンアメリカ諸国は、この話にすぐに飛びついた。
農業が主力産業であるこれら諸国において、
農業生産性の向上はそのまま税収増につながるのだ。 
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政府が主体となり、
新農法・新品種の普及は急速に進んだ。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地方豪農のみなさん
　
政府の支援を受けた地方農民は、
収量の増加を確認すると積極的に新農法の拡大に努めるようになった。 
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こうして途上国に導入された新農法・新品種は、
あっというまに収量を激増させ、
医療の進歩による急速な人口増加をとにもかくにも支えることに成功する。
　
アジアでもラテンアメリカでも、土地生産性が軽く2倍以上に跳ね上がっているのである。
　
　
しかし、この成果はアフリカには全くもたらされなかった。
それは、なぜか。 
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もともと、作物の品種改良などに国力と技術力を割ける国家はさして多くはない。
共産圏を除くと、２０世紀後半でこれができる国家は、
アメリカ・ヨーロッパ諸国・日本、あといくつかの中堅国家くらいしかない。
　
そしてこれらの国家が力を入れたのは、
もちろん自国で需要の高い作物だった。
　
自国で使い道のない農業技術に投資する国家などない。
日本でコメの品種改良とナツメヤシの品種改良、
どちらに需要があるかを考えればすぐわかる。 
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逆に言えば、先進各国と違う農業体系を持っている場合、
緑の革命の恩恵が受けにくい。
　
なにしろ、ろくに研究されていないのだから。
　
つまり、西洋系の主穀であるコムギ、東洋系の主穀であるコメ、
飼料として高い価値を持つトウモロコシ、
それに各国で利用される園芸作物や工芸作物。
　
それ以外の改良は、進んでいないのだ。 
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そしてアフリカ諸国の主穀は、
先進諸国にとってはあまり経済的価値のないものが多かった。
　
ソルガムは飼料用やシロップ用の需要が高いのでアメリカで改良されたが、
それは食用には使えない。
食用ソルガムなど必要としている先進国が存在しないのだ。 
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同じことはトウモロコシにも言える。
トウモロコシは緑の革命でも最も生産性が伸びた作物の一つだが、
それはあくまでも「ただし飼料用に限る」がつく。
飼料用トウモロコシは食用にも使えるのだが、
甘みが強すぎて主食にはならない。
そして主食用トウモロコシを必要としている先進国は、やっぱり存在しない。
　
ソルガムやトウモロコシのような栽培量の多い作物ですら、こうだ。
フォニオやテフのような栽培量の少ない作物はいうまでもない。
　
　
つまり、アフリカが必要とする穀物において、
「緑の革命はいまだ起こっていない」のだ。 
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とはいえ、コムギはともかくコメはアフリカで主食にしている地域も多いし、
「各作物に共通した農法改善」というものは、
ないわけではない。
農薬や肥料、科学的農法、機械化。
そういったもので今までより収量を増やすことは、
できないわけではないのだ。
　
それではなぜ、アフリカでは緑の革命が起きなかったのか? 
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ここでアフリカ諸国の農業データを見てみると、
穀物生産高自体は独立前に比べ、じつはかなり向上しているのだ。
1960年の生産高を100とすると、2000年の生産高は235までのびている。
　
しかし、この生産の伸びは耕地の拡大とぴったり連動している。
耕地当たりの収穫（反収）は、まったく伸びていないどころか、
農民一人当たり収量は-12.1%の大幅減になってしまっている。
　
これが何を意味するか。 
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上でも書いたとおり、
緑の革命を行うには、
その土地の政府の支援がどうしても必要不可欠になる。
　
新農法をその土地になじませるにも、普及させるにも、
政府の協力があって初めて可能になるのだ。 
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しかし以前も書いたように、
ほとんどのアフリカ諸国の政権は都市と、鉱山のある国は鉱山を基盤とし、
農村を非常に軽視していた。
政権の基盤が農村になかったのである。 
　

711  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/02/22(土) 21:02:46 ID:FUjsCFx20
　
　　　　　　　 ト､、:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:_,. -‐ '":;:;:;:;:;:;:;_,.ノﾐ'、
　　　　　　　 |:;:;:;:｀`'ー:;:;:;:''"´:;:;:;:;:;:;:_,. -‐='二三ｼﾊ
　　　　　　　 ト､＿:;:;:;;l:;:;:;:;:;__,. - '"´ 三三三三彡ﾉ!
　　　　　　　 l:::l　 二、― 'r―-,_ 　 _三三三彡彡ﾆヽ　　　食糧価格に補助金を出し、
　　　　 　 　 ヾi　 `ｰ′:.　`""´　　 ｀￣'三三彡片ヽl|　　　安価に抑えるのじゃ。
　　　　　　　　 '、 , - ､、　　 __,.. .. ,、_,　　'三彡'^> ﾉﾘ
　　　　　　　　　l ｲで>､ヽ　 ':,ｨ'で'＞'"　　 三ｼ' f ﾉ /　　　都市住民が飢えに苦しんでは、
　　　　　　　　　l ヾ二ﾌ ,!　　ヽ二彡'´　　　}ﾂﾘ ,､_ノ　　　　政権が危なくなるからのう。
　　　　　　　　　'､　　　 l　 　 ,.、　　　　　 i 川 ├ミ'、
　　　　　　　　　 ヽ　　 ,'　　 '__)ヽ、　　　 /｀`7>、
　　　　 　 　 　 　 ヽ　/`ー'i´　　　＼ 　 /　 ///>、
　　　　　　　　　　　ヽ'､ ､_,=＝ァ=-､_,｝ / /./////ﾄ､
　　　　　　　　　　　　＼ヾ二"´_,. ‐-.:.:/ /.//////:.:ヽ
　　　　　　　　　　　,. -/ゝ､':､_:' :、_ _:/ / //////:.:.:.:.ヽ‐- 、
　　　　　　　　　 ／　/:.:.'､ ヾ"ﾞ´￣ / / /////'′:.:.:.:.:.ｿ ﾉ ）
　　　　　　,. -―{　､/:.:.:.:.:ヽ ヽ.　　/ / /////:.:.:_,. - '"　／￣｀`丶、
　_,. -‐ '"´　　　ヽ ｀丶､r―--`'-/ / /////''"´　　　／　　　　　　 ｀丶、
'´　　　　　　　　　 丶､＿｀￣￣ / / ////'′　_,. - '′　　　　　　　　　 ｀丶、
　
　
むしろ、アフリカ諸国の政権基盤は基本的に都市にあるため、
各国は食糧価格を統制し、
都市民および鉱山労働者が安く食糧を入手できるよう気を配った。
　
都市民が食糧暴動など起こしたら、
政権が一発アウトになりかねないからである。 
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　　　　　　　　　　　　　　農民A
　
　
しかし、この食料安価政策は、
国内農業に多大な悪影響をもたらした。
　
食料価格が低く、
さらに国内に肥料工業が成立していないために肥料価格が高い。
政府が支援策をとっていないため、新品種・新農法の入手が難しい。
生産した作物を輸送するにも、インフラが整っていないためコストが高くなる。
　
このため、自分たちの消費分とわずかな余剰分以上に食糧を生産することが、
コストに見合わなくなってしまったのだ。 
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どの国の農民であろうと、
「自分自身の利益を上げるため」に行動することに違いはない。
　
アフリカで農地の反収が上がっていないのは、
「そうすることが農民にとって最も利益となる」からこそ、そうなっていると考えるべきなのだ。
　
そして政府の支援がない以上、
アフリカの農民は新農法に投資するリスクをとることができなかった。 
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結局、この状況において農民が選択したのは、
「従来のやり方を続ける」ことだった。
　
自給分とわずかな余剰分を生産し、
それ以上を望む場合は肥料や農法への投資ではなく、
自らの家族を増やし、その労働力を新規農地開拓へと振り向ける。
　
それが農民個人にとって、もっとも合理的な判断だったのだ。 
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そして、これは全世界的な傾向だが、
植民地時代以降、衛生知識や医療の改善によって、
乳児死亡率が急速に改善した。
　
結果、多産多死状況だったのが、
死ぬほうだけ少なくなり、人口が急速に増加した。 
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そして増えた人口は農民たちのもくろみ通り、
新規農地開拓へと振り向けられた。
　
こうして、耕地面積は急速に拡大した。 
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しかし、そういった遊休地がこれまで農地に利用されていなかったのには、
もちろん理由がある。
　
地味が痩せていたり、降水量が少なかったり、水が得にくかったり。
そういった不都合があるからこそ、今まで放置されていたわけである。
そんな土地まで人口増加によって無理に開墾することになったのだ。
　
さらに、もちろん土地は無限ではない。
人口の急速な増加によって、可耕地が耕しつくされ、
80年代に入ると農地拡大がどこの国でも頭打ちになる。
　
「土地」という限られたリソースの奪い合いに近い状況になってしまったのだ。 
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この結果、ひとたび干ばつが起きた場合、
新農地の被害は甚大なものとなった。
もともと条件の悪い土地を無理に開墾しているうえ、
そのリスクを軽減するための新品種・新農法の投入がまったくないのだ。
　
結果、1980年代にブラックアフリカ全土を襲った大干ばつにより、
各地の食糧生産は壊滅的な打撃を受け、
餓死者が続出することとなった。 
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　　　　　　　　　商品作物
　
　
本来なら、こうした状況を緩和するためのものとして、
商品作物の栽培を促進する、という方法がある。
　
現金収入を確保することで、
その現金で食料を買ってしのぐわけである。
　
しかし、アフリカ諸国では、
この商品作物生産もほぼすべての国で停滞したままだった。 
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　　　　　　　　　　　　　ガーナ大統領　クワメ・エンクルマ
　
　
商品作物からの収益はアフリカ諸国の経済の大きな柱になりえるのだが、
どこの国も農村から直接徴税する能力は乏しいので、
これに代わるシステムで徴税の代わりとした。
　
専売制である。
　
たとえば、ガーナやコートジボワールの商品作物といえばカカオである。
そのカカオを「カカオ流通公社」以外での売買を禁止し、
農民から安く買い上げ海外に高く売ることで、その差益を政権運営の資金にしたのである。 
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この手の作物は、自国での消費がまったくないか、あっても非常に少ない。
外国に売ることによって、初めて利益を得られる作物だ。
逆に言えば、外国との交易上の要地にだけ組織をめぐらせておけば、
割と簡単に収益があげられる。
関税と同じで、取りやすい税収（税ではないが）なのだ。
　
直接徴税が難しいので、代わりに流通を握ってそこで利益を得たわけである。 
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　　　　　　　　　　　　　　　イギリス政府
　
　
このやり方自体は、植民地時代からほぼ続いている。
ガーナを植民地としていたイギリス政府も、このやり方をとっていた。
　
ただ、この公社が設立される頃には
過去に痛い目にあって学習したイギリスは、そんなに無茶な買取をしないようになっていた。
　
英領時代の1949年、
ガーナのカカオ農民から公社は世界価格の89%でカカオを買い取っていた。
税率にすると11%。一公九民である。 
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しかし独立すると、
初代大統領のエンクルマはカカオ買取価格を大幅に引き下げた。
ここで大きな利益を上げ、開発事業の資金にしようとしたのである。
　
まずいことに、カカオ生産地域はエンクルマの政敵の地盤であり、
ここから搾取することにエンクルマは何のためらいもなかった。
　
エンクルマ失脚後も、後継者たちは同じ政策を続けた。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　国内通貨
　
　
さらに、買い取りは当然国内通貨で行われるのだが、
この通貨価値が暴落したうえ、
さらに公定レートと闇レート（実勢レート）が大きくかけ離れてしまった。
　
政府の買取は公定レートで行われるのだが、
公定レートと実勢レートの差は数十倍にも開いている。
　
つまり、公定レートで買い上げるということは、
そのまま数十分の一に買いたたくことを意味していた。 
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結果、とんでもないことになった。
1983年、ガーナのカカオ農民から公社がカカオを買い取っていた実質価格は、
世界価格の6%である。
実質税率にすると、まさかの94％。九公一民よりさらにひどい。 
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当然ながら、カカオ生産農家のほとんどは生産を放棄し、
自然にできた分だけを売るようになった。
　
ここほどひどくはないにしろ、
たいていのアフリカ国家でこれに近い状況は起こっていた。 
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こうして、1980年代には商品作物の生産はむしろ減少傾向に入る。
その代わりに増えたのが、…自給穀物生産である。
1980年代に入ると、耕地面積は拡大していないのに食糧生産の面積が急拡大しているのだ。
これは、飢饉と商品作物の不振により、
これまで商品作物の畑だったところまで穀物生産に振り向けられたということだ。 
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しかも、そこまでやってなお、国全体の穀物自給は達成できなかった。
農民が自分の手元の分だけしか生産しないので、
いくら農民と耕地が増えても都市にそれほど回ってこないのだ。 
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農村から十分な食料が入ってこないため、
都市部は海外から食糧を輸入するようになった。
　
他国では緑の革命が順調に進展しているので、
穀物価格が安価になっている。
これを輸入することで、都市部は食いつないだ。
　
多くが輸入品である小麦やコメの普及も進んだ。 
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こうなると逆に、
干ばつが起きても都市部にはそこまでの被害はなくなる。
もともと食料を輸入に頼っているので、
国内で不作でもそんなに困らないのだ。
　
むしろ、干ばつは地方農民を直撃した。
それほど資金と労力をかけずに少ない収穫を得るという方法のため、
自然環境がすこし変化するとすぐに大減収となってしまうのだ。
　
食っていけなくなった地方農民は都市へと流れ込み、
ここで都市貧困層にも飢饉が初めて拡大する。 
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こうして、「アフリカの食糧危機」が、
数年ごとにニュースをにぎわすこととなる。
　
アフリカ諸国の農民比率は、平均して60%以上にものぼる。
どうみても、たいていの国で最大の産業である。
　
それにもかかわらず、実はアフリカは穀物自給ができていない。
それどころか、アフリカ全体の穀物輸入は
世界最大の穀物輸入国である日本を大幅に上回っているのだ。
　
労働人口の60%を占める主要産業をまるで改善していないのだから、
当然経済も伸びるはずはなかった。 
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で、ブラックアフリカにおいて農業で成功した国家はないのかというと、
実は三つある。
南アフリカ、ローデシア、そしてモーリシャスである。 
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南アフリカは、
反収が低い代わりに広大な土地でコストをかけずに収穫する道を選んだ。
アメリカ型の農業である。 
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ローデシアは逆に、
そこそこの広さの農地に労働力や肥料を集中的に投入して、
反収を上げる道を選んだ。
ヨーロッパや日本型の農業である。 
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　　　　　　　　　　　白人大農園主
　
　
ローデシア白人政権はあらゆる意味で問題の多い政権であったが、
農業育成にはことのほか力を入れていた。
　
周囲の国すべてと敵対する状況下においては食糧自給は何よりも重要だったうえ、
ローデシアはもともと農業移民による農業植民地である。
農業こそが主要産業なのだ。
　
このため、政府は農業支援に力を入れ、
ローデシアだけ緑の革命が起こったような状態となった。
　
この強力な穀物生産能力はジンバブエになっても保持され、
ムガベが白人農園主を追い出すまでジンバブエ経済の牽引車となっていた。 
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そしてモーリシャスだが、
ここは完全にプランテーション農業一本に絞る決断をした。
　
穀物生産を完全に放棄したのである。 
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誤解されがちだが、
ほとんどのアフリカ諸国はモノカルチャー農業ではない。
　
1997年、
農業総生産額の20%を占めていた商品作物は、
ベナンの綿花、コートジボワールのカカオ、モーリシャスとスワジランドのさとうきび、
それにジンバブエとマラウイのたばこ。これだけである。
　
耕地面積でも、やはりたいしたことはない。
耕地の20%以上を占めているのは、
ベナンの綿花、コートジボワール・ガーナ・赤道ギニア・サントメのカカオ、
それにモーリシャスとスワジランドのさとうきびしかない。
経済でも農地でも、商品作物生産は大した割合を持っていないのだ。 
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これに対し、輸出はかなりの国において商品作物が50%を超えていたりする。
ブルンジに至っては、総輸出額（農業輸出額、ではない）の88%がコーヒーである。
これは上で書いた変化のあった1980年代以降でさえ、そうである。
　
これがどういうことかというと、
ほかの産業があまりにもパッとしないため、
まだ競争力のある商品作物しか売るものがない、ということなのだ。 
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そんななか、アフリカ諸国中、
唯一完全なプランテーション国家となったのがモーリシャスである。
　
2003年の食糧自給率は、驚愕の0.1％。
これは穀物農家がほぼ国内に存在しないことを意味している。
　
ただし穀物生産性はアフリカ諸国では最も高くなっている。
これは、生き残ったわずかな穀物農家が労力と資金を農地に投入し、
非常に高い生産性を実現していることも意味している。 
　

856  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/02/22(土) 22:46:59 ID:FUjsCFx20
　
　　　　　　　／　,.　⌒ヽ､　　　　　 ,.　⌒ヽ、　　 ＞ ‐　.
　　　 　 　 　 ／　　　 　 ＼　 　／ 　 　 　 ＼ / 　 　 　 ヽ
　　　 　 / ／　　　　　　　　` ｰ'　　　 　 　 　 ＼　　 　 　 }
　 　 　 / /　　　　　,　　　　¨￣¨　　　 、　　　　 ヽ.　 　 ノ
　　　 / /　　　 , イ　　　　　　　　　　　ヾ' ､　　　　 ﾏ:､´　ヽ
　　　 ﾚ′ 　／　/-‐　　　　　　　　　　‐-,　ヽ　　 　 i::ヽ　　,
　　　/　　／　　/ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ′　＼　　！:::::,　 ',　　　あまーいあまいおさとういっぱい
　　　{ 　 /　 　 / 　○　　　　　　 　 　 ○　 ',　　 ヽ　 }:::::::::,　′
　　　fﾞrムイ　/　,　-───────-　 　′ ト､ゝ 7;:::::::::,　}　　　うれしいかぎりですー
　　　 ヾ ､:::| /　 ;　　　　　　　　　　　　　　 :　 ', |::::ﾌ /　＼:::::, i
　 rm／＼ ﾚ　　{　　　　 　 　 　 　 　 　 　 }　 〉レ ノ､rm　＼ﾘ
　 ヾ/　　　ムｰ､　,　　　　　　　　　　　　　 /　/＜´ 　 ヽっ
　　｛　　　　　` ヘ ＼　　　　　　　 　 　 ／ ／r‐ ´　　　 ｝
　　 ､　　　　　　　｀　　 ‐　..＿＿,.　-　 　´￣　　 　 　 /
　　　 ｀¨　 ‐-　　　/　＼　￣∧￣　 ／ L 　 　 -‐　 ¨´
　　 　 　 　 　 　 / 　 　 ヽ／　＼／ 　　ﾞ'､
　　　　　　　　　/　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　　 　 　 　 　 /　　　　　　　　　　　　　　　　〉
　　　 　 　 　 〈　　　　　　　　　　　　　　　　/
　　　　　　　　 ＼　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　 ヾ …┬-┬…　7
　　 　 　 　 　 　 　 　 ＼ノ} 　 !ｰ-t'′
　　　　　　　　　　　　　　).ﾉ　　 ＼ｊ
　
穀物生産をほぼ完全に捨て去ったことで、
逆に砂糖の生産に注力できるようになったモーリシャスは、
その余剰労働力を繊維工業や観光業に注ぎ込んだ。
　
農業を完全にモノカルチャー化した代わりに、
産業構造自体を多角化したわけである。
　
そして農業が大規模化・効率化したため、
農家収入が激増し、繊維産業や観光業の労働者とほぼ同じ収入をたたき出すようになった。 
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さて、ボツワナだが、
ここはアフリカ諸国の中でもさらに農業の失敗の度合いがひどい。
　
「成長」の章でも書いたが、
ボツワナの土地あたり穀物生産性は、1960年代には1ヘクタール当たり333㎏だった。
これは1970年代になると430㎏まで伸びるものの、
1980年代に入ると236㎏まで落ち込み、以降も減少傾向が続く。
横ばいの国があっても、落ち込む国はボツワナくらいのものである。
　
このデータが示すことはただ一つ。
ボツワナは、穀物生産を半ば放棄してしまったのである。 
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こうなったのには、もちろん理由がある。
ここでVTRを見てみよう。
　
　
【再現VTR】第六話「前途多難」
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　　　　／　　 　 　 ＼　　　　　　　これだけやっても、収入がそう増えるわけじゃなし。
　　 ／　　　　　 　 　 ＼　　　　　　　　行政費のほとんどがイギリスからの援助で、
　／　　　ノ　 ヽ､_　　　 ＼　　　　　　　まともな政府収入は「南アフリカ関税同盟」※から分配される関税だけだお。
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※南アフリカ、バソトランド（レソト）、スワジランド、ベチュアナランド（ボツワナ）の加盟する関税同盟。1910年発足。
　　南アフリカが加盟諸国の関税を代理徴収し、加盟各国に分配する。
　　これら国家の貿易がほとんど南アフリカを介して行われるために、こんな芸当ができる。
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牛よりも、さらに財政的に重要なものがある。
そう、「南アフリカ関税同盟から分配される関税」である。
　
南アフリカ関税同盟は現在でも継続しており、
今年（2014年）で結成104年を迎える。
統合度も非常に高く、域内関税は一切存在しない。
　
さらに、1980年代以降関税分配率は大きくボツワナ、レソト、スワジランド側に有利な率に改定された。
2000年代に入っても、ここからの関税はボツワナ歳入の15%を占める。
ボツワナ経済にとって、なくてはならないものなのだ。 
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しかし、南アフリカは上でみたとおりの農業大国である。
そこから無関税でやってくる穀物に、
砂漠の縁のぎりぎりで農業をしているボツワナが、
かなうわけがなかったのだ。 
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こうして、ボツワナ政府は農業支援をほぼ放棄してしまう。
その代わりとして畜産には力を入れたので、
農業は縮小していき、
畜産へと特化していくようになった。 
　

880  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/02/22(土) 23:01:36 ID:FUjsCFx20
　
　　　　　　　　　＿＿_
　　　　 　 　 ／|　　＿｀ヽ
　　　　　　　|　 |　 |_ヽ）　|
　　　　　　　|　 |　 ＿＿ノ
　　　　　　　|　 |＿|‐一'′　　　げいの…いや、牧場で働く夢をかなえられるのは
　　　　　ｘr‐ﾄ-允＜　　　　　　ひとにぎりなんだよな…
　　　 ／　＼Ｖ〈〉Ｖ_,>､
　　 /ヽ　　　∧ハﾄ､ 　＼
.　 /　ハ　　 ＼∨ /＿/│
　/　 　 }　　 　 `{'´ 　 ｌ │
./　　　/|　　 　 ｏ〉 　 '|　|
　
　　　　　　　牧童
　
　
しかし、牧畜は農業に比べて雇用が非常に小さい。
ましてボツワナの牧畜は、乾燥した地域での粗放的なものである。
結果、農業であぶれた人をすべてすくいあげることはできなかった。
　
こうして、多くの人が都会へと流入する。
2000年には第三次産業人口が59%に達するようになり、
経済は完全に商工業中心へと移行した。 
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ここで大きな役割を果たしたのが、公共事業である。
「成長」の回でみたとおり、ボツワナは国家に富がたまっている状態なので、
国民に還元するためにインフラ整備等は積極的に行っている。
　
農村部においても、この職にありついて食っていけるようになったものは多かった。
これはツワナ人だけでなく、サン人などほかの民族においてもそうである。 
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しかし、公共事業だけで地方を支えていくのには、
やはり無理があった。
　
公共事業の割合の高い日本の地方農村といえど、
農漁業を完全に捨て去った村などほとんどない。
農業でなくともいいが、何か一つ「産業」がないと、
どこの村落もやっていけない。
　
そして、ボツワナはその開発に失敗した。 
　

886  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/02/22(土) 23:07:40 ID:FUjsCFx20
　
.._.
　 ｀"ﾞ";':':';':.,.,_　　　　　　　　　　 _...:;;:''"　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,.;:.,..,;:;:;:,.,._,　...,,,..
　'"ﾞ''ﾞ"　　　　　　　　　　　　.,.,;:;゛:;:,.,.,_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,,,......,,,,,;:;''"''':::..
.,;:　_...　　　　　　.....,,,,,;:;'''"'''"　　　　　　　　　　　　　　　　　　　....,,_,,,...;:;::''""''''"
　　　　　 ,.,;:;:;:;:;'''""""""　　　　　　　　　　　　..,.,;:':';',,,..;:.;:;';:;';''""
　　.,;:,.'""　　　　,.,..,.;:';';':':':.':.:.　　　　　　　　　　　""'''''''::::;:;:;;,..,,.,.,　　　　　　　　　_,,...;:;:;;:'''""'''';:;;:,.,.,...
"''''''""""""''"'";:;:;,.,＿,.　　　　　　　　　　　　　　.....,,,,__...,,;:;'''""''''::;;;;.......,,,,...;:;:;;''''"　　　　　　　　　..,:
　　　　.,,.,;:;:;:;;:'""''''''''''''''""""　　　　.,:;:.:;:';';';';';'''''''"""'''""""　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ::;
　　　　　;:,.,.,.,....__....,,__,...._......__.._._..,...._,,,.._....,,___.._....,,__,....,_,..,,_....,,__,,,..::::;;;;;;,,,.....　　ヾy　　　　.......
,,,..,,.,.､､.,;:'''"""ヾｲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　""'''''"'''" i:レ´..;,_..;;::..............__,
　　　　　､ 丶　}:l,/ー´　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　´￣｀i:|　_/‐'
　　　 　 ´￣＼|;{　　/ ,　　　　　　　　　　　　　　 ..　　　　　　　　　　　　　ｰ、　 {:レ'
　　 　 　 _;>ｰ=}i|ー'￣_ﾉ　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ...　　　｀￣ヽ.}:|,.-'￣
　 　 　 ､＼ 　 |!l='ー<_　　　　　　　　　　　　　　　 . ...　　　　　　　　　　　 　 　 !:i|
　　　　 ￣｀ｰ=|:;{　 l　 ,_　　　　　　　　^　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　´
　　　　　　　　}i!;|／￣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿
　　　 　 　 　 |:;!il　　　　　　　　　.... ..　　　　　　　　　　　　 ／ヽ ＿ /ヽ
　　　　　＾　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 /　..:::'l ::.:　.:.::＼　　　　　＾　　　　..,,;:.,..
　　...,,..,;:..　　　　　　　　　r‐､　 　 　 　 　 　 ∧∧　 　 　 '"'"''"'　￣ "''"''"
　　　　　　　　　　　　　　｀"""　　　　　　　 (,,　 .::)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 〈￣.:::）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 /ﾆ_::::ゝ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 し Ｊ
　
結果、地方と都市の所得格差が非常に激しくなった。
2003年の地方の貧困層率は44％。
都市部の19%とくらべても、明らかに高い。
　
国全体が富んでいく中で、
この地方の貧困は、ボツワナの抱える問題の一つとなっていくのである… 
　







第二十六話「投資」
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1989年。
ひとつの法案が、ボツワナ国会で成立した。
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成長を続けるボツワナ経済に資金を供給するため、
証券取引所はそろそろ絶対に必要なものになり始めていた。
　
そのため政府はボツワナ証券取引所法案を国会に提出し、
これを成立させた。
　
こうして1989年、ハボローネにボツワナ株式市場が開設された。 
　

164  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/05/27(火) 19:44:16 ID:lvJzsT1w0
　
それから半年後…
　
　　　　　　　　　　　　　　巛彡彡ミミミミミ彡彡
　　　　　　　　　　　　　　巛巛巛巛巛巛巛彡彡
　　　　　　　　　　　　　　|:::::::　　　　　　 　 　　i
　　　　　　　　　　　　　　|::::::::　　　 ⌒　　　⌒ |　　　観光と休養のために、
　　　　　　　　　　　　　　|:::::　　　-･=- ,　(-･=-　　　三日間…いや、1か月くらい入国させてくれへんかー？
　　　　　　　　　　　　　　| (6　　 　⌒ ) ･ ･)(　^ヽ
　　　　　　　　　　　　　　|　|　　　　 ┏━━┓　|
　 　 　　　　　　　　　　　　|　 　　　┃ヽ三ﾉ ┃ |
　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　┗━┛　ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ.　 ─── /
　 　　　　 　　　　　 -=≡　／⌒⌒ヽ／⌒ヽ
　　　 -=≡　.／⌒ヽ,　 /　　　 ￣ 　　＼＼　ヽ／⌒ヽ,
　　 -=≡　 / 　 |_/__i.ノ　,へ _　　　 _／ ＼＼/ 　 |　/ii
　　 -=≡　ノ⌒二＿＿ノ__ノ　￣￣　　　　 ＼ヽ 　|./　|i
　　-=≡　()二二)― ||二)　　　　　　　　()二 し二) ― ||二)
　　-=≡　し|　　| ＼.||　　　　　　　　　　　　　.| 　 .|＼ ||
　　　-=≡　 i　 .|　　ii　　　　　　　　　　　　 　 i　　|　 .ii
　　　　-=≡　ﾞ､＿ ノ　　　　　　　　　　　　　　 .ﾞ､ ＿ノ
　
　　　　　　　　　　　　投資家　ジム・ロジャーズ
　
　
　　　　　　　　　　 _,.ｨ'ﾉ
　　　　　 　 　,.ｨ'´:::ｨ'-‐‐-- .､ _
　　　　 　 ／::::::'´::::::::::::::::::::::::::::｀ミ≧
　　　　／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::｀ヽ、
　　　/:::::::::/::::::/:::::::::::/:::::::l:::::::::::::ﾄ､::::::ヽ.
　　 /:::::i::::l:::::::l::::::|::::/:::ｲ:/!:::::::::::::l　!:::l:::ﾍ
　　l::::::::l::::l:::::::|::::::l::/::/ !:l |::::::::::/:l　l::::i:::::ﾊ
　　l::::i:::l:::::l:::i:::l:::::l/::/ l / l::::::::ｲ:::i-‐l::::l::::i '　　　こんにちは、旅人さんとモトラドさん！
　 　!:::l:::l:::::|:::l:::i::::|:/‐‐ﾘ- |::::/ |:::l,=ｫ|:::l:::::l　　　ボツワナへようこそ！
　 　 l:::i:::|::::i::::l::::l:::i__二ﾆ,. !:/　l:ﾉﾄソl:::/::ﾊl
　　　ヽ::ｒ'fﾞrl::::|::::i:::l弋ﾟリ　l/ 　ﾘ ￣/ｲ:::i　!
　　　　｀{ﾍソ!:::l:::ﾊ::i ｀ ´　　　　ヽ　　 l::/l
　　　　　ゝ､_ｊ:::|::i:ﾄ､:ヽ.　 　　 __ .　　/l/ﾘ
　　　　　　 Vﾊﾙﾉ!‐丶ゝ　　　　　／|/ /
　　　　　ｒ'´￣｀ ｰ‐-: ､ﾘﾞｰr- ‐ '´
　　　　 入　　　　　　　 ｀ﾒﾐ｀ヽ、
　　　　〉ﾆ=-‐'"´二三＿　_ ｀≧:} 
　
　　　　　　　　　入国管理官
　
　
1990年。
ボツワナ北部国境に、
一人の小汚いデブのライダーがやってきた。 
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　　　　　　　　ミミミ彡彡ミミ彡
　　　　　　　　　ミ彡ミ彡彡ミミ彡　　　いやいや、全部ったって全銘柄買うだけで、
　　　　　　　　　|::::: ⌒　　⌒ :::::|　　　　買い占めてまうわけやないで？
　　　　　　　　　|::　 へ　　へ　:::|
　　　　　　　　 (6　⌒ (･･) ⌒　9)　　　　ワイは相場師であって、企業買収はせえへんし。
　 　 　 　 　 　 ｜ ┃　∀　┃ ｜　　　　市場の伸びに合わせて儲けさせてもらえば十分やわ。
　　　　　　.　　　 ヽ┗━━┛ノ
　r､　　　 　r､　　　r､　　　r､　　　　r､　　　.　.r､　　　最初はそんなでかい投資はせえへん。
　ヽヾ　三　|:l1三　|:l1三　|:l1　三　|:l1　三　./..|　　　はした金で様子を見てからやな。
　　＼>ヽ　 |｀ ｝　　|｀ ｝　　|｀ ｝　　　|｀ ｝　　/　ﾉ
　　　ﾍ　l　ノ`'ｿ 　ノ `'ｿ 　ノ `'ｿ 　ノ `'ｿ ノ`'ｿ 
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　 　 {八 ＼八 Vツ 　 　 Vツ 八 　 八　　…それにしても、
　 　 {　 ＼从 　 　 　 ’　 　ノｲ　／
　　　 ＼　 人　　　　 __　　　 人(　　　アフリカをぐるっと回ってきたそうですけど、
　 　 　 {＼　个o｡.　____ .　: ´　　　　　そんなに北はひどい状態なんですか?
　 　 　 八　＼ ／　}　ノへ、
　　　　{ 　＼ノ｛___ノ¨＼__/ ｀ヽ、
　 　 　 爻爻}/..イ[二]　ﾉ............‘，
　 　 　 乂乂ｊ＿_[/__]／......／.......|
　　　　/|　　　　　　　 　￣「..........|
　 　 /...l 　 　_＿＿＿＿__|........./
　 　 {／⌒ｱ´............................｀ヽ/
　
　
　　 巛彡彡ミミミミミ彡彡
　　巛巛巛巛巛巛巛彡彡　　　　ああ、ひどいもんやで実際。
　　|:::::::　　　　　　　　　　i
　　|::::::::　　　　 ／'　'＼　|　　　　どこもかしこも、そもそも国としてまともに機能しとらへん。
　　|:::::　　　 --- ,　(---- 　　　　インフラは荒れ放題、産業はボロボロ、
　　| (6　　　　u ) ･ ･)(　^ヽ　　　　軍や警察なんか賄賂をとることしか考えとらん。
　　|　|　 　　┃ﾉﾖｮﾖｺｮﾖi┃ |　 
　 ∧ |　 　　┃ |ｺｭﾕｺｭ|┃ |　　　いままでどうやって国としてやってこれたのか、
／＼＼ヽ　　┃ヽﾆﾆﾆｿ┃ ﾉ　　　ホンマ不思議でしゃーないわ。
／　 ＼ ＼ヽ.　┗━━┛/ ＼
.　　　 ‐-‐-‐------ーｲ　　　｀､ 
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　　 巛彡彡ミミミミミ彡彡
　　巛巛巛巛巛巛巛彡彡
　　|:::::::　　　　　　　　　　i
　　|::::::::　　　　 ／'　'＼　|
　　|:::::　　　　　⌒ ,　⌒ 　　　　　　いや、ワイは結構楽観しとるで！
　　| (6　　　　"" ) ・ ・)(""ヽ　　
　　|　|　 　　┃トｪｪｪｪｪｲ┃ |　 　　北のほうでも東欧革命の影響で、
　 ∧ |　 　　┃ヾェｪェ/ ┃ |　　　　そろそろ動きが起きるころや。
／＼ノノノヽ ┃　　⌒　 ┃ﾉノヽ
／ 　ヽヽヽ ソ⌒ ヽ━┛r ⌒ '`ﾉ｀､　　民主化で経済が良くなるとは限らんけど、
ヽ､　　 `- ､＿ 　　ﾉヽ　　　_,／ 　ヽ　　これだけ失敗してきた後や、何とかするくらいの知恵はあるやろ。
　　ヽ　　 人　　　/　 |､　　,ヽ　　　|
,ノ _,ニ／ 　　￣/　　 .| ￣　　＼ﾆ |　　きっとほかの国も、この国みたいないい国になるに違いないわ！
／　／　　　　 /　　　　|　　　　　ヽ|
　
　
この言葉の通り、
それから1年もしないうちにアフリカ諸国で政治的大変動が起きた。 
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きっかけは資源価格である。
　
アフリカ諸国の独立当時、
資源価格は高い水準にあった。
資源だけでなく、農産物などの一次産品全般が、当時は高価格だったのだ。
　
なにしろ、1960年代と1970年代の経済成長率は、
アジア諸国よりアフリカ諸国の方が高い。
国家基盤にあれだけの差があってアフリカのほうが伸びていたのは、
ひとえに資源の高い価格によった。
　
つまり、財政的には追い風が吹いていたのである。
また、だからこそ、税制その他をほとんど整備しなくとも
これまで曲がりなりにも国を持たせることができていたのだ。 
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　　　　　ヽ ｸ　＼/　　　　　　　　　　　／＿＿＿／
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しかし、1980年の第二次石油ショックを最後に、
資源価格は暴落局面に入る。
資源の高騰にたまりかねた先進各国が各地で鉱脈を開発した結果、
資源の供給量が大幅に増加し、
結果として価格が暴落したのだ。
　
同じことは農産物にも言える。
各国で増産が進んだ結果、価格が一気に低落した。 
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この資源安は21世紀に入るまで、
実に20年以上にわたって続いた。
　
そして、資源・援助・専売制のみに財源を頼っていたアフリカ諸国には、
これが致命傷になった。
まともに農村から税を取れなかったことが、
ここにきて響いたのだ。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　ソヴィエト連邦

　

　

さらにまずいことに、1980年代後半に入るとソヴィエトの弱体化が急速に進み、

1991年にはついに崩壊してしまう。

これにより、東側からの援助が消滅したうえ、

西側も援助を積極的に提供する意義をなくした。

　

もともと西側の勢力圏を広げるための援助である。

対抗勢力がなくなった以上、無理をして援助を続ける必要はない。 
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　　　　　　　　　　　　アメリカ合衆国
　
　
それでも自国製品の市場確保や、
その国への影響力を保持する必要はあったので
援助自体は続けられたのだが…
　
なにがなんでも援助を出したい状況ではなくなったので、
援助国側は援助に条件を付けるようになった。
条件といっても、援助がまともに使われているかどうか確認する程度のものでしかない。
　
さすがにこの状況でジャブジャブ援助をつぎ込むと自国の有権者がうるさいので、
彼らに説明できるくらいの健全性を求めたのだ。 
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しかし、ほとんどのアフリカ諸国において、
援助はまともに使われていなかった。 
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当然、援助国側は激怒する。
べつに、途上国の支配層に贅沢三昧をさせるために援助をしていたわけではないのだ。 
　

213  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/05/27(火) 21:24:25 ID:lvJzsT1w0
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,. イ:::/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ／ 　 ／::::::::::,'
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ／:,'　／:::::::::::::::i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／:::::::{, ':::::::::::::::::::::|_,.ｲ::::ﾍ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｲ ./:::::::::: /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::',
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /::| .i:::::::::::/::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::|_,. イ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |::::V:::::::::/:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: /
　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿,.　|::::::::::::::::{::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: /
　　　　　　　　　　　　　　r≦＿_　, ',::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::/_,.　::ﾌ
　　　　　　　　 　 　 　 r::'´:::::::::::::＼‘ ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::''´::／
　　　 　 　 　 　 　 　 ,'::::/￣￣｀ く::ﾍ∨::::::r＝､::::::::::',:::::::_,.　ﾍ:::::::::::::∠ｨ
　　　　　　　　　　　　{:::/　 ､__ r ＝￢､:「ヽ, -､ Vﾄ､::::i､＿_フ }, ┐:::: ／ ｀ーz__,
　　　　　　 　 　 　 　 ﾍ:' / ,　　ﾟ,　　　　',.ri　 .ﾄ､ ＼_:从,.ｨﾆ}.,'r: ﾘ::／_,. -=ﾆL/
　　　　　　　　　　　　　 ,'　{　　 ,　へー--廴,. !ヾ｡k/iｨoー//_／_, ＜::::::::::::::::::::ﾄ､
　　　　　　　 　 　 　 　 {　 :〉　 ゝ ､　∨___,}　 .!⌒ﾞ ｛　'´　/　／＞'´ ￣￣｀Y:::::ﾘ
　　 　 　 　 　 　 __　 　‘ ,:,'　丶. ,.ﾑ- '∨:::}￣ i、{￣::７　ｲ 〃´￣ヽ　　 /　,' ／　　　言い訳は聞きたくねぇ！
　　　　　,r──f´〃￣≧:.!, -- <::::::}　　｀´､..,. ﾟ,:ト ﾆ イ　 / ,　　 　:}z=￢ ,'´
　　　　 {　　　　', {!　　　　{(:r　Y ｀¨ ー'　,　　　 ',:＝ﾁ, -‐┐　　　 :,'　　,　}　　　　　オメェ、悪い奴だな！？
.　　　,.ｲ! i　　　 ｀ ＼　　　ﾟ,ヽへ- '　　､ヽ, | | /, ゝ- (　　, '　　 　 /　　,'　j
　 　 {　 i | ､　　　　　ヽ　　 , ィ′　 ミ、　　　　　 彡'　／ー--- く　　 ,' , ’　　　　ｶｰﾒｰﾊｰﾒｰ
　　　∨　,　ﾍ　　　､_　 　Y ^ヽ_ﾉ　≧　　　　　　　≦i´- ミ　　　　　,::'〃　　　　　　援助停止…
. 　 　 ∨ ‘,　丶　　　｀ ート--'￣｀ニ　　　　　　　 ニL　--‐┐ 　 ,':./′
　　　　 ｀ くヽ　 :＼_　--z　_　　　　彡,　　　　 　 ､气　､　　 ム_, ｨ /
.　　　 　 　 ｀ y＝＝≦::::::::/｀ ー-　__彡' i | | i ヾ ヽ γ´￣::::::}　 /
　　　　　　 ＜::__:::::::::::＞'´.　　　 　 / , --　　　-　　_ i::ﾉ:::::::::７∠ﾊ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,'＿　　　　　　_　　 ‘ ,_彡'　　　 'r､
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 }..　　｀ ー　´　　　/　,.ヽ_ ｀ ー─　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　 , ﾍ'⌒　　 __　 , '⌒.{´＼{　 ,＼ヽ　　　〉
　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 {　 } ／｀Y 　 rﾍ　,.-',､　.＼　　}　　　 L
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｀ｰ'　　 r==､.{.ﾄ､', , -ﾟ.＼_　ー'　 _彡 /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾟ,___,ﾉ　|. {　　} 　＼￣ __　　 {_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 八 ゝ. '’　＼ ＼　　　　 〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 /＼.　　　　＼ ｀ ー　 }
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,′　:＼　　　　 ヽ　　 /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ﾄ､　　　 ｀ヽ　　　 _,.ィハ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　∨､_　　　_,. ＜　 　 / 
　

214  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/05/27(火) 21:25:05 ID:lvJzsT1w0
　
　　　　　　　　　　　 |;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:||;:;ヽ,ヽ,:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:l
　　　　　　　　　　　 l;:;:;:＿＿＿jl|＿ヽ,ヽ,:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;l　　　　　　　
　　　　　　　　　　 ,ｲ::7´ ,r=ぅ　　　r- ､ヽ,ヽ,`i丶､;:;:l　　　　　
　　　　　　　　　　/::::ｼ　 "´　u 　　｀ ~´　ヽ,ヽ,ミ:::`'i!　　　　　 
　　　　　　　　　　）::/ ,. -－ ､　　 , -－ ､　 ヽ,＼:::::},
　　　　　　　　　　l:::l.:.,ｨ'｡｀> y'.:　　ィ'｡｀'ｧ､:.:..　＼.＼l　　　　　　　　やめてっ！？
､_　 　 　　　　　　}::l:.:.｀￣,.:'´ .:　:u｀ﾐ￣ .:.:.:.:.:.　l:::＼ ＼　　　　
､_｀'-､_　　　　　　l::l　　 , '　,r'　　ヽ、u　　 :.:.:.　}:::/^＼ ＼　　　　　それマジ死んじゃうからやめてっ！？
　｀' -､,｀' -､　　　N!　u 　 /ﾞ'^'- '^'ﾞヽ　　　　　 l::fｸ //.＼ .＼　
　　　　 ｀'ｧ､＼ 　l l!　　 /　 ,..,_,..、　丶　|j~　　.l:lぅ,ﾉﾉ　　 ＼ .＼
　　　　　　 ＼ ＼.しi　 i 　 ,ｲｴｴｴ>､　ヽ　　　 ,l:ゝ- '　　　　＼ ＼　　　
　　　　　　　　＼.＼ヽ. l l　l{､:.:.:.:ﾉ:.:.:l）　l　　　ｲ::ﾉ　　　　　　　＼ ＼
　　　　　　　　　 ＼.＼ ! l ヽゝｪｪｪｧﾂ　 }　　 ,/:::ヽ　　　　　　　　 ＼ ＼
　　　　　　　　　　　＼.＼.　 `ｰ-‐ '"　ノ　,ィ'{^~ﾞﾞ´　　　　　　　　　 ＼. ＼
　　　　　　　　　　　　人. ＼ u　　　 　 ,ィ" Y lﾄ、　　　　　　　　　　　 ＼ ＼
　　　　　　　　　　 _/:.:.:ヽ＼ ＼--‐ '"´　 　 / ハ　　　　　　　　　　　　 ＼ ＼
　　　　　　　　 _,,‐〈:.:.:.:.:.＼ ＼ ＼　　　|j～/ /:.:.＼､,,__　　　　　　　　　　＼. ＼
　　　,r‐-‐ ''"^ヽ　丶､:.:.:.:.:＼ ＼ ＼u 　　／／:.:.:.:.:ヽ } lｰ-- ､、　　　　　　',　 ',
,, - '"　　　　　 丶、　｀` ｰ- ゝ ヽ＼ ＼∠∠.:-ｭ:.:.:_,:ノ /　　　 ｀ 丶､　　　　ヽ　ヽ
　
　
こうして、共産主義の崩壊と同時に、
西側の援助政策が大転換した。 
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西側諸国は、援助使用の適正化と、
そして民主化を求める。 
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資源収入を大幅に減らしているアフリカ側に、
選択肢はなかった。 
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さらに1989年に入ると、

衰退を続けていた東側諸国が、

ついに崩壊局面に入る。

　

東欧革命である。

　

とくに11月9日のベルリンの壁の崩壊は、

一つの時代の終わりを即座に誰の目にも明らかにした。 
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さらに東欧革命から2か月もしないうちに、
アフリカで大きな動きが起きる。
　
1990年2月2日。
マンデラ釈放宣言である。
　
アフリカ最大の大国にして、アフリカの抑圧の象徴となっていた
南アフリカのこの動きは、
アフリカ諸国の民主化運動の、まさしく引き金を引いた。 
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そしてこの状況に、
国民…とくに都市住民がたまりかね、
反政府デモを繰り返すようになった。
　
なにしろ、東欧革命が起きて数か月しかたっていない。
つまり、「国民による独裁政府打倒」のお手本が、
すぐ目の前に転がっているのだ。 
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そして、アフリカ諸国の政権基盤は都市にある。
政府のおひざ元で起きたこの騒動は、
政権に大きなダメージを与えた。
　
　
こうして… 
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1990年から1993年にかけて、ブラックアフリカ47ヶ国のうち、
モーリタニア、カーボベルデ、マリ、ブルキナファソ、ニジェール、ギニアビサウ、ギニア、
コートジボワール、ガーナ、トーゴ、ベナン、カメルーン、中央アフリカ、ガボン、コンゴ共和国、
サントメ・プリンシペ、赤道ギニア、ザイール、ルワンダ、ブルンジ、ジブチ、タンザニア、ケニア、セーシェル、
マラウイ、ザンビア、アンゴラ、レソト、コモロ、マダガスカルのじつに30か国で
民主化が行われ、複数政党制が導入。
　
それまで民主制だったボツワナ、モーリシャス、セネガル、ガンビア、南アフリカ、ジンバブエ、
さらに1991年独立したナミビアを合わせ、アフリカの民主国家は6から37にまで増えることとなった。 
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☆それまでの民主国家
★1990年から1993年に民主化した国家
◎非民主国家 
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　　　　　　　　　新大統領（元反政府運動家）
　
　
民主化した国家の約半数では旧政権が民主化しつつ政権を維持し、
残る半分では野党側が政権を奪取した。
　
どちらにせよ、選挙の洗礼を受けた政権の誕生には違いない。
さまざまな問題点があるとはいえ、一応この時点で民主化は達成されていた。 
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こうして民主化したアフリカ諸国は、
再び先進諸国や世界銀行、IMFに援助を求めに行く。 
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　　　　世界銀行
　　　(IMFでも可）
　
政権が変わっても、支援を求める先が変わるわけではない。
　
アフリカ諸国の経済支援を担当するのは、
世界銀行やIMFだった。 
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先進諸国も、援助の条件として
世界銀行・IMFの求めるプログラムを実施しているかどうかを
求めることが多くなった。
　
民主化や人権問題ならともかく、
経済政策まで口を出してしまうとモロに内政干渉になってしまうため、
専門家のアドバイスを信任するという形をとったのである。 
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世銀やIMFは肥大した政府機関の民営化を進めたり、
関税の引き下げや規制緩和による経済の自由化を進め、
経済成長を目指した。
　
経済構造を調整する、いわゆる「構造調整」政策である。
　
しかし、これがうまくいかなかった。 
　

265  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/05/27(火) 22:17:08 ID:lvJzsT1w0
　
　　　　 ∧,,∧　 ∧,,∧　　　　　　　　 ∧,,∧ 　∧,,∧
　　∧ (´・ω・) (・ω・｀) ∧∧　　∧ (´・ω・) (・ω・｀) ∧∧
　(　´・ω)　Ｕ) ( つと ﾉ(ω・｀ )(　´・ω)　Ｕ) ( つと ﾉ(ω・｀ )
　｜　Ｕ (　　´・) (・｀　　)　と ﾉ ｜　Ｕ (　　´・) (・｀　　)　と ﾉ　　　　　公務員の数が多すぎるんだって
　　ｕ-ｕ （l 　　 　∧,,∧ 　∧,,∧　ｕ-ｕ （l 　　 ) (∧,,∧　/⌒ヽ
　　　　　 `ｕ-∧ (´・ω・) (・ω・｀) ∧∧`ｕ-∧ (´・ω・) (・ω・｀) ∧∧　　　えー、そんなことないよね
　　　　　　　(　´・ω)　Ｕ) ( つと ﾉ(ω・｀ )(　´・ω)　Ｕ) ( つと ﾉ(ω・｀ )　　　　　みんな働いてるじゃん
　　　　　　　｜　Ｕ (　　´・) (・｀　　)　と ﾉ｜　Ｕ (　　´・) (・｀　　)と ﾉ
　　　　∧,,∧ｕ-∧,,∧　　 ) (　　　ﾉu ∧,,∧-ｕ∧,,∧　 ) (　　　ﾉu　∧,,∧ 　∧,,∧
　　∧ (´・ω・) (・ω・｀) ∧∧　　∧ (´・ω・) (・ω・｀) ∧∧-u'∧ (´・ω・) (・ω・｀) ∧∧
　(　´・ω)　Ｕ) ( つと ﾉ(ω・｀ )(　´・ω)　Ｕ) ( つと ﾉ(ω・｀ ) (　´・ω)　Ｕ) ( つと ﾉ(ω・｀ )
　｜　Ｕ (　　´・) (・｀　　)　と ﾉ ｜　Ｕ (　　´・) (・｀　　)　と ﾉ ｜　Ｕ (　　´・) (・｀　　) と ﾉ
　　ｕ-ｕ （l 　　 　∧,,∧ 　∧,,∧　ｕ-ｕ （l 　　 ) (∩,,∩　 /⌒ヽｕ-ｕ （l 　　 ) (　　　 ﾉu-ｕ
　　　　　 `ｕ-∧ (´・ω・) (・ω・｀) ∧∧`ｕ-∧ (´・ x ・) (・ω・｀) ∧∧ｕ-ｕ'　 `ｕ-u'
　　　　　　　(　´・ω)　Ｕ) ( つと ﾉ(ω・｀ )(　´・ω)　Ｕ) ( つと ﾉ(ω・｀ )
　　　　　　　｜　Ｕ (　　´・) (・｀　　)　と ﾉ｜　Ｕ (　　´・) (・｀　　)　と ﾉ　　抗議だ抗議だ
　　　　∧,,∧ｕ-∧,,∧　　 ) (　　　ﾉu ∧,,∧-ｕ∧,,∧　 ) (　　　ﾉu-ｕ
　　∧ (´・ω・) (・ω・｀) ∧∧　　∧ (´・ω・) (・ω・｀) ∧∧-u'　　　　　　デモだストだ
　(　´・ω)　Ｕ) ( つと ﾉ(ω・｀ )(　´・ω)　Ｕ) ( つと ﾉ(ω・｀ )
　｜　Ｕ (　　´・) (・｀　　)　と ﾉ ｜　Ｕ (　　´・) (・｀　　)　と ﾉ
　　ｕ-ｕ （l　 　 ) (　　　ﾉu-ｕ　　ｕ-ｕ （l 　　 ) (　　　ﾉu-ｕ
　　　　　 `ｕ-ｕ'.　`ｕ-u'　　　　　　　　 `ｕ-ｕ'.　`ｕ-u'
　
　
　　#;'　　　;,;'.　　　　　　　　 　 　 メ 　　　　　':;,:　[市民権・営業権の認定・取消・修
　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_
　┃　 　 ┃　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ┃　 　 ┃　 　 　 　 　 　 　 　 ┃　 　 ┃
　┸──┸┐ ====================┌┸──┸┐＿＿＿＿＿＿┌┸──┸
　　 15番　 ｜ ｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ||||ｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ||｜　 16番　 ｜__lﾆﾆl＿l||l＿ｌﾆ｜　 17番
　────┘ =======||||==========||└────┘__lﾆﾆl＿l||l＿ｌﾆ└────
　 　 　 　 ||[[[[[[[[[[[[[[[[||||[[[[[[[[[[[[[[[[||　 　 　 　 　 .|l＿lﾆﾆl＿l||l＿lﾆﾆl＿l|
　　　　 　 　　　=======||||==========|l　　　 　 　 　 |l＿lﾆﾆl＿l||l＿lﾆﾆl＿l|
　　 　 　 　 　　[][][][][][]||||[][][][][][][][]||　 　 　 　 　 |l＿lﾆﾆl＿l||l＿lﾆﾆl＿l|
　 Α＿Α ────‐,──,─────∧ ∧───────────────
　（.　 　 ・） ￣￣￣￣|￣￣|￣￣￣￣￣(　 ； )　この役所、人は多いはずなのに
　（　 　 　） 　 　 　 　 |￣￣|　　　　　　　 / ﾞ^ﾊ　いつも窓口に誰もいないんだよな…
　｜ ｜ ｜..＿＿＿＿|　 　 |＿＿＿＿＿ｿ　　|＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　（__.（＿_）　　　　　　　　　　　　　　　 　.ﾉ_,､ﾘ_」
　
　
「アフリカ諸国のほとんどは官僚制がまともに機能していない」とは繰り返しこのスレで述べてきたが、
それは「公務員が少ない」ことを意味しない。
　
むしろ、政府はその国最大の企業であり、
公務員の職は政府高官が支持層に与えられる最大の利権の一つである。
そのため、官僚制度が機能しないにもかかわらず公務員の数は増えに増えた。
　
そこで改革を求められた各国政府は、
それほど利権に絡まないがどこの国もそれなりに力を入れていた分野から、
まず手を付けた。 
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そう、教育である。
　
これまでの話で、
アフリカ諸国は曲がりなりにも教育に力を入れていたことは述べた。
まともな産業政策がない中で、
唯一機能している公的機関。
　
そう、公務員の中で最も多いのは、多くの国において教員だった。
これを削ってしまったのだ。 
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それまでは問題はあるし効率も悪かったものの、
一応識字率は上昇を続けていた。
それが90年代に入り、かなりの国で急ブレーキがかかってしまう。
　
ここでの足踏みがなければ、もう10%くらい識字率が高かっただろう国も多い。
　
教育は確かに即時的な効果はないものの、
まさしく次代への「投資」である。
投資を呼び込むために、投資を削ってしまったのだ。 
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　　　　リストラ組
　
さらに、教員のほかにも、非効率な公営企業や政府機関を中心に、
大規模なリストラが行われた。
これで確かに、支出自体は減少し財政は好転したのだが… 
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第5話の「独立」でも書いたとおり、
政府というのはたいていの国において最大の企業である。
特に民間企業のろくに発達していないアフリカ諸国においては、
まさしく他から冠絶した超大企業といえる。
　
その最大企業において大規模なリストラを行えば、
企業自体の業績は向上するかもしれないが
周辺経済が死んでしまう。
　
まして、アフリカ諸国の政権基盤は都市、特に首都にある。
そして首都の最大産業は「政府」である。
首都というのは、政府の企業城下町なのだ。
この状況で大規模リストラをすると、どうなるか。 
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結果、猛烈な社会不安が起きる。
リストラしたところで、失業者を受け入れる産業が存在しないのだから。
　
何度も述べたが、アフリカ諸国の政権基盤は都市にある。
都市の不安定化は、そのまま政権の不安定化に直結した。 
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さらにここで、経済の自由化が行われる。
具体的には、公企業の民営化、関税引き下げ、貿易の自由化、規制緩和であるが…
　
ここで思い出してみよう。
アフリカ政府の主要な歳入源は、
資源、援助、専売制、そして…関税である。 
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経済の自由化ということは、つまり関税の引き下げないし撤廃を意味する。
つまり、なけなしの収入源がこれで大打撃を食らった。
　
資源があてにできず、援助も改革の結果待ちで、専売制は崩壊中、
そして関税までなくなっては、政府が運営できなくなってしまう。
　
もちろん世界銀行としても、何も考えていなかったわけではない。
彼らとしては、自由化することによって景気を良くし、
法人税や所得税などの増収を見込んでいたのだが… 
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あまり良い言葉ではないが、
「クロヨン」や「トーゴーサン」という言葉を聞いたことがあるだろうか。 
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貼っておいてなんだが、ダムでもなければ軍神でもない。
　
これは、30年くらい前（1980年代）の日本の所得捕捉率をあらわした言葉である。
税務署が把握している所得が、
「クロヨン」ならサラリーマン9割、自営業者6割、農民4割。
「トーゴーサン」ならサラリーマン10割、自営業者5割、農民3割しか把握していないということである。
　
会社を抑えておけばほとんど所得の把握できるサラリーマンと、
そういうわけにいかない自営業者や農民では、どうしても捕捉率に差が出てしまうのだ。 
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これはごまかしているとかそういうわけではなく、
単純に抜けが出やすいのだ。
経理課や税理士に頼めばいい会社や大き目の個人企業と、
全部自分でやらなければならない自営や農民では、難易度が違ってくるのだ。
　
一度確定申告をやったことがある人なら、
この辺は身にしみてわかるだろうと思う。 
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日本ですら、一昔前はこんな言葉がささやかれる状態だった。
ましてアフリカである。
　
徴税能力がただでさえ低いうえ、税をとりやすいサラリーマンの比率が非常に低い。
30%程度なら高い方で、タンザニアなどは10%を割ってしまっている。
　
つまり、所得税にそれほどの実効性がない。
　
経済を振興したところで、税収はたいして増加しないのだ。 
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さらに世界銀行のもくろみ通りなら、
ここで先進諸国からの投資が急増することで
経済が好転し、失業者の吸収もできるはずであったが…
　
投資も何も、
1980年代に先進国の銀行はすでに非常に痛い目に合っている。
特に民間の借款が、伸びないどころかすさまじい勢いで減少した。
　
もともと民間部門の弱いアフリカ諸国である。
投資の内訳が、ほとんど政府への援助になってしまうのに時間はかからなかった。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　東南アジア諸国
　
加えてこの時期、東南アジア諸国や東欧諸国が
新たな投資先として浮上してきていた。
どちらの国々も、ブラックアフリカとは比べ物にならないくらい
国としての基礎がしっかりしているうえ、情勢も安定している。
　
この状況で企業が、わざわざアフリカを投資先に選ぶはずはなかった。 
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こうしてアフリカ諸国政府は、
構造調整政策の実行を渋るようになっていく。
　
何しろ実施しても経済が好転しないばかりか、
失業者は増大する人気は低落するで何一ついいことがないのだ。無理もない。 
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しかしだからと言って、
とくに農村部の掌握による徴税機能の向上にアフリカ諸国政府が尽力した形跡はほとんどない。
　
結局のところ、自国の徴税機能を整備せず、
取りやすい関税や専売、そして援助と資源収入に頼る財政システム。
そしてなによりも、国家を健全に動かすための官僚制の整備。
これの改善がなされない以上、アフリカ諸国の状況が好転するはずはなかったのだ。 
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世界銀行やIMFの名誉のために言っておけば、
この政策は純粋にアフリカを成長させようとして取られた政策である。
　
世界銀行・IMFの政策は基本全世界共通であり、
ラテンアメリカやアジアなど他地域でも同様の政策がとられ、
賛否両論あるもののアフリカほど悲惨な結果にはどこもならなかった。
　
よそである程度の実績があるからこそ、アフリカに導入されたのである。
それどころか、アフリカでさえこのやり方が成功した国はあった。
ボツワナと、モーリシャスである。 
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ボツワナは健全財政を続けてきたので世銀やIMFのお世話にはなっていないが、
1981年、建国初の不況時にやらない夫が打った手は、
まさしく構造調整そのものだった。
　
そしてその手が功を奏し、
ボツワナにはすぐに外国からの投資が流入して
すぐに高度成長へと復帰したわけである。 
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モーリシャスは、実は構造調整を受けている。
1980年代初頭の不況で財政難に陥ったモーリシャスは、
1981年にIMFからの調整案と、それに伴う融資を受けた。 
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国家組織も、基盤となる産業もしっかりしていたモーリシャスは、
ものの1・2年でこの状況から復活した。
　
逆に構造調整によって、まさしく経済構造の調整に成功したモーリシャスは、
以後さらに順調な経済成長を続ける。
　
このように、ちゃんと順調に推移した国があったからこそ、
世銀もIMFもこのやり方に固執したわけである。
　
もっとも、ボツワナもモーリシャスも、さすがに教育を削ったりはしていないが。 
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問題は、他地域である程度期待できた政府そのものの行政能力が、
ほとんどのアフリカ諸国では全く期待できないにもかかわらず、まったく同じ政策を実行したことである。
前提条件の違いを直視しなかったため、こんなことになったのだ。
　
政府財政の健全化が、
まさしく、ただの帳尻合わせになってしまったのである。 
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こうしてアフリカ側は経済の苦境を理由に、さらなる支援と債務帳消しを求めた。
しかし… 
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援助が主な収入源となってしまったアフリカ諸国にとって、
世界銀行の援助は国家の存立にかかわる。
さらに先進諸国も、世銀やIMFの改革案を基に援助政策を決定していることは前述した。
　
このため、世銀がアフリカ諸国の経済政策を思うようにコントロールできるようになってしまったのである。
　
こうして世銀は実効性のない経済政策を進め、アフリカは再び経済成長から取り残された。
なにしろ、すでに軌道に乗っていたモーリシャスを除いて、
世銀の構造調整政策をとって経済成長ルートに乗ったアフリカ諸国は、
ただの一つも存在しないのだ。
政策の失敗は明らかだった。 
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さらに、民主化された国々の多くでは、
民主制の前提自体が整っていなかった。
　
民主化したといっても、
べつにそれで社会構造が変わったわけではない。
民主化したことで政府への国民のチェック機能は以前より働くようにはなったが、
それだけでしかないのだ。 
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民主主義は基本的に「多数派が勝つ」システムである。それだけでしかない。
　
国内が「国民」として一つにまとまっていれば、
どうということはない。政策論争になるだけである。
　
しかしこれまでも見てきたとおり、アフリカのほとんどの国は「国民」の創出に失敗している。
そんな中で民主化したところで、多数派の民族が利権を握るだけの話である。
「国民国家」が存在していないのだから。 
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　　　　　　　　　　　　　他民族
　
そして、新しく民主化した国々は、
ボツワナのような統一感も、モーリシャスのような考え抜かれた選挙制度も持ってはいなかった。
　
ガーナやタンザニアのような成功例もあるが、
大多数のアフリカ諸国にとって、民主化とは「どの民族が多数派を握るか」というだけの話になってしまった。
　
結果、平和をもたらすはずの民主選挙が、
最悪の民族紛争の場となった。 
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無事に選挙が終わったところで、
状況は好転しなかった。
　
選挙で勝てば、政府というその国の最大企業が手に入る。
その企業を手に入れた政治家たちは、
政府の職という利権を再び支持者に分配し始める。
　
つまり政府というものが、今までの一部政治家の独占物から、
選挙によって勝ち得る戦利品に変わっただけなのだ。 
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当然どの民族も、
選挙に勝ち政府という利権を手に入れるために血眼になった。
　
選挙は流血の惨事を伴うようになった。
ケニアやコートジボワールのように、
選挙後の軍事衝突によって国が崩壊する一歩手前まで行ってしまった国も多い。 
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…いや、「一歩手前」ですめば、それは幸運な方だったろう。
　
この時期以降アフリカで民族紛争は急増する。 
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ソマリア、リベリア、シエラレオネ、ルワンダ…
「資源の呪い」で述べたような破滅的な内戦は、70年代でも80年代でもなく、
『この90年代に集中して起こっている』。
統治が緩んだ結果だった。
　
ロジャーズの予想は半分当たり、半分はずれた。
確かに北の国々は民主化したものの、
その民主化が成長をもたらすことはなかったのだ。 
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一方、ボツワナやモーリシャスへの投資は順調に進展していった。
ボツワナへの投資は鉱山関係に偏りがちではあったが、
それでも自動車工場をはじめ工業関係への投資もなされなかったわけではない。
　
投資が順調だったためにこの時期も経済成長率は高いままで推移し、
それを受け、株式市場は質量ともに急拡大した。 
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1995年から2005年の10年間で、
ボツワナ株式市場の時価総額は13.7倍に増加し、
投資家にも国民にも多大な利益をもたらした。 
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1994年には経済成長により、国連から「後発発展途上国」（最貧国、LLDC)の指定解除を受ける。
これは史上初の快挙だった。 
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しかし、
そんなボツワナの繁栄を揺るがす災厄は、
すぐそこまで迫ってきていたのだ… 
　







最終話「未来」
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1994年。
やらない夫政権は、成立以来最大の危機を迎えていた。 
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理由は、建国以来初の大規模汚職事件である。
1992年に発覚した土地不正取引事件は、
副大統領ピーター・ムシをはじめ、クウェラゴベ農相など計4名の閣僚が辞任し、
7名の閣僚が追及を受けるという前代未聞の規模となった。
　
やらない夫政権が成立してから14年、
やる夫政権を含めると29年間、民主党が政権の座についているのである。
さすがにこのころになると、少しずつ膿がたまりはじめていたのだ。
　
当然、この現状に対し国民は不満の声を上げ、
政府支持率は急落した。 
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当時、あまりに民主党の大勝利が続くため、
野党各党は次回選挙のボイコットすら検討していたのだが… 
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この流れをチャンスと見た
野党第一党・ボツワナ国民戦線党首のケネス・コマは、
選挙参加を決断。
猛然と選挙活動を開始した。 
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1994年の選挙は例年になく激しいものになった。
　
反民主党で結束した野党第一党・ボツワナ国民戦線と、与党・民主党との事実上の一騎打ちになったのである。
野党は腐敗と失業率、長期政権批判を軸に、激しく与党を攻撃した。 
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もともとボツワナ民主党の基盤は農村の富農…牧場主たちである。
しかしほかならぬ民主党の政策によって経済が成長し、
革新の基盤である都市が急速に膨れ上がっていた。
　
くわえて、ボツワナ民主党の長期政権に、
そろそろ不満がたまってきていた。
特に目立った失政があったわけではないのだが。 
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こうして1994年10月の選挙において、与党ボツワナ民主党は大敗。
過半数こそ確保したものの全39議席中26議席にとどまり、建国以来初めて議会の3分の2にとどまった。 
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ボツワナ民主党の閣僚は軒並み落選し、3人しか議会に残れなかった一方、
ボツワナ国民戦線は13議席を獲得。
議会の3分の1に初めて到達した。
　
これに勢いづいた野党は、議会で国政改革を迫った。 
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こうして、マシーレは野党側の提案を飲み、
大統領の任期制限を法制化するとともに、
次回選挙に出馬しないことを正式に表明した。 
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…さて、ここまでの話に、
前回の最後の話が出てこなかったことを不審に思った人がいるかもしれない。
　
現在のボツワナの主要な問題の一つ…後天性免疫不全症候群（AIDS)である。 
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しかし、
1993年から1994年ごろに書かれた地理の本が1の手元にいくつかあるのだが、
どの本を読んでもボツワナの項に、エイズに関する記載がまったくない。
　
それどころか、
http://sadcblog.files.wordpress.com/2011/11/bnf-1994-manifesto-botswana.pdf
94年選挙のボツワナ国民戦線の選挙スローガンにすら、
エイズを扱った部分はないのだ。
攻撃材料として、これほど格好のものはないはずなのに。 
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これらの資料が指し示す状況はひとつしかない。
そう、1994年の時点において、
「ボツワナにおけるエイズは重大な問題とは全く認識されていなかった」。 
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エイズが公式に確認されたのは、1980年代はじめのアフリカ中部においてである。
　
1980年代中盤にはウガンダなどアフリカ中部で猛威を振るい、
その後徐々に南下をはじめ、
1985年にボツワナでも最初の患者が確認される。 
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ブラックアフリカにおけるエイズ流行の特徴は、
異性間の性交渉による感染がほとんどだということである。
　
エイズは感染力が弱いため、通常の性交での感染率はさほど高くない。
そのため、他大陸では行為時に傷のつきやすい同性間での感染率が高いのだ。 
　

967  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/08/12(火) 20:24:50 ID:BNzRTgZ60
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　／VVVVVVVVVVVⅥ
　　　　　　　　　　　　　 　　／　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　r'´　　　　　　　　　　　　＞
　　　　　　 　 　 　 　 ／／ヽ／ ゛゛　#＼　　＼　＞　　　な、なんだか、体が動かないッス…
　　　 　 　 　 　 　 ／／ノ　 (;#　 ,;.;:: 　　ゝ' 　 　,ミ
　　　　　　　　　　/ /　 -==、 　 '==-　　::::}_}　　ヾ、　　いったいどうしてこんなことに…
　 　 　 　 　 　 　 |i | ::::::　 （__人__）　　 　:::§小!、ゝ
　　　　 　 　 　 　 ﾄ !　#;;:..　 l　　|　　　　　.::::§ 、ゝ
　　　　　　　　　　　 ヽ.;;;//;;.;`ｰ‐'ｫ　　 ..;;#:::/ﾉVﾙ′
　　　　　　　　　　　　　＞;;;;::..　　　　　..;,.;-＼
　
　
それが異性間での感染が圧倒的ということは、
実態が明るみに出る前にすでに広範囲に広がってしまい、
気がついた時にはもはやどうにもならなくなっていたということを意味している。 
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エボラ出血熱と違い、
エイズは潜伏期間が非常に長い。
　
短い場合でも2年、長い場合では20年以上などというケースも珍しくない。
　
そして発症までの時間は、患者本人の健康状態によって大きく左右される。
栄養状態のいい先進国の患者は発症まで10年以上かかるのが普通だが、
アフリカ諸国では5年程度で発症してしまう。
　
とはいえ、無症状の期間が平均5年も続くのだ。
人々は、自分で全く気付かないままに、
エイズを広め続けることになってしまった。 
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さらに、エイズは体内でも母乳でも母子感染する。
そして、エイズにかかって生まれた子供は、
当然長生きすることは難しい。
　
こうして、乳児死亡率が急上昇し、
これにともなって平均寿命も急落した。 
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さらにまずいことに、エイズというのは性病である。
そして性行為を盛んに行う年齢とは、
すなわち最も生産性の高い年齢である。
　
こうして、10代後半から40代前半の、
生産人口の中核がごそっといなくなってしまった。 
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そして生産人口がいなくなるということは、
彼らの子供の多くが孤児となることを意味していた。
　
彼らを支援するために、
少ない社会福祉費がさらに圧迫される。
　
こうして事態はさらに悪化の一途をたどった。 
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ボツワナもそうだが、
ブラックアフリカは全般的に性的モラルは緩い。
それ自体は文化なので良し悪しの話ではないのだが、
エイズの流行に関しては最悪の結果をもたらした。 
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そして、この状況が最もよくあてはまったのはボツワナだった。
　
1994年段階で、実は感染率は相当高かったはずである。
しかし、ボツワナは国民の栄養状態もよく、
流行が始まってもしばらく大量死の兆しはなかった。
　
しかしこのころになるとさすがに少しずつ実態が明るみに出始め、
現状を危惧した政府が調査を行った。
　
その結果… 
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明るみに出た実態に、
ボツワナ政府は驚愕した。 
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ボツワナの平均寿命は、1992年には63才であり、アフリカでもっとも寿命の長い国の一つだった。
　
しかし、1991年に推定5%程度だったエイズ感染率は、
爆発的な感染増加によって
1996年には20%を越えてしまう。
　
この傾向はさらに続き、2001年には、罹患率は38％を超え、
平均寿命は49歳になっていた。
実に、15年の寿命短縮である。
　
音もなく忍び寄ったエイズは、
ボツワナの根幹を揺るがしつつあったのだ。 
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　　　　　　　　　　　　　　　製薬会社
　
　
エイズはウイルスが急速に変化する特性があるため、
特効薬の開発には非常に時間がかかった。
ある形態では効いても、別の形態では効かない、
そんなことの繰り返しだったのだ。
　
そのため、1980年代においては不治の病とさえされていた。
　
しかし1990年代に入ると、莫大な研究開発費をかけたアメリカの製薬会社によって、
遂に1996年、画期的な治療法が開発される。
　
これにより、初めてエイズはコントロール可能な病気となった。
　
しかし会社としては莫大な開発費を回収し、さらに利益を上げねばならなかったため、
特効薬の価格は目の玉の飛び出るようなものとなっていたのだ。 
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　　　　　／￣￣＼
　　　 ／　　 _ノ　　＼
　　　 |　　　 （ ○）（○）　　　　　　　　　　そんな額出せるわけないだろ、
　.　　 |　Ｕ　　 （__人__）　　　　　　　　　　常識的に考えて！
　　　　|　　Ｕ　　|r┬-|　　彡
　.　　　|　　　　　｀ ⌒}　　　彡　　　　　　　ボツワナ国民の約2割だぞ！
　.　　　ヽ　　　　　 　 }　　　　　　　　　　　人口150万として、30万人分だぞ！？
　　　　　ヽ　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　1991年の予算が40億プラ（16億ドル）の国で、
　　　　　／　　　　 ＼　　　　　　　　　　　　毎年30億ドルだと！？
　　　　/ /＼　　　/￣＼＿＿＿＿l⌒l　　　国家予算の2年分、毎年は出せん！
　　 　 |　|　 ＼　/　 ヽ　＼_＿＿＿＿|
　Σ(⌒ノ　　　ゝ　　　 ＼＿_）
　
　
当然ながら、ボツワナにそんな額が出せるはずはなかった。 
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　 |;;;　　　　｀ ⌒´ﾉ
.　 |;;;;　　　　　 　 }　　　まずは孤児支援や通常治療からはじめるぞ。
.　 ヽ;;;　　　　 　 }　　　　ほかに手の付けようがない。
　　 ヽ;;;l　　　　ノ
　　　/　　　 く
　　　|　　　　 ＼
　 　 |　　　　|ヽ、二⌒)
　
　
　　　　　/´Ｙ｀ヽ
　o ﾟ ﾟo/(／)(＼)ヽoﾟ ﾟ o　　　現状、被害のケアをするのが精いっぱいで、
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　　|　,-）＿＿＿（-、|
　　| l　 　 ｀⌒´　　ｌ |　　　　どうすればいいっていう…
　　 ＼　　　　　　 ／
　
　
かくして、ボツワナのエイズ対策はしばらく対症療法のみに終始する。
　
ボツワナの官僚機構も、この件に関しては無力だった。
　
いくら官僚が有能と言えど、
進むべき方向が決まっていなくてはどうすることもできない。
官僚は基本的に道具でしかないのだ。
　
　
こうして、ボツワナでは急速にエイズが蔓延していった。 
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こうしてマシーレは、
後継者の確定と次代の体制作りに全力を挙げることになる。 
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　　　　　　／　　　　＼
　 　 　 ／　　　ノ ' 　ヽ＼　　　　　　　お話は分かりましたが、
　 　 ／　／）（ー）　（ー） ＼　　　　　私に務まるんでしょうか…
　　 |　／ .ｲ　　　　' 　 　 　 |
　　 ∨,'才.ﾐ).　　-‐‐-　　／
　　　|　≧ｼ　 　,＿＿　 ｲ＼
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　副大統領　フェスタス・モハエ
　　　　　（ムシの後任）
　
　
自らの後任として、マシーレは副大統領のフェスタス・モハエを指名した。
もともとボツワナの副大統領職は、
カーマ時代から名実ともにNo.2であり、
次期大統領ともみなされる地位である。
　
この指名は、順当なものだった。 
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　　　　　　　＿＿＿
　　　　　 ／　　　　 ＼　　　　それにしても、不思議なものですね。
　　　　／ -　　 　 ヽ 　＼　　　私がボツワナ政府に入省したのは1968年。
　 　／ （● ） 　（● ） 　 ＼　そのころはダイヤが見つかったばかりで、私はツワナ人高級官僚のほぼ一期生です。
　 　|　 　 　 _`___　　　　　　|　　
　　　ヽ、　　　　　　　　　／　　あのころは、やる夫大統領ややらない夫副大統領は
　　　／　　　　　　　　　　＼　　雲の上の人だったんですが…
　
　
モハエの指名は、
ボツワナの変化を象徴するものだった。
　
まず、カーマやマシーレといった建国第一世代からの世代交代。
そして、生粋の党人政治家だった二人から、
官僚上がりのモハエへの政権の移譲である。 
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マシーレはもともと平民出身のうえ、
いわゆる井戸塀政治家の典型で、
清廉だが個人資産の蓄積にはさほど興味を示していなかった。
　
そのため借財がかさみ、退任の際には破産を本気でおそれていたといわれる。 
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こうしてマシーレ後継はモハエと決まったが、
これに不満を持つ層も、与党・民主党内に存在した。
　
建国の元勲であるカーマやマシーレとは違い、
モハエは官僚上がりの一政治家にすぎない。
そのため、どうしても権威が不足していた。
　
また反対派にも、モハエに代わって担ぎ上げるにふさわしい玉が存在していたのである。
それが… 
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やる太・イアン・カーマである。
　
やる太は軍人の道を進み、
このころには中将まで昇進して
ボツワナ国軍の最高司令官の地位についていた。
　
つまり、ある程度の能力はすでに保障されている。
そのうえ、ングワト王家であるカーマ家の直系であり、
なによりも偉大な大統領であるやる夫・セレツェ・カーマの息子だった。 
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だが、やらない夫が待ったをかけた。 
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マシーレはモハエ支持の姿勢を明確に打ち出した。
そもそも憲法上、大統領と副大統領、閣僚はすべて議員から選ばれることとなっている。
そしてマシーレが大統領選出議席の使用を拒否したため、
イアン・カーマはこの時点では大統領になることは不可能となった。 
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こうしてやらない夫は4期目の任期を1年残し、早期引退。
1998年、できる夫・フェスタス・モハエが第3代大統領に就任した。
　
しかし… 
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こうして1998年4月、
イアン・カーマは軍を退役し、
セロウェ北選挙区の補選に打って出た。 
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なにしろ、王家直系で軍の元最高司令官、
しかも偉大な初代大統領（さらに元国王）の息子である。
　
さらに言えば、セロウェはングワト代々の王都で、
やる夫もここを基盤としていた。
つまり、負ける要素がどこにもない。 
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当然のように圧勝し、
イアンは議員となって正式に副大統領への選出権を得た。 
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モハエが大統領就任後まずやったことは、
正式に議員になったイアンを副大統領に任命したことである。
　
これは事実上のモハエ後継の指名であり、
これにより、イアン・カーマ支持派も納得して、
党内分裂は収束に向かった。 
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政争を制すると、
2期10年のできる夫政権は、
基本的にやる夫・やらない夫路線を継承しつつ、
いくつか新しい試みに手を付けた。 
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　　　　　　　製薬会社
　
　
まずモハエが手を付けたのは、欧米のエイズ治療薬製造会社との交渉である。
　
この時、製薬会社は窮地に追い込まれていたのだ。 
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1996年の治療法開発後、製薬会社は順調に利益を上げ続けていた。
特許権の期限はまだまだ先だ。
　
製薬会社は努力の結果として、
正当な報酬として多額の利益をこれからも上げ続けることができるはずだった。 
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　　　　　　　タイ政府
　
しかし、国内のエイズの蔓延に業を煮やした
タイ・ブラジル・インドの三国が、
ジェネリックと称して特許権を踏み倒し、
安価なエイズ薬を製造し始めてしまった。 
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南アフリカ共和国大統領　タボ・ムベキ
　
　
そしてそれに目を付けたのが、
南アフリカ政府である。
　
南アフリカはエイズにはこのころ全く関心を払っていなかった…どころか、
エイズ蔓延の戦犯に等しいくらい無関心を続けていたのだが、
特許権無視の安価な薬というものには魅力を感じた。
　
そこで1997年に薬事法を改正し、
「強制特許実施」と「並行輸入」…
つまり、「特許権を緊急時に踏み倒してパクリ薬を勝手に作る権」と、
「よそのパクリ薬をガンガン輸入する権」を盛り込んでしまったのだ。 
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こんな法案が認められたらたまったものではない。
　
当然、製薬会社は激怒し、
改正薬事法の撤回を求めて政府を提訴する。
しかし… 
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　　　　　　　　　　　　　　NGOのみなさん
　
　
すでにこのころになると、
エイズ薬を途上国の手の届かない価格で販売し続ける製薬会社は、
すっかり悪役にされてしまっていた。
　
「貧しい人々の命を踏みにじる悪徳会社」とのレッテルを製薬会社に貼り付けたNGOは
全米各地で抗議行動を展開し、
恐れをなした製薬会社は2001年4月に提訴の撤回を余儀なくされる。 
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この結果は、製薬会社に衝撃を与えた。
せっかく苦労して開発した新薬がコピーされ放題になったら、
なんのために開発したのか全く分からなくなってしまう。
　
とはいえ、この状況で高値を維持しても意味はない。
会社は泣く泣く、エイズ治療薬の価格を下げざるを得なくなった。
　
この結果は劇的なもので、
2000年初頭には年間一人当たり10000ドル以上だった薬価が、
2001年末には年間一人当たり350ドルにまで低下した。 
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カーマ・マシーレ時代に整えられていた医療網が、
ここで生きた。
交渉材料に使えるほどの医療網が整っているのは、
アフリカではボツワナ他わずかな国しかなかったのだ。 
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この申し出は、製薬会社にとってはまさしく渡りに船だった。
もともと、製薬業界は他業界に比べ研究開発費が圧倒的に多い。
　
普通の新薬でもひとつ出すのに100億円から200億円、
エイズのような全く新しい研究が必要になる場合はさらに数倍に跳ね上がる。
　
そのかわり、原価は決して高くない。
そのため、この提案は製薬会社にとっても非常にうまみのある提案なのだ。
　
会社がOKを出すのに、時間はかからなかった。 
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モハエ政権の一番の功績は、
エイズの蔓延に歯止めをかけたことである。
　
海外のNGOと協力体制をとり、
まず製薬会社に治験データを供給することと引き換えに
抗エイズ薬を無料で供給してもらう。
　
そしてその薬を、国中に張り巡らされた医療システム網を利用して
供給したのである。 
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２００１年にこのシステムが起動し始め、
ボツワナはアフリカで初めて抗レトロウイルス薬治療を
全額政府費用で受けられる国となった。 
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薬の安定供給が確保されたことで、
予算にも官僚機構にも余裕ができた。
　
これまでが水際での対策にすぎなかったのが、
根本的な対策を取る状況が整ったのである。 
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供給された薬は隅々まで整備された道路を使い、
速やかに各地へと供給されるようになった。
　
もともと医療網の整っていたボツワナである。
既存患者のほとんどが適切な治療を受けられるようになるまで、時間はかからなかった。 
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現状の悪化を食い止めたところで、
ボツワナ政府は感染拡大の防止に取り組み始めた。
　
エイズ検査の無料化・簡易化によって患者の発見を容易にするとともに、
コンドーム利用の促進や啓発活動に予算を投入し、
新規感染の拡大阻止に重点を置いたのである。 
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各種のポスターや宣伝フィルムが作成され、
国内全域にばらまかれた。 
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　　　　　※実際の政府啓発ポスターキャッチコピーです
　
こうした啓発活動やエイズ検査の無料化、
エイズ診療への多額の公的資金投入などによって、
エイズの感染率は2001年の38.8%を頂点に減少し始め、
2010年には23.0%にまで低下。
　
以後も、感染率は低下を続けている。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経済産業大臣　平沼赳夫
　
こうしてエイズ禍が終息に向かいはじめた2002年、
ボツワナ国債の格付けが日本のそれを上回ることとなった。
　
これを知った
日本の経済産業大臣・平沼赳夫が失言した。
　
例のアレである。 
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　　　　　　格付け会社
　
しかし、格付け会社はこれを黙殺した。
財政規律という面からみれば、ボツワナは非常に信頼性が高い国だとみなされたのである。 
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この発言は、ボツワナ政府をも困惑させた。 
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結局、この発言に対するボツワナ政府のリアクションは、
非常に及び腰なものとなった。 
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ちなみに、各方面からの反発を食らった平沼経産相は、
数日でこの発言を撤回している。 
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経済的には、規模が拡大したことで
やる夫・やらない夫時代のような急速な成長ではなくなったが、
それでもモハエ政権下10年（1998～2007）の年平均成長率は6.1%であり、
安定成長は続けていた。
　
すべてが順調なようにみえたが、
モハエ政権にも泣き所はあった。
　
少数民族対策である。 
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モハエ政権の基本政策の一つに、
自然保護の強化がある。
国内の自然保護区域の比率を高め、
より大規模な自然保護へと打って出たのだ。 
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この政策は、
国内各方面から基本的には歓迎された。
自然保護自体は悪いことではないし、
観光業界も鉱業界もこの方針には大賛成だった。 
　

213  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/08/12(火) 23:27:33 ID:BNzRTgZ60
　
　　　　　　　　　　　（
　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　（
　　　　　　　　　　　 ＿　　 ◯
　　　　　　　　　　　││／─＼
　　　　　　　　　　　│／─── ＼
　　　　　　　　　　　／── 田──＼
　　　　　　　　　 ／─────── ＼
　　　　　　　　　　∥￣￣￣￣￣￣￣∥
　　　　　　　　　　∥￣￣│￣│￣￣∥
　　　　　　　　　　∥￣￣│。 │￣￣∥
　　　　　　　　　　∥￣￣│　 │￣￣∥
　　　　　　　　　　￣￣￣￣￣￣￣￣￣
　
が、自然保護区に指定されるというのは、
当然これまで大規模な開発の手が入っていない地域である。
そしてそこには、すでにサン人たちが２０年前に定住させられた村があったのだ。 
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定住したサン人たちは、
建設労働や農耕などを行うことも多くなったが、
それでも基本が狩猟採集であることには、
全く変わりがなかった。
　
定住地付近の資源が枯渇しても、
遠征を伸ばしたりパターンを変えたりしながら、
狩猟採集は根強く続けていたのである。 
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しかし、自然保護と狩猟採集は両立しない。
少なくとも、ボツワナ政府はそう考えた。
　
自然保護区内の狩猟をやめさせる方法は、なにかないのか。 
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この問題に対し、モハエ政権は自然保護区外に、
より設備の整った新居住地を作ることでサン人を移住させようとした。
　
再定住政策である。 
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ボツワナ政府は、前回の定住政策時よりはるかに豊かになっている。
その財力が存分に投入された。
　
新居住地は幹線道路に面しており、
水のみならず電気も通じていて、
診療所や学校などの諸施設も完備していた。 
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しかし、当のサン人はもちろんこれに反対した。 
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20年前とは違い、
今度は反対運動が盛り上がりを見せた。
　
以前と比べると、
定住したことによってサン人の経済レベルは上昇している。
つまり、「反対運動」を展開できるほどの条件が、
サン側に整ったわけである。 
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両者の話し合いは平行線をたどり、
ついに2002年1月… 
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　 　　 　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　／　ﾉ_ ヽ,, ＼
　　　　　 ／　≦ﾟ≧ﾐ:≦ﾟ≧　　　　　　　　　新自然保護区内に居住するすべての人に、
　　　　／　 　　　___'__　 　　＼
　　　　|　　 　　　|r┬|　　　　 |　　　　　　　　水の供給を停止します！
　　　　 ＼　/⌒)⌒)⌒)　　 ／/⌒)⌒)⌒)
　　　　ノ　　|　/　/　/　　　(⌒) /　/ / /
　　　/　　　 |　:::::::::::(⌒)　　ゝ　　:::::::::::/
　　　|　　ｌ　 |　　　　　ノ　　/　　）　　/
　　　ヽ　 ヽ_ヽ　　　 /' 　　/　　　 ／
　　　　ヽ ＿＿　 ／　 　 /　　 ／
　
政府は自然保護区内における行政サービスの全廃を通達する。
　
もともとサン人の居住区は政府が建設していたものであり、
井戸もインフラも定住政策のため政府が供給していたものである。
　
そのため、その気になれば政府はそれを止めてしまえる。
こんな荒業が可能になってしまうのだ。 
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　　　　　 　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　 　 　　　／　　　　　＼　　　　　　　強制じゃありませんよ、強制じゃ。
　　　　　 　　　／　 _ノ;::::::::⌒　＼
　　　　　 　 ／　;;;（◯）::::::（◯）;;;　＼　　　　ただ、自然保護区内に電力と水の供給を取りやめただけじゃないですか、
　　　　　　　|　 　　　 ,__´___ ⌒　　　|　　　　ねえ？
　　　　　　　＼ 　　 　 `ー'´ 　 　 ／
　　　　　　　 ／　　　　　　　　　　＼ 
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　　　 ∧∧　　　　 ∧∧　　　　 ∧∧　　　　 ∧∧　　　　 ∧∧　　　　 ∧∧
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こうして自然保護区域内のサン人は排除され、
彼らは政府の用意した新居住区へと移住していった。
　
しかし… 
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ここでサン人がついに怒った。 
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こうしてサン人は政府を提訴し、
ことは法廷で争われることとなった。 
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2006年、ボツワナ最高裁は移住政策に対し違憲判決を下し、
サン人に対して旧来の居住地に戻る権利を認めた。 
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この判決は政府に衝撃を与えた。 
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この判決に対しボツワナ政府は遺憾のコメントを発表したものの、
判決自体の無効化は考えもしなかった。 
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ただし政府は判決は受け入れざるを得なかったが、
強制こそしなくなったものの、
サン人の移住を推進するという姿勢は全く変えなかった。
　
現在でも、この移住問題については論争が続いている。 
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とはいえ、
全体としてみればモハエ政権時もボツワナは堅調に発展していたといえる。
　
民主選挙はそのまま維持されていたし、
政府腐敗も再び改善され、
経済も伸び続けている。
　
やる夫・やらない夫から受け継いだ国家を、
できる夫は立派に守って見せた。
　
そして… 
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第４代大統領、やる太・イアン・カーマ就任。 
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この交代は既定路線であり、
目立った混乱はなく、
歓呼の声の中で新大統領が誕生する。 
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彼の父はじめ多くの先人は、
ボツワナをアフリカでもっとも豊かな国にした。
　
いま彼が見ているものは、
その成果である。 
　

331  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/08/13(水) 00:27:56 ID:z45D8SRs0
　
　 　 　 　 -―- .
　　 ／　　'⌒ 　　ヽ
　 ./　　　　●　 (_,､_)
　 .i. 　　⊂⊃　　　.ﾉ
　　ゝ　　　　　　 イ
　　　＞ ｨ=-、　　Y＼
　ｒ´　￣ 　　}　　　!、 ヽ
　　―一ー '　　 　!/　/
　　　　ﾉ　　 　 　 ﾉ__ﾉ
　　　/　 　 ,ｨ 　　|
　　　ゝ ＿/ |　 　|
　　　　　 .｀´|＿　|
　　　　　　 （⌒ヽ !
　　　　　　 . ヽ　_ﾉ
　
そしてその基盤の上に、
また新たな歴史が始まったのである… 
　







エピローグ
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ボツワナ共和国・首都ハボローネ。
2011年現在、人口23万人。
ボツワナ全人口の10分の1以上の住む都会である。 
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町を行く人々の顔は明るい。
近年では経済力に目を付けた南アフリカ系資本が大きなショッピングモールを次々とオープンさせ、
話題となっている。
　
街中には高層ビルが立ち並び、
きれいに整備された町並みが続いている。 
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町はずれには、
ボツワナ大学の大きなキャンパスがある。
　
現在では6学部42学科を持ち、
国内各都市にキャンパスを持つ大きな大学となっている。 
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ハボローネから一歩外に出ると、
そこには広大な原野が広がっている。
　
その原野を、一本の道路がまっすぐ北へと走っている。
マフェキングでボツワナに入り、
ハボローネとフランシスタウンを通ってジンバブエに向かう大幹線だ。
　
道はきれいに舗装され、車やトラックが忙しく行きかっている。 
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幹線道路とはいえ、
都市部から離れたところではライオンや象などの野生動物との遭遇も珍しいことではない。
　
特に象は、保護政策のおかげでアフリカでもっとも生息数が多くなっている。
もっとも、増えすぎによる獣害も目立ってきており、
駆除をめぐって議論が絶えない。 
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そうした中に、ぽつんぽつんと村がある。
　
こうした小さな村にも、学校は完備され、
診療所もかなりの場所で整えられている。 
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途中のパラピエの町で西へと折れ、
さらにまっすぐ進むと、小さな地方都市が見えてくる。
　
セロウェの町だ。 
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セロウェ。
2011年現在、人口4万7千人。
　
小さな丘のふもとに広がり、
新しい住宅と、古いツワナの住宅がまじりあって立ち並ぶ、
落ち着いた地方都市となっている。 
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その丘のふもと、民会会議場のすぐ前に、
大きいが巨大ではない銅像が一体建っている。
等身大よりはやや大きなその像は、この町が生んだ最高の偉人。
　
初代大統領、セレツェ・カーマの像だ。 
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その銅像は、彼が生まれ育ったその町を、

そして彼が育てたその国を見つめながら、

今日も佇んでいる… 

　



By Shosholoza (Own work) [CC-BY-SA-3.0], via Wikimedia Commons
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やる夫はアフリカで奇跡を起こすようです

終劇 

　

　

　








キャスト
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■ボツワナ共和国
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セレツェ・カーマ（1921-1980）…やる夫（2ch） 
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クェット・マシーレ（1925-）…やらない夫（2ch)
　
引退後は、南部アフリカ政界の長老として各地の紛争調停に尽力。
コンゴ民主共和国停戦合意（サンシティ合意）や
レソトの政情不安に対する調停などをつとめた。 
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ルース・ウィリアムズ（1923-2002）…長門有希（涼宮ハルヒの憂鬱）
　
ロイズの行員だったが、留学中のやる夫と恋に落ちて結婚。
やる夫との間に3男1女をもうけた。
やる夫のボツワナ帰国後は、ファーストレディーとしてやる夫を支え続けた。
　
公人としては慈善事業を積極的に行い、
ボツワナ赤十字社の総裁にも就任している。 
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フェスタス・モハエ(1939-)…できる夫（2ch)
　
オックスフォード卒業後、1968年にボツワナ政府に入省。
一度IMFに出向したのち1980年から1982年までボツワナ中央銀行の総裁を務め、その後政界に転出。
副大統領のピーター・ムシが汚職で辞任に追い込まれたため、1992年に副大統領となり、1998年には大統領となった。
　
サン人の強制移住に関しては今も議論を呼ぶ一方、
民主主義を守り、経済成長を継続させ、なによりもエイズを抑え込んだことから評価は高く、
引退した2008年にはアフリカのノーベル賞と呼ばれるモ・イブラヒム賞を受賞した。 
　

365  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/08/13(水) 00:40:19 ID:z45D8SRs0
　
　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　 ／―　 ―＼
　　　／　●　　 ●　＼
　 　 |⊂⊃ (_,､_,) ⊂⊃|
　　　＼　　　　　　　 ／
　　　　（　　~⌒γ⌒ ）
　　　　 λ　`ー'＾ー'i
　　　　　〈　　　　　 ﾉ
　　　　　 j　　 厂　{
　　　　　（＿ 人＿ヽ
　
イアン・カーマ（1953-）…やる太（2ch）
　
2014年現在、大統領在任中。現在2期目である。
大統領としては、デビアスのダイヤモンドセンター誘致など、
脱鉱業化に大きな功績をあげている。 
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モツァイ・ムポ…ハトヤマユキオ（政治家）
フィリップ・マタンテ…オザワイチロー（政治家）
バトエン2世…昭和天皇
ピーター・ムシ…きめぇ夫（2ch)
ケネス・コマ…ブーン（2ch)
　
ングワト民会議長…裁判長（逆転裁判）
ングワト族新王…いく夫（2ch）
白人官僚…ハイドリッヒ・ラング（銀河英雄伝説）
黒人官僚…でっていう（2ch）
モブ官僚…ギャル夫(2ch）
カランガ人…球体紳士(2ch）
サン人（移住前）…サン（もののけ姫）
サン人（移住後）…瀬戸燦（瀬戸の花嫁）
アフリカーナー…レイモンド・トリアチ（銀河英雄伝説）
名家の女性…坂崎美心（カイジ）
牛…及川雫（アイドルマスター）
牧場主A…高木社長（アイドルマスター）
牧場主B…黒井社長（アイドルマスター）
ボツワナ食肉委員会…コンビーフたん
肉…柏崎星奈（僕は友達が少ない）
富裕層…三浦あずさ（アイドルマスター）
貧困層…如月千早（アイドルマスター）
土木作業員…黒沢（最強伝説黒沢）
先生…アティ（サモンナイト）
国境警備警官…大石蔵人（ひぐらしのなく頃に）
　　　　　　　　　　赤坂衛（ひぐらしのなく頃に）
牧童…プロデューサー（アイドルマスター）
入国管理官…キノ（キノの旅）
ボツワナ株式市場会頭…種島ぽぷら（WORKING!）
証券会社…千川ちひろ（アイドルマスター） 
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■英領ベチュアナランド保護領
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ツェケディ・カーマ（1905-1959）…オプーナ(2ch）
　
　
英領ベチュアナランド高等弁務官…野比のび太（ドラえもん）
カーマ3世…やる蔵（2ch）
バトエン1世…明治天皇
セベレ1世…シャルル・ジ・ブリタニア（コードギアス） 
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■南アフリカ連邦（共和国）
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ダニエル・マラン（1874-1959）…古泉一樹（涼宮ハルヒの憂鬱）
　
アフリカーナー。
　
南アフリカの超保守派政治家。
牧師から政界入りし、ジェームズ・ヘルツォークの国民党に所属していたのだが、
1929年の大恐慌に対処するためスマッツとヘルツォークが挙国一致内閣を作ったのに反対して離党し、
純正国民党（のちに国民党に改名）を結成する。
国民党はアフリカーナー右派の支持を集めつつ勢力を拡大し、1948年についに政権を獲得。
アパルトヘイト体制を築き上げた。 
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ハリー・オッペンハイマー（1908-2000）…喪黒福造（笑ゥせぇるすまん）
　
ドイツ系ユダヤ人。
　
黒人中産階級が成長することによりアパルトヘイトは崩壊すると唱え、
黒人解放運動のスティーブ・ビコなどに資金を提供。
また、ヘレン・スズマンの選挙区であるホートン在住で、
長年熱心な後援者であり続けた。
　
一方でアパルトヘイト体制下で大量の黒人を使用し続け、
決して企業家の枠から踏み出さなかったことに対する批判も根強い。
1983年、引退。 
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バルタザール・フォルスター（1915-1983）…利根川幸雄（カイジ）
　
アフリカーナー。
　
右翼団体・牛車の番人団（オッセワ・ブラントワク）幹部から政界入りし、
ヘンドリック・フルウールト政権では法相を務め、
1966年にフルウールトが暗殺されると後任の首相に選出された。
　
フォルスターの政策はフルウールトをほぼ継承し、
厳格なアパルトヘイト体制を継続した一方、
外交では硬軟取り混ぜた現実的な手を打っていた。
　
マルダー・ゲート事件により1979年に大統領を辞任。
晩年はトリューニヒトの保守党に支持を与えていた。 
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スティーブ・ビコ(1946-1977)…赤木しげる（アカギ）
　
コーサ人。
　
パンアフリカニズムによる解放運動をアフリカ人から「黒人」へと拡大させることで、
冬の時代を迎えていた解放運動を再活性化させ、
アパルトヘイト崩壊への最初の流れを作った。
彼の代表作「俺は書きたいことを書く」は、現在でもロングセラーとなっている。 
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ドナルド・ウッズ(1933-2001)…ヌケドナﾉﾚド（某ハンバーガー屋）
　
英国系。
　
1993年、南アに帰国。
全人種選挙にも投票している。
帰国後は、南アフリカ・ジャーナリスト協会の理事などを務めた。 
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アンドリース・トリューニヒト（1921-1993）…ヨブ・トリューニヒト（銀河英雄伝説）
　
アフリカーナー。
　
右翼団体から政界に転出し、1980年代以降議会内右派の中心的存在となる。
しかしながらアパルトヘイト崩壊過程において、曲がりなりにも自派のもとに同一主張の者をまとめ上げた他派に対し、
トリューニヒトは右派をまとめきることができず、群小諸派の乱立を招いた。
さらにトリューニヒト死後、保守党はリーダーを得ることができず、急速に衰退した。 
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ヘレン・スズマン（1917-2009）…ジェシカ・エドワーズ（銀河英雄伝説）
　
リトアニア系ユダヤ人。
　
ウィットウォーターズランド史学科講師から政界に転出し、
ヨハネスブルグ北部の超高級住宅街・ホートン選挙区から1953年初当選。
長年南ア国会内でただ一人のアパルトヘイト反対派議員であり、
リベラル派のシンボル的な存在だった。
　
1989年、政界引退。
1994年の選挙管理委員としての活動を最後として、完全に政治活動から身を引いた。
民主化後のANCの政権には批判的で、何度か明確な非難を行っている。 
　

377  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/08/13(水) 00:45:09 ID:z45D8SRs0
　
　　　　　　　　　　　　　　,.へ
　　　　　　　　　 　　　／　 　＼
　　　　　 　　 　 　 　_|￣￣「￣|─- 「＼, ‐ｧ‐ ､ｒ..､
　　 　 r-...､ｧ'´,＞'"´ ｀ ￣￣´　　 　 |::::::∨　　 ∨|
　　 ／::::::::::／　 　　／ 　　　　 　 ､　|＿/! 　 　 |/
　　,＞､::::; ' 　 　 ／/　 　 /-─ヽ　 ヽく:::|| 　　　|>
　 /::::::::::/ 　　　 '‐-| 　　l/ｧ‐テ=t､　　'; 八　　　 ､
　 ￣「｀7　./ 　/ｧｔ､　､ 　|　 |h　 ﾘﾊ　　| 　,＼　　 ヽ
　　　|　|　 | 　 {ｲ hﾊ　＼|　 ゝ‐ﾟ'　ﾉ　 /　/　　' 　　 ',
　　　|　 ､　'､ 八　ゝ' 　.　　 　 x∠, イ 　 { 　　| 　 　 |
　　　;　 　＼|へ,＞　　　　 　　 　 ／|／､ ヽ、　､　　　､
　　 /　　／/　 人　 　　｀ 　　　 /　; ´　　＼}　　＼ 　 ＼
　　; 　 /　 ; .／　 |＞ ､,　　_,. イ|　/　　　　　 　　 　） 　　}
　　|　 {　　ﾚ 　　　　　　て|　　/lﾚ'￣ 7ァｰ- ､ 　 　 {　　 /
　　､　 ヽ　　ｒ､　　 　 _r'7 | ／　　　 /r' 　　　 ＼　　＼　|
　 　 ＼ ﾊ　「￣「| /´ }|　_|/　　　　/r'|/　　　　　';　　　ﾚ'
　 　 　 ∨　|O) |l|　 l {| /:::|＼　　/r' / 　　　　　 |
　　　　　 　／）_|l|　/ ﾚ'{::_」 　＼{r'　{　　　､＿__,ﾊ　／|
　　　　　 / /｀!∧∨　/:::/　　　　 　 ヽ､ｒ'´:::::::::::::::|K／
　　　　　 | ' / }、＿〉 ;:::::' 　 　　　　　　∧ｒ'"´￣',l＼>
　　　　　 |　　ｿ.｀八　|::::|　　　　　 　　/　 ';　　 　∨
　
ヘレン・ツィレ（1951-）…姫海棠はたて（東方project）
　
ドイツ系ユダヤ人。
　
26歳の時にビコ虐殺をスクープしたツィレは一躍ジャーナリストとしての名声を得るが、
政府に圧力をかけられて解雇される。
その後は市民運動に参加し、アパルトヘイト崩壊後は政界へ転身。
ケープタウン市長として名声を得、
野党第一党・民主同盟（作中に出てきた民主党が国民党を吸収合併してできた政党）の党首に就任。
2014年現在、西ケープ州首相・民主同盟党首である。 
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ピーター・ウィレム・ボータ（1916-2006） …兵藤和尊（カイジ）
　
アフリカーナー。
　
マンデラとは鋭く対立したが、
目的が明確で一度約束したことは違えなかったため、
マンデラからは一定の信頼を置かれていた。
　
民主化後は政治運動にかかわることはなかったが、
真実和解委員会での証言は最後まで拒否し続けた。 
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マンゴスツ・ブテレジ（1928-）…クリスタル・ボーイ（コブラ）
　
ズールー人。
　
ブテレジ率いるインカタ自由党は国民党の連立離脱後も政権にとどまり続けるが、
ANCの勢力拡大に伴い党勢は衰退を続けた。
　
全黒人政党であり、ジェイコブ・ズマなどズールー人幹部も多いANCに対し、
ズールー人政党であるインカタは他民族への支持拡大ができず、
ANCに基盤を蚕食されるばかりとなったのだ。
2004年に連立を離脱するが、その後も勢力は衰退を続けた。
　
2014年現在もブテレジはインカタ党首を務めるが、
議席は10議席の第4党となっている。 
　

384  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2014/08/13(水) 00:46:58 ID:z45D8SRs0
　
　　　　　　　　　 ＿　＿＿
　　　　　　　　 /─二＿＿─＿
　　　　　　　 ／/＼二| / | |二 ＼
　　　　　　 / |　<~ゝ 二二 ∠~>　|
　　　　 ＿/／　_T|　 ┐ l_　|T_,　 |_
　　_─|　　|　　`Ｕ-　 ／　)　Ｕ　　|　|-、
　<_|　 |　　| 、　　 ／　~　　　＼　　|　| | >
　　 ─/＿/ |　　/￣~＼ ＿_／~|　　|_|-'
　　　　　 |　　|　 |　,───-＿　|　　|
　　　　　　|　　|　|/　　　　　　　|　|　　|
　　　　　　|　　|　|　　　　 _＿＿| /|　　|
　　　　　　|　　|　| _ ──　　　　 7　　 |
　　　　　　 |　　　 |＿／￣￣＼_/　　 /
　　　　　　 |　　　　　　　　　　　　　　/
　　　　　　 |　　　　　　　　　　　　　 /
　　　 ─/￣|＿　　　　　　　　　 ＿/＼
　　　　　　 /|　 ──────-/ λ
　
ルーカス・マンゴーペ（1923-）…ファーザー（神聖モテモテ王国）
　
ツワナ人。
　
民主化後、旧ボプタツワナの与党だったツワナ国民党を母体に
統一キリスト教民主党（UCDP)を結成して政界に復帰。
在任中の汚職について起訴され1998年に有罪判決を受けるが、
それをものともせず政治活動を続行。
1999年選挙では3議席を得る。
　
しかし、党内の勢力争いによって2011年に党を追放された。
党自体も、2014年選挙では議席を獲得できなかった。
　
それでも現在も政界復帰を狙っている。 
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デズモンド・ツツ（1931-）…少佐（HELLSING）
　
コーサ人。
　
民主化後、「真実和解委員会」の委員長に就任。
賛否両論はあるものの、アパルトヘイト後の南アフリカを軟着陸させることに一役買った。
　
現在でも世界有数の聖者として、多方面で活動を続けている。 
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シリル・ラマポーサ(1952-)…江戸川コナン（名探偵コナン）

　

ヴェンダ人。

　

党内きっての実務家としてマンデラの後継者と目されていたのだが、

ターボ・ムベキとの後継者争いに敗れ、

1997年、政界を引退し実業界に入る。

　

政界とのコネを生かした彼の企業は急成長を遂げ、

メディアを中心とする大企業グループを一代で築き上げた。

だが、政界との密着ぶりから黒い噂は絶えない。

マリカナ鉱山を所有するロンミン社の大株主でもあり、

警官隊がスト中の労働者を銃撃したマリカナ鉱山事件との関与も指摘されている。

　

一方でマンデラの秘蔵っ子のイメージがあるため待望論も強く、

2012年12月にはジェイコブ・ズマに請われてANCの副議長に就任。政界に復帰した。

さらに第5回全人種選挙においては副大統領候補として選挙戦を戦い、

2014年5月26日、ラマポーサは南アフリカ共和国副大統領に就任した。 
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フレデリック・デクラーク（1936-）…シェルビー・M・ペンウッド卿（HELLSING）
　
アフリカーナー。
　
新政権成立後、副大統領に就任するも、その地位にいたのは短い間にすぎなかった。
新議会で成立した新憲法には、暫定憲法と違い強制連立規定が存在せず、
そのこともあってANCと国民党との軋轢が顕在化。
個人的にも、マンデラとデクラークの仲は最悪だった。
　
さらに国民党はアパルトヘイト政党とのマイナスイメージを拭い去ることができず、
第2回の全人種選挙で民主党に大きく水をあけられ、ANC・民主党・インカタに次ぐ第4党に沈む。
この責任を取って1997年に党首辞任、および政界引退に追い込まれた。
　
なお、国民党は民主党と一時合同したものの、
保守派の国民党とリベラル派の民主党では水と油であり、
間もなく国民党派が離党し新国民党を立ち上げる。
しかし、支持者は民主同盟に残ったままであり、新国民党は間もなく消滅。
アパルトヘイト崩壊から10年もしないうちに、
かつての支配政党は姿を消した。 
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ネルソン・マンデラ（1918-2013)…コブラ（コブラ）
　
コーサ人。
　
大統領就任後、民族間の和解と新国家体制の確立に尽力する。
その甲斐あって南アフリカはぎりぎり軟着陸に成功し、
国家崩壊の危機を逃れることに成功した。
しかしその一方で、世界最悪といわれる貧富の差や犯罪など、
彼の時代に悪化した問題も多い。
　
1999年、81歳で政界引退。以後は悠々自適の生活を送りつつ、
各地の紛争調停などに尽力した。
　
2013年12月、永眠。その死が全世界から悼まれたことは記憶に新しい。 
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バントゥー・ホロミサ（1955-）…ルパン（ルパン三世）
　
コーサ人。
　
トランスカイを無事に南アへ再統合させる一方、
全人種選挙の際にANCより立候補し当選する。
　
しかしANC党内の汚職疑惑を追及して党内で孤立し、1996年離党。
　
1997年には国民党を離党したロエルフ・メイヤーと「統一民主戦線」（UDM)を結成する。
白人・黒人の有力者同士の結成した新党として注目されたが、
選挙において14議席しか取れず惨敗した。
　
2014年現在も統一民主戦線党首であるが、議席は4議席まで減少している。 
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ロエルフ・メイヤー（1947-）…金田一一（金田一少年の事件簿）
　
アフリカーナー。
　
国民党の次期党首候補と目されていたが、
選挙に大敗した国民党内で後継者争いが本格化。
デクラークの推すマルティヌス・ファンスカルクヴェイクに敗れ、
離党してバントゥー・ホロミサと「統一民主戦線」（UDM)を結成した。
　
2000年に政界引退。その後、実業界へと転じた。 
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コンスタンド・フィリューン（1933-）…アンドリュー・フォーク（銀河英雄伝説）
　
アフリカーナー。
　
マンデラ政権成立後は野党・自由戦線党首として白人の権利を強硬に主張するが、
私兵を持つこともテロに走ることもなくなり、
自由戦線は合法議会政党への脱皮を果たす。
　
1999年、引退。
なお、この党の後継政党「自由戦線プラス」は、2014年においても4議席を持ち、
議会政党として活動中である。 
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ジョー・スロヴォ(1926-1995)…ムック（ひらけ！ポンキッキ）
　
リトアニア系ユダヤ人。
　
アパルトヘイト崩壊には「自由主義」「共産主義」「汎アフリカ主義」の3つの流れがあるが、
このうちの共産主義の流れを代表する人物。
　
マンデラ政権においては住宅相に就任するが、
政権成立後わずか1年でガンに倒れこの世を去る。
葬儀はマンデラはじめ南アフリカの要人の集まる盛大なものだった。 
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南アフリカ政府…古泉一樹（涼宮ハルヒの憂鬱）（兼任）
　
　
ヤン・スマッツ…ヤン・ウェンリー（銀河英雄伝説）
　
オッペンハイマーの秘書…クラフト・ロレンス（狼と香辛料）
ホテルオーナー…柏木千鶴（痕）
ヘンドリック・フルウールト…サンフォード議長（銀河英雄伝説）
　
記者A…真奥貞夫（はたらく魔王さま！）
記者B…佐々木千穂（はたらく魔王さま！）
アフリカーナー兄弟団…憂国騎士団（銀河英雄伝説）
白人リベラル派…藤崎詩織（ときめきメモリアル）
　
警官…我妻由乃（未来日記）
　　　　カーネﾉﾚ（某フライドチキン屋）
　
アリスター・スパークス…長谷川泰三（銀魂）
コニー・マルダー…キバヤシ（MMR)
政府系ジャーナリスト…山岡士郎（美味しんぼ）
ホームランド住民…磯野波平（サザエさん）
　
ボプタツワナ白人顧問…トーマス（神聖モテモテ王国）
ボプタツワナ国民…オンナスキー（神聖モテモテ王国）
ボプタツワナ軍首脳…ケロロ（ケロロ軍曹）
ホテル支配人…クラフト・ロレンス（狼と香辛料）
カジノのディーラー…RIO
バニーガール…朝倉涼子（涼宮ハルヒの憂鬱）
カイザー・マタンジマ…ユーフェミア・リ・ブリタニア（コードギアス）
　
カラード…バラク・オバマ（政治家）
インド人…ブッダ（聖☆おにいさん）
アラン・ブーサック…インデックス（とある魔術の禁書目録）
南アフリカ軍部隊司令官…クロコダイン（ドラゴンクエスト　ダイの大冒険）
　
ニッキー・オッペンハイマー…喪黒福造（笑ゥせぇるすまん）
サンラム会長…キュゥべえ（魔法少女まどか☆マギカ）
クリス・ハニ…ハニー（アリスソフト）
　
クラレンス・マクウェツ…エンリコ・プッチ（ジョジョの奇妙な冒険）
南アフリカ民主党…トニー・スターク（アイアンマン）
国民党候補…ジェームズ・ソーンダイク（銀河英雄伝説）
保守党候補…レイモンド・トリアチ（銀河英雄伝説）
ユージン・テレブランシュ…アンゴルモア大王（神聖モテモテ王国） 
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イギリス政府…涼宮ハルヒ（涼宮ハルヒの憂鬱）
クレメント・アトリー…涼宮ハルヒ（涼宮ハルヒの憂鬱）（兼任）
　
フェナー・ブロックウェイ…成歩堂龍一（逆転裁判）
ヴィクトリア女王…ヴィクトリカ・ド・ブロワ（GOSICK）
ジョゼフ・チェンバレン…ウォルター・C・ドルネーズ（HELLSING）
ソールズベリー侯…ソールズベリー・ステーキ（ハンバーグ）（食べ物）
リチャード・アッテンボロー…ダスティ・アッテンボロー（銀河英雄伝説）
　
■英領ケープ植民地
セシル・ローズ…パピヨン（武装錬金）
　
■トランスヴァール共和国
ポール・クリューガー…キャプテン・ブラボー（武装錬金）
ピート・ジュベール…アレクサンドル・ビュコック（銀河英雄伝説） 
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イアン・スミス（1919-2007）…ギレン・ザビ（機動戦士ガンダム）
　
英国系。
　
ジンバブエ建国後もジンバブエ国内に居住し、
引き続きローデシア戦線党首として白人のリーダーとなり政権奪還を目指したが、
ムガベにより1987年に白人議席が廃止されると政界を引退し、
農場経営者となった。 
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ンダバニンギ・シトレ（1920-2000）…シドニー・シトレ（銀河英雄伝説）
　
ショナ人のサブグループであるンダウ人である。
　
1979年の和平政府参加後、シトレの影響力はさらに低下していった。
強権化を進めるムガベから逃れるため、1983年にはアメリカに亡命し、1995年まで帰国しなかった。
帰国後は故郷で野党から出馬して国会議員に選出され、1996年には大統領選挙に出馬するが、
ムガベの圧力により選挙前に撤退を余儀なくされた。 
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ロバート・ムガベ(1924-)…ロバート・ムガベ（本人）
　
ショナ人。
　
大飢饉をしのいだのち、ムガベの政権運営は徐々に強権的なものになっていった。
一党制を目指してジョシュア・ンコモのジンバブエ・アフリカ人民同盟と対立し、
1987年にはムガベのジンバブエ・アフリカ民族同盟と合併させる。
同年白人議席も廃止し、ほとんど一党制に近いところまで行った。
　
その後制度的には民主化を進めたものの、強権姿勢は変わらず、
コンゴ民主共和国内戦介入によって悪化した経済の立て直しと称して
白人農園の没収を行い、経済は崩壊。
ご存知インフレ大魔王と化した。
　
　
　
　
ゴッドフリー・ハギンス…デギン・ザビ（機動戦士ガンダム）
ローデシア軍部隊司令官…ハートマン軍曹（フルメタルジャケット）
アベル・ムゾレワ…アベル・ナイトロード（トリニティ・ブラッド）
白人官僚…ハイドリッヒ・ラング（銀河英雄伝説）
白人大農園主…水銀燈（ローゼンメイデン）
農事指導員…アネット（ルーンファクトリー） 
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■ザンビア共和国
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ケネス・カウンダ（1924-）…熱気バサラ（マクロス7）
　
国有化後、ザンビアの経済は衰退を続け、国民の不満は蓄積していった。
結果、1991年に民主化選挙を行わざるを得なくなり、
野党・複数政党制民主主義運動(MMD)のフレデリック・チルバに敗れて下野する。
　
その後の10年は、カウンダの選挙出馬を阻もうとするチルバと
何としても政界復帰を狙うカウンダの抗争の時代だった。
チルバはカウンダの大統領選出馬を法的に不可能にし、1997年にはクーデター容疑で一時逮捕されている。
　
2000年に政界引退。
引退後はエイズ撲滅運動や平和運動などで活躍し、
ぶっちゃけ大統領時代よりも役に立っている。
　
なお、1がこのAAを当てたのは「ギターがうまい」という、ただそれだけの理由である。 
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■スワジランド王国
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ソブーザ2世（1899-1982）…伊藤誠（School Days）
　
現代スワジランドの基盤を作った名君。
内政では議会を解散し絶対君主制を樹立したが、
一方で植林と工場誘致により経済基盤を確立した。
　
なお、作中の嫁と子供の数は推定である。
しかたなかったんや、元資料が全部数が違ったからしかたなかったんや。
ていうか、正確な嫁と子供の数が伝わってないとかどういうことなの…
（ちなみに最低が嫁60人から、最高だと100人を超えている）
　
　
王妃たち…桂言葉（School Days）
　　　　　　　西園寺世界（School Days）
　　　　　　　清浦刹那（School Days）
　　　　　　　足利勇気（School Days） 
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■レソト王国
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レアブア・ジョナサン（1914-1987）…チルノ（東方project）
　
周辺黒人諸国との外交関係は徐々に改善したものの、
経済的な不振と強権支配によりジョナサン政権の支持率は低下し、
1986年にジャスティン・レハンヤのクーデターによって失脚。
翌年死去した。 
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モショエショエ2世（1938-1996）…大妖精（東方project）
　
1970年に亡命先から帰国するものの、
モショエショエとジョナサンの関係は改善しなかった。
さらにクーデター政権のジャスティン・レハンヤとの関係は最悪で、
1990年には2度目の亡命を強いられる。
　
この時レハンヤ政権はモショエショエの息子であるレツィエを王位につけたのだが、
レツィエとモショエショエの仲は良好で、レツィエはモショエショエへの王位の返還を求め続けた。
しかしこれを認めない政府との関係が悪化し、
1994年、レツィエはついにクーデターを起こして首都を掌握、モショエショエへの王位の返還を発表した。
　
このクーデターの結果、王の権力は制限されたもののモショエショエは1995年に復位したが、
そのわずか1年後の1996年、交通事故により命を落とした。
　
　
ヌツ・モヘレ…サニーミルク（東方project） 
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■タンザニア連合共和国
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ジュリウス・ニエレレ（1922-1999）…岡部倫太郎（シュタインズゲート）
　
アフリカ新独立国をまとめるカリスマ政治家であり、
言語統一などの功績も大きいのだが、
経済面では集団農業政策が崩壊し、見るも無残な失敗に終わる。
結局この責任を取って1985年に引退するものの、
その後も死去までタンザニア政界に隠然たる影響力を保持し続けた。
　
　
　
アブード・ジュンベ…ランバ・ラル（機動戦士ガンダム）
　
■モザンビーク共和国
サモラ・マシェル…シオニー・レジス（第2次スーパーロボット大戦Z）
　
■アンゴラ共和国
ジョゼ・エドゥアルド・ドス・サントス…花山薫（バキ
ジョナス・サビンビ…愚地独歩（バキ）
ホールデン・ロベルト…烈海王(バキ） 
　
■マラウイ共和国
ヘイスティングス・カムズ・バンダ…パンダ（動物）
　
■セネガル共和国
レオポール・セダール・サンゴール…糸色望（さよなら絶望先生）
　
■ガーナ共和国
クワメ・エンクルマ…武藤遊戯（遊戯王） 
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■ポルトガル共和国
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アントニオ・サラザール…アントニオ・サラザール（2ch、サラザール博士と苦難を乗り越えていくスレ）
　
　
マルセロ・カエターノ…マルセロ・カエターノ（2ch、サラザール博士と苦難を乗り越えていくスレ）
ポルトガル革命政府…ドアラ（中日ドラゴンズ） 
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■モーリシャス共和国
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シウサガル・ラングーラム（1900-1985）…わたし（人類は衰退しました）
　
モーリシャス初代首相。
もともと調整型の政治家であり、多民族・多宗教のモーリシャス各派のバランスをうまくとりながら政治を進めた。
経済的には外資の導入による経済開発を進め、スレで紹介したとおりの高度成長を実現させた。
　
また、労働党首であるため、
無料義務教育の普及や老齢年金の創設、無料診療の実現といった
社会政策の実現にも力を注いだ。 
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モーリシャス国民…妖精さん（人類は衰退しました）
　
　
英領モーリシャス植民地総督…ドラえもん（ドラえもん）
華僑実業家…紅美鈴（東方project）
インド人実業家…ブッダ（聖☆おにいさん）
フランス人実業家…シエル（月姫）
フランス人観光客…シャルロット・デュノア（インフィニット・ストラトス） 
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■アフリカ新独立国
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新政府高官…麻呂（2ch）
　
新政府元首…ジュウシマツ和尚（2ch）
別の新政府高官…伊藤開司（カイジ）
アフリカの徴税官…博麗霊夢（東方project）
村長…ムスカ（天空の城ラピュタ）
村人…シータ（天空の城ラピュタ）
武装勢力…竜宮レナ（ひぐらしのなく頃に）
　　　　　　　園崎魅音（ひぐらしのなく頃に）
先生…アティ（サモンナイト）
生徒…高町なのは（リリカルなのは）
　　　　虹原いんく（もえたん）
エリート…夜神月（デスノート）
農民A…キリト（ソードアート・オンライン）
農民Aの妻…アスナ（ソードアート・オンライン）
農民Ａの娘…ユイ（ソードアート・オンライン）
新大統領…緋村剣心（るろうに剣心）
　
　
■その他
アメリカ政府…孫悟空（ドラゴンボール）
ソヴィエト政府…フリーザ（ドラゴンボール）
日本政府…池田華菜（咲-Saki-）
ソマリアのみなさん…モヒカン（北斗の拳）
ヨーロッパ共同体（EC)通商代表…羽瀬川小鳩（僕は友達が少ない）
アジア諸国…張維新（BLACK LAGOON）
ラテンアメリカ諸国…ロベルタ（BLACK LAGOON）
東欧諸国…ココ・ヘクマティアル
東南アジア諸国…ナターリア（アイドルマスター）
タイ政府…タイ（魚）
　
外国報道陣…射命丸文（東方project）
先進国の銀行…一条聖也（カイジ）
良き独裁者…ラインハルト・フォン・ローエングラム（銀河英雄伝説）
サファリ観光客…ゴルゴ（ゴルゴ13）
ライオン…ポン・デ・ライオン（ミスタードーナツ）
カバ…ムーミン（椎名百貨店）
危険な生き物…ﾊﾊｯ 
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ODA…織田信長
　
豊臣秀吉…木下秀吉（バカとテストと召喚獣）
秋山好古…秋山澪（けいおん！）
佐藤栄作…ルルーシュ・ランペルージ（コードギアス）
スイカ…坂崎美心（カイジ）
穀物…できる子（2ch）
誤った肥料投与の例…巴マミ（魔法少女まどか☆マギカ）
ノーマン・ボーローグ…ルイージ（スーパーマリオブラザーズ）
地方豪農のみなさん…二階堂盛義＆隈部親永（信長の野望）
外国商人…どせいさん（MOTHER2）
ジム・ロジャーズ…中村紀洋（実在人物）
世界銀行・IMF…びんぼうがみ（桃太郎電鉄）
製薬会社…ディスティ・ノヴァ（銃夢）
　
　
解説役…高良みゆき（らきすた）
1…メカ沢新一（クロマティ高校）
　
■おまけ
木村重信…樹慶蔵（もやしもん）
宿屋の主人…バラライカ（BLACK LAGOON） 
　
■スペイン宗教裁判
アロンソ・サラサ・ド・フリア…アレクサンド・アンデルセン（HELLSING）
裁判官A…伊藤誠（School Days）
裁判官B…澤永泰介（School Days）
魔女狩り犠牲者…赤井まほ（どきどき魔女神判） 
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◎アフリカ総記

●世界地理大百科事典2 アフリカ　朝倉書店　　田辺 裕、島田 周平、柴田 匡平　1998年 

●アフリカを知る事典　伊谷 純一郎編著　平凡社; 新訂増補版 (1999/08)

●新版　アフリカを知る事典　小田 英郎；川田 順造；伊谷 純一郎；田中 二郎；米山 俊直 (監修)　平凡社; 新版 (2010/11/26)

●「朝倉世界地理講座11　アフリカⅠ」池谷 和信, 佐藤 廉也, 武内 進一編　 朝倉書店 (2007/04)

●「朝倉世界地理講座12　アフリカⅡ」池谷 和信, 佐藤 廉也, 武内 進一編　朝倉書店 (2008/04)

　

◎アフリカ通史

●新書アフリカ史　講談社 (1997/7/18)　宮本 正興、松田 素二編

●世界現代史 (13) 総説・南部アフリカ　山川出版社 (1979/01)　星 昭、林 晃史

　

◎セレツェ・カーマ関係

●「二〇世紀アフリカの個体形成」真島一郎編　内「セレツェ・カーマ」遠藤貢　東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所　（2011/1/24）

　　いまのところ、日本でセレツェ・カーマの生涯を書いたまとまったただ一つの文献です。

　　とくにスレの初期は、これをベースにして書いています。

　

◎ボツワナ

●「ボツワナを知るための52章」（明石書店）　池谷和信編著

●「ボツワナ (目で見る世界の国々37)」 トーマス オトゥール　国土社 (1996/04)

●「カラハリ砂漠」講談社　木村重信　（昭和48年4月）

●「サハラ以南アフリカ」 (講座世界の先住民族 ファースト・ピープルズの現在)所収「サン」　池谷和信　明石書店 (2008/3/31)

●「国家はなぜ衰退するのか」（下）　早川書房　ダロン アセモグル、ジェイムズ A ロビンソン　 早川書房 (2013/6/21)

●「新興成長市場南部アフリカ―その経済と企業経営の課題」（嵯峨野書院）　平田 弘治、松本 美智子、中津 孝司

●「21世紀『この国が買い、この国は売り』―天才投資家の世界バイク紀行」　ジム・ロジャーズ　講談社 (1999/08)

●「講座・世界の先住民族　サハラ以南　アフリカ （５）」明石書店　（2008年3月）

▲在日ボツワナ大使館のサイト　http://www.botswanaembassy.or.jp/japanese/

▲ボツワナのデータ集　ttp://jp.knoema.com/atlas/%E3%83%9C%E3%83%84%E3%83%AF%E3%83%8A

▲Electoral Institute for Sustainable Democracy in Africa（英語）

ttp://www.eisa.org.za/WEP/comturnout.htm

各国の選挙データが蓄積されているサイトです。

▲みずほリポート2006

http://www.mizuho-ri.co.jp/publication/research/pdf/report/report06-0511.pdf 

　

バトエンの業績関係だと

▲ttp://www.botswanabeckons.com/places/places-southern/places-kanye/item/bathoen-ii-statue

▲ttp://www.proudlyafrican.info/Proudly-African/Proudly-African-Territories/Botswana/Botswana-Icons/Kgosi-Bathoen-II.aspx 
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◎南部アフリカ史

●南部アフリカ政治経済論　日本貿易振興会アジア経済研究所 (1999/05)　林 晃史

（1990年代までの南部アフリカ諸国のデータや情勢がまとまっていて、非常に良い本です。ボツワナの政治情勢も載ってます。

　特に、各ホームランドの財政状況表と人口表は本当に役に立ちました）

　

●週刊朝日百科世界の地理　モザンビーク・マダガスカル・コモロ・モーリシャス・セーシェル　朝日新聞社　昭和60年11月17日

●現代アフリカ・クーデター全史　叢文社 2005年　片山正人

●南部アフリカ (紛争地域現代史)　 同文舘出版 (1993/04)　中津孝司　

●南部アフリカ―解放への新たな戦略　 岩波書店 (1979/11)　バジル・デビットソン他著、北沢正雄他訳

▲ttp://www.rhodesia.jp/index.html　ローデシア問題とローデシア軍の資料

▲ttp://www10.plala.or.jp/shosuzki/edit/africa/africa.htm　南部アフリカ解放運動の歴史年表

▲ttp://www.gov.bw/en/Ministries--Authorities/Ministries/State-President/Botswana-Defence-Force-BDF/About-the-BDF1/History-of-the-BDF/　ボツワナ政府内、ボツワナ国防軍

▲ttp://books.google.co.jp/books?id=oVrVK2ElINMC&pg=PA93&lpg=PA93&dq=Rhodesia+Botswana+1976+december&source=bl&ots=r-Z77Z3GQ4&sig=rnNN_9bln3CafoJgzm-Px_jVoS0#v=onepage&q=Rhodesia%20Botswana%201976%20december&f=false

▲togetter「ローデシア軍の伝説と実際」　ttp://togetter.com/li/268177

　このまとめ作者のEO73氏には、ボツワナ・ローデシアの紛争について本当に貴重な助言をいただきました。

　この場を借りまして、もう一度厚く御礼申し上げます。 

　

◎南アフリカ共和国史

●南アフリカの歴史　明石書店　1995年　レナード・トンプソン

　南アフリカ史の基本書。これを押さえていないと話になりません。

　アパルトヘイト反対の立場に立ちながら書かれた、白人来航以前からの通史です。

　

●南アフリカの歴史（ケンブリッジ世界各国史）　創土社　2009年　ロバート・ロス

●南アフリカを知るための60章　明石書店　2010年　峯陽一編

●アパルトヘイト教育史　春風社　2004年　ジョナサン・ヘイスロップ

●ドナルド・ウッズのアパルトヘイト問題入門　第三書館　1990年　ドナルド・ウッズ

●南アフリカの衝撃　 日本経済新聞出版社 (2009/12/9)　平野克己

●南アフリカと民主化　（1996/5/10）　勁草書房　川端正久・佐藤誠編

●南アフリカ　虹の国への歩み　岩波書店　（1996/11）　峯陽一　

●ゴッド　ハズ　ア　ドリーム　竹書房　2005/8　デズモンド・ツツ 

●南部アフリカ―ポスト・アパルトヘイトと日本　勁草書房 (1992/07)　川端 正久、佐々木 建編

●「ネルソン・マンデラ 私自身との対話」明石書店 (2012/1/24)　

▲ANCのサイトにあるマンデラ就任演説の原文　http://www.anc.org.za/show.php?id=3132

　

◎モーリシャス関係

●「脱植民地化とイギリス帝国」（ミネルヴァ書房）所収、「モーリシャスの脱植民地化とインド系移民」（脇村孝平）

●「朝倉世界地理講座12　アフリカ?」所収、「モーリシャス」（寺谷亮司）

●「世界の民族9　アフリカ南部・マダガスカル」（E・エバンズ・プリチャード）

　

◎アフリカの現状

●「アフリカ・レポート」岩波新書　松本仁一　 (2008/8/20)　

●「苦悶するアフリカ」 　 岩波書店 (1985/3/20)　篠田豊

●「アフリカ 苦悩する大陸」（東洋経済新報社）　ロバート・ゲスト

●「現代アフリカ入門」 勝俣 誠 　岩波書店(1991/11/20)

●「新・現代アフリカ入門」 勝俣 誠 　岩波書店(2013/4/19)

●「アフリカの底流を読む」福井聡　ちくま新書 (1996/05)

●「現代国際関係の基礎と課題」10章「アフリカ諸国」　遠藤貢　　建帛社　平成11年4月15日

　

◎政治関係

●グローバル・ガバナンスにおける開発と政治　笹岡雄一　明石書店 (2012/11/29) 　

　　アジアとアフリカの政府の農村に関するかかわりは、この本を基本にしています。特に2部の「途上国の政治体制」と4部の「国家を超えて」。

　

●「開発と国家 アフリカ政治経済論序説」　高橋 基樹　勁草書房 (2010/1/29)

●現代アフリカの紛争と国家　　武内 進一　明石書店 (2009/2/25) 

●アフリカと政治 紛争と貧困とジェンダー―わたしたちがアフリカを学ぶ理由　戸田真紀子　御茶の水書房 (2008/08) 
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◎アフリカ経済関係
●「図説アフリカ経済」　日本評論社 (2002/05)　平野克己
　　鉄板中の鉄板。かなり古くなりましたが、それでもまずはこれを抑えるべきです。
　　経済文献に上げましたが、農業関係の考察も必見。
　
●「経済大陸アフリカ」 　 中央公論新社 (2013/1/24）　平野克己
●「アフリカ経済論」ミネルヴァ書房 (2004/12)　北川 勝彦 , 高橋 基樹 編著
　
◎援助関係
●「貧困の終焉」ジェフリー・サックス　早川書房 (2006/04)
●「エコノミスト 南の貧困と闘う」ウィリアム・イースタリー　東洋経済新報社 (2003/07)
●「傲慢な援助」ウィリアム・イースタリー　東洋経済新報社 (2009/9/4)
●「民主主義がアフリカ経済を殺す」ポール・コリアー　日経BP社 (2010/1/14)
●「最底辺の10億人 最も貧しい国々のために本当になすべきことは何か?」　ポール・コリアー　日経BP社 (2008/6/26)
●「援助じゃアフリカは発展しない」　ダンビサ・モヨ　東洋経済新報社 (2010/7/30)
　
◎農業関係
●「食用作物」　養賢堂; 新訂版 (2010/09)　国分牧衛
●「ガーナ　混乱と希望の国」アジア経済研究所 (2003/12)　高根務
　
◎言語関係
●「アフリカのことばと社会―多言語状況を生きるということ」 　梶 茂樹、砂野 幸稔ほか　三元社 (2009/05)　
●「ポストコロニアル国家と言語―フランス語公用語国セネガルの言語と社会」　砂野 幸稔　三元社 (2007/12)
　　言語系でとくに参考にしたのはこの2冊ですね。
　
◎エイズ関係
●「世界を動かしたアフリカのHIV陽性者運動―生存の視座から」新山智基 生活書院 (2011/12)
●「NHK未来への提言 アーネスト・ダルコー―エイズ救済のビジネスモデル」アーネスト ダルコー、貫戸 朋子 　日本放送出版協会 (2007/09)
　
◎魔女狩り関係
●クルト・バッシュビッツ「魔女と魔女裁判」 
　







おまけ「1966年、ガベロンズ」
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739で言ったエピソード、
このころ（1966年）のベチュアナランドの雰囲気がよくわかるので
AA化してみました。
　
ちょっとしたおまけですが、よかったらどうぞ。 
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 乙
「盗みを罪・恥と認識している」
これはとても重要な基礎特性だよな… 
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 >>731

これ、地味だけどすごい重要な特性ですからね…

木村重信の「カラハリ砂漠」（1966年）にこれを象徴するようなエピソードがあったんで、

おまけとして投下してみてもいいかな。
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『…ガベロンズの駅前に、この村唯一のホテルがある。
ホテルといっても、ひなびた田舎の木賃宿だ』 
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『夕方このホテルについて、大きなトランクを提げて入っていくと、
テラスでビールをのんでいた青年たちが、
先を争って私たちの手から荷物を奪い、部屋に運んでくれた』 
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『チップを差し出すと、顔色を変えて怒った。
全くの親切なのだ』 
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『戸外は広々とした砂地で、駅前のせいか、
何百人もの黒人がぶらぶらしている。
私たちのトラックは山のように荷物が積んであるが、
無蓋なので、盗難が心配だ』 
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『ホテルの主人（イギリス人）にどこか安全な場所がないか聞いたら、』 
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　　　　　　　　　　　ホテルの主人（イギリス人）
　
　　　　　　　　　　　　『けげんな顔をされた』 
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『そこでトラックの荷物を見せて、
この中には高価なカメラ類などが含まれていること、
ホテルの周りにたむろしている黒人たちが一つずつ盗んでも、
数分でなくなる恐れのあることを説明した』 
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『すると主人は怒って、ベチュアナランドでは盗難は絶対にないと断言した』 
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『そして彼は、ある客がホテルの前に鞄を一個忘れて旅立ち、
三か月後に引き返してきたとき、元の場所にそのまま置かれていたことを話した』 
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『私たちは半信半疑の気持ちだが、
ホテルの主人のいう事だからと一応信用することとして、
代わりにその夜は二時間ごとに
荷物が盗まれていないかを調べることにした』 
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　　　『結果は主人のいったとおりだった』 
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『その後私たちはベチュアナランドの各地を旅して、
この国の黒人たちがきわめて温順で、物乞いをせず、
決して盗みをしないことを、事実によって知った』
　
『南アフリカで黒人の盗みにしじゅう神経をとがらせていたのとは、
たいへんなちがいだ。
政治的自由のあるなし、人種差別の有無が、
こうも人間を変えるものか…』 
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以上です。
なんかこの時代のベチュアナランドの様子が生き生きと伝わってくる一文で、
かなり好きなのでちょっと投下してみました。 
　







番外編「モーリシャスは繁栄しました」
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独立したばかりのモーリシャス共和国は、
いきなりの難局に見舞われていた。 
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モーリシャスは、
はっきり言って絶海の孤島である。
どれくらい孤島かというと、
16世紀の末の末（1598年）まで人類（白人ではない。人類である）が到達していなかったくらいには孤島である。 
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　　　　　　　　　　　 亅　　　 畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑 　 　 |　　　　　
　　 　 　 　 　 　 /"″　　 畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑 　　 　 lﾞ　　　　　　 
　　 　 　 　 　 　 |、　　　　畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑　 　 　 | 
　　　　　　　　　　‘-,,,　　　　畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑　　　 | 
　　　　　　　　　　　　|　　　畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑 　 　 ,i´ 
　　　　　　　　　　　　ﾞl―　畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑――― 
　　　　　　　　　　　　　　　`i､　　　畑畑畑畑畑畑　　／゛ 
　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　 　 　 　 　 ,i´ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　｀'-,,、 　 　 　 　 　 ,／｀ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾞヽ,,_　　　 ._,／｀ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｀ﾞ'―-/｀. 
　
　
◎は首都ポートルイス
　
面積は2,045平方キロメートル（東京都や沖縄県より少し小さく、大阪府よりは少し大きい）。
独立当時の人口は75万人。
おそろしいことに、ボツワナの1.5倍の人口がいる。 
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この当時のモーリシャスの産業と言えば砂糖である。
このほかには砂糖や砂糖、砂糖などがある。
　
つまり、絵にかいたようなサトウキビのモノカルチャー経済である。 
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モーリシャスは基本的には平坦な地形をしている。
中央部の標高はかなり高いが高原となっていて、
海岸平野と中央高原がそれぞれなだらかに広がっている形になる。
　
このため、農地が非常に開きやすく、
このころにはすでに島全体が見渡す限りのサトウキビ畑となっていた。 
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この小さな島国で、しかも人種はやたらと多い。
4人種5派が敵対し、お互いしのぎを削っている状態である。
　
　
　 　　　　　,.　'´￣仏｀ヽ、
　 　　　 ／　,. ﾆﾆ二二ﾆ｝
　 　　∠＿// /_　ﾚwﾘ_∨_　　　　けいざいはわれわれがにぎってるです
　 　　　 ＼_|/　・＿＿_・l|/　　　　
　 　　 　 ノｖ＼_ヽ.＿,ノノﾘ、　　　　きょうつうごもわれわれのことばです
　 　　　　　 ,＜,／O＼＞、
　 　　　　 (＼/＿_O＿,ﾄ（)　　　　　しゅうきょうはきりすときょうです
　　　　　　 ￣Ｚ二ﾊ二ｺ
　
　　　　　フランス人（2％）
　
　
　 　　　　　,.　'´￣印｀ヽ、
　 　　　 ／　,. ﾆﾆ二二ﾆ｝　　　　　　さとうきびばたけではたらくために
　 　　∠＿// /_　ﾚwﾘ_∨_　　　　　つれてこられました
　 　　　 ＼_|/　・＿＿_・l|/　
　 　　 　 ノｖ＼_ヽ.＿,ノノﾘ、　　　　　いちばんおおいです
　 　　　　　 ,＜,／O＼＞、　　　　　みんしゅしゅぎだといちばんつよいはずです
　 　　　　 (＼/＿_O＿,ﾄ（)　　　　　しゅうきょうはひんどぅーきょうです
　　　　　　 ￣Ｚ二ﾊ二ｺ
　
　　　インド人・ヒンドゥー（51％）
　
　
　 　　　　　,.　'´￣回｀ヽ、
　 　　　 ／　,. ﾆﾆ二二ﾆ｝　　　　　　さとうきびばたけではたらくために
　 　　∠＿// /_　ﾚwﾘ_∨_　　　　　つれてこられました
　 　　　 ＼_|/　・＿＿_・l|/　
　 　　 　 ノｖ＼_ヽ.＿,ノノﾘ、　　　　　いんどじんとひとまとめにされがちですが、
　 　　　　　 ,＜,／O＼＞、　　　　　ひんどぅーととういつこうどうはとりません
　 　　　　 (＼/＿_O＿,ﾄ（)　　　　　しゅうきょうはいすらむきょうです
　　　　　　 ￣Ｚ二ﾊ二ｺ
　
　　　インド人・ムスリム（17％） 
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　 　　　　　,.　'´￣混｀ヽ、
　 　　　 ／　,. ﾆﾆ二二ﾆ｝　　　　　こくじんとはくじんのこんけつです
　 　　∠＿// /_　ﾚwﾘ_∨_　　　　　いんどじんがくるまえの
　 　　　 ＼_|/　・＿＿_・l|/　　　　　どれいせいのじだいにきました
　 　　 　 ノｖ＼_ヽ.＿,ノノﾘ、
　 　　　　　 ,＜,／O＼＞、　　　　　しゅうきょうはきりすときょうです
　 　　　　 (＼/＿_O＿,ﾄ（)　　　　　
　　　　　　 ￣Ｚ二ﾊ二ｺ
　
　　　　　クレオール（27％）
　
　
　 　　　　　,.　'´￣華｀ヽ、
　 　　　 ／　,. ﾆﾆ二二ﾆ｝
　 　　∠＿// /_　ﾚwﾘ_∨_　　　　　ろうどうしゃとしょうにんです
　 　　　 ＼_|/　・＿＿_・l|/
　 　　 　 ノｖ＼_ヽ.＿,ノノﾘ、　　　　　あんまりかずいません
　 　　　　　 ,＜,／O＼＞、　　　　　　しゅうきょうはぶっきょうです
　 　　　　 (＼/＿_O＿,ﾄ（)
　　　　　　 ￣Ｚ二ﾊ二ｺ
　
　　　　　　　華人（3％） 
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　 　　　　　,.　'´￣仏｀ヽ、
　 　　　 ／　,. ﾆﾆ二二ﾆ｝
　 　　∠＿// /_　ﾚwﾘ_∨_　　　どじんどもー
　 　　　 ＼_|/　・＿＿_・l|/　　　はたらけはたらけー
　 　　 　 ノｖ＼_ヽ.＿,ノノﾘ
　 　　　　　 ,＜,／O＼＞、
　 　　　　 (＼/＿_O＿,ﾄ（)
　　　　　　 ￣Ｚ二ﾊ二ｺ
　
　
　 　　　　　,.　'´￣印｀ヽ、
　 　　　 ／　,. ﾆﾆ二二ﾆ｝
　 　　∠＿// /_　ﾚwﾘ_∨_　　　なんやとわれー
　 　　　 ＼_|/　・＿＿_・l|/　　　いてまうどこのやろー
　 　　 　 ノｖ＼_ヽ.＿,ノノﾘ、
　 　　　　　 ,＜,／O＼＞、
　 　　　　 (＼/＿_O＿,ﾄ（)
　　　　　　 ￣Ｚ二ﾊ二ｺ
　
　
支配階級を形成してきたフランス人およびクレオールと
多数派のインド人は仲が悪く、独立当時は紛争が絶えなかった。 
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モーリシャスの問題はボツワナとは真逆で、
とにかく人口が多すぎることにある。
　
肥沃な土地に温暖な気候、適度な降雨。
開拓の歴史は遅いが、一度開拓された後は「インド洋の宝石」と呼ばれるまでの植民地となったのだ。
　
快適な気候に、サトウキビ畑の労働需要。それに豊富な食料。
わずかだった植民者たちは、増えに増えた。
　
農業しか産業のない状態で、沖縄と同じ面積に75万人。
人口密度は驚きの370人。（同年の日本は273人）
正直シャレになってないレベルである。 
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いくらサトウキビ畑の雇用力が優れているといっても、
ものには限度がある。
　
島中に失業者があふれ、危機的状況となっていた。 
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そんな中、インド人多数派の支持を受けて首相に就任し、独立を指揮したのが
シウサガル・ラングーラムである。
　
渡英して医師となり、インド国民会議派ロンドン支部に加入し、
帰国後はサトウキビ畑の労働者たちを組織した労働党の代表者をつとめた。
　
そして労働党の選挙勝利に伴い、首相に就任したのである。 
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最初に直面した問題は人種間の融和であったが、
これに関してはすでに対策は立てられていた。
　
独立直前、モーリシャス自治議会に普通選挙法が導入されたさい、
当時の総督がある仕掛けを用意していたのである。 
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人種構成がバラバラなうえに、
実はどの人種も人種ごとにまとまって住んでいるわけではない。
特にイスラム系などは全島に薄く広く住んでいるため、
小選挙区にしてしまうと議席0などという事態さえありえた。
そのための救済措置である。 
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実際、ヒンドゥー教徒と一部クレオールを基盤とする「モーリシャス労働党」は、
ヒンドゥー教中下流層を基盤とする「独立前衛連合」と、
ムスリムを基盤とする「ムスリム行動委員会」と連立することで、
独立反対派の「モーリシャス社会民主党」（フランス人およびクレオール）をなんとか破って、
やっと独立にこぎつけたのである。
　
得票率は三党連合が55.1％、社会民主党が43.1％。
国民の4割以上が独立反対派という状況である。 
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つまり、他派閥に比べてヒンドゥーは求心力が著しく弱い。
上の得票率で独立反対派の票が人口比より多いのは、
ヒンドゥーからそれだけの票が流れたということである。
　
求心力を高めようにも、これだけ内実が細分化されていると手のうちようがない。
独裁勢力化など夢のまた夢だった。 
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この選挙制度は独立後も忠実に守られた。
どの勢力にもまんべんなく議席のくるこの制度は、
突出した勢力がない状況ではどの勢力にも好都合だったからである。
　
これによって連立政権が必至となったため、
どこかの人種集団を優遇して他を弾圧するという政策はとれなくなった。
　
圧倒的多数派勢力がいない以上、
どこかだけを優遇すれば他の人種が連合を組んでしまい、
次の選挙に勝てなくなるからである。
　
こうして、人種間の紛争は次第におさまっていった。 
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人種問題の次は、
失業問題である。
　
このころのモーリシャスの失業率は27％。
4人に1人がプーである。 
　

860  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/07/02(火) 21:09:56 ID:5w/T.YB20
　
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／. : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : ＼＿__,ノ
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,. ﾞ: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : ＜
　　　　　　　　　　　　　 　 　 ,: : : :/ : : : : : : : : : : : : : : : : : : : ､__,,ノ : : : : ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　,ﾞ: : :/. : : : : : : : : |: : :、: : : : : : : : | : : : : : : : : : ヽ
　　　　　　　　　　　 　 　 　 j: ／ |: : : : : : |: : :|: :/ﾍ.　: : :│: : |ｉ: : |: : : : : : : : '.
　　　　　　　　　　　　　　　 イ: : : | : : : : : :|: : ﾙ;''⌒|: : : : :|: : ,ハ: :|ｉ: : : : : : : : ｉ
　　　　　　　　　　　　　　　　|: : : :| : : : : : :|: /仏=s |/i: : : |／⌒｝:八: : : : : : : :|
　　　　　　　　　　　　　　　　|i : : :.,: : : : : :.|/7....:} 　 丿. :丿扞S狄: : ,: : : : ∧ |
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 八: : : ＼ : : :八弋V　　　 　 　 ｝.:::}ﾊﾉ / : /. /　丿　　　それはいけませんねぇ…
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 / : :＼|＼|＼ : 〈＼　　 　 　 　 弋V　／ ／｝/
　　　　　　　　　　　　　　 /. : : : : : : :|: : ＼_〉　　　　　 ′　　 ∠ イ　／
　　　　　　 　 　 　 　 　 /. : : : : : : : :|: : : : |、　　　　,....　　　　,.: : :|ｉ
　　　　　　　　　　　　　/. : : : : : : : : :|: : : : | ）:.、　　　　　 ,. イ: : :.八
　　　　　　　　　 　 　 /. : : : : : : : : :八: : : :.＼　＞　__,. ..'゛__上ﾆ=-ミ: .、
　 　 　 　 　 　 　 　 /. : : : : : : : :／⌒＼: : : : ｀ﾆ=_=-‐=ﾆ二￣　　　＼＼
　　　　　　　　　 　 /. : : : : : : : :〈 　 　 　 ＞‐=≦⌒　　 　 　 　 　 　 /￣￣〉---------‐‐
　 　 　 　 　 　 　 /. : : : : : : : : : ｝　 　 ／/　　 　 　 　 　 　 　 　 　 /　 　 /
　　　　　　　　　 /. : : : : : : : : : /　　／　,′　　　　　　　　　　　 　 /　 　 ∧
　 　 　 　 　 　 /. : : : : : : : : : 〈__,／′ /　　　　　　　　　 　 　 　 /　　　/⌒ 
　

861  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/07/02(火) 21:10:32 ID:5w/T.YB20
　
　　　/　　 　 　 　 !　　|　{　　　　 　 {, -ﾟ｡ |-{　　　:,　　　　　　　 |　|　　　 |
　　 .′ 　 　 　 　 | 　 ﾊ　! 　 　 　 l |/￣リ｀ヽ　　│　　 　 　 　 |　|　　j{ :|
　　 |　 |　 　 　 　 |ﾟ。.{ﾆ| |　　 　 　l |　≫==ミﾄﾟ.　 }　　　　 　 　 |　| 　 ﾊ: !
　　 |　 |　　|　　　 |/ﾊ{　リﾟ｡ 　　　 l | / .f爪ﾊ　 ﾟ｡/　　　　　　　 |　|　 ハi.|　　　　そうだ！
　　 |　 |　　|　　　 | 　≫=ミ ＼　　 リ　　|ゞ:爿 　 ′　　 　 　 　 ′l　/　.i.|､　　　　東アジアでやってる方法を、
　　 |　 |　　|　　　∧ 　 fj爪 　 ー―　　 乂少　 /イ　　 　 /}　/ .イ /　　ﾘ　＼　　　わたしたちもやりましょう！
　　 ﾟ｡　ぃ 　 、　 　ﾊ　│爿　　　 　 　 　 　 　 /　j/　　　// /　 /イ　　　　 　 ヽ
　　　 ＼| ＼　い、　 ＼ゝ-°,　 　 　 　 　 　 　 ／　　 ／:' /　　/: :　　　　 　 　 ＼　　　人口過剰の上教育のある住民の多いこの国なら、
　　　　 　 　 ＼｝ ＼_____:、 　′ 　 　 　 　 　 ／　　 ／　/ｲ　　 ′: :　　　　＼　　　＼　　　きっとできるはずです！
　　　　　 　 　 　 　 }　}　　　　　　 　 _,,，　　´￣￣　 !　 ∧ 　 /: : : :　　　　 　 ヽ
　　　　　　　　　 　 ﾊ　:.　　 　 　'' ´　　　　　　　　 ／|　 ′:､ /: : : : : :　　　　　　ぃ
　 　 　 　 　 　 　 /　; .入　　　　　　　　　　　　 ／ 　j　 |:.:.:.:.ヽ: : : : : : :　　　　　　い
　　　　　　　　　 / 　 !　　 丶　　　　 　 　 　 ／　　　′ |:.:.:.:.:.:.:, : : ＼: : :　　　　　 i　'.
　 　 　 　 　 　 /　　│　 　 　 ＼　 　 　 　 ´　　 　 ′　!:.:.:.:.:.:. '. : : : :ヽ: : :　 　 　 }
　　　　　　　　/ 　 　 !　　　　/: :..｀¨´.:|　　 　 　 　 ′　 |:.:.:.:.:.:.:.:.:! : : : : ﾟ｡: : :　 ,..　 -‐
　 　 　 　 　 /　　　 .:| 　 　 /: : : : : :..:.|　　　　　　/　　　|:.:.:.:.:.:.:.:.:}: : : : : ,:　　'":.:.:.:.:.:.:.:
　　　　 　 ／　 　 . : :|　　　′: : : : : : :|　　 　 　 / 　 　 .|:.:.:.:.:.:.:.:.:}: : : ／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:／
　 　 　 ／　　　 .: : : :|　 　｛: : : : : : :..:ﾉ 　 　 　 /　　　 .∧:.:.:.:.:.:.:.:}::／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:／ 
　

864  Opqr ◆XLjdU8ssbY 2013/07/02(火) 21:13:12 ID:5w/T.YB20
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　∧_∧
　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿.（ﾟДﾟ::）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　＿|￣￣|:::::）＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　 /　.|＿＿ｒ,,-,-,-i　/|
　　　　　　　　　　　　　　　/　　 　 　| l | l|/ /./|
　　　　　　　　　　　　　　　|￣￣￣￣￣￣~|/-'
　　　　　　　　　　　　　　　|_|￣￣￣￣￣ |_|
　　　　　　∧_∧　　＿ /|＿＿＿＿＿＿＿/|＿　 ∧,,,∧
　　　　　r（　ﾟД）　/＿| .|　　　　　 /　　　　| |＿　ﾐДﾟ　彡
　　　　　|　l　　 つ .品_|/ ＿＿_　 /　　　　 |/_品⊂　　 .ﾐ l
　　　　　| （＿　./　/二/三三/|　/ /三三/|　　　/ /　__,l .|
　　　　　|_r― ./　　　 /三三/lll / /三三/lll 　　/|./_-―､_l
　　　　　　　　/　　　　|＿＿_ll/./　|＿＿_ll/　　/ /
　　　　　　 　/―――――― /―――――‐/ /
　　 　∧_∧　　/|　　　　　　　/　　　/ /|三/|∧_∧
　　　（;;;ﾟд）＿| .| /二/　　　/ ./二/|_| |＿l/（дﾟ=）_
　　 r（#;;;;;;;つ,_|/　　　　　　./　　/二/|/品 ⊂　　=l l
　　 | （＿ / /三/|　　　　　/　　　　　　￣　//　 __,l l
　　 |_r―/　|＿,|/　　　　 /　　　　　/二/ //　/,--､l
　
　
欠点ばかりに見えるモーリシャスだが、長所もあった。
まず、支配層が土着していたこと。
この島のフランス系は初期入植者の子孫が多く、入植後200年は立っている家系ばかりである。
おまけに先住民族を追い散らして植民したわけでもなく、無人島に入植した文字どおりの先住民である。
そのためこの土地に愛着もあり、島の発展も望んでいた。
　
そして、官僚機構が自足していたこと。
この島はずっと前からフランス系の自治下にあり、官僚もフランス系やクレオール中心に出ていた。
白人入植型植民地だったので、本国からの官僚なしでもやっていける体制が整っていたのである。
　
商業的に進んだ民族が多く入植していたため、所有権や公の意識も問題はない。
つまり、大半のアフリカ諸国が喪失し、ボツワナが選択によって獲得したものを、
モーリシャスは最初から持っている状態だった。 
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そして、島がコンパクトだったためにインフラや教育の整備が非常にやりやすかった。
独立時点で島内には道路網が張り巡らされ、教育機関も充実していた。
当然、識字率もある程度は高い。
　
そのため、東アジア型…
…輸出工業を中心とする工業化・経済成長のコース…
の条件が整っていたのである。 
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さっそく政府によって、
輸出加工区制度が整えられた。
　
加工区の企業への優遇措置も充実していた。
税金の減免や関税免除、電力の安価供給、資本制限の撤廃、利益の本国送金の無制限許可。
　
あとは、実際に企業を誘致するだけであった。 
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こうして各文化に属する実業家たちはコネを生かし、
他国の同文化の実業家たちの投資を呼びかけた。 
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同じ文化の労働者がいる上に制度が整っているという話は、
投資家たちをひきつけた。 
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工場が建設されると、
さっそくあふれていた失業者たちが争って職を求めに来た。
　
こうして、工場は順調に滑り出した。 
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工場で生産されるのは主に繊維製品である。
繊維製品は労働集約的…
つまり、大勢の労働者が寄ってたかってつくっていくものなので、
人件費が安いのが第一条件である。
曲がりなりにも工場なので、文字も読めないとやっていけない。
　
逆に言えば、それさえ満たしていれば多少の悪条件はクリアできる。
絶海の孤島でもやりようで勝てるのだ。 
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それに、主要航路から外れているとはいっても、
もともと海運のコストは陸運とは比べものにならない。
この程度の距離であれば、多少不利ではあるが致命的では全くない。
その点も有利に働いた。 
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こうして加工区は成功をおさめ、投資はさらにさかんとなった。
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世界一などというだけあって、モーリシャスの自然の美しさは半端ではない。
19世紀にこの島を訪れたアメリカの作家マーク・トゥエインは、
あまりの美しさに感動し
　
「神はモーリシャスを作り、それをまねて天国を作った」
との名言を残したほどである。 
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こうして海岸沿いにリゾートホテルが立ち並ぶようになる。
　
ただしヨーロッパからは離れすぎているため、
必然的にハイエンドに特化した観光開発となった。
　
高級路線にでもしないと、この距離をわざわざ来てくれないのである。 
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モーリシャスの美しさは以前から知られていたこともあり、
観光業はすぐに軌道に乗った。 
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モーリシャスに大挙してやってきたのは、とくにフランス人が多かった。
フランスにはバカンス制度があるので長期滞在型のビーチリゾートは人気があるのだが、
旧フランス領には美しいビーチを持つ国があまりない。
　
タヒチやニューカレドニアはビーチリゾートだが、
いかに何でもフランスからタヒチは遠すぎる。
　
そこへ行くと、モーリシャスは旧英領だがフランス語が通じ、
さらに治安が良い上にタヒチに比べれば近い。
こうして、まずフランス人が押し寄せ、つられて他国の観光客たちも
やってくるようになった。 
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このころには国内の実業家も、
独自に競って事業をはじめるようになる。
　
こうして1970年代半ばには、砂糖一本だった産業構造が、
砂糖・繊維工業・観光の3つにきれいに分かれるようになった。
多角化の成功である。 
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ここでとくに重要な役割を果たしたのが、繊維産業である。
農業→軽工業→重工業と行くのは工業化のセオリーであるが、
ここでの軽工業は事実上繊維産業をさしているといっていい。
　
そして繊維産業には、重要な特性がある。
雇用吸収力が異様に高い…つまり、めちゃくちゃたくさんの人を雇うのだ。 
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失業者などどこかに行ってしまった。
拡大し続ける繊維産業はみるみるうちに雇用を拡大していき、
1980年代半ばにはついに完全雇用を達成する。
　
完全雇用状態になると労働力が不足するので、
賃金の上昇を招く。
　
こうして労働者の収入は急上昇し、
それにともなって貧富の差が急速に縮んでいった。 
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貧富の差が縮小したことで、国民総中流に近い状況が生まれた。
日々の暮らしは楽ではないが、かといって食えないわけではないし、余裕もないではない。
こうなると民族対立などどこかに行ってしまう。
　
政治システムと経済状況のおかげで、
民族対立は過去のものとなった。 
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民族対立の緩和は、他文化への興味をもたらした。
モーリシャスでは国民の信仰する4大宗教の祝日すべてが祝日となっているが、
この祝日においても信徒だけでなく、他文化の民衆が参加して楽しむ姿が一般的となった。 
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民族対立の緩和とともに、国民意識が生まれた。
モーリシャン（モーリシャス人）という言葉の意味の変遷に、これは端的に表れている。
　
この言葉は、
1970年代までは支配層であるフランス人および一部のクレオールしか指さない言葉だった。
　
それが民族対立の緩和により、
現代ではモーリシャンはすべての人種を含んだ「モーリシャス国民」という意味の固有名詞となった。
「モーリシャス人」という共通概念ができた証拠である。 
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こうして政府が基本方針を定め、
民間が経済を発展させていくモーリシャスの経済システムが完成した。
　
このシステムはその後も稼働を続け、
モーリシャスはアフリカ有数の経済国家となっていった。
　
ラングーラムは1985年に死去するが、彼の死後も後継者たちはその路線を引き継いでいった。 
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　　　　　　　　　　　　　　　初代首相記念像
　
　
そして、初代首相であったラングーラムは、
今でも建国の父として国民の尊崇を集めている… 
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